

取扱書 

よくお読みになつてご使用ください。 
取あ書は車の中に保管しましょう。 

®TOYOTA 





このたびはたを争^^臥宣^をお買い上げいただ 
を、ありびとラございます。 


本書は八リアーの取り扱いについてドライバーの動作にそって説明 
していまず。 

安全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みくだ 
さい。 



• 運輯は交通ルール*マナーを守り、自然環境保護にも気をくばりましよラ。 

• メーカーオプションの HDD ナビゲーションシステムを装着された方は、別柿の取扱書ち併 
せてお読みください。 

-トヨタ販売店で取り付け5れた菩備（販売店オプション）の取り扱いについては、その商品 
に付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• 装備については、販売店でカタ□グをご請求ください。 

-ご不明な点は、担当営業スタッフにおたずねください。 


戸 N 

♦保罰および点検整備については、「メンテナンスノート」に記載していまずので、併せて 
お読みください。 

♦トヨタ販売店の所在地および連絡巧は、サービス網/お客様相談テレホン網として 
「メンテナンスノート」に記載しています。 

♦取扱書はいつでも見5れるよラに、メンテナンスノー トと共に車に大切に保管してくだ 
さい。 

♦車をゆず5れるときは、次のユーザーのために、この取扱書およびメンテナンスノート 
を車に付けておいてくださし、。 

\_ J 


車の仕様などの変更により、本書の内容が車と一致しない場合びありますのでご了承くださし、。 
















本書は;夕① 8 章か 5 構成されています。 

とくに第1章の「ま全ドライブのために必ず守っていた 
だきたいこと」は重要です。しっかりとお読みください。 


_ J 

第7章：安全ドライブのために必ず守っていただきたいこと 

「重大な傷害や事故•車両义災におよぶおそれびあること J および r 一般的な 
ま意 J と、その回避方法がこの章に集約して記載されていまず。重要でずので、 
必ずお読みください。 

第2章：基本操作早わかり 

はじめてこの車にお乗りいただく方のた奴に、基本操作を簡単に説明して 
います。 

第3章：運乾装置の取り扱い 

ドアの開閉、シート、シートベルト、エンジンのかけ方、シフトレバー、 
メーター、スイッチなどの取り扱いを説明しています。 

第4章：室内装備の取り扱い 

エアコン、オーディオ、室内装備品（サンバイヴー、カップホルダーなど） 
の取り扱いを説明していまず。 

第5章：ま全-快適装備の解説と注意 

SR S エアバッグ、 A B S など安全-快適装備についての機能説日月と取0 
扱い上のを意を説日月していまず。 

第6章 ：車との上手な付さ合い方 

季節による取り扱い、環境に配慮した経済的な運転方法などについて説明 
していまず。 

第7章 ..メンテナンス 

車の手入れのしかたと曰常点検について説明していまず。 

第8章••で一のとき 

故障やバンクしたときなど、万一のとさに必要な処置方法について説日月し 
ていまず。 
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表示について 


安全に関する表示 

r 運転者や他の人び傷害を受ける可能性のあること」や r 車両の故 
障や破損につながるおそれびあること」と、その回避方法を下記 
の表示で記載しています。これ5は重要ですので、必ず読んで遵 
守してください。 


座 


響 島 


記載事項をお守りいただかないと、重大な 
傷害や事故-車両义災におよぶか、最悪の 
場合死こにつながるおそれがあること 


^ 記載事項をお守りいただかないと、傷害、 

車両の故障や破損につながるおそれがある 
こと 


その他の表示 

r 知っておくと便利なこと」-「知っておいていただをたいこと」 
を下記の表示で記載しています 


づ^知識 


幻]つておくと梗利なこと 
知っておいていたださたいこと 


イラストのマークについて 

してはな5ない行為を示すイラストには、下記のマークが記載さ 
れています。 


0 


してはな6なし1行為 
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- 八ンドル、ミラーの調整! 






5ラーの調整 


>ドアミラーの調整のしかた*^^ 

'■鏡面 岡 M のし かた… I I I _ _ 

y ィンスィッチ飞 7 メインスイッチを巧しまず。 

メインスイッチのち側 （ R ) または左 
側 （ L ) を巧します。 

ち度を調整します。 

位置調整スイッチで S ラーの角度を調 
整します。 

^D メインスイッチを中立にします。 

調整したあとはメインスイッチを中立 
の位置にをどします。 J 



は sss スイッチ 


盛 難 

走巧中は、云ラーの調畳をしないでください。運起を誤りお〇め事巧に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

イ--1 




盛 置置 

云ラーび動いているとさは手をふれたりしないでください。手を巧んで 
けびをしたり.吉ラーの®障などの原因になるおそれぴあります。 

イつ； 

^ ホが謡 


1 : 
1 

、 

1 1 


作動ま <牛について 

エンジンスイッチび ACC または ON のとを使巧でをます。 


155 


154 


★はグレード等により装着の有巧び異な0ます。 


操作要領 L -- 知識 注意 胃 C 

操作要領び書かれています。 前ページ参照前ページ参照前ページ参照 


■本書では新計量法の施行に伴い、国際単位系（略称 S I 単位）を基本に記載し、 
従来単位を ）（ 内に記載してあります。 


操作説明 （3 〜8章)の見方 


操作説明 （3 〜8章）の冨本的な読み方について説明していまず。 


タイトル 

階層によ0区別 
してお0ます。 


グレード等により装備の 
有無が異なることをお知 
5せします。 


へ、 ソタ — 

ページの内容を 
案内しています。 


ツメタイトル 

鲁章のタイトルを 
案内しています。 


> A ンドル、 = ラーの S8 


J" 承引」 


■ I 目-ぶ！？-; 誕 If 一 


li の品 K 
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* このページはサンプルですので記載内容は実際の車とは異なります。 














































巧索方巧について 

本書では、お客様び知りたいことを素早くお読みいただけるよラ、 
次のような工夫びしてあります。 







タイトルか5さびす 

■ r 目次 J 

■ 「ツメタイトル」 

■ r 各章のはじめの目次 J 
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I 取り付け位置か6さぴす 
•「イラスト目次」 8 


ち抑か6さびす 

474 

■ 「五十音さくいん J 


警告なか6さびす 

484 

- r 警告なさ < いん」 


症がか6さびす 

474 

■ 「五十音さくいん」 

(色つさ 文字の 項目） 






次 

イラスト目次 8 


安全ドライブのため 
に必ず守っていただ 
さたいこと 13 

-を全-快適ドライブのために 14 
•を全装備について 41 

基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになる方へ） 

91 

-各部の開閉 日2 

-シートの調整 日4 

-シートベルトの着用 日6 

運転装置の取 y 巧い 
108 

•ドア、ドアガラスなどの開閉 no 

-シートの調整 1已2 

- シートアレンジ 1目 4 

-シートベルトの着用 172 

•子供専用シート 178 

室内装備の取り巧い 
255 

-エアコンの取り扱い 2已6 

安全-快適装備の 
解説と'ま意 339 

- SRS エアバッグ 340 

-シートベルト関係 354 

-デイスチヤージへッドランプ 356 

-レインクリアリングミラー 357 

車との上手な 
巧き合い方 371 

-雨の曰の運転について 372 

-寒;令時の取り扱い 373 

メンテナンス 387 

-車の手入れ 388 

•日常点検 414 

万一のとき 439 

• 工具、スペアタイヤ、発炎筒 440 
•故障したときは 4已〇 

•パンクしたとをは 4已2 

さくいん 473 

-五十音さくいん 474 
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•事故が起きたときは 471 

• 車両を緊急停止ずるには 472 


• バッテリーがあがったとさは 
• 才ーバーヒートしたときは 
• けん引について 


撥水機能付ガラス 
を難防止システム 
ABS 、 ブレーキア シスト 


3已9 -フルタイム 4 WD 

3已〇 -トランス5ツシヨン 
3巨3 •インテ U ジェント AFS 


経済的な運転 


382 -環境保護のために 


メンテナンスデータ 
ユーザーカスタマイズ 


428 -初期設定が必要な機能 

436 


-チャイルドシートの固定 

186 

-パーキングブレーキペダルの使い方 

216 

• 八ンドル、 S ラーの調整 

193 

-メーター、表を灯、警告灯の見方 

218 

• エンジンのかけ方 

200 

-スイッチの使い方 


• シフトレバーの使いち 
• オートマチック車の運転のしかた 

203 

210 

(ランプ、ワイパーなど） 

238 


•オーディオの取り扱い 266 •室内装備品の使い方 

(サンバイザー、カップホルダーなど）306 


運転ずるとさは 
警告な 


98 •スイッチ類の取り扱い 
102 .エアコン•才ーデイオ 


警告なさくいん 


484 


扯 


運お装置について 
メンテナンスについて 


巨2 . 才ーバーヒート.万一の事故 80 
巨8 -その他の注意 83 



I— 4 7 
66目 
444 


万-のとき 


の 

解 

説 

会 

意 

を 

占 

適 

装 

備 

付 

を 

A 

方 

車 

と 

の 

上 

手 

な 

メ 

y 

要 

ン 

ス 



789 

色66 

333 


己 

8 

3 


8 

3 

4 


取 

扱 

い 

運 

お 

装 

置 

の 

取 

扱 

い 

室 

内 

装 

備 

の 


基本操作 
早わかり 


46 

00 


7 










































イラスト S ; 欠 

インストルメントパネル 


ドアミラー調整/格納スイッチ ] 9己- 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 200 

ランプスイッチ 238- 

方向指示レバー 241- 

フロントフォグランプスイッチ 242— 

U ヤフォグランプスイッチ 243- 

メーター、表示打、警告な 2 ] 8- 

ワイパ ー &ウォツシヤー 

スイ ッチ 244- 



メーター照度調豊 
ダイヤル 2已] 


オドメーター/卜 U ップメーター 

切りかえボタン 220- 

電動チルト&テレスコピック 
ステア U ングスイッチ ] 白 3- 
チルトステアリングレバー 194 
パワーバックドアスイッチ 130 
ボンネットオープナー ] 4巨 



フユーエル U ッドオープナー 143 


AFS OF F スイッチ 2已3 
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* 装備のちびい、を文装備6含んでいます。 
































































- 発お筒 448 

-グ□-ブボックス317 

-助手席 SRS エアバッグ340 

- マルチインフ オメーシヨ ン 

ディスプレイ 330 

HDD ナビ ゲーシヨン システム 

別冊 「H □□ナビゲーシヨンシステム取扱書」参照 
(メーカーオプシヨンの HDD ナビゲーシヨン 
システム装着車) 

- 巧甫点滅ロスイッチ 2已〇 

- エアコン 2已己 

- ステアリング 

スイッチ 2白8 



パヮーバックドア 

メインスイッチ 129- 

シートヒータースイッチ 1 已 8 — 

才ーディォ 266 - 

ECT SNOW スイッチ 208 — 

シガレットライター 3 ] 巨 - 

パーキングプレーキペダル 216 - 

運鼠 gSRS 二ーエアバッグ 340 
運鼠 @3 RS エアバッグ 340 — I 
ホーン 2 已 2-1 


目次 


A 


聖口 


薑本操作 
早わかり 


麗！ の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




* 装備のちびい、注文装備を含んでいます。 
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イラスト呂な 


室 


巧 


サンバイザー/バニティミラー 
イン ナー ミラー 
才ーバーへッドコンソール 
7ルチ A ’ ネルムーンルーフスイツチ 
フ□ントルームランプ 


フロントパーソナルランプ 
バワーウインドウスイッチ 
フ□ントシートベルト 
-アジヤスタブルシートベルトアン カー 
コー トフック 
U ヤ ルーム ランプ 
リヤシートベルト 



シフト レバー 203 
カップホルダー 312 
灰皿 314 
ドアポヶット 322 
コンソールボックス 318 
フロントシート ] 已4 
リヤシート ] 巨0 
U ヤアームレスト ] 己2 

ル物入れ 322 


デッキアンダートレイ（フ□ント） 328 
トノカバー 32已 
バックドアランプ 309 
デッキアンダートレイ（リヤ） 

コンビニフック 323 
力ーゴフック 320 
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* 装備のちびい、注文装備を含んでいます。 















































































イラスト巨な 


車両外観 


バックドァ 122 

U ャヮィパー 244 
電球（バルブ）のワット数 429 
— 電球（バルブ）の交換 40已 
アンテナ 29己 
ボンネット 146 
フ□ントワイ パー 244 
補助確認装置 ]99 
マルチバネルムーンルーフ 139 
ドアミラー ] 9日 



電球（バルブ）のワット数 42白 
電球（バルブ）の交換 40已 
チャイルドプ□テクター 120 

タイヤ 39己、434 
フユーエル U ッド（燃料浦給口） 143 


* 装備のちびい、を义装備を含んでいまず。 
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目次 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


质 Hi 
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まを-快適ドライブのために . 

1. 点検整備実施のお願い 

2. お出かけ前のま意 

3. 燃料補給時のを意 

4. 走行前のま意 

5. 走行ずるとをのを意 

6. 走行中、異當に気付いた5 

7. 駐停車ずるとさのま意 

8. 排気ガスに対するま意 

9. おテさまを乗せるとをのま意 

まを装備について . 

シートについてのま意 

2. 子供専用シートについてのミち意 

3. シートベルトについてのま意 

4. SRS エアバッグについてのを意 
已 . ABS • ブレーキアシストについてのを意 

運転装置について . 


鉴 


1. 才ートマチック車についてのを意 

2. 4 WD 車についてのま意 

タクメンテナンスにごいて . 

1. 点検-手入れ時のミち意 

2. タイヤについてのま意 

3. バッテリーについてのま意 

4. ジャッキアップについてのミち意 

才ーパーヒート • 万一の事巧" 

1. 才ーパ'-ヒートについてのミち意 

2. 万一の事故のとをのま意 

!その他のを意 . 


安全ドライブのために 
必ず守っていただきたいこと 

r 重大な傷害や事故•車両义がにおよぶおそれがあること」および「一般的なま意」 
と、その回避ち法びこの章に集約して記載されていまず。重要でずので必ずお読み 
<ださい。 



4 


4 


解 




8 


的 


4已02303色8 
I I D- D- D- 3 3 3 3 


15 8 4 1 

it it it V 


2 己 


8 0 5 7 


o 
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点検暨備をおず実施してください。 
実施していただかないと、重大な車両 
故障につなびるおそれびありを険でず。 


① 点検整備をおず実施してくだ 
さい。 


♦曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただ<ことび 
法律で義務付けられています。 

曰常点検 （ P .414 参照）や定期点検など、点検整備の詳細については、「メンテ 
ナンスノート」をお読みください。 

•定期点検は、安全のおな'公害防止の観点から、定期的に実施する点検でず。 
定期点検整備は、専用の整備機器、指定のミ由脂類、交換された部品' 油脂類の 
適切な処理などび必要なため、トヨタ販売店にご相談< ださい。 

•点検整備は自動車の健康診断です。 

定期的な点検を行い、その結果必要となった整備や部品交換を実施することび、モ 
7 衣く車と付さ合っていく5えで最も大切なことです。 

参点検整備を実施しないと、例えばエンジンオイルの不足-劣化によりエンジン内 
部び焼き付さなどを起こすおそれびあります。また、ブレーキパッドやフレーキ 
ディスクなど、その役割を果たすと共に摩耗していく部品については、使用限度 
(摩耗限度）をこえての使用は故障を引き起こすばかりか、事故に結びつくおそれ 
ちあります。 

参日常点検で異常びあったり、車の調子び悪い場合には、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。 



ブをがラバ^ 

を^^^ 


巧 


1. 点検整備実施の 
お願い 


1点検整備実施のお願い 
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お出かけ前に、巧の事項を必ず守って 
ください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
こにつながるおそれがありまず。 


①窓 ごしなど車がか!5のエンジン始動は絶対に行わないでくださし、。 

•思わ城事故につながるおそれがあり危険ですので、必ず運転席に座って斤ってくだ 
さい。 


@ 水温計の指針び動を出すまでは、 
極端にアクセルペダルをあお!5 
ないで < ださい。 


•暖機不足の状態では、軸媒装置び未燃焼ガスにより異常燃焼を起こし、損傷ずる 
おそれびあります。 

•暖機は水温計の指針び動さ出す程度で十分です。 

⑤ 走行前にすベてのドアが確実に閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

•ドアび ffi 実に閉まっていないと走行中にドアび突然開を、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。なお、いずれかのドア（バックドアを含む）びお実に閉まっ 
ていないとさは半ドア警告灯 （ P .23 己参照）び点灯します。 





お出かけ前のま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


④フ □ントガラス前部のが気取り 
入れ□に雪、落ち葉などび付い 
ているときは、取り除いてくだ 
さい。 


•が気び導入できず、車内の換気び十分でをなくなり、雨天時など車内の湿度び 
上びり、ガラスび曇ったりして視界び悪くなるおそれびあります。 



@ 停車中に八ンドル位置を調整し 
たときは、確実に固定されてい 
ることを ii 崔 gg してください。 
(マニュアルチルトステアリング 
装着車） 



•八ンドルの固定び不十分だと、走行中に八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険でず。 


® 運転席足元、運転席下にちのを 
置かないで < ださい。 



•空ちなどびあると、 ブレーキ ペダルやアクセルペダルに挟まり、 ブレーキ 操作び 
でをなくなったり、アクセルペダルびもどらなくなるなど、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。また、シートの動をびさまたげられたり、シートび固 
定でさず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
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まを • 快適ドライブのために 


⑦フ □アマットはお車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの 
上にしっかりと固定して使用してください。 

♦運転席にフ□アマットを敷くときは、下のことをお守りください。お守りいただ 
かないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードび出 
たり車を停止しにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

-トヨタ純正品であってを、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しない 
で < ださい。 

-運転席専用のフロアマットを使用してください。 

•付属のフック（クリップ）を使って、 

常にしっかりと固をしてください。 

力一ぺットの穴は、トヨタ純正フ□ア 
マットのずれを防止するために使用す 
る固定ク U ップ取り付け用でず。固定 
フック（クリップ）の形状およびフロ 
アマットの固定ち法はイラストと異な 
る場合びあります。詳しい固定ち法は 
フ□アマット付属の取扱書をお読みく 
ださい。 

-他のフ□アマット類と重ねて使用しな 
いで < ださい。 

-フロアマットを前後逆さまにしたり、 

裏返して使用しないでください。 

♦運転する前に、じ(下のことをお認してください。 

•フ□アマットびすべての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とくに洗車をはおず確認をおこなってくださ 
い。 

-エンジン停止およびシフトレバーび© 

の状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、 

フ□アマットと干渉しないことを確認 
して < ださい。 
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お出かけ前のま意 







^ まを • 快適ドライブのために 


® 助手席や後席に荷物を積み重ね 
たり、トノカバーの上に荷物を 
置かないで < ださい。 


參急ブレーキをかけたとさや車び旋回しているとをなどに荷物び飛び出して、乗員 
にあたったり、荷物を損傷したり、荷物に気を取られたりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 

參荷物はラゲージルームに安定した状態（例えば、ラゲージルーム前ちに均等に) 
で置いてください。 


④ 燃料が入った容器やスプレー左 
などは積まないでください。 


参万一のとき引火し、車両火災につなびるおそれびあり危険でず。 

⑩ ボンネットを開けて作業などをしたときは、走行前にボンネット 
が S 崔実に□ックされていることを ii 崔認、してください。 

參□ックせずに走行すると、ボンネットび開いて思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 




I お出かけ前のま意 
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まを • 快適ドライブのために 


⑩ 次の場合は車が故障しているお 
それびあります。そのままにし 
ておくと走行に悪影響をおよぼ 
したり、思わめ事故につながる 
おそれびありを険です。トヨタ 
販売店で点検を受けてください。 



•いつちと違ラ音や臭いや振動びするとさ 

•八ンドル操作に異常を感じたとを 

参ブレーキ液び不足しているとさ 

•地面にミ由のもれたあとび残っているとさ 

♦メーター-表示な-警告灯、ランプ類に異常びあるとき 


⑩お 酒を飲んでの運転は絶対にし 
ないで < ださい。 



•飲酒運転は法律で禁止されています。 

•飲ミ酉運転は非常に危険で、ご<少量のアルコールでを判断力'視力-ミ主意力に影響 
をおよぼし、重大な事故につなびるおそれびあり危険です。 


⑩ エンジンルーム内および車体床下に、ネコやネズミなどのル動物び 
し、ないことを確認してください。 

参エンジン始動時、フアンやベルトにル動物び卷を込まれたりして、機能不具合の 
原因となるおそれびあります。 
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燃料を巧給ずるとをは、巧の事項をお 
ず巧って < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびありまず。 


① 指定がの燃料を使用しないで 
ください。 


•指定燃料は、無餘レギュラーガソ1」ンです。給油時に指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

•指定(がの燃料（粗悪ガソリン、軽ミ由、巧油、アルコール系燃料など）を使用す 
ると、エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生したり、出力びほ下 
する場合びあります。また、そのまま使用するとエンジンの故障や燃料系部品の 
損傷による燃料ちれなどの原因となるおそれびありますので、指定燃料しツ外は使 
用しないで < ださい。 


( D 燃料補給時には次のことを必ず 
お守りください。 


•エンジンは必ず停止してください。 

参車のドア、窓は閉めてください。 

参タノ くコなど义気を近付けないでください。 




ブをがラバ^ 

を^^^ 


巧 


3. 燃! I 御きの 


~燃料補給時のま意 
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まを • 快適ドライブのために 


参 フューエル リッド- フューエル キャップを開けるなど給ミ由操作を行う前に、車体 
などの金属部分にふれて体の静電気除去を行って<ださい。体に静電気を帯びて 
いると、放電による火巧で燃料に引义する場合びあり、やけどをずるおそれびあ 
りまず。 

♦フューエルキャップを開ける場合は、お 
ずキャップのツマ5部分を持ち、ゆっく 
りと開けて < ださい。 

気温び高いとさなどに、燃料タンク内 
の圧力び高くなっていると、給ミ由□か 
ら燃料び吹さ返すおそれびあります。 

フューエル キャップを少しゆるめたと 
きに"シュー"という音びする場合は、 

それし U 上開けないでください。 

その音び止まってからゆっくり開けて 
<ださい。 

参 給油中、再び車内のシートにをどったり、帯電している人やちのにふれないでくだ 
さい。（再帯電することびあります） 

♦給油□には静電気除去を行ったち L ソ外を近付けないで<ださい。 

♦給ミ由ずるときは給油□にノズ j レをお実に挿入してください。ノズ J レを浮かして継ぎ 
足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあります。 

♦給ミ由終了後、フューエルキャップを開 
める場合、"カチッ"と一度音びするま 
でちにまわしてください。手を離すと 
若干もどります。 

>車に合ったトヨタ純正のフューエル 
キャップし U がは使用しないでください。 

>その他、ガソ U ンスタンド内に掲示さ 
れているミ主意事項を守ってください。 

正常に給ミ由でさない場合は、スタンド 
の係員を呼んで指示にしたびってくだ 
さい。 

⑥ 給油時に気化した燃料を吸わないようにしてください。 

♦燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのもありますので、ごを意ください。 





燃料補給時のま意 
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この車は構造上、通甫の乗巧車に比べ 
車両の直前、ななめ前方およびを方が 
確認しにくいので、発進時は、車両の 
まわりの状況をより十分にを意して< 
ださい。 


① 発進前に車のまわりの安全を 
十分確認してください。 



参駐車後発進するときは、車のまわりの安全を十分お認してから発進してください。 


•後退するとさに十分な視界び得られな 
い場合は、車のまわりの安全を十分確 
認してから、車から降りて後ちを確認 
してください。 



•信号待ちなどで停車したとさは、いつを 
まわりのが況に目を配り、安全を十分確 
認してから発進してください。 



4走行前のま意 
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走巧ずるとをは、次の事項を必ず守って 
<ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
こにつながるおそれがありまず。 


0 


①走 行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 


♦エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 




( D 走行中は八ンドル位置やミラー、 
運転席シートの調整はしないで 
ください。 


•調整中に運転を誤ったり、シートび突然動くなどして思わめ事故につなびるおそれ 
びあ〇を険です。 

⑥ ドアミラーを倒したまま走行しないでください。 

参ドア-ラーによるをちお認びできず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 



走行するとさのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


④ ブレーキペダルに足を柔せたり、 
パーキングブレーキをかけたま 
ま走^?しないで < ださい。 



•ブレーキバッドび早く摩耗したり、ブレーキび過熱しブレーキの効さび悪くなり、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


( D 下り坂ではエンジンブレーキを 
併用してください。 


参 ブレーキ ペダルを踏み続けると、過熱により ブレーキの 効さび悪くなるおそれび 
あり危険です。 

⑥ 車を少し移動させるときも、おずエンジンを始動してください。 

参エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステア U ングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

•エンジンをかけず、坂道を利用して車を動かずと、思わめ事故につなびるおそれ 
びあり危険でず。 



⑦八ン ドルをいっぱいにまねした 
：!犬態を長く続けないでください。 



•オイルの温度び上びりずざたり酒滑不良を起こし、パワーステアリング装置を損傷 
ずるおそれびあ0ます。 
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まを • 快適ドライブのために 


® 八ンズフリー L ソがの自動車電話 
や携帯電話を運転をは運転中に 
使用しないでください。 


♦八ンズフ U — li (外の自動車電話や携帯電話を運転者び運転中に使用することは、 
法律で禁止されていまず。 

♦電話をかけるときや、電話びかかってきたときに、を意び電話機に向いてしまい、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

ノ V ンズフ U —し U がの自動車電話や携帯電話を運転者び使用するとをは、安全な場所 
に停車してから使用してください。 


④ ぬれた路面や積雪路、凍結路な 
どのすべりやすい S 各面では、と 
くに慎重に走行してください。 


参ずベりやすい路面での急 ブレーキ. 急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、 
車を制御でさなくなり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

参シフトアップ-シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な変 
化は、車びおすべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
参寒いとさ、橋の上や曰陰など凍結しやすい場所ではあらかじめ減速し、憤重に走行 
して < ださい。 

>雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、憤重に走行してください。 





走行するとさのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


0 

⑩ 冠水した道路は走行しないで 
ぐださい。 


參冠水した道路を走行ずると、エンストするだけでなく、電装品のショート、水を 
吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびあります。 
万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったときは、おずトヨタ販売店 
で下記の項目などを点検してください。 

-ブレーキの効さ具合 

•エンジン-トランスミッション.トランスファー (4 WD 車）.デイファレンシャ 
ルなどのオイル量および質の変化（白獨している場合、水び混入していますので、 
オイルの交換び必要でず） 

-プロペラシャフト （4 WD 車）.各ベア U ング.各ジョイント部などの涵滑不良 

⑩ 湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場合は、フロント 
デフ□スタースイッチを押さないで < ださい。 

像が気とウインドゥの温度差でウインドゥが側表面び曇り、視界をさまたげる場合び 
あります。 


⑩ 洗車後や水たまり走行後は、 
ブレーキペダルを軽く踏んで、 
ブレーキび正常に働<ことを 
確認してください。 


>ブレーキバッドびめれると、ブレーキの効きび悪くなったり、めれていない片方 
だけび効いて八ンドルを取られ、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
♦効さび悪い場合は、周囲の安全に十分ミ主意して効さび回復するまで、数回ブレーキ 
ペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことをお認してください。 




-走行するときのま意 
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まを • 快適ドライブのために 


⑩ スタック^したとをは 


参スタックからの脱出をこころみるときは、必ず周囲の安全を十分に確認してくだ 
さい。脱出の勢いで、ちのを損傷させたり、人身事故を引を起こずおそれびあり 
危険です。 

參タイヤを高まで回転させないでください。タイヤびバースト（破裂）したり、駆動 
部品（デイファレンシャルギヤ等）の異常過熱により思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0危険です。 

♦スタックからの脱出のために、やむを得ず前進•後退を繰り返すとさは、トランス 
ミッションやデイファレンシャルギヤなどに損傷を与えるおそれびあるため、次の 
ことにミ主意してください。 

-シフトレバーを®または®にお実に入れてから、アクセルペダルを軽く踏んでく 
ださい。また、シフトレバー操作中は、絶巧にアクセルペダルを踏まないでくだ 
さい。 

-過度の空ぶかしやタイヤの空転をさせないでください。 

-過度にタイヤび空転した場合には、エンジン回転びあくなってからブレーキ操 
作をして < ださい。 

-数回行っても脱出でさないときは、本操作を中止してください。 

参スタック脱出には、なのち法びち効です。 

-タイヤ前後の±や雪を取り除く 
-タイヤの下に木や石などをあてびう 

♦けん引フックやサスペンション部品などに□ープをかけてけん引すると、けん引 
フックやサスペンション部品を損傷するおそれびあります。無理にけん引せず、 
トヨタ販売店や J A F などに依頼してください。 

※めかるみ-砂巧-巧雪路などで駆動輪び空転しにり、埋まり込んで動けなくなった状態。 




走行するとさのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


@ 走行中、シート L ソがの場巧への 
乗車や車内の移動はしないでく 
ださい。 



•急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどに、体び飛ばされ、頭などを強く巧ち、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


饭窓や ムーンルーフか!5手や顔な 
どを出さないで<ださい。 



•走行中、手や顔などを出していると、車外のものなどにあたったり、急ブレーキ 
時に頭を窓枠にぶつけたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 

•ムーンルーフの開□部におかけないでください。ルーフびへこんだり、万一のと 
き車から巧げ出され、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあります。（マルチパネルムーンルーフ装着車） 


饭 ドアガラスや ムーンルーフを 閱 
めるときは、他の人の手や頭な 
どを挟まないようにを意してく 
ださい。 



•ドアガラスやムーンルーフ（マルチパネルムーンルーフ装着車）に挟まれると、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
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まを • 快適ドライブのために 


⑩グ □-ブボックスやル物入れなどのフタを開けたまま走行しない 
で < ださい。 

♦急ブレーキをかけたとさなどに荷物び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 

⑩フ □ントウインドゥの撥水機能付ガラスは、ワイパーにかわるも 
のではあ0ません。 

参降雨時などは、一般の車と同様、ワイパーを作動させ、ガラスの水ミ商を取り除くよラ 
にしてください。 

とくに、しソ下のようなときは、ガラスに水滴び付いたまま走行すると、水滴び乱 
反射を起こして、視界びさまたげられ、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 

-逆光時 

-トンネルなどの暗い場所から出たとさ 
-夜間、街路なの下やトンネルなどの明るい場所に入ったとさ 


⑩ ウインドゥガラスにアクセサリー 
を取り f 寸けたり、 インストルメン 
トパネルやダッシュボードの上に 
ちのを置いたまま走す5しないでく 
ださい。 

♦運転者の視界をさまたげたり、発進時や走行中に安全運転のさまたげになり、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

翅) 走行中はドアレ/く一を弓 I かないで< ださい。 

>ドアび開き車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。とくに運転席は、ロックレバーび施錠側になっていて 
ちドアび開くためを意してください。 




走行するとさのま意 
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走行中、異常に気付いた5、巧の事項 
を必ず巧ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびありまず。 


① 警告なび点な•点滅した！5、ま全 
な場所に停車し、ただちに処置 
して < ださい。 



♦点灯■点滅したまま走行すると、思わめ事故を引さ起こしたり、エンジンなどを 
損傷するおそれびあります。警告なの内容を確認し、適切な処置をしてください。 
( P . 22 日参腻 


@ブ レーキ警告なが点！打したまま 
走行し続けないでください。 



ブレーキ警告な 


>警告巧び次のよラになったときは、ただちにま全な場所に停車してトヨタ販売店へ 
ご連絡ください。 

-エンジン回転中にパーキングブレーキを解除しても点打したままのとき 
この場合、ブレーキの効さび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険です。効さび悪いとさは、ブレーキペダルを強く 
踏んでください。 

-ブレーキ警告打び ABS &ブレーキアシスト警告なと同時に点灯したままのとさ 
この場合、 ABS &ブレーキアシストに異常び発生しているだけでなく、強め 
のブレーキの際に車両び不安定になるおそれびあります。 


_走行中、異常に気付いた5 
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まを • 快適ドライブのために 


⑥ エンストしたときは、落ち着いて操作してください。 

♦エンストしたとさは、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングの油圧装置び作動 
しなくなり、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりしまず。 
この場合は、制動力などびなくなったわけではありませんので、通常より力を入 
れて操作し、周囲の安全をおかめ、路肩に寄せて停車してください。 


® 走行中にタイヤがパンクやバー 
スト (破裂）してち、あわてず 
対応してください。 


参八ンドルをしっかり持ち、徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。 

急ブレーキや急八ンドルは車両のコント□ールびできなくなるおそれびあります。 
>次のようなときはパンクやパーストび考えられます。 

-八ンドルび取られるとさ 
-異常な振動びあるとさ 
-車両び異常に傾いたとき 
>バンクしたまま走行しないでください。 

パンクしたまま走行し続けると、走行不安定となり、思わめ事故につなびるおそ 
れびあり危険です。また、タイヤ•ディスクホイールやサスペンション•車体に 
損傷を与えるおそれびあります。ただちにスペアタイヤに交換してください。 


@ 車体巧下やタイヤ-ディスク 
ホイールに強い衝撃を受けた 
5、ただちにま全な場所に車 
を止めて、下まわりを点検し 
て < ださい。 

♦ブレーキあや燃料びをれたり、サスペンション部品-タイヤ-ディスクホイール • 
駆動系部品などの変おや損傷の可能性びあるため、そのままの状態で使用すると、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

参をれや損傷び見つかった場合は、そのまま使用せずトヨタ販売店にご相談ください。 





走行中、異常に気付いた5 
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^ まを • 快適ドライブのために 


® 走行中、継続のにブレーキ付近 
か!5警告音（キーキー音）び発 
生したときは、ブレーキパッド 
の使用限度です。トヨタ販売店 
で点検を受けて<ださい。 

♦警告音は、ブレーキパッドウェアインジケーターによるちので、走行中に警告音 
("キーキー"といラ金属音）を発生させ、ブレーキバッドび使用限度に近付いた 
ことを運転者に巧らせます。 

警告音び発生したときは、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 

♦警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキパッドびなくなり、ブレーキ部 
品を損傷させたり、効さび悪くなって、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 

③走巧中にやむを得ずエンジンを停止するときは、次のことをお守 
り < ださい。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、十分に減速するよラにしてくだ 
さい。エンジンを停止すると、ブレーキの効をび悪くなり八ンドルび重くなるた 
め、車のコント□ールびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、キーは絶巧にあかないでくださ 
しんキーを抜くと八ンドルび□ックされるため、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 



_走行中、異常に気付いた5 
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駐停車ずるとさは、次の事項をおず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


①車 か！5離れるときは、パーキングブレーキをかけ、必ずエンジン 
を停止し、施錠してください。 

♦車から離れるとさは、必ずエンジンを停止して、施綻することび法律で義務付け 
られています。また車両盗難や車内のものを盗まれるおそれびありますので、車 
内に貴重品などを置かないようにしてください。 

•車から離れるときは、じ(下のことを守ってください。お守りいただかないと、車び 
無人で動さ出し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

-シフトレバーを©にする 
-パーキングブレーキをかける 
-エンジンを停止ずる 
-ドアを施錠ずる 


@ 可燃物付近に車を止めないでく 
ださい。 


参車両をちや排気管付近に燃えやすいちのびあると、义災につなびるおそれびあり 
危険です。 

•木材、ベニヤ板などび車両をちにあるときは' 車両後端を十分離して止めてください。 
ずき間び少ないと、扫稳ガスによって変色や変おしたり、火災につなびるおそれびあ 
り危険です。 

•枯れ草や紙くずなど燃えやすいものの上を走行したり、車を止めたりしないでくだ 
さい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると、义災につなびるお 
それびあり危険です。 





駐停車するとさのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


⑥ 寒を時、パーキングブレーキをかけずに駐車するとさは、必ず輪止め 
をしてください。 （ P . 380参照） 

•輪止めをしないと、車び動き思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


の 停車中に空ぶかしをしないでく 
ださい。 



•排気管び過熱し、車両义災につなびるおそれびありを険でず。 


( D 炎天下で駐車するときは、メガ 
ネ、ライター、スプレー生や炭 
酸飲料の左などを車内に放置し 
たままにしないで<ださい。 



参車内び大変高温になるため、ライターやスプレーちのガスび自然にをれたり、破裂 
したりして、車両义災につなびるおそれびありを険でず。 

•炭酸飲料のちび破裂したりして室内を巧したり、電気部品のショートの原因となる 
おそれびあります。 

参車内び大変高温になるため、プラスチックレンズやプラスチック素なのメガネの 
をお、ひび割れを起こすことびあります。 
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まを • 快適ドライブのために 


® 仮眠するときは、必ずエンジン 
を停止してください。 



参エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセ 
ルペダルを踏み込んだりして、車の急発進による事故や、エンジンの異常過熱に 
よる車両火災につなびるおそれびあり危険でず。 

また、排気管び損傷していたり、風通しの悪い場所では、扫原ガスび車内に侵入し、 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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排気ガスにはお色-無臭で有害な一酷 
化炭素 ( C 0) び含まれていまず。 
誤って排気ガスを阪い込まないよラに 
ずるため、巧の事項を必ず守ってくだ 
さい。 

お守りいただかないと、重大な腫康障害 
におよぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびありまず。 


① 換気び悪し、場所では、エンジンを 
かけたままにしないで<ださい。 


参車庫内など囲まれた場所では、排気ガスび充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭素 
(巳 0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 


@ 雪が積もつた場所や降雪時に駐 
車するとをは、エンジンをかけ 
たままにしないで<ださい。 


参エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積をると、排気ガスび車内に侵入して 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 




ブをがラバ^ 

を^^^ 


巧 


8. が気ガスに 
ホ)するミま意^ 


8が気ガスに対するを意 
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まを • 快適ドライブのために 


⑥ 排気管はときどき点検してくだ 
さい。 



•排気管の腐食などによる巧や亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常 
などに気付いた場合は、必ずトヨタ販売店で点検整備を受けてください。そのま 
ま使用すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

•排気管は排気ガスにより高温になります。点検などで排気管に軸れる場合は十分 
に排気管び;令めてからにしてください。 


④バ ックドアを開けたまま走行し 
ないで < ださい。 



•開けたまま走行すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。走行する前に、必ずバックドアび 
閉まっていることを確認してください。 


( D 車内に排気ガスが侵入してきた 
と感じた!5、次の処置をしてく 
ださい。 



•ずべての窓を全開にして新鮮なが気を車内に入れてください。 

参ずみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。そのまま放置すると、排気 
ガスにより、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 


ます。 
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おモさまを乗せるときは、巧の事頂を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびありまず。 


①お子さまはリヤシートに座らせ 
て < ださい。 


参助手席ではおモさまの動作び気になり、運転のさまたげになるだけでなく、おテ 
さまび産転装置にふれて思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

•おテさまを I 」ヤシートに座らせたとさは、チャイルドプ□テクターを使用してくだ 
さい。お子さまび誤って車内からドアを開けることを防止でをます。 

チャイルドプ□テクターの使用ち法は、 P . 120をお読みください。 


@ お子さまにもシートベルトを必ず 
着用させてください。 


♦ひざの上でおモさまを抱いていると、急ブレーキや衝突したとさなどに支えされ 
ず、おモさまび放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 

参 U ヤシートでを必ずシートベルトを着用してください。 （ P .1 72参照） 




ブをがラバ^ 

を^^^ 


巧 


お子さまを柔せを 
ぶをの注意^ 


-お子さまを乗せるときのま意 
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まを • 快適ドライブのために 


•シー トベルトの肩部べルトび首やあごに 
あたったり、腰部ベルトびお骨にかから 
ないよラなルさなお子さまには、おテさ 
まの体に合った子供専用シートを使用し 
て < ださい。 

テ供専用シートについては、トヨタ販売 
店にご相談ください。 


⑥お子 さまをシートベルトで絶対 
に遊ばせないでください。 


♦お子さまびシートベルトでおんで、万ーベルトび首に巻き付いた場合、窒息など 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルをはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 


④ ドア、ドアガラス、ムーンルーフ 
(マルチパネルムーンルーフ装 
着車）などはお子さまに操作さ 
せないで < ださい。 


♦おテさまび操作ずると、閉めるとを手■腕•頭-首などを挟んだりして、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦走行中にドアを開け、お子さまび車外に放り出されたりして、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参チャイルドプ□テクター ( P . 120参照）やウインドゥ□ックスイッチ （ P .137 
参照）を使用して、お子さまび誤って操作しないよラにしてください。また、ド 
アガラスを開けるときや閉めるときは、他の人の手•腕■頭-首などを挟んだり 
卷さ込んだりしないよラにミ主意して操作してください。 





お子さまを乗せるとさのま意 
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^ まを • 快適ドライブのために 


⑤車 か！5離れるときは、お子さま 
を車内に残さないでください。 

♦炎天下の車内は大変高温となり、お子 
さまを残しておくと、熱射病や脱水症 
状となり、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
りまず。 

參おテさまを残しておくと、マッチ•ライ 
ター-発炎筒の义遊びによる車両义災に 
つなびるおそれびあり危険でず。 

參エンジンスイッチにキーを付けたまま 
車内におモさまを残しておくと、パワー 
ウイン ドゥのスイッチを操作し、 誤って 
手•頭.首などを挟み、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。また、運転装置を動かし 
て思わめ事故につなびるおそれびありを 
険です。絶対にキーを付けたままお子さ 
まを車内に残さないでください。 




-お子さまを乗せるときのま意 
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シートについては、次の事項をおず守つ 
てください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


参正しい運転姿勢をとらないと、運転操作を誤り思わめ事故につなびるだけでなく、 
シートベルト .S R S エアバッグ.へッドレストなどの効果び発揮されず、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

正しい運転姿勢については、 P .1 已2をお読みください。 


@ シートを調整したあとは、シー 
卜を軽く前後にゆさぶり、確実 
に固定されていることを確認し 
て < ださい。 

(マニュアルシート 装着車） 


•固定されていないとシートび動さ、思わめ事故の原因となって、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

⑥走 行中はシートの操作をしないでください。 

参ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 






1シ—卜についてのま意 
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^ まを装備について 


® 背もたれを必要化上に倒して走行 
しないで < ださい。 



參必要(上に背もたれを倒していると、衝突または追突されたとき、腹部ベルトび 
腰骨からずれ、体びシートベルトの下にもぐり込み、強い圧迫を受け、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 


( D 背ちたれと背中の間にクッショ 
ン（座な団）などを入れないで 
ください。 



>正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとさシートベルトやへッドレスト 
の効まび十分に発揮されず生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険 
です。 


度) へッドレストをはずしたまま走 
行しないでください。 



>衝突したときなどに、首に大きな衝撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。フ□ントシートのヘッドレストは、ヘッドレスト中 
巧び耳の後ちになるよラに高さを調整してください。 U ヤシートのへッドレスト 
は、へッドレストを必ず上げた巧態で使用してください。 


1シ—卜についてのを意 
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まを装備について% 


⑦ シートアレンジをするときは、必ず平坦な場所でシフトレパーを 
©に入れて、/ (-キングブレーキを5崔実にかけてください。 

參シートアレンジをするときは、必ず平坦な場所でシフトレバーを©に入れて、 
パーキングブレーキをお実にかけて<ださい。不整地や傾斜地では、操作中に 
不意にシートび動き、手足などを挟まれ、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険でず。 

♦走行中はシートアレンジ操作をしないでください。 

ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびありを険でず。 

♦シートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていること 
を確認してください。固定されていないと走行中にシートび動さ、思わめ事故の 
原因となり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦ U ヤシートを前倒ししたときは、お子さまびラゲージルームに入らないようにま 
意してください。ボディの突起にあたるなどして、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険でず。 

® 倒した背ちたれの上やラゲージスぺース、またシートアレンジなど 
により広げたスペースに人を乗せて走行しないでください。 

参急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

④ フラットシートにしたときは、次のことをお守りください。 

♦シートをフラットにしたとき、またはもとにもどしたときは、シートを軽く前後 
にゆさぶりお実に固定されていることを確認してください。固定されていないと 
走行中にシートび動を、思わめ事故の原因となり、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険でず。 

♦シートをフラットにしたが態で人や荷物をのせて走行しないでくださしん急ブレーキ 
をかけたとをや衝突したとをなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

⑩リ ヤシートの背ちたれを前倒しするとき、またはもどしたときは、 
巧のことをお守りください。 

♦シートベルトび背をたれに挟まれていないことをお認してください。シートベル 
卜び背もたれやシートクッシヨンに挟まれていると、衝突したとをなどにシート 
ベルトび十分な効まを発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
りを険です。 

♦背ちたれをもどずとさは、確実に固定されたことを確認してください。お実に固定 
されていないとシートび固定されず、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさな 
どに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 



1シ—卜についてのま意 
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^ まを装備について 


参背もたれををどしたときは、軽く前後にゆさぶりお実に固定されていることを確 
認してください。固定されていないと急ブレーキ時などに背もたれび倒れたり、 
ラゲージルーム内のをのび巧び出すなど、思わめ事故につなびり、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦背もたれをもどすときは、シートベルトを挟み込まないようにしてください。 
シートベルトび傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用すると、衝突したとを 
などにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

参トノカバーを操作するとさは、トノカバーとまわりの部品の間に指や腕などを入 
れないよラにミ主意してください。指や晚などを挟み、重大な傷害を受けるおそれ 
びありを険でず。 

♦トノカバーを取り付けるとさは、"カチッ"と音びして確実に固定されたことを確 
認してください。トノカバーびお実に固定されていないと、走行中トノカバーび 
はずれ、思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

⑩ ヘッドレストは、それぞれのシート専用です。取り付けるときは、 
"カチッ"と音がして固定されたことを確認してください。 

♦ヘッドレストを間違って取り付けると、固定することびできず、衝突したとさな 
どに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑩シー トヒーターを使用中、熱すぎたりほ温やけど（紅孤水ぶくれ) 
を起こすおそれびありますので、十分を意してください。 

♦次に相当するちび使用される場合は、ヒーター使用中、熱すぎたりほ温やけど（紅斑、 
水ぶくれ）を起こすおそれびありますので、十分ミ主意してください。 

•乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由な方 
-皮膚の弱い方 
•疲労の激しいち 

-深ミ酉やねむけをさそラ薬（睡眠薬、かせ'薬など）を使用されたち 

♦ち巧や座ぶとんなど保温性の良いものをかけた状態で使用しないでください。シート 
び異常に過熱し、ほ温やけどやシートの故障につながるおそれびあり危険です。 

♦仮眠するとさは使用しないでください。シートび異常過熱し、低温やけどをする 
おそれびあります。 

⑩ シートの下にちのを置かないでください。 

>をのび挟まってシートび固定されず、思わめ事故の原因となり、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。また、ロック機構の故障の原因とな 
ります。 


1シ—卜についてのを意 
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子供専巧シートについては、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


① 車のシートベルトが正しく着用できないルさなお子さまは、体に合つ 
た子供専用シートに座らせてください。 

♦幸しおは、頭や首を含め完全なま全な護サポート（ベビーシート）び必要です。乳お 
の首は安定していなくて、また頭は他の部分に比べて極めて重いからです。乳児は、 
おず適切なベビーシートに座らせてください。 

•幼児の体形は、シートベルトの設計対象となっている大人とは異なっています。 
幼児の骨盤はルさく、通常のシートベルトでは骨盤のほい位置にとどまらず、 
腹部にかかってしまいます。衝突した場合、シートベルトによって腹部に強い 
圧迫を受け重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
幼児は必ず適切なモ供専用シートに座らせて<ださい。 


( D 子供専用シートをご使用になる 
ときは、おず商品に付属の取扱 
書をよくお読みのうえ、確実に 
取り付け、使用ち法を守ってご 
使用ください。 

参使用ち法を誤ったり、お実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、 
モ供専用シートび正しく機能せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあ0ます。 

♦テ供専用シートについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

参テ巧専用シートによっては、取り付けびでさない、または取り付けび困難な場 
合びあります。 





2子供専巧シ—卜についてのま意 
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^ まを装備について 


⑥ 子供専用シートは確実に固定できるように取り付けてください。 

參子供専用シートは、取り付け位置や取り付けち向にを意をしてお実に取り付けて 
ください。取り付けび不適切な場合、急ブレーキや衝突したときなどに、子供専用 
シートび正しく機能せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびありまず。 

♦シートベルトでテ供専用シートを取り付けるとをは、シートベルトとバックルび 
固定されていて、ベルトびねじれていないか確認してください。 

參取り付け後はチャイルドシートを左ちに動かして、きちんと固定されているか確 
認してください。 

■モ供 専用シートは U ヤシートに取り付けてください。 

>1」ヤシートにはテ供専用シートの取り 
付け装置び装備されています。 

( P . 188参照） 

>運転席側 U ヤシートで、産転席の位置 
により、安全に取り付けられる十分な 
スペースび確保できない場合は、モ供 
専用シートを無理に取り付けず、助手 
席側 U ヤシートに取り付けてください。 

♦テヴーべルトを使用してチャイルドシートを取り付けるとをは、テヴーベルトは 
必ずへッドレストの下へ通してください。へッドレストの上に掛けると、チャイ 
ルドシートびしっかり固定されず、衝突したときなどに生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険でず。 

參テヴーベルトを使用してチャイルドシートを取り付けるとをは、へッドレストを 
引き上げてトップテヴーアンカーに固定したあとに、へッドレストを下げないで 
ください。へッドレストを下げると、テヴーベルトびへッドレストに当たってた 
るみ、衝突したときなどにチャイルドシートび動いて重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

♦ジュニアシートを使用している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中むに 
くるよラにしてください。ベルトを首から離ずとともに肩から落ちないよラにし 
てください。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や死こに 
つなびるおそれびあり危険です。 



- 子供専用シ—卜についてのを意 
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まを装備について% 


■助手席には、 モ供専用シートをうしろ向きに絶対に取り付けないでくださし、。 


•ラしろ向きに取り付けた場合、助手席 SRS エアバッグびふくらんだとき、子供 
専用シートの背面に強い衝撃び加わり危険でず。目力手席側のサンバイヴーに同内 
容の警告文び表示されています。併せてご覧ください。 



•やむを得ず、助手席に前向をに子供専 
用シートを取り付ける場合には、助手 
席 S R S エアバッグびふくらんだとさ 
の衝撃を少しでち緩和させるため、助 
手席シートの前後位置調整をいちばん 
ラしろにして取り付けてください。 

お守りいただかないと、助手席 SRS 
エアバッグびふくらんだとを、おモさ 
まに強い衝撃び加わり危険です。 

■チ ャイルドシート固定専用バーで固定ずるモ供専用シート（チャイルドシート • 
ベビーシート）を取り付けるとをは、専用パー周辺に異物がないこと、シートベ 
ルトなどのかみ込みびないことを確認してください。 

♦異物やシートベルトなどをかみ込むと、モ供専用シートび固定されずを険でず。 

® 子供専用シートを車両に搭載するときは、な下のことをお守りく 
ださい。 

お守りいただかないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどに飛ばされる 

などして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

•車両にモ供専用シートを搭載するとさは、適切なち法でお実にシートに取り付け 
てください。モ供専用シートを使用しない場合でを、シートにしっかり固定され 
ていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

•テ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、ラ 
ゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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3. シートベルトに 
こ)いてのミち！ 


シートベルトについては、巧の事頂を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびありまず。 



の 車に乗るときは、全員びシートべ 
ルトを正しく着用してください。 


シートベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、急ブレーキをかけた 
とさや衝突したときなどに体びシートに保持されず、体をぶつけたり、 SRS エア 
バッグびふくらんだとさに強い衝撃を受け危険です。また、車外に巧げ出されたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦背ちたれを調整し.上体を起こし 
巧く腰かけて座ること 


参シートベルトの着用は法律で義務付けら 
れていまず。運転者は乗員全員び次の使 
用ち法に化って、シートベルトを正しく 
着用しているかを確認してから走行して 
ください。 



<正しい着巧のしかた〉 


3シ—トベルトについてのま意 
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まを装備について% 


■シー トベルトは上体を起こし、シートに深く腰かけた状態で着用してください。 

参正しい姿勢については、 P .1 巳2をお読みください。 

■シー トベルトの肩部べルトは、首にかかったり脇の下を通したりして着用しないで 
<ださい。 

参シートベルトの肩部ベルトは、必ず肩 
に十分かかるように着用してください。 

>ベルトを通す位置び間違っていると、 

衝突時に、腹部などに強い圧迫を受け 
危険です。 


■アジ ヤスタブルシートベルトアンカー ( P . 176参照）を確実に調整してくださし、。 

参シートベルトび首にあたらないよラに、また肩の中央に十分かかるよラ、でさる 
だけ高い位置に調整して < ださい。 

参調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 

■シー トベルトの腰部べルトは、必ず腰骨のできるだけおい位置に密着させて着用 
して < ださい。 

>シートべルトの腰部べルトび腰骨から 
ずれていると、衝突したとさに、腹部 
などに強い圧迫を受け危険です。 


■シー トベルトはぉず1人で1本のべルトを着用してください。 


♦2 人 L ソ上で1本のシートベルトを着用ず 
ると、シートベルトび衝撃を分散でさ 
ないばかりか、2人びぶつかり合ラなど 
して危険です。 
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シ—トベルトについてのま意 





^ まを装備について 


@ 妊娠中の女性ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にを意事項をご確認くださし、。 

•巧娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用するとをと同様です 
び、腰部べルトび腰骨のでをるだけほい位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用するよラにしてください。 

また、肩部ベルトは確実に肩を通しお腹のふくらみを避けて胸部にかかるよラに 
着用してください。 

•ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなど 
にべルトびお腹のふくらみに食い込むなどして、母体だけでなく胎おまでび重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 



の下に着用のこと 

⑥ 疾患のある方も必ずシートベルトを正しく着用してくださし、。 

ただし、医師にを意事項をご確認ください。 


3シ—トベルトについてのま意 
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まを装備について% 



® シートベルトは、ねじれやゆるみ 
がなく確実に□ックされた状態 
で着用してください。 


正しい運転姿勢でちシートベルトびねじれていたり、ゆるんでいたり、お実に□ック 
をしていない場合には、衝突したとをなどに、シートベルトび十分な効果を発揮せず 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

♦ねじれていると、衝突したとさなどに衝撃力を十分に分散させることびできず危険 
です。 

♦ベルトびねじれている場合は、正しく装着でをるよラほどいてください。 

ねじれびうまくほどけない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 

■洗濯 ばさみやクリップなどでシートベルトにたるみを付けて使用しないでください。 


>肩部ベルトびゆるずざると、衝突の際、 
ベルトで体び巧まされるまでの移動量び 
大をくなり、頭を八ンドルにぶつけたり、 
SRS エアバッグびふくらんだとをに強 
い衝撃を受けを険です。 



I プレートをバックルに挿し&むときは、プレートとバックルび"カチッ"と音び 
して確実にかみ合つていることを確認してください。 


♦異物び入ると、プレートびバックルに 
完全にはまらない場合びあり、衝突し 
たとをなどにシートベルトびはずれて 
危険です。 




シ—トベルトについてのま意 
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^ まを装備について 


⑥ シートベルトを損傷させたり、 
損傷したシートベルトは使用し 
ないで < ださい。 


損傷したシートベルトをそのまま使用すると、衝突したとさなどにシートベルトび 
十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
ありまず。 

♦シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないよラにしてください。挟まると 
傷び付くおそれびあり、そのまま使用すると危険でず。 

■ほ つれ、ずり切れができたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、すぐに 
交換してください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷付いたシートべル 
卜は使用しないでください。衝突したときなどに本来の機能び十分猪揮できなく 
なります。 


>このまま使用すると、衝突のとさなど 
の衝撃によりべルトび切れる可能性び 
あります。また、正常に働かず、シー 
トベルトび十分な効果を発揮せず危険 
です。 

•シー トベルトび正常に機能しない場合 
は、すぐにトヨタ純正の新品と交換し 
て < ださい。 

■シー トベルトの改造や分解-取り付け-取りはずしなどをしないでください。 

参衝突したとさなどにシートベルトび正常に作動しなくなります。 

シートベルトの取り付け-取りはずし-交換についてはトヨタ販売店にご相談く 
ださい。 




3シ—トベルトについてのま意 
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まを装備について% 


■プリ テンシヨナー付シートベルトの改造や分お-取り付け-取りはずしなどはしな 
いで < ださい。 


参プ U テンシヨナー付シートベルトを不適 
切に扱ラと、正常に作動しなくなるおそ 
れびありますので、修理は必ずトヨタ版 
売店で巧ってください。 


■プリ テンシヨナー付シートベルトが作動した場合は再使用しないでください。 

参プ1」テンシヨナー付シートベルトび作動ずると 、 S R S エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでをないた 
め、必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機;'容剤を使用しないでください。 
また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。強度が低下しまず。 


>シートベルトの性能びお下し、衝突し 
たとをなどに、シートベルトび十分な 
効果を発揮せずを険でず。 

参清掃するときは、中性洗剤かめるま湯を 
使用し、乾くまでシートベルトを使用し 
ないで < ださい。 
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シ—トベルトについてのま意 








SRS エアバッグについては、巧の事 
項をおず巧って < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびありまず。 


① S R S エアバッグはシートベルトを補助する装置で、シートベルト 
にかわるをのではありません。 

正しい姿勢でシートに座り、シートベルトを正しく着用しないと、衝突したとさなど 
に S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびでさないばかりでなく 、 SRS 
エアバッグびふ< らんだとさの強い衝撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 

シートベルトの正しい着用については、 P . 172をお読みください。 

■シー トを正しい位置に調壁し、背もたれに背中を付けた正しい姿勢でシートに座って 
<ださい。 

• SRS エアバッグの展開部におおいかぶさったり、近付きずざた姿勢で乗車して 
いると 、 S R S エアバッグびふくらんだとをに強い衝撃を受け危険です。 


《運転ちのちは》 

運転操作びでさる範囲で、でさるだけ 
八ンドルに近付をすざないよラにして 
座ってください。 


《助手席乗員のちは》 

助手席 S R S エアバッグからでさるだ 
け離れて後ちに座ってください。シー 
卜前端に座ったり、インストルメント 
パネルにちたれかかったりしないでく 
ださい。 

シートの調整、正しい姿勢については、 
P .1 已2をお読みください。 



、ん SRS エアバッグに 
ついてのを責< 


4 SRS エアバッグについてのを意 
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まを装備について% 


■ひざの 上にものをかかえるなど、柔員と S R S エアバッグの間にものを置いた状態 
で走行しないでください。 


• S R S エアバッグびふくらんだときに 
ものび飛ばされ顔にあたったり 、 SRS 
エアバッグの正常な作動びさまたげら 
れを険でず。 



■ドアに ちたれかかったり、フ□ント-リヤピラーやルーフサイド部に近付かないよう 
にしてください。 （ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装 
着車） 


• S R S エアバッグびふくらんだときに 
頭部などに強い衝撃を受け危険です。 
とくにおモさまを乗せるとをには、ま意 
して < ださい。 



■お テさまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせたり、ひざの上に抱いたりしな 
いで < ださい。 


• S R S エアバッグびふくらんだときに 
強い衝撃を受けを険でず。 
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^ まを装備について 


( D 車両の整備作業の場合には、必ず巧のことをお守りください。 

お守りいただかないと S R S エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 S R S エアバッグおよびインストルメン 
トパネルの取りはずし-取り付け•分 
解-修理などをするとさは必ずトヨタ版 
売店にご相談ください。 

不適切な作業を行ラと 、 S R S エアバッ 
グび正常に作動しなくなったり、誤つ 
てふくらみ危険です。 


• SR S サイドエアノ（ッグ& S R S 力ーテンシールドエアノ（ッグ装着車では、フロント 
シートの表皮の張りかえやフ□ントシートの取りはずし.取り付け-分解.修理び 
必要なときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。また、フロントシートの改造 
はしないでください。 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRSA - 
テンシールドエアバッグ装着車では、 

フ □ント ピラー、ルーフサ イド部の取り 
はずし■取り付けなど SRS エアバッグ 
格納部周辺を分解-修理しないで<だ 
さい。 


♦サスペンションを改造しないでください。 
車高びかねったり、サスペンションの硬 
さびかわると、 SRS エアバッグび誤作 
動し危険です。 
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4 SRS エアバッグについてのを意 











まを装備について% 


>車両前部または車両客室部の修理をする 
ときは、おずトヨタ販売店にご相談くだ 
さい。不適切な修理を行ラと、 SRS エ 
アバッグセンサーに伝わる衝撃びかわ 
り、 SRS エアバッグび正常に作動し 
なくなるなどして危険です。 


0 



® カー用品などを装着するときは、必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと S R S エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


► SR S エアバツグの展開部を力 J く一やス 
テツカーなどでおおわないでください。 
SR S エアバッグび正常に作動しなく 
なるなどして危険です。 



>インストルメントパネルやダッシュボー 
ドの上に芳香剤などのをのを置いたり、 
傘などを立てかけないでください。助手 
席 S R S エアバッグび正常に作動しな< 
なったり、 SRS エアバッグびふくらん 
だとさに飛ばされるなどして危険です。 




4 SRS エアバッグについてのま意 
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^ まを装備について 


>キーに 重い もの. とびったをの-硬いを 
のを 付けないで< ださい 。 SRS ニー エ 
アバッグびふくらんだときに飛ばされて 
危険です。 

參インストルメントパネル下部の S R S 
ニーエアバッグ展開部周辺にアクセヴ 
1」一などを取り付けないでくださし、。 
S R S ニーエアバッグびふ< らんだと 
をに飛ばされて危険でず。 


♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 々一 
テンシールドエアバッグ装着車では、 
フ□ントドアやその周辺にカップホル 
ダーなどのカー用品を取り付けないで 
ください 。 S R S サイドエアバッグび 
ふく らんだときに飛ばされて危険です。 


♦ SRS サイドエアバッグ& SRSA - 
テンシールドエアバッグ装着車では、 
フロントシートにこの車専用のトヨタ 
純正用品（シートカバーなど） L ソがの 
ものを取り付けないでください。この 
車専用のトヨタ純正用品け外のちのび 
S R S サイドエアバッグ展開部をおお 
ラと 、 S R S サイドエアバッグの正常 
な作動のさまたげとなります。なお、 
トヨタ純正シートカバーなどを装着す 
るときには、商品に付属の取扱書をよ 
くお読みになり、正しく取り付けてく 
ださい。 



4 SRS エアバッグについてのを意 
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まを装備について% 



> SRS サイドエアバッグ& SRSA - 
テンシールドエアバッグ装着車では、 
フ□ントウインドウ、フ□ントドアガ 
ラス、フ□ント■サイド • U ヤピラー、 
ルーフサイド部、アシストグリップな 
ど S R S 力ーテンシールドエアバッグ 
展開部周辺にアクセサ1」一、八ンズフ 
1」ーマイクなどを取り付けないでくだ 
さい。 SRS 力ーテンシールドエアバッ 
グびふくらんだとさに飛ばされて危険 
です。 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 々一 
テンシールドエアバッグ装着車では、 
コートフックには、八ンガー■重いち 
の' とびったをのをかけないで<ださ 
し、服をかけるとさは、八ンガーを使 
用せずに直接コートフックにかけてく 
ださい 。 S R S カーテンシールドエア 
バッグびふくらんだときに飛ばされて 
危険です。 


>無線機の電波などは 、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪霞響を 
ちえるおそれびあり、 SRS エアバッグび誤作動するなどして危険です。無線機 
などを取り付けるときは、トヨタ販売店にご相談ください。 


♦車両前部にグ U ルガードやウインチな 
どを装着する場合は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。車両前部の改造をす 
ると 、 S R S エアバッグセンサーに伝 
わる衝撃びかわり、 SRS エアバッグ 
び誤作動ずるなどして危険です。 





4 SRS エアバッグについてのま意 
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^ まを装備について 


④ S R S エアバッグ展開部を強くたたかないでください。 


>ステア U ングパッド（運転席 S RSI 
アバッグ）、インストルメントパネル上 
部（助手席 S R S エアバッグ）および 
下部（運転席 S R S ニーエアバッグ）、 
フ□ントピラー、ルーフサイド部（前 
を席 S R S 力ーテンシールドエアバッ 
グ）、フ□ントシート側面（前席 SRS 
サイドエアバッグ）など、 SRS エア 
バッグ展開部を強<たた<など、過度 
の力を加えないで < ださい。 

SR S エアバッグび正常に作動しなく 
なるなどして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


(DSR S エアバッグがふくらんだ 
直後は、 SRS エアバッグ構成 
部品にふれないでください 





♦構成部品び大変熱<なっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあ り 
危険です。 


4 SRS エアバッグについてのを意 
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A 己 S • ブレーキアシストについては、 
次の事 I 頁を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 
生命にかかわる重大な傷害につなびる 
おそれがありを険でず。 


(DAB S やブレーキアシストを過信しないで<ださい。 

• ABS やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの巧制や八ンドルの効をち 
には限界びあります。無理な運転は思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 

ABS 、 ブレーキアシストを過信せず速度を抑え、車間距離を十分にとってま全運 
転にむびけてください。 

- A 目 S はタイヤのグリップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現象^び起 
こった場合は、効果を発揮でをません。 

※雨天の高ま走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしまう現象。 

• A B S は制動距離を短くするための装置ではありません。 

次の場合などは 、 A B S の付いていない車両に比べて制動距離び長くなることび 
あります。速度を控えめにして車間距離を十分に取ってください。 

•砂利息新雪路を走行しているとき 
-タイヤチェーンを装着しているとさ 
-道路の継ぎ目などの段差を乗りこえるとさ 
. 凸凹道や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
参ブレーキアシストは、ブレーキ本来の能力をこえた性能を引さ出す装置ではあり 
ません。車両-車間距離などに十分を意して安全運転にむびけてください。 




ABS . ブレ—キアシストについてのま意 
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才ートマチック車については、巧の事項 
を必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびありまず。 


①才ートマチック車の特性 

■ク リープ現を 

エンジンびかかっているとさ、シフトレ 
バーび©、 のし U 外にあると、動力びつな 
びった状態になり、アクセルペダルを踏 
まなくてもゆっくりと動き出ず現象をク 
U —プ現象といいまず。 

■キック ダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に巧まギヤに切りかわり、 
エンジンの回転数び上昇して急加速させることびできます。 

これをキックダウンといいます。 


( D 運転するときは、ブレーキぺダ 
ルとアクセルペダルの位置をお 
ず確認して、踏み間違いのない 
よラにしてください。 


•アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進し、思わめ事故に 
つなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


•後退するとさは、体をひねった姿勢と 
なるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよ 
ラを意してください。 

•車を少し移動させるときを正しい運転 
姿勢をとり、 ブレーキ ペダルとアクセ 
ルペダルび確実に踏めるよラにしてく 
ださい。 






1才—トマチック車についてのを意 
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運面装置について^ 


⑤ ブレーキペダルはアクセルぺ 
ダルと同じち足で操作してく 
ださい。 


♦左足でのブレーキ操作は、緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるお 
それびあり危険でず。 

(5) エンジンをかけるときは、ブレーキペダルをしっかり踏み、エン 
ジンをかけてください。 

>安全のためシフトレバーは©にして、ブレーキペダルをしっかり踏みエンジンを 
かけて < ださい。 

( D 発進するとをは、ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフト 
レバーを操作してください。 

参とくにエンジン始動直をやエアコン作動時などは、ク U —プ現象び強くなるため、 
よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

>レバー操作は絶対にアクセルペダルを踏み込んだまま行わないでください。車び 
急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


® 走行中はシフトレバーをのにし 
ないで < ださい。 


参のにすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

参のにしたまま長時間走巧ずると、才ートマチックトランスミッション内のオイル 
の酒滑び悪くなり、故障するおそれびありまず。 





1才—トマチック車についてのま意 
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運面装置について 


⑦走行中はシフトレ/ (一を©にしないでください。 

參オートマチックトランス S ッションの内部び機械的にロックされ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 

® 前進で走行中は、シフトレバーを©にしないでください。 

參車輪びロックして思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。また、オートマ 
チックトランスミッションにお S な力び加わり、故障ずるおそれびあります。 


④停車中は、空ぶかしをしないで 
<ださい。 


•シつ トレバーび©- ⑩ L ソ外にあると、車び急発進し思わめ事故につなびるおそれ 
びありを険です。 

⑩ ，駐車するときは、シフトレバーを©にしてください。 

>©しソ外にある場合、クリープ現象で車びひとりでに動き出したり、誤ってアクセル 
ペダルを踏み込んだとさ急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ 坂道などでは、シフトレパーを®または曾にしたまま惰性で後退す 
ることは絶対にしないでください。 

参同様に©にしたまま惰性で前進することは絶対にしないでください。エンストし 
て、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、故障や思わ 
め事故の原因となるおそれびあり危険です。 

⑩ その他にち L ソ下の点にを意してください。 

參少し後退したあとなどは、シフトレバーび®にあることを忘れてしまうことびあ 
りまず。後退したあとはすぐ⑩にもどすよう習慣付けましょう。 

參切り返しなどでシフトレバーを®から©、©から®と何度もレバー操作をすると 
きは、そのつど、ブレーキペダルをしっかり踏み、完全に車を止めてから巧って 
ください。またシフトレバーの位置も忘れずに確認してください。 



1才—トマチック車についてのを意 
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参この車の 4 WD は、オン□-ド専用です。 

オフ□ー ド走行やラ U —走行などび目的ではな<、一般道での走行安定性のお保 
を目的とした 4 WD ですので無理な運転はしないでください。 


( D すべりやすい路面での走行は慎 
重に行ってください。 


•4 WD 車といってを万能車ではありません。アクセル、八ンドル、ブレーキの操作 
は一般の車と同じく慎重に行い、常に安全運転をむびけてください。 
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運面装置について 


⑤脱輪などによ0、いずれかの車輪 
が宙に浮いているとをは、むやみ 
に空転させないで<ださい。 


♦前-後輪の回転差び激しい状態び続<と、駆動部品に無理な力び加わり焼さ付さ 
などの損傷を受けたり、焼き付きにより、車両び急に飛び出し思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 

參タイヤび空転中に急激なブレーキ操作をしないでください。 


④ 渡河などの水中走行はしないで 
ください。 


>渡ミ可などの水中走行をすると、エンストするだけでなく、電装品のショート、水を 
吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびあります。 
♦万一、水中に浸かってしまったとさは、必ずトヨタ販売店で下記の項目を点検して 
<ださい。 

-ブレーキの効さ具合 

•エンジン-トランスミツション-トランスファー•デイファレンシャルなどの 
オイル量および質の変化（白還している場合、水び混入していますので、オイ 
ルの交換び必要です） 

-プロペラシャフト-各ベア U ング-さジョイント部などの酒滑す良 




吕 4 WD 車についてのま意 
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運面装置について 


這) タイヤはすべて必ず指定サイズで、同一種類のタイヤを装着して 
ください。 

♦タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー.同一鈴柄および同一 
トレッドバターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤをミ居だて装着しないでください。 


-マルタイヤ 

参タイヤを混な使用ずると、前後左右の 
タイヤで常時異常な回転差び発生し、 

駆動系部品（ディファレンシャルギヤ） 

に無理な力びかかり、オイルの温度び 
上昇するなどしてオイルちれや焼さ付 
きなどにより、最悪の場合、車両义災 
につなびるおそれびあり危険でず。 

>次の場合をタイヤの混在使用と同様、 

駆動系部品に悪影響を与えるので、夕 
イヤの空気圧の点検は必ず実施して< 

ださい。 

- 4輪の空気圧の差び著しいとさ 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 

参タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .39 日参照） 

参ディスクホイールを交換するとさち、指定 L ソがのディスクホイールを装着しない 
でください。 （ P . 434参照） 



-スタツドレスタイヤ 

〈混在使巧の例〉 



2 4 WD 車についてのま意 
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点検•手入れ時は、巧の事項をおず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびありまず。 

点検碧備の詳細については「メンテナ 
ンスノート」をお読みください。 


① エンジン ルームを 点検するとを 
は、がずエンジンを停止してく 
ださい。また、乂気を近付けな 
いで<ださい 


参エンジン回転中にベルトやフアンなどの回転部分にふれたり近付いたりすると、 
手やを服-工具などび巻さ込まれたりして思わめ事故につなびるおそれびあり危 
険でず。また、エンジンび停止していても、：令却水温び高いときは、冷却フアン 
び急にまわり出すことびありますので、注意してください。なお、火気をバッテ 
U —や燃料配管に近付けないでください。爆発し、重大な傷害を受けるおそれび 
あり危険です。 

@ エンジン停止直後はエンジン、排気管、ラジエーターなど高温部 
にはふれないで<ださい。 

•やけどをするおそれびあります。なお、オイルやその他の液体を高温になってい 
ることびありますのでを意してください。 


⑥ エンジンルーム内に水をかけな 
いで < ださい。 


参エンジンルーム内に水をかけると、電装品びショートしたりして、故障や車両义災 
につなびるおそれびあり危険でず。 





1点檢•手入れ時のま意 
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メンテナンスにごいて ク 


® 車の清掃をするときは、車内に 
水をかけないでください。 


♦オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の 
原因となったり、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

( D 洗車する場合は、ブレーキに直接水びかか！5ないようにを意して 
ください。 

♦ブレーキ装置内に水び入ると、凍結してブレーキの効きび悪くなったり、さびて 
ブレーキの固着につなびるおそれびあり、走行でさなくなる場合びあります。 

⑥ ヒューズを交換するときは、規定容量 L ソ外のヒューズを使用しなし、 
で < ださい。 

♦配線び過熱-焼損し、义災につなびるおそれびあり危険でず。 

⑦ エンジンび熱いときやエンジンびかかつているときは、ウォッ 
シャー液を補給しないでください。 

♦ウォッシャーミ夜にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかかる 
と出义するおそれびあり危険でず。 

( D エンジンルームを点検したあとは、エンジンルーム内に工具や巧を 
置を忘れていないことを確認してください。 

♦点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置き忘れていると、故 
障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両义災につな 
びるおそれびあり危険です。 

④ ブレーキフルー ドの量を点検してください。 

♦ブレーキフルードび不足していると、ブレーキの効さび悪くなり思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 
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タイヤについては、巧の事項を必ず守つ 
てください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびありまず。 


① 日常点検として、必ずタイヤの点検を行ってください。 

•タイヤの点巧は、法律で義務付けられていまず。 

•タイヤはし U 下の点について点検してください。 

. タイヤの空気圧 
-タイヤの亀裂-損傷の有無 
-タイヤの溝のなさ 

-タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗している.摩耗程度び他の 
タイヤと著しく異なるなど） 

タイヤの点検ち法は、「メンテナンスノート」をお読みください。 


@ タイヤ空気圧は、おずタイヤが 
をえている状態で指定空気圧に 
調整してください。 


•指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表、または P .434 で正しい空気圧をお認のラえ調整してください。 

指定空気圧よりほいと車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤび偏摩耗 
したりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象*によりタイヤびバース 
卜（破裂）したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

曰常点検で、スペアタイヤち含め、おずタイヤ空気圧び指定空気圧になっている 
ことを点検してください。 

※高まで走行しているとをに、タイヤび波3つ現を。 




I タイヤについてのを意 
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メジテナンスにごいて ク 


⑥ タイヤはすべて、必ず指定サイズで同一種類のタイヤを装着して 
ください。 

♦タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー.同一鈴柄および同一 
トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤをミ居だて装着しないでください。 

♦タイヤを混在使用すると、左ちタイヤ （4 WD 車の場合は前後左ちタイヤ）で常時 
異常な回転差び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びか 
かり、オイルの温度び上昇するなどしてオイルをれや焼き付きなどにより、最悪 
の場合、車両义災につなびるおそれびあり危険でず。 

FF 車 I 4 WD 車 



♦次の場合ちタイヤのミ居在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤの空 
気圧の点検は必ず実施して < ださい。 

- 4輪の空気圧の差び着しいとを 
-空気圧び指定値からはずれているとさ 

♦タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .396 参照） 

♦ディスクホイールを交換するとさを、指定外のディスクホイールを装着しないで 
ください。 （ P . 434参照） 



タイヤについてのま意 
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ぶ メンテナンスにごいて 


>指定!;(外のタイヤおよび4輪とを同一でないタイヤを装着すると、車の性能（燃 
費•車両のち向安定性■制動距離など）び十分に発揮できないばかりでなく、前後 
左ちのタイヤに回転差び発生するなどして、正おな車両連度び検出でさなくなる場 
合びあり、下記のシステムび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• ABS 

-ブレーキアシスト 
-インテ1」ジェント A FS 
- GPS ボイスナビゲーシヨン 
•パックガイドモニター 
-フロント&サイドモニター 

また、フルタイム 4 WD システムは性能び十分に発揮できないばかりでなく、駆動系 


部品に悪霞響を与えるおそれびあります。 

® 摩耗限度をこえたタイヤは使用 
しないで < ださい。 

參タイヤの溝のミ果さび少ないタイヤやス 
1」ップサイン（摩耗限度表示）び出てい 
るタイヤをそのまま使用すると、制動距 
離び長くなったり、雨の曰に八イド□プ 
レーニング現象※ 1 により、八ンドルび 
操作でをなくなったり、タイヤびバース 
卜（破裂）したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあり危険です。ス1」ッ 
プヴインび現れたら、すみやかに正常な 
タイヤと交換してください。 

水のたまった道路を高速で走行すると、 
タイヤと路面の間に水び入り込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルや 
ブレーキび効かなくなる現象。 

※吕イラストは説日月のための例であり、実際 
とは異な0ます。 


スリップサインの位置を 
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メジテナンスにごいて ク 


( D タイヤの側面などに傷や亀裂のあるような異常なタイヤを装着し 
ないで < ださい。 

參異苗びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取られたり、異常な振 
動を感じることびあります。 

また、バースト（破裂）など修理でさないよラな損傷をタイヤに与えたり、タイ 
ヤび横すべりするなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正 
常なタイヤに交換してください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費•車両のま定性■制動距離 
など）び十分に発揮でさないばかりでなく、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。また、部品に悪影響を与えるなど故障の原因となることびありまず。 

⑥を用タイヤ装着時はな下の点をお守りください。 

♦指定サイズのタイヤを使用してください。 

參指定空気圧に調整してください。 

♦お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないで 
ください。 


⑦ タイヤを交換したときは、ホ 
イール取り付けナツトが確実に 
締まつていることを確認してく 
ださい。 


♦確実に締まっていないと、ホイール取り付けボルトやブレーキ部品を破損したり、 
ディスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
タイヤ交換をはトヨタ販売店で、でさるだけ早くトルクレンチで基準値にナット 
を締めて < ださい。 

締め付けトルク：約 1 03 N ■ m 11030 k 呂 f • cm ( 

♦タイヤを取り付けるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗らないでください。 
ナットを締めるときに必要しソ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディスク 
ホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にタイヤ 
びはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

® 歩道の縁石などにタイヤびあた5ないようにを意してください。 

♦タイヤ. ディスクホイールび損傷する場合びあります。 
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ぶ メンテナンスにごいて 


④ タイヤチェーン装着時は、速度を控えて慎重に運転してくださし、。 

參タイヤチェーン装着時は、約 30 km / h またはチェーンメーカー巧奨の制限速度し U 下 
で走行してください。 

參タイヤチェーンを装着して走行ずるときは、突起や巧を柔りこえたり、急八ンドル 
や車輪びロックするようなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わめ動 
さをして事故につなびるおそれびありを険です。 

また 、 A BS 作動時でも制動距離び長くなる場合びありますので、慎重に運転して 
<ださい。 

⑩ ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ディスクホ 
イールのボルト穴につぶれや亀裂などの異常びある場合は、トヨタ 
販売店などで点検を受けてください。 

♦つぶれや亀裂などの異常びあると、ナットを締め付けてを十分に締まらず、ディ 
スクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ 段差などを通過するときは、できるだけゆつ < り走行してください。 

♦段差や凹凸のある路面を通過するとさの衝撃により、タイヤ-ディスクホイール 
び損傷する場合びあります。 

⑩応 急用タイヤについては、 LU 下の点にを意してください。 

♦応急用タイヤは標準タイヤびパンクしたとをに一時的に使用するタイヤです。 

でさるだけ早く標準タイヤに交換してください。 

♦応急用タイヤの空気圧は必ず点検して<ださい。空気圧び不足しているが態で走行 
ずると、タイヤの径の違いびさらに大さくなるため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0危険です。 

タイヤびをえているとさの空気圧（ゲージ圧）： 420 kPa 14.2 k 目/ crTV 4 
♦車に搭載されている応急用タイヤは、お客様の車専用です。他のタイヤやディス 
クホイールと組み合わせたり、化の車に使用したり、他の車の応急用タイヤをお 
客様の車に使用しないでください。走行に悪影響び出て思わめ事故につなびるお 
それびあり危険です。 

⑩ 走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれない 
で < ださい。 

♦走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっています。タイヤ交換 
などで手や足などびふれると、やけどをずるおそれびあります。 
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バッテ u - については、巧の事項を必ず 
守って < ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害を 
受けるおそれがありを険でず。 


① 日常点検として必ずバッテリーの液量を点検してください。 

参バッテ1」一の液面びさ液植とち、バッテ1」一側面に表おされた LOWER LEVEL 
(下限）(下のまま使用、充電すると、バッテリーの寿命び短くなったり、発熱や 
爆発ずるおそれびあり危険です。点検ち法は「メンテナンスノート」を参照し、 
液量び少ないとさは補給してください。 

@バッ テリーあがりで、ブースターケーブルをつなぐときは、接続順 
や接続箇所を間違えないよラにを意してください。 

( P . 461参照） 

•バッテ U —から発生ずる可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


⑥ エンジンがかかつているとをや 
充電中は、バッテリーに近付か 
ないで < ださい。 


•充電中は、バッテ U —からち毒で腐食性の高いを硫酸を含んだバッテ U —液び吹き 
出す場合びあり、目や皮膚に付着すると、失明など重大な傷害を受けるおそれびあ 
りを険です。 

万一、付着した場合は、ずぐにを服を脱ぎ、液び付着した体の部分を多量の水で 
洗浄し、医師の診察を受けてください。 

④ 火気をバッテリーに近付けないでください。 

参バッテ U —から発生する可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 
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ぶ メンテナンスにごし、て 


⑥バッ テリーを交換したときは、 
正しい位置にクランプを取り付 
け、ナツトを確実に締め付けて 
ください。 



•51 実に取り付けたり、締め付けたりしないと、走行中にクランプびはずれてショート 
ずるなどして、車両乂災につなびるおそれびあり危険でず。 
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ジャッキアップについては、巧の事項 
を必ず守ってください。 

お巧りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがありまず。 


の ジャッキアップするときは、平 
5な場所に車を止め、対角の位 
置にあるタイヤに必ず輪止めを 
してください。また、パーキン 
グブレーキをしっか0かけて< 

ださい。 

♦車び動きジャッキびはずれ、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危 
険でず。なお、輪止めはトヨタ販売店で購入できますのでトヨタ販売店にご巧談 
ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できます。 


@ジ ヤツ キア ツ プした車の下には、 
絶あ M こちぐ5ないで < ださい。 


•万一、ジャッキびはずれると、体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•車載工具のジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着しソ外は使用しないでくだ 
さい。 






ジャッキアップについてのま意 
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が^ メンテナンスにごいて 


⑥ ジャッキアップするときは、次の点にを意しないと、車体が損傷 
したり、ジャッキがはずれ、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれがありを険です。 

♦人を柔せたままジャッキアップをしないでください。 

♦ジャッキアップするときは、ジャッキの上や下にをのを挟まないでください。 
♦ジャッキアップするときは、ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置 
(P. 4已3参照）にかかっていることを必ずお認してください。 

♦車体は、タイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてください。 

参ジャッキアップしているとさは、エンジンをかけないでください。 

参ジャッキアップした車体を降ろずとさは、周囲をお認し、十分を意しなびら作業 
してください。 

® 車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。 

♦他の車に使用したり、他の車のジャッキをお客様の車に使用しないでください。 
ジャッキの取り扱いを誤ると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑥ 工具やジャッキを使用したあとは、まめ5れた場所に確実に格納 
して < ださい。 

♦室内などに放置すると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 


4ジャッキアップについてのを意 
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メジテナンスにごいて ク 


® 車に搭載されているジャッキ lu 外のジャッキを使用してジャッキ 
アップする場合は、次のことをお守りください。 

♦車に搭載されているジャッキしソがのジャッキを使用してジャッキアップする場合は、 
特別な工具び必要になったり、取り扱いに特別なま意び必要になるため、誤って使 
用すると車両を損傷したり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。車に搭 
載されているジャッキし U 外のジャッキを使用する必要びある場合は、トヨタ販売店 
にご相談ください。 

また、ガレージジャッキを使用するとをは、必ず 
しっかりとした傾さのない平坦な床面で使巧し 
て<ださい。下図のガレージジャッキセット位 
置にあててください。ガレージジャッキを使用 
するとさは、必ずガレージジャッキに付属の取 
扱説明書を十分に確認の上、使用してください。 



ガレージジャッキ 



♦ガレージジャッキは、受け皿の形状がガレージジャッキセット位置に適したサイズ 
の受け皿タイプを使用してください。 



4ジャッキアップについてのま意 
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参エンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。また、蒸気び出ていない場合でも、高温になっている部分も 
ありますので、ボンネットを開けるとさは十分を意してください。 


@ ラジエーターや 補助タンクが熱 
いとさは ラジエーター キャップ、 
エア抜きバルブを開けないでく 
ださい。 


•蒸気や熱湯び吹き出して、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•キャップ、バルブを開けるとさは、ラジエーターや補助タンクび十分に;令えてから、 
巧きれなどでキャップ、バルブを包み、ゆっくりと開けてください。 



1才—バ I ヒ—卜についてのを意 
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巧の事 I 頁を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがあ0まず。 


① エンジンをかけずにけん引される場合は、八ンドルやブレーキ操作 
に十分ま意してください。 

♦エンジンびかかっていないと、ノ（ワーステア I 」ングやブレーキ倍力装置び働かない 
ため、操作力び非常に重くなります。 

けん引される車の運転は、十分を意して行ってください。 


@ けん引中に、急発進などけん引 
フックや□ープに大きな衝撃が 
加わるような運転をしないでく 
ださい。 


•けん引フックや□ープび破損し、それび周囲の人などにあたり、重大な傷害を与 
えるおそれびあり危険です。 

⑥ けん引中にエンジンスイッチか!5キーを巧いたり、エンジンス 
イッチを " LOCK " にしないでください。 

参キーび抜けていると、八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでさなくなり、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。また、エンジンスイッチび‘‘ LOCK " 
だとキーび抜けるおそれびあります。 





万-の事故のとさのま意 
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A 才—バ—ヒ—卜-万—の事故 


④発炎 筒を燃料などの可燃物の近 
くで使用しないで < ださい。 

また、発炎筒を使用中は、顔や 
体に向けたり、近付けたりしな 
いで < ださい。 

♦可燃物の近くで使用ずると引火ずるおそれびあり危険です。また、使用中に顔や 
体に向けると、炎でやけどずるなど、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


( D 事故後、エンジンを始動する前 
に燃料がちれていないか確認し 
て < ださい。 


>車の下の路面などをお認し、液体のをれ（エアコンの水(が）び見つかれば、燃 
料系統び損傷している可能性びあります。そのままエンジンを始動すると燃料に 
引义し、重大な事故につなびるおそれびあり危険ですので、エンジンを始動しな 
いでください。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するとさに併せてお伝えください。 




I 万-の事故のときのま意 


82 











次の事 I 頁を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
亡につなびるおそれがあ0まず。 


( D 違法改造は絶対にしないでください。 

• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、違法改造になる 
ことびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない部 
品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受けるか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S R S エアバッグび内蔵 
されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤ってふくらみ、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•次の場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

•タイヤ、ディスクホイール、ホイール取り付けナットの交換 
異なった種類や指定!;1外のをのを使用すると、走行に悪影響をおよぼしたり、 
違法改造になることびありまず。 

-電装品-お線機などの取り付け、取りはずし 
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなびるお 
それびあり危険です。 

参フ□ントガラス、および運転席.助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透明フィ 
ルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでなく、違法改造 
につなびるおそれびあります。 



参開けたまま放置すると車両义災につなびるおそれびあり危険でず。また、灰皿の 
中に紙<ずなどの燃えやすいちのを入れないでください。 
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その化のを意 


⑤ メガネ、ライターやスプレー左 
を車内に放置したままにしなし、で 
ください。 



•室温び高くなったとさの熱や、他の収納物との接軸などにより、メガネび変おや 
ひび割れを起こすおそれびあります。 

•室温び高くなったときにライターやスプレー宙び爆発するなどして、乂災につな 
びるおそれびあり危険です。 

•ライターやスプレー宙を収納装備に放置したり、車内に落としたままにしておく 
と、荷物を巧し込んだりシートを動かしたとさにライターび着义したりスプレー 
宙のガスびちれるなどして、火災につなびるおそれびあり危険です。 


® ウインドウガラスなどには、吸盤 
を付けないでください。 



•ウインドゥガラスにアクセサ U - の吸盤を取り付けたり、インストルメントパネル 
やダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置くと、吸盤や容器びレンズの働をを 
して乂災につなびるおそれびあり危険です。 


@ シルバー色などの金属蒸着フィ 
ルムを曲面ガラスに貼った場合 
は、ドアやウインドゥを開けた 
まま放置しないで < ださい。 



• ドアやウインドゥを開けたまま放置すると、直射日光び曲面ガラスの内側に反射し、 
レンズの働さをして乂災につなびるおそれびあり危険です。 
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その化のを意 


©走す5 中はバックドアを閉じてください。また、ラゲージルームに 
は絶対に人を乗せないでください。 

•走行中はバックドアを閉じてください。開けたまま走行すると、バックドアび車外 
のものに当たったり荷物び巧げ出されたりして、思わめ事故につなびるおそれびあ 
り危険でず。また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるお 
それびあり危険です。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認して 
ください。 

•走行前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックドアび 
完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開き、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

•ラ ゲージルームには 絶対に 人を 乗せないでください。急 ブレーキを かけたとさや衝 
突したとをなどに、重大な傷害におよぶか最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
危険です。 

•お子さまを柔せているときは、け下のことをお守りください。お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり危険です。 

-ラ ゲージルームで おモさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれびありまず。 

-お子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりするお 
それびあります。 

•バックドアの操作にあたっては、し U 下のことを必ずお守りください。お守りいただ 
かないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

. バックドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り除 
いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありまず。 

. バックドアを開閉ずるときは、十分に周囲の安全をおかめてください。 

•人びいるとをは、安全を確認し動かずことを知らせる「声かけ」をしてください。 
•強風時の開閉には十分を意してください。バックドアび風にあおられ、勢いよく 
開いた0閉じたりずるおそれびあります。 

-半開状態で使用すると、バックドアび 
落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。とくに傾斜地では、平坦な場 
所よりをバックドアの開閉びしにくく、 
急にバックドアび開いたり閉じたりす 
るおそれびあります。必ずバックドア 
び全開で静止していることを確認して 
使用してください。 
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その化のを意 




-バックドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよラ十分を意してください。 

-バックドアは必ず外から軽く押して閉 
めて<ださい。バックドアグリップで 
直接バックドアを閉めると、手や腕を 
挟むおそれびあります 


. パックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないでください。手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

-バックドアにトヨタ純正品(外のアクセサ U —用品を取り付けないでください。 
バックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 

③ バックドアが半ドアげ態になったとき、イージーク□-ザーが働き 
自動的に閉まるため、指などを挟まないようにを意してください。 
りのーバックドア装着車） 

♦バックドアび半ドア状態になったとき、 
イージーク□ーヴーび働を自動で完全 
に閉まります。また、作動し始めるま 
でに数秒かかります。指などをバック 
ドアで挟まないようにミ主意してくださ 
し、。骨がなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険でず。 

参イージークローヴーはパワーバックド 
アメインスイッチび OFF であっても作 
動するため、指などの挟み込みには十 
分を意してください。 
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その化のを意 


® パワーバックドアについてはな下のことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害につながるおそれがありを険 
です。 

•パワーバックドアの操作時は、(下のことを必ずお守りください。お守りいただ 
かないと、重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

•周辺の安全をおかめ、障害物びないか、身の回りの品び挟み込まれる危険びな 
いか確認してください。 

•人びいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことをがらせる情かけ」 
をして < ださい。 

-自動開閉中にバワーバックドアメインスイッチを OF 円こすると、作動び停止し手 
動操作に切り替わります。この場合バックドアび急に開いたり閉じたりするおそ 
れびあるため、十分ミ主意してください。 

-自動開閉中に作動可能条件を満たさなくなったときは、作動び停止し手動操作 
に切り替わる場合びあります。この場合、坂道などの傾斜地ではバックドアび 
不意に動さ出すおそれびあるので十分を意してください。 

-傾斜した場所では、自動で開いたあとにバックドアび落ちる場合びあります。 
バックドアは必ず全開で静止していることを確認してください。 

参次のよラな場合、システムび異常と判断し自動作動び停止することびあります。 
手動作動に切り替わり、急にバックドアび落ちるなどして思わめ事故につながる 
おそれびあるため、十分にミ主意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとき 

-エンジン停止時でパワーバックドアび自動作動しているとさに、エンジンスイッ 
チを " ON " にしたり、エンジンを始動したりして、バッテ U - 電圧び急にほ下 
したとを 

•バックドアにトヨタ純正品 L ソ外のアクセサ U —用品を取り付けないでください。 
自動で作動でさずにパワーバックドアび故障したり、開いたあとに落ちるおそれ 
びあります。 

•タイヤ交換などをする際は、パワーバックドアメインスイッチを OFF にしてくだ 
さい。 OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチに触れたとさにパワーバック 
ドアび動さ、指や手などを挟んでけびをするおそれびあります。 

•挟み込み防止機構作動中は!;(下のことに注意してください。を意していただかな 
いと、重大な傷害につなびるおそれびあり危険です。 

-挟み込み防止機構を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないで 
<ださい。 

-挟み込み防止機構は、バックドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しない 
場合びあります。指などを挟まないようにを意してください。 

-挟み込み防止機構は、挟まれるをのの形状や挟まれかたによっては作動しない場 
合びあります。指などを巧まないよラにミ主意してください。 
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その化のを意 


④ ワイヤレスドア □ ックリモコンの電池交換時に、取りはずした電池 

H や部品をとくにお子さまが飲み込まないようにごを意ください。 

•飲み込むと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

B ⑩ ミラーヒーターの作動中はドアミラーの表面が熱くなりますので、 
手をふれないでください。（ミラーヒーター装着車） 

参やけどをするおそれびあり危険です。 

⑩ 車内のスイッチなどに飲み物などをこぼさないようにを意してく 
ださい。 

参インストルメントパネル、コンソールボックス、ドアなどにあるスイッチなどに 
飲み物びかかると、故障の原因となったり、車両火災につなびるおそれびあり危 
険でず。万一、スイッチに飲み物びかかった場合は、すみやかにトヨタ販売店に 
ご相談ください。 

⑩ エンジンびかかっているとき、またはエンジン停止直後、扫自気管に 
ふれないよラにを意してください。 

•エンジンびかかっているとさや、エンジン停止直後の排気管は高温になっています。 
荷物の積み降ろし時などに手や足びふれると、やけどをするおそれびあります。 

⑩フ □ントワイパーデアイサー作動中は、フ□ントウインドゥガラ 
ス下部、および運転席側フ□ントピラー周辺部の表面が熱くなり 
ますので、手をふれないでください。 

(フ□ントワイパーデアイサー装着車） 

•やけどをずるおそれびあり危険です。 

吸 樹脂バンパーやアルミ部分には、磁石で固定するアクセサリーを 
取り付けることができません。 

•磁石は樹脂やアル S に付かないため、磁石式の初むち運転標識や高齢運転ち標識 
などは取り付けることびでをません。 
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その化のを意 


饭 カップホルダーには、カップや飲料左、紙パック、移動式灰皿 

( P .314 参照） L ソがのものを入れないでください。 ■! 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に収納していたをのび飛び出し、けびをするお 1^ 
それびありまず。やけどを防ぐために温かい飲み物にはフタをしてください。 U 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に、カップホルダーに体びあたるなどして、思 H 
わめけびをするおそれびあり危険です。カップホルダーを使用しないとをはフタ ^ 
を閉めておいて < ださい。 

饭トノ カバーの上に荷物を置いたり、お子さまを乗せたりしないで 
ください。 

参トノカバーび破損し、荷物び損傷したり、おモさまび生命にかかわる重大な傷害 
を受けるおそれびありを険です。また、急ブレーキをかけたとさなどに荷物び飛 
び出し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ 電球を交換するときは、電球が冷えてか5交換してください。 

参電球を交換するときは、さランプを消なさせ、電球び;令えてから交換してください。 

やけどをずるおそれびあ D を険です。 

⑩デ ィスチャージへッドランプを交換するとき（電球交換を含む） 

は、おずトヨタ販売店にご相談ください。 

•電球ソケットにふれた状態で点な操作をずると、瞬間的に 20,000 V の高電圧び 
発ちし、感電して生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

⑩ 寒を時は、ウインドゥガラスが暖まるまでウォッシャー液を使用 
しないで < ださい。 

•ウォッシャーあびウインドゥガラスにまり付を、視界不良を起こして思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険でず。 

翅) 雪壁などのある道では、インテリジェント A F S を使用しないで 
ください。（インテリジェント A FS 装着車） 

参雪の斜面などにへッドランプび反射して運転のさまたげになり、思わめ事故につ 
なびる可能性びありまず。 
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その化のを意 


留) 内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、離 

H 出しワックスや難出しクリーナーを使用しないでください。 

•インストルメントパネルびフ□ントウインドゥガラスへ映り込み、運転者の視界 
n をさまたげ思わめ事故につなびり、重大な傷害をしくは死 t におよぶおそれびあ 
n ります。 
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基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになる方へ) 


この章では、はじめて車を購入されたちやトヨタ車にはじめてお乗り 
になるちのために、この車の基本的な運転装置および装備品を簡単に 
説明していまず。 

詳しい取り扱い説明やま意事項はさ章をしっかりお読みください。 


各部の開閉 . 92 

シートの調整 . 94 

シートベルトの着用 . 9巨 

運面するとまは . 98 

警告な . 102 

スイッチ類の取り扱い . 104 

エアコン•才ーデイオ . 10百 
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車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


索引 
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各部の開閉 



ドアの施錠と解錠 


解錠施錠 
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各卽の開閉 


各部の開閉に関する詳しい紹介は 





目次 
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基本操作 
早わかり 
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メンテナンス 


万-のとさ 
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シートの調整 
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シートの調整 



参シートアレンジについては P .1 64を参照してください。 

運輯席①調整機能 （その 2) 運輯席①調整機能 （その 3) 

ヘッド レスト アーム レスト 




目次 
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聖口 


基本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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シートベルトの着用 



付けち 

7ベルトを引き出します。 2 プレートをバックルに挿し込み 

よ9 〇 



〇 "カチッ"という音びするまで 
挿し込みます。 

©アンカーの高さを調整します。 
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シートベルトの着用 



はずし方 



目次 
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董口 


基本操作 
早わかり 


I 謂の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




〇バックルのボタンを巧します。 
©ベルトを巻さ取日せます。 
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運車 5 するとをは 



LOCK 
(□ック） 


キーを抜を挿しできる位置 

キーをおくと八ンドルび n ック 
されます。 



エンジン停止時、次の電装品が 
使用でさる位置 

オーデイオ、シガレツトライター、 
ドア S ラーなど 


エンジン回転中の巧置 

すべての電装品び使用 
でさまず。 


エンジンを始動する位置 


エンジンのかけ方 

7ブレーキペダルを 
しっかり踏み込み 
占9 〇 



パーキングブレーキが 
かかっていることを確 
認します。 


2 シフト レバーの 位 
置を確認します。 



3 " START " 

までキーをまわし 
ます。 



98 













運転ずるときは 


キーの 抜き方 


八ンドル□ックの解除 


シフトレバーを©にして、行いま 
す。 




〇 " ACC " からキーを巧し込んで 
〇 LOCK " にまわし引き巧き 
9 〇 


〇八ンドルを動かしながら、 
©キーをまわします。 


シフトレバーの動かしち（発進時の場合） 


ち足でブレーキペダルをしつ 
かり踏みます。 


2 シフトレバーを©か日操作し 
ます。 




パーキングブレーキびかかってい 
ることを確認します。 


目次 
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董口 


基本操作 
早わかり 


I 謂」の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 
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運転ずるとをは 



シーケンシャルシフトモードの使し、ち 


2 


シフトレバーを©にします。 

参シーケンシャルシフトマチック表示灯び点灯 
します。 


シフトアップするときはシフトレバーを+側、シ 
フトダウンするとさはシフトレバーを一側に動か 
します。 

参選択されているシフトレンジびシフトレンジ 
表示に表示されます。©、©、 ⑩、 ©は表示 
されません。 

♦選択されたシフトレンジで、スピードおよび 
走行条件に応じて自動で変速します。 
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運転ずるときは 



パーキングブレーキの使いち 

解除のしかた かけ方 




〇ち足でブレーキペダルをしっかり 〇ち足でブレーキペダルをしっかり 
踏みながら 踏みなびら 

0左足でパーキングブレーキペダル©左足でパーキングブレーキペダル 
を"カチッ"と音びするまで踏み をいっぱいまで踏み込みます。 

込み、ゆっくり離します。 


目次 
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警告な 



警告巧び点!打または点滅したままのとをは 


警告口 

警告理由 

//^\ ABS & ブレーキ 
(妙）ァシスト警告口 

AB S またはブレーキアシストシステムの 
異常です。 

•• SRS エアバッグ/ 

み'プリテンショナ- 
警告'灯 

SRS エアバッグシステム、またはプ I 」テ 
ンシヨナー付シートベルトシステムの異常 
です。 

エンジン警告な 

エンジン電子制御システムなどの異常です。 

4 デイスチャージ 

ス广>4ヘッドランプ 
るレォートレべリング 
< 警告口 

ディスチャージへッドランプオートレべ U 
ングシステムの異常です。 

(①) ブレ-キ警告な 

♦パーキングブレーキびかかっています。 
♦パーキングブレーキを解除してち消打し 
ないとさは、ブレーキ液量の不足です。 

-+充電警告口 

充電系統の異常です。 
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警告な 



警告口 226 


警告打に関ずる詳しい紹介 




警告巧び点なまたは点滅したままのとさは 


警告口 

警告理。 

油圧警告。 

エンジン内のオイルの圧力の異常です。 

A/TOIL 

TEMP 

オート 7 チックトランス 
S ッシヨン油通警告な 

トランス S ッシヨン内のフルード温度の異 
常です。 

警告灯^ ' 

燃料;寞量警告。 

燃料切れび近付いています。 

(約]] LL ソ下で点灯） 

を 

半ドア警告な 

いずれかのドア（バックドアを含む）び確 
実に閉まっていません。 

み 

運転席シートベル 
卜非着用警告な 

運転者びシートベルトを着用していません。 

PASSENGER , 

助手席シートベル 
卜非着用警告な 

助手席の秉員がシートベルトを着用してい 
ません。 


* この他にを、表示なの点なまたは点滅により異常を知らせる場合もあります。詳しくは P .22] を参照して 
<ださし、。 
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スイッチ類の取り扱い 



夜間や雨天時などの走行 

フ□ントワイパーの使い方 ランプのつけ方 


自動点打•消な 
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スイッチ類の取り扱い 


スイッチに関する詳しい紹介は 



_ __ _ .. 

方向指示 


非常点滅巧 
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エアコン-才ーデイオ 



エアコンの使いち 

7 AUTO スイッチを巧します。 2 希望温度に合わせます。 
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エアコン-才ーデイオ 


電源入•切 音量 





CD 、 MD び挿入されているとさ 
は、 DISC 、 MD ボタンを巧し 
よ9 〇 


AM - FM 放送の切りかえ 放送局の設定 



AUTO - P ボタンを"ピッ"と音びするま 
で巧し続けると、自動でプ I 」セツトボタン 
に放送局を記憶させることびできます。 


C 電源の入れ方と音量の調壁 ） C CD - MD を聞くには 



才ーディオ①使いち 


ラジオを聞<には 


ii 


車との上手一 
付を合い方 


メンテナンス」万-のとき 」 S 
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3 

運お装置の巧り扱い 


ドア、ドアガラス 


などの開巧 . 

.…110 

ドアの施錠-解錠 

110 

バックドアの開閉 

122 

ドアガラスの開閉 

135 

マルチパネルムーンルーフの 

開閉 

139 

フユーエルリツド 


(燃料補給 □) の開閉 

143 

ボンネツトの開閉 

146 

才ートアラーム（盜難警報 

システム）の使い方 

148 

シートの調整 . 

.…152 

正しい運転姿勢 

152 

フ□ントシート 

154 

リヤシート 

160 

シートアレンジ . 

164 

インデックス 

164 

フラットシートの 


つくり方 

166 

リヤシート全席の 


前倒しのしかた 

168 

リヤ中巧席のみの 


前倒しのしかた 

170 


シートベルトの着用 . 172 

シートベルトの 


正しい着用 

172 

シートベルトの 


着巧のしかた 

17 己 

子供専用シ—卜……. 

. 178 


子供専巧シートについて 178 


チャイルドシートの固を… 18 百 


チヤイルドシートの 


取り付け 

186 

シートベルトでの固定 

187 

専用バーでの固定 

188 

トップテザーアンカー 


での固定 

189 

八ジドル、ミラーの調整… 193 

八ンドルの調整 

193 

インナーミラーの調壁 

195 

ドアミラーの調壁 

196 

補助確認装置の使い方 

199 

エンジンのかけ方 . 

…. 200 

エンジン（イグニッシヨン） 

スイッチの使い方 

200 

エンジン始動の手順 

201 
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シフトレパーの使い方……203スイッチのほい方 


シーケンシャルシフトマチック付 
オー トマチック 

トランスミッション吕03 

オートマチックまの 


運巧のしかた…… 

……210 

発進のしかた 

210 

走巧のしかた 

212 

停車-駐車のしかた 

214 


パーキングブレーキペダルの 
ほい方 . 216 

パーキングブレーキペダルの 
取り扱い 21己 

メーター、表示口、 

警告口の見方 . 218 

メーター 218 

表示口 吕21 

警告な 226 


23日 

ランプの使い方 238 

方向指示レバーの 
使い方 241 

フォグランプの使い方吕4吕 
ワイパー&ウオッシャーの 

使い方 244 

リヤウインドゥデフォッガ ー 
(曇り取り）の使いち吕48 
フ□ントワイパーデアイサーの 
使い方 249 

非常点滅なの使い方 250 

メーター照度調壁 
ダイヤルの使いち 251 

ホーンの使いち 吕己2 

AFS 0 FF スイッチの 
使い方 253 


目次 
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ドア、ドアガラスなどの開閒 

( ドアの施錠 • 解錠 ) 

鄉ワイヤレスドア□ックリモコン（キー）について™ 

La ’ ワーバックドア非装着車 I パワーバックドア装着車 j 



]{ 


同 


B 

4/ 


ワイヤレスドア□ック機能を備えています。 

このキーを使って、ドアの施錠•解綻や、エンジンの始動•停止などの操作 
を行います。 


A 超意 


リモコンスイッチは電子部品でず。強い衝撃などをちえな 
いで < ださい。 


U モコンスイッチは電子部品です。強い衝撃などを与えると故障の原因とな0ますので、 
下の点にごを意ください。 

♦ダッシュボードの上など高温になる所に置かないでください。 

♦分解しないでください。 

♦落としたり、強い衝擊を与えないでください。 

♦水に说5さないでください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


知識 


キーについて 

キーは 3枚あります。 

♦プ□テクターび黒色のキーびマスターキー、灰色のキーびサブキーです。 

♦パワーバックドア装着車のキーには、パワーバックドア U モコンスイッチび付さます。 
♦ワイヤレスドア□ック U モコンの操作については P .1 13を、パワーバックドアリモコン 
スイッチの操作については P . 131を参照してください。 

♦この車にはオートアラーム（盗難警報システム）び装備されています。詳しくは、 
P . 148を参照してください。 

♦マスターキーを紛失しないよラ十分を意してください。マスターキーを紛失すると、キーの 
作製にコンピューターの交換び必要となります。詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
♦キーを作製するとさは、トヨタ販売店にご相談<ださい。トヨタ純正品!^^がのキーを使用 
すると、 キーび スムーズにまわ5なくなるおそれびあります。 

♦万一、キーを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただちにトヨタ販売店にご相談 
<ださし、。 

* キーの組み合わせは、車の仕様により異なる焉合びあります。 

キーナンバー 


キーナンパープレートについて 

♦お客様政外にキーナンバーびわか5ない 
よラに、キーではな<プレートにキーナ 
ンバーを巧刻しました。 

♦キーナンバープレートは車両！;!かの場所に大切に保管してください。 

♦万一、キーを紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンパ'—か5トヨタ純正品のキーを作製 
することびでさます。 

電池交換について 

♦ U モコンスイッチを押しても作動しない場含や着しく作動可能距離び短くなった場合また 
は LED (パワーバックドア U モコンを除く）び暗くなったり、点灯しなくなった場を、 
電池の消耗び考え5れます。とくに、ワイヤレスドア□ック U モコンを使ってドアを施錠 
でさないと、オートアラーム（盗難警報システム）をセットすることびでさません。 
すみやかに電池を交換してください。 

♦電池交換は、市販の精密ドライバーを使巧すればお客様自身で交換することびでさます 
( P . 397参照）び、交換の際に破損などのおそれびあるため、トヨタ販売店での交換をお 
すすめします。 
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' -知識- 

航空機内へのキーの持ち込みについて 

航空機にワイヤレスドア□ック U モコンを持ち込む場含は、航;空磯内でワイヤレスドア□ッ 
クリモコンのスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する場含でも、簡単 
にスイッチび押されないよラに保管してください。スイッチび押されると電波び発信され、 
航空機の運行に支障をおよぼずおそれびあ0ます。 

紛失について 

ワイヤレスドア□ック U モコンを紛失したとさは、盗難•事故などを防ぐため、ただちに 
トヨタ販売店にご相談ください。 

使用枚数について 

ワイヤレスドア□ックリモコンは、同じ車両で最大4枚まで使用することびできます。 
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


d 


ワイヤレスドア□ックリモコンを使っての 
ドアの施錠-解錠のしかた 




LOCK スイッチを]回巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び施錠、 
UNLOCK スイッチを]回巧すと、すべてのドア（バックドアを含む）び 
解綻されます。※ 

参施綻したとさはブヴーび]回鳴り、非常点滅灯び]回点滅します。^ 

解綻したとさはブヴーび2回鳴り、非常点滅灯び2回点滅します。※ 
♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

参スイッチを巧すと 、 L E D び点灯します。 

♦ L 0 C K スイッチを巧して施綻操作をしたときは、必ず施錠作動したこと 
を確認してください。 

♦ UN L 0 C K スイッチを巧して解錠操作をしたあと、約30秒じ(内にドア 
を開けなかったとさは自動的に施錠されます。※ 

ワイヤレスドア□ックリモコンを使ってドアを施錠しないと、オートアラーム 
(盜難 警報 システム）は作動可能状態になりません （ P .148 参照)。 

ドアの施錠は、ワイヤレスドア□ックリモコンで行うことをおすすめしまず。 

※この機能を変更することびできまず。詳しくは、 P .436 の「ユーヴーカスタマイズ」を参照 
して < ださい。 
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' 知識 

オートアラーム（盗難警報システム）について 

ワイヤレスドア□ックリモコンを使ってドアを施錠すると、オートアラーム（盗難警報シス 

テム）び作動可能状態になります。システムび作動可能状態のときに、ドアのキーシリンダー 

にキーを挿し込んで ドアを解錠する ( P .1] 目参照）と、オートアラームび作動します。才一 

トアラームについての詳しい説明は、 P .1 48を参照してください。 

作動条件について 

♦リモコンスイッチは周囲の状況により作動可能距離びかわることびあります。確実に作動 
させるためには、車か5約] m まで近付いて操作してください。 

♦ワイヤレスドア n ック U モコンは微弱な電波を使用しています。なのよラな場をは、リモ 
コンと車両間の通信をさまたげ、正常に作動しない場合びあります。その場含は、才ート 
アラームの状態にま意してキーで操作してください。 （ P .]] 日参照） 

•近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備びあるとさ 
-無線磯や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとを 
-リモコンび金属製のちのに接したり、覆われているとさ 
-複数のリモコンび近くにあるとさ 
-リモコンをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとを 
-近くでワイヤレスドア□ック U モコンを使用しているとを 

♦ウインドウガラス部に次のちのを貼り付けると、車両樓方か5リモコンスイッチの操作を 
した場合、受信器への電波びさえぎ5れて受信感度び低下し、作動可能距離び短くなるお 
それびあります。 

-金属を含有するウインドウフィルム 
-その他の金属物 （ トヨタ純正品外のアンテナなど） 

♦リモコンスイッチは、エンジンスイッチにキーび挿し込まれているとをは作動しません。 

♦ L 日 C K スイッチは、いずれかのドアび開いているときは作動しません。 

• LOGK スイッチ 、 UN LOGK スイッチを押し続けてをドアの施錠-解錠は繰り返され 
ません。スイッチを巧しなおしてください。 

♦パワーバックドア U モコンスイッチは、グ□—ブボックス横にあるメインスイッチび日 F F 
になっているとさは作動しません。 

♦パワーバックドア U モ]ンスイッチ封甲して、うまく開閉作動しなかったとき、スイッチを 
約1秒 m 上押し続けてを開閉操作は繰0返されません。スイッチを押しなおしてください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 知識 

便利機能について 
半ドア警告ブザー※ 

半ドアの状態で LOCK スイッチを巧したとさは、"ピー"と約1日秒間ブヴーび鳴0ます。 
ドアを閉めるか 、 UN LOC K スイッチを巧すとブザーび鳴り止みます。 

イルミネーテッドエントリーシステム （ P .336 参照） 

ドアの開閉、施錠•解錠などと連動して、室内の各照明び点灯-消口します。 

ワイヤレスドア□ックリモコンスイッチ連動開閉機構※ 

L 日 CK スイッチを約3秒上押し続けると、すべてのドアガラスび閉まり 、 UNLOCK 
スイッチを約3秒 iU 上押し続けると、すべてのドアガラスび開きます。 

♦スイッチから手を離すと停止します。 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴ります。 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると作動しません。 

※この機能を変更することびできます。詳しくは、 P .43 巨の r ユーヴーカスタマイズ」を参照してください。 
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o キーでの施錠*解錠のしかた 


運転席ドア 



前にまわすと施錠、ラしろにまわすと解錠されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施錠、解錠びでさます。 

ドアのキーシリンダーにキーを挿し込んでドアを施錠した場合、オートア 
ラーム（盜難警報システム）は、作動可能状態になりません （ P . 148参照)。 
ドアの施錠は、ワイヤレスドア□ックリモコンで行うことをおずすめします。 


ワイヤレスドア□ツク I 」モコンのスイツチでドアを施錠して、オートア 
A ラームび作動可能状態になっている場合、ドアのキーシリンダーにキー 

胃 を挿し込んでドアを解おすると、オートアラームの警報び作動します。 

オートアラームについての詳しい説日月は、 P . 148を参照してくださし、。 


, -スロ 6ぷ- 

便利機能について 
ドアキー連動開閉機構 

キーを辆錠側いっぱいにまわしたまま保持すると、保持している間すベてのドアガラスび開 
さ、施錠側いっぱいにまわしにまま保持すると、保持している間すベてのドアガラスび閉ま 
0まず。 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると作動しません。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


( 3 ドア□ックスイッチでの施錠-解錠のしかた 



スイッチの前側を巧すと施錠、ラしろ側を巧すと解錠されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施錠•解錠び同時にでさます。 

' 知識 

作動条件について 

♦エンジンスイッチに関係なく使用でをます。 

♦スイッチを巧し続けると作動しないことびあります。しわたんスイッチか5指を離し、押 
しなおして < ださい。 

便利機能について 

衝撃感知ドア□ック解除システム 

車両び前楼左ちか5強い衝擊を受けると、数砂後に全ドアび自動的に解錠されます。 

♦ SRS エアバッグび作動しないような弱い衝撃のときや、事故の形態によっては作動しな 
いことがあ0ます。 

セキュリティ機能について 

車両盗難などを防ぐため、ドア□ックスイッチでの解錠作動を停止する機能です。 

(窓ネ孕とドアガラスのすき間か5ドア□ックスイッチを押して解錠されるのを防止します） 

1；(下の方法で施錠したとを自動的に機能します。 

♦ワイヤレスドア□ック U モコンスイッチを使っての施錠 （ P .1 ]3参照） 

♦ワイヤレスドア□ック U モコンスイッチを使っての解錠操作後、ドアを開けなかったとき 
の再施錠 ( P .1 13参照） 

♦ ドアのキーシリンダーにキーを挿し込んでの施錠（前ページ参照） 

♦□ッ クレバーを 使っての施錠 （ P .1] 目参照） 
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' 知識 

オートドア□ック機能の設定変更について 

オートドア n ックに関する各種設定は、必要に応じてお宮さま自身で変更することびでき 
ます（トヨタ販売店でわ変更できます)。 

♦安全のため、パーキングブレーキび確実にかかっている状態で、すべてのドアを閉め、 
エンジンスイッチを " LOCK " か5 "日 N " にして、約1日秒 L 处内に下表の設定変 
要のしかたに従ってシフトレバーとドア□ックスイッチを操作してください。 

♦下表の設定変更のしかたに従って操作するたびに、各機能の設定び有効-無効に切0かわ0 
ます。（現状の各機能の設定び有効のとをは無効に、無効のとさは有効に切0かわります） 
♦設定変更操作の終了樓、自動でドアの施錠-解錠作動び行われ、設定変更の完了をお巧5 
せします。 


機能 

機能の内容 

設定変更のしかた 

シフトレバー 

ドア□ックスイッチ 

シフト連動オート 
ドア□ック※ 

エンジン回転中で、すべて 
のドアび閉まっているとさ、 
シフトレバーを©から© 
がにすると、すべてのドア 
を施錠ずる。 

©のまま 

ドア□ックスイッチの前 
側 （ L 日 CK 側）を約己 
砂間押し続けたあと、手 
をはなします。 

シフト連動 
オートドア 
アン□ツク 

エンジンスイッチび"日 N " 
で、シフトレバーを©政がか 
日©にすると、すべてのドア 
を解錠ずる。 

ドア□ックスイッチのラ 
しろ側 （UN L 日 CK 側） 
を約已秒間押し続けたあ 
と、手をはなします。 

車速感応 
オートドア□ツク 

車速び約2日 km/hUI 上にな 
ると、すべてのドアを施錠す 
る。 

@今⑩ 

ドア□ックスイッチの前 
側 （ L 日 CK 側）を約己 
砂間押し続けたあと、手 
をはなします。 

運転席ドア連動 
オートドア 
アン□ツク※ 

エンジンスイッチを"日 N " 
か日" ACC " または" L 
日 CK " にしたあと、約]日 
砂政内に運転席ドアを開ける 
と、ずべてのドアを解錠ずる。 

ドア□ックスイッチのラ 
しろ側 （UN L 日 CK 側） 
を約已秒間押し続けたあ 
と、手をはなします。 


※初期設定（工場出荷時）は無効に設定されています。 





118 



















ドア、ドアガラスなどの開閉 


0 □ックレノ（一での施錠*解錠のしかた 



□ックレバーを前方に巧し込むと施錠、後方に引さ出すと解錠されます。 

■車がからの施錠 



フ□ントドアは □ッ クレバーを施綻側にして、ドア八ンドルを引いたままドア 
を閉めます。 U ヤドアは□ックレノ（一を施錠側にして、ドアを閉めます。 

, -知識- ' 

才ートアラーム（を難警報システム）について 

ロックレバーにより車列から施錠した場合、才ートアラーム（盗難警報システム）は作動可 
能状態にはなりません。ワイヤレスドア□ック I 」モコンを使っての施湿 （ P .113 参照）を 
おすすめします。 

オートアラームについての詳しい説日月は、 P . 148を参照してくださし、。 

便利機能について 

運転席ドアは、ロックレバーび施錠側になっていても、車内のドアレバーを引くと、ドアび 
開さまず。 
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3 チャイルドプ□テクターの使い方 



チャイルドプ□テクターレバーを施錠側にしてドアを閉めます。 
♦車内のドアレバーで、リヤドアを開けることができなくなります。 


' 知識 

チヤイルドプ□テク ターに ついて 

走行中などに、おテさまび誤ってドアを開けた0しないよラに、□ックレバーの位置に関係 
なく、車内のドアレバーの操作では、リヤドアび開かないように施錠できます。 

チヤイルドプ□テクターが働いているとをのドアの開けち 

□ックレバーを解錠状態にして、車かのドア八ンドルを弓いて開けます。万一、車内か5開 
けるときは、ドアガラスを開け、□ックレバーを解錠状態にして、車かのドア八ンドルを引 
いて開けまず。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


鉱 走行前にずベてのドアが確実に閉まっていることを確認 
してください。 


♦走行前にすベてのドアび確実に閉まっていることを確認してください。ドアび確実に開 
まっていないと、走行中にドアが突然開さ、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
♦走行中はドアレバーを引かないでください。ドアび開き車がに放り出されたりして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれがあります。とくに運転席は、□ッ 
クレバーび施錠側になっていてちドアび開くためを意して < ださし、。 

♦お子さまにドアの操作をさせないでください。 

-閉めるとき手•頭-首などを挟んだ0して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ 
びありち険です。 

•走行中にドアを開け、おテさまび車かに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦傾斜地、ドアと壁などの間び狭い場所、強風など周囲の状況を確認し、予期せ械動さにち 
対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉して<ださし、。 


' — 3^ムミ□日田 i - 

便利機能について 
キー巧を忘れ防止チャイム 

エンジンスイッチび " L 日 CK " または "ACC " のとき、運転席ドアを開けると、キー 
の抜を忘れを警告するチャイムび"ポーン、ポーン"と鳴ります。 

キーの閉じ込み防止のため、キーを持っていることを確認してから施錠してください。 

キー閉じ込み防止機能 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれているときは、運転席ドアを開けた状態か5、ドア 
□ックスイッチや□ックレバーにより施錠しようとしても施錠できません。 

イルミネーテッドエントリーシステム （ P .336 参照） 

ドアの開閉-解錠-施錠などと連動して、室内の各照明び点灯-消灯します。 

乗車中のドアの施錠.解錠の効果について 

乗車中の施錠、解錠についてはそれぞれ次のよラな効果びありますので、選択してください。 

〈乗車中、施錠している場合〉 

♦同乗者び誤ってドアを開けることを防ぎます。 

♦車がか5の不意の侵入ちを防ぎます。 

♦シートベルトの着用と併せて、事故時に車がに投げ出される可能性びかなくなります。 

〈乗車中、解錠している場合〉 

万一の場合に車がか5の救援活動が受けやすくなります。 

車か5離れるときは、必ずエンジンを停止して、施錠することび法律で義務付け5れていま 
す。また、車両盗難や車内のわのを盗まれるおそれびありますので、車内に責重品などを置 
かないよラにしてください。 

初期設定（工場出荷時）では、走行すると自動的にドアび施錠されます（車速感応オート 
ドア□ック）び、必要に応じて設定を変更することびでをます。詳しくは、 P . 118を参照 
してください。 
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c バックドアの開閉 ） 


開閉のしかた 



■開け方 

バックドアオープンスイッチを巧したまま、 
バックドアを持ち上げます。 

♦バックドアを開けるとさは、最上部まで 
持ち上げてください。 

♦バックドアび自然に降下しないことを確 
認してください。 


■閉め方 



バックドアを外から押せる高さまで降ろ 
します。 

バックドアグ I 」ップを使用すると、便利 
です。 



之 バックドア下端をがか日巧して□ック 
します。 

♦バックドアグ U ップを持ったまま、 
直接ドアを閉めないでください。 
♦パワーバックドア装着車は、バック 
ドアを半ドアの位置まで閉めると、 
バックドアイージーク□ーヴーび働 
き、自動的に全閉します。 

( P .1 27参照） 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 




A 籠 

走行中はバックドアを閉じてください。また、ラゲージ 
ルームには絶対に人を柔せないでください。 


►走行中はバックドアを閉じてくださし、。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのわのに当たったり荷物び投げ出されたりして、 
思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につなびるおそれびあり危険です。 
走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してください。 

♦走行前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックドアび完全に 
閉まっていないと、走巧中にバックドアび突然開を、思わ姑事故につなびるおそれびあ0 
危険です。 

♦ラゲージルームには絶対に人を乗せないで<ださい。急ブレーキをかけたとさや衝突した 
とをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあり危険です。 
♦お子さまを乗せているときは、下のことをお守りくださし、。 

お守0いただかないと、重大な傷喜におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびあり 
危険です。 

-ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないで<ださし、。 

誤って閉じ込め5れた場含、熱射病などを引を起こすおそれびあります。 

-おテさまにはバックドアの開閉操作をさせないでくださし、。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりするおそれび 
お0ます。 

♦バックドアの操作にあたっては、政下のことを必ずお守りくださし、。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれびあり危険です。 

-バックドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り除いてく 
ださい。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

-バックドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

■人びいるときは、安全を確認し動かすことを知らせる時かけ」をしてください。 

-強風時の開閉には十分ま意してください。 

バックドアび風にあお5れ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

-半開状態で使巧すると、バックドアび落ちて重大 
な傷害を受けるおそれびあります。とくに傾斜地 
では、平坦な場所よりもバックドアの開閉びしに 
くく、急にバックドアび開いた0閉じた0するお 
それびあります。必ずバックドアび全開で静止し 
ていることを確認して使用してください。 
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盛麗 

バックドアを閉めるときは、指などを挟まないよう十分 
ま意して < ださい。 



-バックドアを閉めるとさは、指などを挟まないよ 
ラ十分を意して < ださい。 

-バックドアはおずがか5軽く押して開奴てくださ 
し、。バックドアグリップで直接バックドアを閉め 
ると、手や腕を挟むおそれびあります。 


バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めた0、ぶ5さげったりしないでく 
ださい。手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わ城事故につ 
なびるおそれびあ0危険です。 

バックドアにトヨタ純正品!;^外のアクセヴ U —用品を取0付けないでください。バック 
ドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ0ます。 



A 渥意 

バックドアを開閉ずる前に付近の状態を必ず確認してく 
ださい。 


♦パックドアを開閉する前に、運転者はバックドアび安全に開閉でをるよラに車がおよび車 
内のバックドア付近の状態を必ず確認して < ださい。 

>パックドアを閉めるときは、ストライカーバーに 
異物びかみ込まないよラにしてください。バーび 
破損し、バックドアび閉まらなくなるおそれがあ 
0ます。 

>走行中（車速び約己 km / hl ^ LL ) にバックドアオー 
プンスイッチを押してもバックドアは開さません。 

>バックドアにはバックドアを支えるためのダンパー 
ステー び取り付け 5 れています。 ダンパーステ ーの 
損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守りくださ 
い。 

-ビニール片-ステッカー-粘着材などの異物を 
ステーの□ッド部（棒部）に付着させない 
■□ッド部を軍手などで触れない 
•バックドアにトヨタ純正品政がのアクセサリー 
用品を付けない 

■ステーに手をかけたり、横方向に力をかけたり 
しない 


□ッド部 
ダンパーステー 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


^ A 知識- 

施錠-解錠について 

次の方まで旌錠-解錠することびでをます。 

♦ r ワイヤレスドア□ックリモコンを使っての施錠•解錠のしかた」 （ P .113 参照） 

♦ 「キーでの施錠-解錠のしかた」 （ P .1] 目参照） 

♦ 「ドア n ックスイッチでの施錠-解錠のしかた」 （ P .1 17参照） 

開閉について 

パワーバックドア装着車はバックドアの自動開閉中にバックドアオープンスイッチを押すと 
ブヴーび鳴り、その位置か5自動的にドアび反巧方向に動さます。 

便利機能について 

イルミネーテッドエントリーシステム （ P .336 参照） 

ドアの開閉-解錠-施錠などと連動して、室内の各照明び点灯-消灯します。 

ラゲージランプ （ P .3 C )9 参照） 

ラゲージランプのスイッチび日 N のとを、バックドアを開けると点灯します。 

夜間などの荷物確認に便利です。 

自動巻き取りトノカバー 

バックドアを閉める前にトノカバーを引き出してい 
る場含、バックドアを開けると自動でトノカバーを 
巻き取ります。バックドア連動巻を取り機能を解除 
することちでさます。 （ P . 327参照） 
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知識 


エマージて ン シーレバーに ついて 

車がか日バックドアを開け日れなくなったときは、エマージェンシーレバーを操作して車 
巧か5ドア□ックを解除することびでさます。 

カバーを開けまず。 

車内に入り、マイナスドライバーなどを使用して 
カバーを開けます。 




パワーバックドア巧装着車 



を巧し開けまず。 


故障しているとをは、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


C ) バックドアイージークローザー 


ワーバックドア装着車1 

バックドアを半ドアの位置まで閉めるとイージーク□-ヴーび働さ、自動的に 
全閉します。エンジンスイッチに関係なく作動します。 


A 麗 



バックドアが半ドア状態になったとき、イージーク □- 
ザーが働き自動的に閉まるため、指などを挟まないよう 
にま意してください。 

♦バックドアび半ドアが態になったとさ、イージー 
ク□—ヴーび働さ自動で完全に閉まります。 

まに、作動し抬めるまでに数秒かか0ます。指 
などをバックドアで挟まないようにを意してく 
ださい。骨折など重大な傷害を受けるおそれび 
あ〇危挨でず。 

•イージーク □— ヴーは、パワーバックドアメイン 
スイッチび0 F F であってち作動するため、指な 
どの挟み込みには十分を意してください。 


▲: 


イージーク□—ザーの作動中はバックドアに無理な力をか 
けないで < ださい。 


♦イージーク□ーザーの故障を防ぐためにイージーク□ーザーの作動中はバックドアに無理 
な力をかけないで <ださし、。 

♦バックドアの開け閉めを短時間に繰0返すと、イージーク n — tf ~ び作動しないことびあり 
まず。この場含、一度ドアを開け、かし時間をおいてから閉めなおすと作動しまず。 
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' 知識 

バックドアイージークローザーについて 

バックドアを半ドアの位置まで閉めると、イージーク□ーザーび働定、自動的に全開になり 
ます。エンジンスイッチに関係なく作動します。 

♦パワーバックドアのメインスイッチび日 F F のとをでをイージーク□ープーは作動します。 
♦イージーク□ーヴーの作動中でを、バックドアオープンスイッチ （ P . 122参照）を押す 
ことによりバックドアを開けることびできます。 

♦バックドアオープンスイッチを押したままドアを閉めると、イージーク□ーヴーは作動 
しないことびあ0ます。 

♦イージーク□ーヴーを使わずに手動でバックドアを全開にすることちでをます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


〇バックドアの自動開閉のしかた 

I パワーバックドア装着車 

■メインスイッチの位置 


メインスイッチを巧すごとに、 ON と0 F F に切りかわります。 

♦ メインスイッチび0 F F のとさは、バックドアを自動で開閉させることは 
でさません。 

’ 知5が- ' 

メインスイッチについて 

メインスイッチび0 F F のと舌でち、イージーク□—ヴーは作動します。 （ P .127 参照） 
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■パワーバックドアスイッチでの自動開閉 



バックドアび全閉（全開）状態のとき、ノのーバックドアスイッチを約]秒 
iu 上巧し続けると、自動で全開（全閉）します。※ 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴り、非常点滅灯び2回点滅します。 

♦開閉作動中に再度スイッチを巧すと、反転作動します。 

※この機能を変更することびできます。詳しくは、 P .436 の「ユーヴーカスタマイズ」を参照 
して < ださし、。 


■； (ワーバックドアク□-ズスイツチでの自動閉作動 



バックドアび全開状態のとき、パワーバックドアク□ーズスイッチを巧すと、 
バックドアび自動で閉まります。 

♦閉作動開始時にブヴーび鳴り、非常点滅灯び2回点滅します。 

♦閉作動中に再度スイッチを巧すと、全開方向に反転作動します。 
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ドア、ドアガラスなどの 開閉 


■ワイヤレスドア□ックリモコンでの自動開閉 



バックドアび全閉（全献状態のとき、パワーバックドア U モコンスイッチ 
を約]秒じ(上巧し続けると、自動で全開（全閉）します。※ 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴り、非常点滅灯び2回点滅します。※ 

♦開閉作動中に再度スイッチを巧すと、反転作動します。 

♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

※この機能を変更することびできまず。詳しくは、 P .436 の「ユーヴーカスタマイズ」を参照 
して < ださい。 

ワイヤレスドア □ ックリモコンを正しくお使いいただくためのま意事項や作動 
条件など、知っておいていたださたい事項がありまず。 P .113 の「ワイヤレ 
スドア □ ックリモコンを使ってのドアの施錠-解錠のしかた」を参照してくだ 
さい。 
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A 麗 

パワーバックドアの操作時は、む下のことを必ずお守り 
ください。お守りいただかないと、重大な傷喜につなが 
るおそれがありを険でず。 


♦パワーバックドアの操作時は、 l ^ TF のことを必ずお守0ください。 
お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありち険でず。 


•周辺の安全を確かめ、障害物びないか、身の回0の品び挟み込まれる危険びないか確認 
して < ださい。 

•人びいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことを知5せる「声かけ」をし 
て < ださい。 

-自動開閉中にパワーバックドアメインスイッチを日 F 円こすると、作動が停止し手動操作 
に切り誓わります。この場含バックドアび急に開いたり閉じたりずるおそれびあるため、 
十分注意してください。 

-自動開閉中に作動可能条件を満たさなくなったときは、作動び停止し手動操作に切り誓わ 
る場含があります。この場を、坂道などの傾斜地ではバックドアび不意に動さ出すおそれ 
びあるので十分ミち意してください。 

•傾斜した場所では、自動で開いたあとにバックドアび落ちる場合びあ0ます。バックドア 
は必ず全開で静止していることを確認してください。 

♦:欠のよラな場合、システムび異常と判断し自動作動び停止することびあります。手動作動 

に切り誓わり、急にバックドアび落ちるなどして思わ姑事故につなびるおそれびあるため、 

十分にミち意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとさ 

•エンジン停止時でパワーバックドアび自動作動しているときに、エンジンスイッチを 
" ON " にした0、エンジンを始動したりして、バッテリー電圧び急に低下したとを 
♦バックドアにトヨタ純正品！;のアクセサ U —用品を取り付けないでください。自動で作 

動でさずにパワーバックドアび故障した0、開いたあとに落ちるおそれびありまず。 
♦タイヤ交操などをする隙は、パワーバックドアメインスイッチを日 F F にしてください。 

0 FF にしないと、いたず日や誤ってスイッチに触れたときにパワーバックドアが動さ、 

指や手などを挟んでけびをずるおそれびありまず。 

♦挟み込み防止機能作動中は下のことにを意してください。注意していただかないと、重 

大な傷喜につながるおそれびあり危険でず。 

-挟み込み防止機能を故意に作動させよラとして、体の一部を挟んだりしないでください。 

-挟み込み防止機能は、バックドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しない場含び 
あります。指などを挟まないよラにま意してください。 

-挟み込み防止機能は、挟まれるもののお状や挟まれかたによっては作動しない場をびあ 
ります。指などを挟まないよラに注意してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 




壁 意 

パワーバックドアの故障を防ぐために、じ(下のことを必ず 
お守りください。 


♦パワーバックドアを作動させる前に、凍結によるバックドアの貼り付きびないことを確認し 
て<ださい。バックドアに無理な力びかかっている状態で作動させると、故障の原因にな0 
ます。 

♦パワーバックドアの作動中は、バックドアに無理な力をかけないでくださし、。 

♦パワーバックドア左ち端部のセンサー（次ぺージ参照）を刃物などの鋭利なちので傷つけな 
いよラにま意してください。センサーび切断されると自動で閉めることびできなくなります。 


^ A 知識- 

バックドアの作動条件について 

♦メインスイッチび日 F F のとさは、バックドアを自動開閉することはできません。 

(手動で開閉でさます） 

♦メインスイッチび日 N で、バックドアび解錠されているとき作動可能となりまず。 
♦エンジンスイッチび"日 N " のとき開作動するには、上記に加え、シフトレバーを© 
にします。 

♦パワーバックドア I 」モコンスイッチは、エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると 
走は作動しません。 

便利機能について 
バックドア閉め忘れ防止ブザー 

バックドアび開いた状!!で、エンジンスイッチを " ON " にしてシフトレバーを© U (列■にシ 
フトすると、"ピーピーピー"と警告音び鳴ります。 
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— A 知識- 

まを機能について 
巧み込み防止機構 

バックドアの左ち端部には、センサーび付いてい 
ます。 

ドアを自動で閉めているときに、挟み込みなどにより 
センサーび圧縮されると挟み込み防止機構び作動し、 

その位置か5自動的にドアは反対方向に動さます。 

バックドア落下防止機構 

バックドアを自動で開けたとを、バックドアに荷物び積まれていたり積雪びあると、バック 
ドア全開懐自動でバックドアび閉ま0ます。 

バックドア全開時に、積雪などの重みでバックドアび落下することを防止します。 

落下防止機構び作動してるときは、"ピーピーピー"と警告音び鳴0ます。 

♦バックドアに荷物を搭載しないでください。 

♦バックドアに積雪びあるときは、バックドアを自動で作動させる前に除雪してください。 
♦自動で全開した直後に、手動でバックドアを閉めよラとすると、落下防止機能び作動する 
ことびありますび故障ではありません。 

初期設定について 

バッテ U — 交換やヒューズ交換などで、バッテ U - との接続び断たれたときは、バックドアの 
初期設定をして < ださい。 

♦バックドアの初期設定びされていないと、次の機能は作動しません。 

•バックドアオープンスイッチ作動 
•パワーバックドア機能 

♦その他にち、初期設定び必要な機能びあ0ます。 

P .438 の r 初期設定び必要な機能」を参照してくださし、。 

■初期設定のしかた 

バッテ U — 再接続搜、バックドアを開け確実に閉めてください。 

(イージーク□ーヴーび働くことにより初期設定されます） 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 

( ドアガラスの開閉 ) 

(3 パワーウインドウの使い方— -1 


^転席スイッチ 



G 助手席•を席スイッチ 



自席のドアガラスの開閉び行えます。 

■ ドアガラスの開閉のしかた 

スイッチを下に軽く巧している間は開き、上に軽く弓いている間は閉まります。 
スイッチか日手を離すと、その位置で停止します。 

■ ドアガラスの自動開閉のしかた 

♦全開するとさは、スイッチを下に強く巧して手を離します。 

途中で止めたいときは、スイッチを軽く弓 I き上げます。 

♦全閉するとさは、スイッチを上に強く引さ上げて手を離します。 

途中で止めたいときは、スイッチを軽く巧します。 
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' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 

ただし、助手席スイッチ•後席スイッチは、ウインドウ□ックスイッチび日 N (次ぺージ参照） 
になっているとをは作動しません。 

♦エンジンスイッチを " ON " にすると、各スイッチの作動表示灯び点灯します。 

•各スイッチの作動表示灯び点滅しているときは、パワーウインドウの初期設定をしてくだ 
さい。（次ページ参照） 

を全機能について 
挟み a み防止機構 

ドアガラスを自動で閉めるときに、窓枠とドアガラスの間に異物の挟み込みを感知すると、 
ドアガラスの上昇を停止し、自動でかし開き止まります。 

♦環境や走巧条件によ0、異物を挟んだときと同じ衝擊や荷重びドアガラスに加わると、 
挟み込み防止機構び作動することびあります。 

便利機能について 
キー OFF 後作動機能 

ドアガラスは、エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK " にしたあとでを約 
4日秒間は開閉することびでをます。ただし、約4已秒間に運転席ドアを開けてか5いったん 
閉めると、ドアガラスの開閉はでさな<なります。 

♦キー日 F F 後作動び機能している間は、各スイッチの作動表示灯び点灯します。 

ドアキー連動開閉機構 

運転席ドアのキーシ U ンダーにキーを挿し込み、解錠側いっぱいにまわしたまま保持すると、 
保持している間すベてのドアガラスび開さ、施錠側いっぱいにまわしたまま保持すると、 
保持している間すベてのドアガラスび閉ま0ます。 （ P .1] 目参照） 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると作動しません。 

ワイヤレスドア□ックリモコンスイッチ連動開閉機構※ 

ワイヤレスドア n ック U モコンの L 日 C K スイッチを約3秒じ(上巧し続けると、すべての 
ドアガラスび閉まり 、 UNL 日 CK スイッチを約3赵>政上押し続けると、ずべてのドアガラス 
び開をまず。 ( P .1 1巳参照） 

♦スイッチか5手を離すと停止します。 

♦開閉作動開始時にブヴーび鳴ります。 

♦エンジンスイッチにキーび挿し込まれていると作動しません。 

※この機能を変更することびでさます。詳しくは、 P.436 の「ユーヴーカスタマイズ」を参照してくだ 
さい。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


' 夕知日ぶ 

初期設定について 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテ U - との接続び断たれたときは、パワーウイン 

ドゥの初期語:定をしてください。 

♦パワーウインドゥの初期設定びされていないと、次の機能は作動しません。 

-運転席スイッチでの助手席、後席ドアガラスの開閉 
-ドアガラスの自動開閉 
-挟み込み防止機構 
■キー OFF 樓作動機能 

♦パワーウインドゥの初期設定びされていないドアガラスは、スイッチの作動表示灯び点滅 
します。 

♦その他にち、初期設定び必要な機能びあります。 P .438 の「初期設定び必要な機能」を 
参照してください。 

■ネ刃期設定のしかた 

各ドアガラスごとに、各席スイッチで行います。 

運転席スイッチで助手席、樓席ドアガラスのパワーウインドゥの初期設定をすることはでき 

ません。 

〈設定手順〉 

J エンジンスイッチを " ON " にしまず。 

2 スイッチを下に巧し続け、半分く5いまでドアガラスを開けまず。 

3 スイッチを上に引き続けドアガラスを全閱し、そのまま約1秒間スイッチを上に引き続け 
まず。 

パワーウインドゥの初期設定び完了すると、スイッチの作動表示灯び点滅か5点巧にかわ0 

ます。 


3 ウインドウ□ックスイッチ①使い方 


ウインドゥ□ックスイッチを巧すごとに、 ON と0 F F に切りかわります。 
スイッチを0 N にすると、運転席ドアガラスじ(外のノ（ワーウインドゥは開閉 
しません。 


ウインドゥ□ックスイッチ 

運転席スイッチ 

助手席•後席スイッチ 

□ N 赁 

運転席ドアガラスの開閉 
がでさまず。 

開閉でさません。 

OFF 錫 

ずべてのドアガラスの開 
閉びでをます。 

開閉でさます。 
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走行中は窓か 5 手や顔を出さないでください。また、ド 
アガラスを開閉ずるときは手•腕•頭-首などを挟まな 
いよラにして < ださい。 


♦走行中は窓か5手や顔を出さないでください。車がのものなどにあたったり、急ブレーキを 
かけたと定などに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦ ドアガラスを開閉ずるときは、他の人の手-腕- 
頭-首などを巧まないよラにま意して<ださい。 

とくにお子さまへは手などを出さないよラ声かけ 
をしてください。お守りいただかないと、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場含死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 

♦お子さまにドアガラスの操作をさせないでくださ 
し、。開けるときや開奴るとき手■腕-頭-首などを 
挟んだり巻き込まれたりして、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場を死亡につなびるおそれびあ0ます。 

♦ ドアガラスを確実に閉他るため、閉じ切り直前の部分では挟み込みを感知していない領域び 
あります。指などを挟まないよラにま意してください。重大な傷害を受けるおそれびあ〇危 
険です。 

♦挟み込み防止機構は、スイッチを強く引き続けた状態では作動しません。指などを挟まない 
よラにま意してください。重大な傷喜を受けるおそれびあ0危険です。 

♦挟み込み防止機構を故意に作動させるた奴、手などを挟んだりしないでください。重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦万一、挟み込み防止機構び作動してしまい、ドアガラスを自動で閉めることができない 
とさは、スイッチを引さ続けると開故ることびでさます。 




A 麵 

運転席スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆方向に 
動かさないでください。パワーウインドウの故障の原因 
となりまず。 


>運転席スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆方向に動かさないでください。パワー 
ウインドウの故障の原因となります。 

>ドアガラスの全開、全開後に同じち向にスイッチを巧し続けないでください。パワーウイン 
ドウの故障の原因とな0ます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


G マルチパネルム—ンル—フの開閉 * J 




スライド開閉のしかた— — 1 

■開けるとさは 

♦スライドスイッチをうしろ側に長巧しすると、マルチパネルムーンルーフ前 
部びチルトアップして、マルチノなルムーンルーフ後部び自動で開きます。 
♦スライドスイッチをラしろ側に巧してすぐに手を離すと、ルーフび少し 
開さます。 

■閉めるとさは 

♦スライドスイッチを前側に長巧しすると、マルチパネルムーンルーフ後部 
び自動で閉まります。その後、ちラー度スライドスイッチまたはチルトス 
イッチの前側をマ J レチパみレムーン J レーフ前部のチルトび閉まるまで巧し 
続けてください。 

♦スライドスイッチを前側に巧してすぐに手を離すと、ルーフびかし閉まります。 


J チルトアップ/ダウンのしかた 

■開けるとさは 

参7ルチパネルムーンルーフび閉まっているとき、チルトスイッチをラしろ 
側に長巧しすると、マルチパネルムーンルーフ前部び自動でチルトアップ 
します。 

♦スイッチをうしろ側に巧してすぐに手を離すと、ルーフびチルトアップし 
ます。 

■閉めるとさは 

チルトアップしているとき、チルトスイッチまたはスライドスイッチの前側 
を巧している間チルトダウンします。完全に閉まるまでスイッチを巧し続け 
てください。 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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o 途中で止めるには 

チルトスイッチ、またはスライドスイッチを巧します。 


^ 開口部に腰かけなし巧くださし、。 


♦開口部に腰かけないでください。ルーフがへこんだり、万一のとき車か5投げ出され、最悪 
の場合死こにつなびるおそれびあります。 

♦走行中はマルチパネルムーンルーフか5手や顔を出さないでください。車がのものなどに 
あたったり、急ブレーキをかけたときに、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につな 
びるおそれびあります。 

♦マルチパネルムーンルーフを閉めるとさやチルトダウン 
するときは、他の人の手■腕•頭-首などを挟まないよラ 
にま意してください。ムーンルーフに挟まれて、重大な傷 
害を受けるおそれびあり危険です。 

♦挟み込み防止機構を故意に作動させるた奴に、手などを 
挟んだ0しないでください。骨折など重大な傷害を受け 
るおそれびあ〇ち険です。 

♦挟み込み防止機構は、スイッチを押し続けた状態では作動し 
ません。指などを挟まないようにま意してください。重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦マルチパネルムーンルーフを確実に閉めるため、閉じ切り 
直前の部分では挟み込みを感知していない領域びあります。 

指などを巧まないよラにミ主意してください。重大な傷害 
を受けるおそれびあ0危険です。 

♦お子さまにマルチパネルムーンルーフの操作をさせないでください。閉めるとを手-腕- 
頭-首などを挟んだ0して、重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 



A 超意 

マルチパネルムーンルーフか5荷物がはみ出すと、車がのち 
のにあたるなどして思わめ事故につなびるおそれがあります。 


♦マルチパネルムーンルーフから荷物びはみ出さないようにしてください。車がのものにあ 
たるなどして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 


♦車か日離れるときや洗車時には、完全に閉まっていることを確認してください。 

また、マルチパネルムーンルーフ上に水や雪びないことを確認してか5開けてください。 
水や雪び室内に入り、オーディオ類やフ□アカーぺット下の電気部品などに水びかかると、 
火災や故障の原因となるおそれびあります。 

♦故障などで挟み込み防止機構び作動してしまい、マルチパネルムーンルーフを自動で閉め 
ることびでさないときは、スイッチを押し続けると閉めることびでさます。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 




壁 意 

マルチパネルムーンルーフを全開、を閉したあとにスイッチ 
を巧し続けないでください。 


r ? ルチパネルムーンルーフを全開、全開したあとにスイッチを押し続けないでください。 
ムーンルーフの故障の原因とな0ます。 

r ? ルチパネルムーンルーフを操作するとさは、ラジオ用アンテナの向さにミ主意してください。 
ムーンルーフを開けたとさにアンテナにあたり、ムーンルーフまたはアンテナを損傷する 
おそれびあ0ます。 


知識 


作動条件について 

エンジンスイッチび " ON " のとさ使用でさます。 

安全機能について 
挟み込み防止機構 

マルチパネルムーンルーフのスライドを自動で閉めるとさに、窓枠とマルチパネルムーン 
ルーフの間に異物の挟み込みを感知すると、マルチパネルムーンルーフの開作動を停止し、 
自動でかし開き止まります。 

♦環境や走行条件により、異物を挟んだとさと同じ衝撃や荷重びマルチパネルムーンルーフ 
に加わると、挟み込み防止機構び作動することびあります。 

♦チルトダウンに挟み込み防止機構はありません。 

サンシェードについて 

マルチパネルムーンルーフを開けると連動して開さます。また、手動でち開閉でをます。 

初期設定について 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、バッテ U —との接続び断たれたときは、マルチパネル 
ムーンルーフの初期設定をしてください。 

♦マルチパネルムーンルーフの初期設定びされていないと、マルチパネルムーンルーフを自 
動で全開閉することびでをません。 

♦その他にち、初期設定び必要な機能びあります。 P .438 の「初期設定び必要な機能」を 
参照してください。 

■ネ刃期設定のしかた 

バッテ U — 再接続後、エンジンスイッチを"日 N " にしてチルトスイッチまたはスライドス 
イッチを前側に全開するまで巧します。全開してからそのまま約1秒間押し続けてください。 
♦パ'ッテ U —を再接続したときにマルチパネルムーンルーフび全開しているときでを、その 
ままの状態でチルトスイッチまたはスライドスイッチを前側に約1秒間巧し続けてください。 
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途中でスイッチか 5 手をはなすと、最初か5やり直しとなります。 

1日秒間停止した樓にスイッチか5手をはなすと、それ降オート作動できなくなり 
ます。その場含は、スイッチの閉側を押し続けてください。マルチパネルムーンルー 
フび閉じ、全開で停止します。マルチパネルムーンルーフび完全に全開で停止したこ 
とを確認した5、スイッチか5手をはなしてください。 


しソ上の操作を行ってを反転して閉じ切5ない場合は、トヨタ販売おで点検を受けてください。 


f ミ ^ ス □ 日 ali 

便利機能について 
キー OFF 後作動機能 

マルチパネルムーンルーフは、エンジンスイッチを "ACC " または" LOCK" にし 
たあとでわ、約4已秒間は開閉することびでさます。ただし、約4己秒間に、運転席ドアを開 
けてからいったん閉めると、マルチパネルムーンルーフの開閉はでをなくな0ます。 

マルチパネルムーンルーフ閉め忘れ警告チャイム 

マルチパネルムーンルーフび開いている状態で、エンジンスイッチからキーを抜いて、運 
転席側ドアを開けると、"ポーン"とチャイムび鳴り、開いていることを知5せます。 

マルチパネルムーンルーフが反転して閉じ切5ない場合の復帰方法について 

下記の操作を行ってください。 

7車を停止しまず。 

2スライドスイッチの閱側を巧し続けまず。※1 

マルチパネルムーンルーフび閉じ、再び開さ、1日秒間停止します。※2 
その後再び閉じ、全開で停止します。 

3 マルチパネルムーンルーフが完全に全閱で停止したことを確認し、スイッチか5手をは 
なしまず。 


12 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


G フユーエル リツド（燃料 捕 給 □) の 開巧 0 

フユーエル リツドの開閉 . .. つ 



■開けるとを 

運転席インストルメントパネルち下にあるフューエル U ッドオープナー 
(曲） を巧すと開さます。 

■閉めるとさ 

フューエル U ッドを手で"カチッ"と音びするところまで閉めます。 


C > フューエルキャップの開閉 




■開けるとさ 

キャップのツマミ部分を持ち、左にまわして開けます。 

■閉めるとさ 

キャップのツマミを持ち、"カチッ"と音びするまでちにまわして閉めます。 
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> フユーエルキヤップの置き場所 



給油中は、フューエルキャップを八ンガーにかけておきます。 


燃料補給時には、次のことを必ずお守りください。 


•燃料補給時には、次のことを必ずお守りください。 

-エンジンは必ず停止してください。 

-車のドア-窓は閉めてください。 

-タバコなど火気をお付けないでください。 

-フューエル U ッド-フューエルキャップを開けるなど給油操作を巧う前に、車体などの 
金属部分にふれて体の静電気除去を行ってください。体に静電気を帯びていると、放電 
による乂巧で燃料に引火する場合びあ0、やけどをするおそれびあります。 

•フューエルキャップを開ける場をは、必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開 
けてください。気温び高いとをなどに、燃料タンク内の圧力び高くなっていると、給油 
□から燃料が吹さ返すおそれびあります。フューエルキャップをゆるめたとさに 
"シュ ー" という音びずる場合は、その音び止まってからゆっくり開けてください。 

. 給油中、再び車内のシートにもどったり、帯電している人やをのにふれないでください。 
(再帯電することがあ0ます） 

-給油□には静電気除去を行った方外をお付けないでください。 

-給油するとさは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かして継ぎ足し 
給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場含びあります。 

•給油終了後、フューエルキャップを閉める場合、"カチッ"と一度音びするまでちにま 
わしてください。手を離ずと若干もどります。 

-車に含ったトヨタ純正のフューエルキャップ];(がは使巧しないでください。 

•その他、ガソリンスタンド巧に掲示されているま意事項を守ってください。正常に給油 
できない場含は、スタンドの係員を呼んで指示にしたびってください。 

♦給油時に気化した燃料を吸わないよラにしてください。燃料の成分には、有害物質を含んで 
いるものもありますので、ごを意ください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 




崖 超 意 

指定に(がの燃料を使用しないでください。 


♦指定燃料は、無鉛レギュラーガソリンです。給油時に指定されている燃料であることを確 
認してください。 


♦指定がの燃料（粗悪ガソリン、軽油、口油、アルコール系燃料など）を使用すると、エン 
ジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生したり、出力び低下する場含びあります。 
また、そのまま使用するとエンジンの故障や燃料系部品の損傷による燃料もれなどの原因 
となるおそれびあ0ますので、指定燃料政がは使用しないでください。 

♦給油中に燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵すおそれびあります。 
♦フユーエル U ッドび開かないとさは、電気系統などの故障び考え5れますので、トヨタ販 
売店で点検を受けてください。 

♦フューエルリツド（燃料補給口）を開けた状態で、給油口付近に水をかけないでください。 


' 知識 

フューエルリッドの位置について 

フューエル U ッド（燃料補給口）は車両助手席側楼方にあります。 


C 燃料タンク容量について 

燃料タンク容量は約72 L です。 
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c ボンネットの開巧 ） 


》開け方 



7 ボンネットオープナーを引さます。 

運転席インストルメントパネルち下に 
あるボンネット オープナーを 引くと、 
ボンネットびかし浮き上びります。 


三 ボンネットフックをはずします。 

ボンネットのすさ間に手を入れ、レバー 
を巧し上げ、ボンネットを持ち上げます。 


0閉め方 

#ボンネットを降ろします。 

と ボンネットを押さえ付けます。 

ボンネットの前端を押さえ付け□ックします。 

〇 □ックされていることを確認しまず。 

ボンネットの前端を上下にゆすり、確実に□ックされていることを確認 
します。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 



走行前にはボンネットが□ックされていることを確認し 
てください。ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。思わめ事故につながるお 
それがありまず。 


♦ボンネットびしっかり□ックされていることを確 
認してください。□ックせずに走行すると、走行 
中にボンネットび突然開いて、死亡事故や重大な 
傷害につなびるおそれびあります。 

♦ボンネットを閉めるときは、手などを挟まないよう 
にま意してください。重大な傷害を受けるおそれび 
あり危険です。 




盛 J 

霞蠢 

ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く 
巧さないで < ださい。 


►ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでください。ボンネット 
びへこむおそれびあります。 

>ボンネットにはボンネットを支えるためのダンパーステーび取0付け5れています。ダン 
パーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守り < ださし、。 

•ビニール片、ステッカー、粘着材などの 
異物びステーの□ッド部（方ッキしてあ 
る棒部）に付着しないよラにしてください。 

また、繊維などの付着を防止するため、 

□ッド部を軍手などでふれないでください。 

異物び付着するとステーび円滑に動かなく 
なった0、開けたとさの保持力び損なわれ 
るおそれびあります。 

-ボンネットにトヨタ純正品政外のアクセサ 
U —用品を取0付けないでください。ボン 
ネットの重量び極端に重くなると、開けた 
とさにステーび支えられなくなるおそれび 
お0ます。 

•ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしないでください。ステーび®びり、 
ボンネットび開閉でさな<なるおそれびあ0ます。 



ダン パーステー 
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こ才ートアラーム（巧難警 S 目システム）の使ぃ方^ 


绪|システムの作動（警報作動）について^^^™ 

不正な侵入を検知した場合、音と光で警報します。 

システム作動可能状態中に L ソ下のいずれかび行われた場合、盗難のおそれび 
あると判断し、警報を作動させます。 

参いずれかのドアび開けられたとさ 

♦ワイヤレスドア□ック U モコンの操作じ(外の方法で、いずれかのドアび解 
錠されたとさ 

♦ボンネットび開いたとさ 

♦パ'ッテ U —ターミナルを脱着したとさ（バッテ U —びあびったとさの再充 
電、新品交換時など） 


ぶ^がが ー ドアの施錠•解錠は、ワイヤレスドア□ックリモコンで 

^ を M I 行ってください。 

♦ドアの施錠-解錠は、ワイヤレスドア□ック U モコンで行うことをおすすめします。 
( P ' l 13参照） 

キーでの 施錠では、 オー ト アラームは 作動可能状態にはなりません。 

•ワイヤレスドア□ック I 」モコンスイッチでドアを施錠したあと、キーでドアを解おすると、 
オートアラームび作動しまず。 


' 7 □識 

才ートアラーム作動によるドア□ック機能について 

♦オートアラームび作動したときドアび解錠されていると車内への不正な侵入を防止するた 
め自動的に施錠されます。 

•オートアラームび作動したときに車内でキーを閉じ込めないように、バッテ IJ - あびりな 
どで充電-交おする場合は車内にキーびないかを確認してください。 
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ドア、ドアガラスなどの開閉 


：>システム作動可能状態にずるには 


セキュリティ表示な 


車がに出たあと、ずべてのドア-ボンネットが閉まっていることを確認し、 
ワイヤレスドア□ックリモコンでドアを施錠しまず。 

♦セキュ U ティ表示灯が点灯します。（システム待機状態） 

♦しばらく経過すると、セキュ U ティ表示灯が点灯から点滅にかわり、自動的 
にシステム作動巧能状態になります。 

' 知識 、 

システム作動巧能げ態について 

ワイヤレスドア□ック U モコンを使ってドアを施錠したあと、約3日秒じ(内（表示订点に[中の 
システム待機状態）に政下のいずれかを行った場含、システム作動可能状態にはなりません 
(待機状態を解除します)。 

♦いずれかのドアまたはボンネットを開けたとさ 
♦いずれかのドアを解錠したとを 
♦エンジンスイッチにキーを挿し込んだとを 
♦バッテリーを再接続したとさ 
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1 オートアラームの解除-システムを停止 ■ 
j ずるには 

む下のいずれかの操作を行います。 

♦ワイヤレスドア□ック U モコンでドアを解綻する 
♦エンジンを始動する（始動して数秒後にシステムび停止します) 


' -知識- 

ドアを施錠ずるときは 

オートアラームの思わ城作動を防ぐため、ドアを施錠するときは、車内に人び乗っていなし、 
か、ドアガラスやマルチパネルムーンルーフなどび開いていないか確認してください。 

バッテリーを取りはずずときは 

バッテ1」 一端 子の取りはずしや、バッテリーを交換するとさは、オートアラームび解除され 
ていることを確認してください。解除しないままバッテ1」一端子を取0はずすと、再接続し 
たときに才ートアラームび作動することびあります。 

セキュリティ表示なについて 

エンジンスイッチからキーを抜くと、エンジンイモビライヴーシステム （ P .3 目日参照）び 
作動中であることを知5せるために、オートアラームび作動可能状態でなくてち、セキユリ 
ティ表示巧び点滅します。 
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蕾 
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シートの調整 
し 正しい運お姿敦 ) 


正しい運転姿勢がとれるように、次の事項にま意してシートを調整しまず。 



座 走行中は運お席シートの調整をしないでください。 


♦走行中は運転席シートの調整をしないでください。調整中にシートび突然動を運転を誤り、 
思わ说事故の原因となって、生命にかかわる重大な傷喜を受けるおそれびあり危険です。 

♦シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確認 
してください。固定されていないとシートび動さ、思わ城事故の原因となって、生命にか 
かわる重大な傷書を受けるおそれびあり危険でず。 

♦シートの下にものを置かないでください。ものび挟まってシートび固定されず、思わ城事 
故の原因となり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。また、 n ッ 
ク機構の故障の原因になります。 

♦背をたれと背中の間にクッション（座巧団）などを入れないでください。正しい運転姿勢 
びとれないばかりか、衝突したときシートベルトやへッドレストの効果び十分に発揮され 
ず、生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれびありを険でず。 

•倒した背もたれの上やラダージルームに人を乗せて走行しないでください。また、シート 
アレンジなどにより広げたスペースに人を乗せて走行しないで<ださい。急 ブレーキを か 
けたときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦助手席や U ヤシートに荷物を積み重ねたりしないでください。急ブレーキをかけたとをや 
車び旋回しているときなどに荷物び飛び出して、乗員にあたったり、荷物を損傷したり、 
荷物に気を取られたりして、思わ城事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。 

♦走巧中、シート政がの場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをかけ 
たときや衝突したときなどに、体び慣性力で飛ばされ、頭などを強く巧ち、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびあ〇ち険です。 
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シートの調藝 


^ gM SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエア 
{バッグ装着車では、必ず次のことをお守りください。 

♦ SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車では、必ず次のこ 
とをお守0ください。お守りいただかないと SRS エアバッグが正常に作動しなくなった 
り、誤ってふくらみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれがあります。 
•フ□ントシートにこの車専用のトヨタ純正巧品（シートカバーなど）1；(がのものを取り 
付けないでください。この車専用のトヨタ純正用品政がのをのび S R S サイドエアバッ 
グ展開部をおおラと、 S R S サイドエアバッグの正常な作動のさまたげとな0ます。 
なお、トヨタ純正シートカバーなどを装着するときには、商品に付属の取0扱い説明書 
をよくお読みになり、正しく取り付けてください。 

-フ□ントシート表皮の張りかえやフ□ントシートの取り付け-取0はずし-修理び必要 
なときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。また、フ□ントシートの改造などはし 
ないで < ださい。 


-フ□ントシート側面など S R S エアバッグ展開部を強くたたくなど過度の力を加えない 
で < ださし、。 




壁意 

シートを調壁するときは同柔ちや荷物などまわりの状況 
にま意してください。 


♦シートを調整するとをは、同乗ちや荷物にあてないよラにま意してください。同乗者びけ 
びをしたり、荷物をこわしたりするおそれびありまず。 


♦シートを調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手などを近付けない 
でください。指や手などを挟み、けびをするおそれびあります。 

♦車内を清掃するときやシートの下に落としたものを拾ラときなどは、シートの下に手など 
を入れると、シートレール•シートフレーム（シートの±台部分）などにあたり、けびを 
するおそれびありますので十分にミ主意して行ってください。 

♦パワーシートでは、シートの前後位置-背をたれの U クライニング位置-腰部の硬さ調 
整.シートの上下位置び終点まで移動したあとに、スイッチを同一方向に巧し続けないで 
ください。パワーシートの故障の原因となります。 

♦マニュアルシートでは、背もたれにをたれかかったまま U クライニング調整をしないで< 
ださい。背をたれに力び加わっていると、レバー操作び重かったり、突然背わたれび倒れ 
るおそれびあります。 

♦マニュアルシートでは、背をたれをちどすとさは、背ちたれを押さえなび5リクライニング 
調整を巧ってください。背をたれを押さえずにリクライニング調整すると背わたれび急に 
ちど0、けびをするおそれびあ0ます。 


目次 
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c フロントシート ） 


cj シート調整のしかた 

■前後位置調壁 

パワーンート マニュアルシート 




スイッチを前後に操作している間 
作動します。 


スライド レバーを 引いたまま、 シー 
卜を前後に動かして調整します。 


■リクライニング調壁 

パワーンート マニュアルシート 




スイッチを前後に操作している間 
作動します。 


1」クライニング レバーを 引いたま 
ま、背ちたれを前後に動かして調 
整します。 
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シートの調整 


■運転席の上下位置調壁 


I パヮー ソ ート 
〈クッシヨン前5品〉 


〈シート全体〉 



スイツチの前側を上下に操作して 
いる間作動します。 



スイッチのラしろ側を上下に操作 
している間作動します。 


r マニュアルシート 

〈クッシヨン前5南〉 


〈シート全体〉 




レバーを上下に操作することで、 
シート全体の高さびかわります。 


A 


董口 


含本操作 
早わかり 


I 議の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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方腰部の硬さ調整のしかた（ランバーヴポート） 女 ■ 

運転席 



スイッチの前後を巧している間作動します。 

♦スイッチの前側を巧すと、シートの背ちたれ腰部び硬くなります。 

♦スイツチのうしろ側を巧すと、シートの背もたれ腰部びやわ日かくなります。 


;>アームレストの使い方 



♦使用するとさは、いちばん下まで下げます。 
♦使用しないとさは、いちばん上まで上げます。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 






シートの調藝 


C 1 へッドレスト①調整のしかた 

■上下位置調壁 



♦上げるときは、そのまま引き上げます。 

参下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 

参取りはずすときは、ボタンを巧したまま弓 I き巧きます。 

■前後位置調整 ★ 



調整したい方へ巧し（または引き）ます。 


へッドレストをはずしたまま走行しないでくださし、。 


♦ヘッドレストをはずしたまま走行しないでくださし、衝突しにときなどに、首に大きな衝 
撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありちおでず。ヘッドレストの 
中央び耳の後方になるよ5に高さを調整して < ださし、。 

参フ□ントシート のへ ッドレストはフ□ントシート専用です。取 D 付けるときは、"カチッ" 
と音びして固定されたことを確認してください。へッドレストを間違って取り付けると、 
固定することびで舌ず、衝突したとをなどに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれび 
あ0危険です。 


目次 
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シートヒーター①使い方* 

■作動させるときは 




三 スイッチをまわしてお好みの暖かさに 
します。 

作動中は作動表示灯び点打します。 


■停止するとをは 

スイッチを停止の位置までまわします。 
♦作動表示灯び消灯します。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 











シートの調藝 



A 超窗 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針な 
ど鋭利なものを突きさしたりしないでください。 


♦凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針など鋭利なわのを突をさした0しな 
いで<ださい。故障の原因にな0ます。 

♦シートの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使用しないで<ださい。ヒーターや 
シートの表面を損傷するおそれびあります。 


' 失!]識 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとさ使用でさます。 


A シートヒーターを使用ずるときは、次の点に十分ま意し 

I てください。 

♦下記に相当される方びご使用になる場合は、熱すぎたり低温やけど（紅斑、水ぶくれ）を 
起こすおそれびあ0ますので十分を意してください。 

■乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由な方 
-皮膚の弱い方 
-疲巧の激しい方 

-深酒やねむけをさそラ薬（睡眠薬、かぜ囊など）を使用された方 
♦毛巧や座布団など保温性の良いちのをかけた状態で使巧しないでくださし、シートび異常 
過熱し、低温やけどやシートの故障につなびるおそれびあ0ます。 

♦仮眠するとをは使用しないでください。シートび異常過熱し、低温やけどをするおそれが 
おります。 


目次 
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u ヤシート 


CJ シート調整のしかた 

■前後位置調壁 



スライドレバーを引いたまま、シートを前後に動かして調整します。 

調整後、シートを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認します。 

■リクライニング調壁 



U クライニングレノ（一を引さなび日、背ちたれを前後に動かして調整します。 
調整後、背もたれを軽くゆさぶり確実に固定されていることを確認します。 
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シートの調藝 


ご）ヘッドレスト調整のしかた— 

ちち席 j L _ 中央席 




♦へッドレストを上げるときは、そのまま引き上げます。 
♦下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 

参取りはずすときは、ボタンを巧したまま弓 I き巧きます。 


へッドレストをはずしたまま走行しないでくださし、。 


♦へッドレストをはずしたまま走行しないでください。衝突したとをなどに首に大きな衝擊 
び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれげあ0危険です。走行前に必ず取り 
付け、必ず上げた状態で使巧してください。 

♦リヤシートを操作するとをは、シートベルトを挟み込まないようにしてください。シート 
ベルトび傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用すると、衝突したとをなどにシートべル 
卜び十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれが 
おります。 

♦ 1」ヤシートのヘッドレストは U ヤシート専用です。取り付けるとさは、"カチッ"と音が 
して固定されたことを確認してください。ヘッドレストを間違って取り巧けると、固定す 
ることびできず、衝突したときなどに生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危 
険です。 


目次 
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〇アームレストの使い方 



♦使用するとさは、手前に倒します。 

♦使用しないとさは、シートへ格納してください。 
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シートの調藝 
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シートアレンジ 

C ~インデックス ) 


この車のシートは、状況に応じて;欠のよラなアレンジを行ラことびできます。 
シートアレンジは、それぞれの説明ページをよくお読みになってか日行って 
くださし、。 



フラットシート①つくり方 


P .166 



リヤシート全席の前倒しのしかた . P .168 



リヤ中央席のみの前倒しのしかた ★. P .170 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 




































シートアレンジ 


シートアレンジをずる前に…。… —— JT "- 

車両を安まで平坦な場所に駐車し、パーキングブレーキを確実にかけまず。 


シートアレンジをずるときは、必ず平坦な場所でシフトレ 
パ‘一を©にして、パーキングブレーキを確実にかけてく 
ださい。 

♦シートアレンジをするとをは、必ず平坦な場所でシフトレバーを©にして、パーキングブ 
レーキを確実にかけてください。不整地や傾斜地では操作中に不意にシートび動を、手足 
などを挟まれ重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 

♦走行中はシートアレンジ操作をしないでください。 

ブレーキをかけたとさや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷富を受けるおそれ 
びあ0盾;険です。 

♦倒した背もたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しないでください。急ブレーキを 
かけたとさや衝突したとをなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあ0危険 
です。 

♦1」ヤシートを前倒ししたときは、おテさまびラゲージルームに入らないよラにま意してく 
ださい。ボディの突起にあたるなどして、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

♦シートアレンジをしたあとは、シートを軽<ゆさぶ0確実に固定されていることを確認し 
てください。固定されていないと走巧中にシートび動さ、思わ城事故の原因となり、生命 
にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 



AI 

望意 

シートを操作するときは同柔ちや荷物にあてないように 
ま意してください。 


トンートを操作するとをは同乗ちや荷物にあてないよラにま意してください。同乗ちがけが 
をしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

トンートを操作しているときは、シートの下や n ック機構部分、動いている部分の近くに手や 
足を近付けないでください。指や手、足を挟みけびをするおそれびあ0ます。 


基本操作 
早わかり 


I 議の 


室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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〔フラットシートのつくり方） 



フ□ントシートと U ヤシートを組み合 
わせることにより、フラット（平日） 
な空間をつくることびでさます。 


J フラッ ト 状態のつくり方 



I フ□ントシートの前後位置をいちばん 
前まで移動しまず。 （ P .1 己4参照） 

三 フ□ントシートのヘッドレストを取り 
はずします。 （ P .1 己7参照） 

〇フ□ントシートの背もたれをいっぱいま 
で倒します。 （ P .1 己4参照） 


4 運転席シート全体の上下位置をいちばん 
上まで移動します。 （ P .1 己己参照） 


b リヤシートの背ちたれをお好みに合わせ 
て調壁しまず。 （ P . 160参照） 
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シートアレンジ 


>ちとにちどずとさは 


コ 


/逆の手順で行いまず。 

背ちたれをちどすときは、背ちたれを手で押さえなび日レバーを操作 
します。レバー操作だけでは、背ちたれびちど日ないことびあります。 
その場合は、背ちたれを手で持ち上げてください。 

(マニュアルシート） 

ご?シートをちどしたとさは、運転席シートを軽くゆさぶり、確実に固定 
されていることを確認します。（マニュアルシート） 


シートをフラットにしたとさ、またはちとにちどしたと 
きは、シートを軽く前後にゆさぶり確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

♦シートをフラットにしたとを、またはちとにちどしたとさは、シートを軽<前後にゆさぶ日 
確実に固定されていることを確認してください。固定されていないと走行中にシートび動さ、 
思わ城事故の原因とな0、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 
(マニュアルシート） 

♦シートをフラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。急ブレーキをかけ 
たとさや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり盾;険です。 



AI 

望意 

フラットにした状態でシートの上を走りまわらないでく 
ださい。 


♦フラットにした状態でシートの上を走りまわ5ないでください。またシートの上を移動す 
るときは、シートの中央を踏んでゆっくりと移動してください。シートを踏みはずしたり、 
シートの間に足などを挟んだりしてけびをするおそれびあ0ます。 

♦シートに人び乗っている状態でフラット操作をしないでください。シートびあたるなどし 
てけびをするおそれびあ0ます。 

♦背もたれをもどすときは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行ってください。 
背をたれを押さえずにリクライニング調整すると、背ちたれび急にもど0けびをするおそ 
れびあります。（マニュアルシート） 
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こ IJ ヤシ— 卜をおの前倒しのしかた） 



U ヤシートを前倒しすることで、大きな 
荷物を車に積むことび巧能になります。 
また、片側の U ヤシートのみを前倒しす 
ることちでさます。 


>リヤシートを全席前倒しずるときは 





7 リヤシートベルトのバックルを格納し 

まず。 


三 トノ カバーの サブ カバーをヘッド レス 
卜からはずします。 （ P .32 己参照） 

〇リヤヘッドレストを下げまず。 

( P . 161参照） 


4 シートベルトをベルト八ンガーに挟み 

まず。 

背ちたれを倒すとさに巻さ込まないよ 
ラに、左ち席のシートベルトをベルト 
八ンガーに挟みます。 

(片側のシートのみを前倒しするとさ 
は、背ちたれを倒す側のシートベルト 
のみをベルトハンガーに挟みます） 

b リヤシートの背ちたれを前に倒しまず。 

♦ U クライニングレバーを引き上げ、 
背もたれを前に倒します。 

♦背ちたれを前に倒すと、シートの前 
後位置び自動的に最後部まで下びり 
9 〇 
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シートアレンジ 


ご》もとにもどずとさは .— ^ 

I 背もたれを起こして、うしろに巧え付け 
固定します。 

♦ U クライニングレバーを引き上げ、 
背ちたれを起こします。 

♦背ちたれを"カチッ"と音びするま 
で起こし、前後を調整します。 

♦背ちたれを軽くゆさぶり、確実に固定 
されていることを確認してください。 

リヤシートのヘッドレストを上げ、卜 
ノカバーの サブ カバーをへ ッ ドレストに 
取り付けます。 （ P .32 己参照） 

V クシートベルトをベルト八ンガーか!5はず 
しまず。 

シートベルトび背ちたれに引っかかって 
いないか、また、ねじれていないか確認 
します。 


▲ 背らたれをもどしたときは、軽く前後にゆさぶり確実に 

1 固定されていることを確認してください。 

♦背わたれをもどしたとさは、軽<前棲にゆさぶり確実に固定されていることを確認して 
ください。固定されていないと急ブレーキ時などに背もたれび倒れたり、ラゲージルーム 
内のちのび飛び出すなど、思わ城事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあ0危険です。 

♦背もたれををどすときは、シートベルトを挟み込まないよラにしてください。シートべル 
卜び傷付くおそれびあり、傷付いたまま使用すると、衝突したときなどにシートベルトが 
十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡■につなびるおそれびあ0 
ます。 

♦トノカバーを操作するとをは、トノカバーとまわりの部品の間に指や腕などを入れないよ 
ラにま意してください。指や腕などを挟み、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
♦トノカバーを取り付けるとさは、"カチッ"と音がして確実に固定されたことを確認して 
ください。トノカバーび確実に固定されていないと、走行中トノカバーびはずれ、思わ城 
事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
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Cu ヤ中央巧のみの前倒しのしかた ★) 



U ヤ中央席のみを前倒しすることで、 
スキー板などの長いちのを積むことび 
巧能になります。 


〇リヤ中央席を前倒しずるときは 



I リヤ中央席のへッドレストを下げます。 
( P . 161参照） 

リヤ中央席のシートベルトのバックル 
を格納します。 （ P . 177参照） 

〇リヤ中央席の背もたれを前に倒しまず。 

背ちたれ背面の運転席側上部にある□ッ 
クレバーを解除し、背ちたれを前に倒し 
よ9 〇 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 

















シートアレンジ 


ご --^^^^ I I^ J J I 

背もたれを起こし、うしろに押さえ付け固 
定します。 

♦背ちたれを起こし、"カチッ"と音びする 
まで巧し込みます。 

♦背ちたれを軽くゆさぶり、確実に固定され 
ていることを6隹認、してください。 


▲ 陣^ 背もたれをもどしたときは、軽く前後にゆさぶり確実に 
{固定されていることを確認してください。 

参背もたれをちどしたときは、軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確認してく 
ださい。固定されていないと、急ブレーキ時などに背ちたれび倒れた0、ラゲージルー 
ム内のちのび飛び出ずなど、思わめ事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあ〇ち険です。 


参背ちたれをちどすとさは、シートベルトを挟み込まないよ5にしてください。シートベルト 
び傷付くおそれびあ D 、 傷付いたまま使用ずると、衝突したとさなどにシートベルトび十分 
な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 



A 超意 

U ヤ中央席のみを前倒しするとさ、リヤシートとコンソールボックスと 
の間で手や足などを挟むおそれびあるのでま意してください。 
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シートベルトの着用 

^シートベルトの正しい着用） 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合がありまず。 
次の使用方法に従って走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用さ 
せて < ださい。 



背もたれを調整し、上体を起こし 
深く腰かけて座ること 


腰部ベルト 

必ず腰骨のできるだけおい 
位置に密着させること 


必ずシートベルトを着用して<ださい。また、着用ずる 
進^^ 1 ときはぶ、ず次のことをお守りください。 

♦車に乗る場合は、全員びシートベルトを着用してください。ベルトを着用しないと、急ブ 
レーキをかけたとさや衝突したとさなどに体がシートに保持されず、体をぶつけた0、ふ 
くらむ SRS エアバッグに飛ばされたり、車がに投げ出されたりして、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場含死 t につなびるおそれびあります。 

♦シートベルトを着用するときは、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと 
衝突したとをなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の 
場含死 t につなびるおそれびあります。 

-シートベルトは上体を起こして、シートに深く腰かけた状態で着用してください。 

正しい姿勢については、 P .1 己2を参照してください。 

•肩部ベルトは、首にかかったり脇の下を通した0して着用しないでください。必ず肩に 
十分かかるよラに着巧してください。 

-腰部ベルトは、必ず腰骨のでさるだけ低い位置に密着させて着用してください。 

腰部べルトび腰骨か日ずれていると、衝突したとを腹部などに強い圧迫を受けるおそれ 
びあ0ます。 

•シートベルトはねじれびないよラに着巧してください。ねじれていると、衝突したとさ 
などに衝撃力を十分に分散させることびできません。 

-シートベルトは1人巧です。2人 ULt で1本のベルトを使用しないでください。 

-シートベルトを着用する場合は、洗たくばさみやク U ップなどでたるみを付けないで< 
ださい。 

-シートの背もたれを必要し: Lt に倒して走行しないでください。衝突したときなどに体び 
シートベルトの下にちぐ0、腹部などに強い圧迫を受けるおそれびあります。 

-八ンドルやインストル方ントパネルに必要し^上に近付いて運転しないでください。 
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シートベルトの着用 


^ 胃台 必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずる 
1 ときは必ず次のことをお守りください。 

♦シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないようにしてください。シートベルトび 
傷付いた場含、十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

♦おテさまにちシートベルトを必ず着用させて<ださい。 

ひざの上でおテさまを抱いていると、急ブレーキや衝突したときなどに支えきれず、おテ 
さまが放0出されたりして、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれが 
あります。 

♦妊娠中の女性ち必ずシートベルトを着用してくださし、。 

(ただし、医師にを意事項をご確認<ださし、） 

-妊娠中のシートベルトの着巧については、基本的に通常着用するときと同様でずび、 
腰部ベルトび腰骨のできるだけ低い位置にかかるよラにお腹のふく5みの下に着用する 
よラにしてください。 

また、肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふく 5みを避けて胸部にかかるよラに着用 
してください。 

-ベルトを正しく着巧していないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどにベル 
卜がお腹のふく 5みに食い込むなどして、母体だけでなく胎児までび重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびあります。 



♦腰骨のでさるだけおい位置 
にかかるよラにお腹のふく 
らみの下に着用のこと 


♦疾患のあるちち必ずシートベルトを着用して<ださし、。 

(ただし、医師にを意事項をご確認くださし、） 

♦お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万ーベルトが首に卷き付いた場含、窒 
息など重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあります。誤ってその 
ような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミなどでシートベルトを 
切断して < ださい。 


目次 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


I 議の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




173 













































必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずる 
ときは必ず次のことをお守りください。 


A 麗 


♦シートベルトび首やあごにあたったり、腰骨にかか5ないようなルさなおテさまには、 
チャイルドシート-ジュニアシートを使用してください。使用しない場合、衝突したと 
さなどに強い圧迫を受け、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれび 
あります。また、ひとり座0のできないかさなお子さまは、ベビーシートを使用してく 
ださい。なお、テ供専用シートについてはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦シートベルトのバックルには異物び入5ないよラにしてください。異物び入ると、プレー 
卜びバックルに完全にはまらない場合びあり、衝突したときなどにシートベルトび十分な 
効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦ほつれ、すりされびでさたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、ずぐにトヨタ純 
正の新品と交換してください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷の付いたシート 
ベルトは、使用しないですぐに新品と交換してください。そのまま使用すると、衝突した 
ときなどに正常に働かず、シートベルトび十分な効果を発揮せず重大な傷喜におよぶか、 
最悪の場含死 t につなびるおそれびあります。 

♦シートベルトの改造や分解-取り付け-取0はずしなどをしないでください。衝突したと 
さなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場を死亡 
につなびるおそれがあります。シートベルトの取り付け-取りはずし-交換については、 
トヨタ販売ちにご相談ください。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使巧しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び落ち、衝突した 
とをなどに、シートベルトび十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあり危険です。清掃するときは、中性洗剤か城るま漏を使用し、乾くまでシート 
ベルトを使用しないでください。 
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c シートベルトの着用のしかた） 


シートベルトの着用 


J シートベルトの脱着のしかた 

7 






シートベルトを引き出します。 

プレートを持って引き出し、ねじれて 
いないことを確認します。 

シートベルトび □ ックしたまま引き出 
せないとさは、一度ベルトを強く引い 
てか日ベルトをゆるめ、再度ゆっくり 
と引さ出します。 


之 プレートをバックルに挿し込みまず。 

プレートを"カチッ"と音びするまで 
バックルに挿し込みます。 

エンジンスイッチび " ON " の状態 
のときは、メーター内のシートベルト 
非着用警告灯 （ P .236、 237参照) 
び消灯したことを確認してください。 

(フ□ントシートベルト着用時のみ） 


3 


腰部べルトを密着させまず。 

腰部ベルトは、必ず腰骨のでさるだけ 
ほい位置にかかるよラにし、肩部べル 
卜を引さ、腰部に密着させます。 


4 


肩部ベルトをかけます。 

肩部ベルトは、必ず肩に十分かかるよ 
ラにします。 

このとさ、ベルトび首にあたったり、 
肩か日はずれないよラにして < ださい。 
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5 フ□ントシートでは、ベルトの高さを 
調壁します。 

アジヤスタブルシートベルトアンカー 
でべルトの高さを調整します。 

調整するとさは、ベルトびでさるだけ 
肩の中央にかかるよラにしてください。 
♦上げるとさはアンカー部を持ち、そ 
のまま動かします。 

♦下げるとさは、□ックボタンを巧し 
たままアンカー部を動かし、最適な 
位置に調整します。 

• "カチッ"と音びし、確実に固定さ 
れていることを確認します。 


b はずすときは、バックルのボタンを巧 
してはずします。 


A 聽 


シートベルトアンカーを調整するときは、：欠のことをお守りください。 
お守りいにだかないと、衝突したとさなどにシートベルトび十分な効ま 
を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びおります。 

♦シートベルトが首にあた5ないよ5に、また肩の中央に十分かかるよ 
ラでさるだけ高い位置に調整してください。 

♦調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 
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シートベルトの着用 


CJ チャイルドコン フォー トカイドの使い方 

I U ヤシートち白属 n 

チャイルドコンフォートガイドは、まに10才前後のおモさまびシートベルト 
を着用したとさに、ベルトび顔に近付さすざる不快感を防止でさます。 


/リクライニングレバーを引いて、背ち 
たれを手前にかし倒します。 

之 チャイルドコンフォートガイドを取り 
出しまず。 

♦ U ヤシート背ちたれ側面のポケットか 
日、チャイルドコンフォートガイドを 
取り出します。 

参チャイルドコンフォートガイドを取り 
出したあとは、 I 」ヤシートをちとどお 
りに固定します。 

♦背ちたれび確実に固定されていること 
を確認してください。 

3 シートベルトをつまみ、ガイド部の溝に 
通します。 

チャイルドコンフォートガイドを使用しない 
ときは、リヤシート背ちたれ側面のポケット 
に収納してください。 




〇リヤシートベルト①格納のしかた 

図のようにバックルを格納できます。 
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子供専用シート 

G 子供専用シ—卜について） 


モ供専用シートの固定機構を使用して、モ供専用シートを固定することびで 
さます。 

>知つておいていたださたいこと^^^^^^— 

♦車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シートをお 
選びください。 

♦モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ供専 
用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

♦この車は200己年1□月]曰施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 対応チヤ 
イルドシート固定専用バーを標準装備しています。 


》子供専用シート①適合性一覧表について 

■質量 グループについて 

ECE R 44^ の基準に適合するモ供専用シートはおテさまの体重により;欠の 
已種類に分類されます。 

グループ〇 : 10 k 吕まで 
グループ □+ : 13 k 邑まで 

グループ I : 9 〜 18k 旨 
グループ n : ] 已〜2已 kg 
グループの ： 22 〜 36k 旨 

この本では代表的な次の 3 種類のモ巧専用シートをシートベルトで固定する 
方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、テ供専用シートに関する国際法規でず。 

■サイズ等級、固定具について 

テ供専用シートに表示される分類記号と、それにとちなラ取り付け器具の記 
号になります。 
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子供専用シート 


べビーシート 


ECE R 44 基準のグループ□、日+に相当 



チャイルドシート 



ECE R 44 基準のグループ□+、 I に相当 


ジュニアシート 



ECE R 44 基準のグループ n 、 のに相当 
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1 シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
ク（シートベルトでの取り付け） 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

IJ ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(10k 呂 まで） 

X 

U 

L 

0+ 

(13k 旨まで） 

X 

U 

L 

I 

(9 〜 18k 旨） 

前向さ 

UF 

ラしろ向さ 

X 

U 

L 

n 

(1 己〜 2 已 1< 邑） 

UF 

U 

L 

m 

に 2〜36 喊 

UF 

U 

L 


♦上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使巧を許可された況用（ユニバーサル）カテゴ 
U —のモ供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテゴ 
U —の前向さのテ巧専用シートに適しています。 

L :モ供専用シートの U ストに示す特定のモ供専用シートに適しています。 
( U ストに記載びあれば「特定自動車」、「限定」「準況用」カテゴリー 
のモ供専用シートにち適しています。） 

X :モ供専用シートを取り付けることはできません。 

モイ共専用シートの装着に際してはモ供専巧シートの取り扱い説明書ちご確認 
ください。 
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子供専用シート 


Cl 子供専用シート①リスト 


質量 グループ 

モ巧専用シート 

カテゴリー 

0 (10 k 有まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO BABY 

ミ凡用 

トヨタ純正 NE 0 G - Child に日 tether 

ミ凡用 

0+ (13 kg まで） 

トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO BABY 

ミ凡用 

I (目〜 18 k 旨） 

トヨタ純正 NE 0 G - Child に日 tether 

ミ凡用 

口 （1 己〜2己 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 

m (22 〜3白 kg ) 

トヨタ純正ジュニアシート 

況用 


表に記載されていないモ供専用シートを使用する場合は、モ供専用シート製 
造業者または販売業ちにご相談ください。 


A 


聖口 


基本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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说シー ト位置別子供専用シートの適合性一覧表 
クり SOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両旧 0 FIX 位置 

リヤシー ト 左ち席 

キヤリ コット 

F 

IS0/L1 

X 

白 

ISO / L2 

X 

0 

(10k 旨まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

0+ 

(13k 目まで） 

E 

IS0/R1 

IL 

D 

ISO / R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

I 

(9 〜 18k 旨） 

D 

ISO / R2 

X 

C 

IS0/R3 

X 

臣 

ISO / F2 

IUF 

臣 1 

ISO / F2X 

IUF 

A 

ISO / F3 

IUF 

n 

(1 已〜 2 已 1< 邑） 


(1) 

X 

m 

(22 〜 36 喊 


(1) 

X 


♦上表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A か日 G ) のないモ供専用シートの各シート位置で 
の ISOFIX 対応子供専用シート固定機構の取り扱いについてはモ供 
専用シート製造業ちまたは販売業ちにご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテ 
ゴ U - の ISOFIX 対応の前向きモ供専用シートに適しています。 

IL : ISOFIX モ供専用シートの U ストに示す r 特定自動車」、「限定」、ま 
たは「準況用」カテゴ U —のモ供専用シートに適しています。 

X : ISOFIX モ供専用シートを取り付けることはできません。 

モイ共専用シートの装着に際してはモ供専用シートの取り扱い説明書ちご確認 
ください。 
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子供専用シー•卜 


m に OFIX 子供専用シートのリスト 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

ISOFIX 子供専用 
シート 

カテゴリー 

0 

(1 日 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 

0+ 

(13 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 


表に記載されていないモ供専用シートを使巧する場合は、モ供専用シート製 
造業者または販売業者にご相談ください。 


漱 子供専用シートを使用しない場合もシートに適切にしっ 
1 かりと取り付けたげ態にしてください。 

♦子供専用シートを使巧しないとさであってわ、シートに適切にしっかりと取0付けた状態 
にしてください。ゆるめた状態で置くことは避けて<ださし、。 

♦子供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両か5取りはずして保管するか、ラゲー 
ジルーム巧に容易に動かないよラに収納して < ださし、。 


' -知識- 

ISOFIX 巧応チャイルドシート固定専用パーについて 

この車に標準装備されているに日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは 、 ECE R 44 に 
適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それがのちのを使用することはでさま 
せん。 

子供専用シートの選択、使用について 

♦おテさまに最適なテ供専巧シートについては、テお専用シート製造業ち、または販売業者 
にご相談ください。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着巧でさるよラになるまでは、おテさまに含っ 
た子供専用シートを使用してください。 

♦体び十分に大さく、子供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せて車のシー 
トベルトを使巧してください。 


A 


聖口 


基本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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' 知識 

シートベルトで取り付けるタイプのモ供専用シートの選択について 

P .180 の「シート位置別テ供専巧シート適含性一覧表」を参照し、テ供専用シートを取り 
付け巧能な位置と、対応するテお専用シートの種類（記号）をご確認の上、適したわのを選 
おしてください。 

ECE R 44 適合の ISOFIX 巧応テ供専用シートの還択について 

「シート位置別テ供専用シートの適含性一覧表」 （ P . 182参照）を確認して、適切なシート 
を選択してください。 

7お子さまの体重か5、該当ずる「質量グループ J を確認しまず。 

(例 1) :体重び 12 kg の場含、質量グループは「日+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場を、質量グループは「 I 」になります。 

2 サイズ等級を還択しまず。 

手順7で確認した「質量グループ」か5該当するサイズ等級を確認します。^ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級は 「 C 」■ 「□」 • に」び該当し 
ます。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場を、サイズ等級は 「 A 」 ■「目」-旧1」 ■ 

に」 • 「□」び該当します。 

《ただし、該当のサイズ等級でち適含性一賣表の「車両に日 FIX 位置」に「 X 」と記載 
されているものは選択できません。また、「11_」と記載されている場合は、 「 IS 日 FIX 
テ供専巧シートのリスト」 （ P .183 参照）で指定されている製品を使用して<ださし、。 

3 子供専用シートに表示されているマーク/ラベルを確認して、基準に適合したシートで 
あることを確認しまず。 

ミ凡用（ユニバーサル）テ供専巧シートには、次に示すマーク•ラベル類び表示されてい 
ます。^ 

《表示されている位置-記号などは、商品によ0異な0ます。 

①に日 FIX 対応テ供専用シートであることを示す表示 
サイズ等級び示されています。 

(表示される文字は、製品により異なります） 

手順2で確認したサイズ等級に適合しているもの 
を選択してください。 

⑤饥用（ユニバーサル）テ供専用シートの認可マーク 
UNIVERSAL は巩用品の認可であることをあ5 
わし、併せて、対象となるおテさまの体重の範囲 
び記載されています。 

感トップテヴー （ P . 18日参照）を示すマーク 
商品の取り付け装置の位置によ0、意匠は異な0 
ます。 
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子供専用シート 


- A 知識 


旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別） 


A - IS 0 / F 3 

全高前向き幼児用チャイルドシート 

目 - ISO / F 2 

ほ型前向さ幼児用チャイルドシート 

目り S 日 / F 2 X 

低型前向さ幼児巧チャイルドシート 
( B - IS 0 / F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0 / R 吕 

大型を向さ幼児用チャイルドシート 

D - IS 0 / R 2 

ル型後向さ幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を a お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0 / L 2 

ち向さ位置用チャイルドシート（キャ U コット） 


助手席に子供専用シートを取り巧けるとをは 

やむを得ず助手席にテ供専巧シートを取り付ける場合には、助手席シートを攻下のように調 
整し、テ供専用シートを前向きに取り付けてください。 

♦背ちたれを直立状態にする。 

♦シートをいちばんラしろにさげる。 

♦シートベルトの高さをいちばん低い位置まで下げ 
る。 



キヤ U コッ トについて 

キヤ U コットは横向きに取り付けることのできるベビーシートのことです。詳しくはテ供専 
用シートの製造業ちまたは販売業者にお尋ねください。 


目次 


A 


董口 


薑本操作 
早わかり 


I 議の 


室内装備の 
取り扱い 


1讓備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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チャイルドシートの固定 

G チャイルドシ—卜の取り付け） 


シートベルトを正しく着用でさないルさなおモさまを秉せるとさは、チャイ 
ルドシートをお使いください。おテさまの安全のために、チャイルドシート 
は I 」ヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取り扱い説明書にしたびってください。 



シートベルトによる取り付け 
(次ページ参照） 



ISOFIX 対応チヤイルドシート固定専用バー 
( P .1 88参照） 

U ヤシートの左ち席に装備されています。 
(固定専用バーび装備されていることを示 
すマークび シー トに付いています。） 



トツプテヴーアンカー ( P .] 89参勵 
テヴーべルトを固定するとさに使います。 
トップテヴーアンカーは U ヤシートの座 
席に装備されています。 
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c シートベルトでの固定） 


チャイルドシートの固定 


J 取り付けるときは 



チヤイルドシートにシートベルトを取り付 
け、プレートをバックルに"カチッ"と音 
びするまで差し込みます。 

その際べルトびねじれていないことを確認 
します。 

♦チヤイルドシートに付属の取り扱い説明 
書にしたびい、シートベルトをチヤイル 
ドシートにしっかりと固定させてくださ 
し、。 


，.，•^チャイルドシートにシートベルトの 
ク固定装置び備わつていない場合は 



チヤイルドシートにシートベルトの固定装 
置び備わっていない場合は、□ッキングク 
リップ（別売）を使用して固定します。 

ッキングク I 」ップの購入にあたっては、 
トヨタ販売店にご相談ください。（□ッキ 
ングクリップ品番： 73] ] 9-22010) 


取り付けたあとはチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


A 


霊口 


甚本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


康 Hi 
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c 専用バーでの固定 ） 


IJ ヤシート左ち席 


7固定専用パ’一の位置を確認します。 

シートクッションと背ちたれのすさ間を少し広げ、固定専用バーの位置 
を確認します。 

♦固定専用バーび装備されていることを示すマークび、シートに付いて 
います。 



三 子供専用シート（チャイルドシート•ベビーシート）を取り付けまず。 

適合するモ巧専用シートの取り付け金具を固定専用バーに連結して取り 
付けます。 

♦取り付け方法は、それぞれの商品に付属の取り扱い説明書をお読み 
ください。 


〇確実に固定されていることを確認します。 

取り付けたモ供専用シートを軽くゆさぶり、確実に取り付けられている 
ことを確認します。 
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チャイルドシートの固定 


トップテザーアンカーでの固定 



へッドレストを上げます。 


三 トップテザーアンカーにフックを固定 
し、テザーベルトを締めまず。 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認します。 



3 


取り付けたチヤイルドシートを軽くゆ 
さぶり、固定されていることを確認し 
まず。 


目次 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 


I 議備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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座麗 

チヤイルドシートについては、;夕のことをお守りください。 

♦事故や急ブレーキの隙、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大きさに 


合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテさまを腕の中に 
抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、お子さまびフ□ントガラ 
スや乗員、室内の装備にぶつかり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあります。 

♦おテさまの年齢や体の大きさに合ったチャイルドシートを使巧して U ヤシートに取り付け 
て < ださい。 

♦たとえチャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フ□ントピラー、センターピ 
ラー、ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ちちたれかけないよラにし 
てください。 SRS エアバッグがふく 5んだ場含、大変危険であり、重大な傷害を受けた 
0、最悪の場含死 t につなびるおそれびありまず。 

♦チャイルドシートによっては、取り付けびできない、または取り付けが困難な場含びあり 
ます。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読みのうえ、確実に取り付 
け、使用方法を守ってください。使巧方法を誤ったり、確実に固定されていないと、急ブ 
レーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪の場を死亡につながるおそれびあ0 
ます。 

♦お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万ーベルトび首にきさ付いた場合、窒 
息など重大な傷書におよぶか、最悪の場含死 t ： につながるおそれびあ0まず。誤ってその 
ような状態になってしまい、バックルもはずせない場をは、八サミなどでシートベルトを 
切断してください。 

♦シートベルトでチャイルドシートを取0付けるとさは、バックルび固定されていて、ベル 
卜びねじれていないか確認してください。 

♦取り付け後はチャイルドシートを左ちに動かして、きちんと固定されているか確認してく 
ださい。 

♦運転席とチャイルドシートび干渉し、チャイルド 
シートび正しく取0付けられない場合は、助手席 
側の U ヤシートに取0付けてください。 
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チャイルドシートの固定 



A 

警告 助手席 SRS エアバッグ 



このシー トに、ベビーシート左取りがけたり 
を向きのチヤイルドシートを巧りかけないでください。 

また、 絶 巧におモさまを前おの前にをたせた y 
核の上に抱いたりしないでください。 



エアバッグの衝擎によ y 、死 t または重大な傷害に 



至るおそれがあります。 

し 







♦助手席にはチヤイルドシートをラしろ向きに取り付けないでください。ラしろ向きに取り 
付けていると、事故などで SRS エアバッグびふくらんだとき、 重大な傷害を受けたり、 
最悪の場合死亡につながるおそれびあります。助手席側のサンバイヴーに同内容の警告で 
び表示されています。併せてご覽ください。 

♦やむを得ず助手席に前向きにチヤイルドシートを 
取り付ける場合には、助手席シートをいちばんラ 
しろにさげて取り付けてくださし、。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と力でふく 
5むので、お守りいただかないと、重大な傷害を 
受けたり、最悪の場含死 t につなびるおそれびあ 
ります。 



♦ジュニアシートを使巧している場合は、肩部ベルトび常におテさまの肩の中むにくるよラ 
にしてください。ベルトを首か!5離すとともに肩か5落ちないよラにしてくださし'1。お守 
りいただかないと事故や急ブレーキの隙に重大な傷害や死亡につなびるおそれがあ0危険 
です。 

♦ に日円 X 対応チャイルドシート固定専巧バーを使用するときは、周辺に障書物び無いか、 
シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

♦テヴーべルトを使用してチャイルドシートを取0付けるとさは、テヴーべルトは必ずへッ 
ドレストの下へ通してください。ヘッドレストの上に掛けると、チャイルドシートびしっ 
かり固定されず、衝突したときなどに生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれびあり危; 
険です。 




I .盛 腸 

チヤイルドシートについては、;夕のことをお守りください。 





目次 


A 


董口 


薑本操作 
早わかり 


3!の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


质 Hi 
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Am 

チヤイルドシートについては、;夕のことをお守りください。 


♦テヴーベルトを使用してチャイルドシートを取り付けるときは、へッドレストを引き上げ 
てトップテヴーアンカーに固定したあとに、ヘッドレストを下げないでください。ヘッド 
レストを下げると、テザーベルトびヘッドレストに当たってたるみ、衝突したときなどに 
チャイルドシートび動いて重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ 
0ます。 

♦車両にチャイルドシートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取り付けてくだ 
さい （ P .] 8目参照)。チャイルドシートを使用しない場合でも、シートにしっかり固定さ 
れていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

♦チャイルドシートの取りはずしび必要な場合は、車両か日降ろして保管するか、ラダージ 
ルーム内に収納し、しっかり固定しておいてください。 



A 超意 

トップテヴーアンカーを使用しないとさはフタを確実に閉めてくださ 
し、。開けたままにしておくとフタび破損するおそれびあります。 


192 













八ンドル、ミラーの調壁 

( 八ンドルの調壁 ) 

0電動チルト&テレスコピックステアリングの調整のしかた ★ ■ 



スイッチを操作している間作動し、八ンドル位置を前後-上下に調整するこ 
とがでさます。 

♦調整した位置をコンピューターが記憶します。 

' 知識 " 

作動条件について 

エンジンスイッチにキーび挿し込まれているとさ調整することびでさます。 

便利機能について 

オートチルトアウェイ&リターン機能※ 

♦エンジンスイッチか5キーを抜くと、八ンドルが自動的に最上段•最前方に移動し、乗 
り降0びしやす <なります。 

♦エンジンスイッチにキーを挿し込むと、ちとの記憶状態にちどります。 

※この機能を変更することびでさまず。詳しくは、 P.436 の「ユーザーカスタマイズ」を参照してくだ 
さい。 

節電機能について 

エンジンスイッチにキーを挿し込み、" LOCK " のままで3日分経過すると、バッテリー 
の消耗を抑えるため、調整スイッチを操作してわ作動しな<なります。この場合、エンジン 
スイッチを"日 N " にするか、ちラー度、エンジンスイッチか5キーを抜いて再度挿し込 
むと作動しまず。 

パンドル位置の記憶について 

バッテリーとの接続び断たれたとさは、八ンドル位置の記憶は消去されます。 


目次 
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董口 


含本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 
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車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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> チルトステアリングの調整のしかた* 


パンドル 


チルトステアリングレバ‘一 



チルトステアリングレバーを上に引きながら八ンドルを適切な位置に調整し 
て、レバーを離せば固定されます。 


盛,^^ 走行中は八ンドル位置の調整をしないでくださし、。 


♦走巧中は八ンドル位置の調整をしないでください。調整中に運転を誤0、思わ城事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 


♦八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。固定び 
不十分だと、八ンドル位置び突然かわり、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 
(マニュアルチルトステアリング装着車） 



A 超意 

八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されたことを確認してくださし、。 
確実に固定されていないと、ホーンび鳴らなし''場合びあ0ます。 

(マニュアルチルトステアリング装着車） 
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★印はグレード等により装着の有無が異なります。 













c インナーミラーの 調壁） 


八ンドル、ミラーの調藝 


上下位置調整のしかた 



インナー三ラー本体を持って、上下方向に調整します。 


>防眩切りかえのしかた 



通常はミラー下側のレノ（一を前方に巧した状態で使用します。 

後続車のへッドランプびまぶしいときは、レバーを手前に引きます。 




走行中はインナー5ラーの調整をしないでください。運転を誤0思わめ 
事故につなびるおそれびあ0危険です。 


A 


董口 


薑本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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c ドアミラーの 調壁） 


C 1 鏡面角度調整のしかた 




7 メインスイッチの調壁ずる側を巧します。 

R ''' ち側ドア S ラー 
L •''左側ドア S ラー 

と 角度を調整しまず。 

位置調整スイッチでドア S ラーの角度 
を調整します。 

〇 メインスイッチを中立にしまず。 

調整したあとは、メインスイッチを中立 
の位置にちどします。 


こ》格納のしかた 



よ9 〇 

エンジンスイッチび " LOCK " のときは、手で格納•復帰させること 
ちでさます。 
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バンドル、ミラーの調藝 



座 超意 

ドアミラーび動いているとをは手をふれたりしないでください。手を挟ん 
でけびをしたり、ドア S ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 


' 知識 

作動条件について 

♦エンジンスイッチび " ACC " または"日 N " のとさ使用でさます。 

♦ドアミラー格納作動中に、エンジンスイッチを" LOCK " にすると、格納作動び停止し 
ます。 

♦次の場含は、ドアミラーを手で格納-復帰させても、ドアミラーは格納スイッチの状態に 
ちど0ます。 

-エンジンスイッチび "ACC " または"日 N " のとを 

-手動で操作したあとにエンジンスイッチを" ACC " または" ON " にしたとを 
♦格納スイッチび日 FF (復帰）の状態で、手でドアミラーを前でに倒したときは、エンジン 
スイッチを " ACC " または " ON " にしてち、ドアミラーは復帰しません。 

一度格納スイッチを日 N (格納）にしてか5、再度格納スイッチを日 F F にして復帰させ 
て < ださい。 



i 感 顧- 

走行中はドアミラーの調壁をしないでください。 


♦走行中はドアミラーの調整をしないでください。運転を誤り思わ说事故につながるおそれ 
びあ0危険です。 

♦ドアミラーを倒したまま走行しないでください。ドアミラーによる後方確認びできず、 
思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 


目次 
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:> ミラーヒーターの 使い方* 



作動表示灯 
スイッチ 


スイッチを巧すと約1日分間作動し、作動中にもう一度巧すと停止します。 
♦作動中は、作動表示灯が点灯します。 


A 譲 

作動中はドアミラーの表面び熱くなりますので、手をふれないでくださし、。 
やけどをするおそれびあり危険です。 


A 超蠢 

連続して長時間使用すると、バッテリーあがりの原因となります。 


' — 知日^^- 

5ラーヒーター について 

♦ドアミラーの鏡面を暖めて、霜、露、雨滴などを取り除をます。 

♦ U ヤウインドウデフォッガー、フ n ントワイパーデアイサーち同時に作動します。 
( P .248、 24目参照） 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとさ使用でをます。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なります。 









































c 捕助確認装置の使い方 3 


八ンドル、ミラーの調藝 


合わせ マーク 


ミラーが動いてしまったとさは、合わせマークの位置を合わせて、ミラーの 
位置をちどします。 



♦後方の確認は直接確認するか、またはインナーミラー、ドアミラーな 

於 龄円 

ども併用して十分巧ってください。 

里 起忌 

♦補助確認装置を格納してボンネットを開閉するときは、補助確認装置 


びボンネットにあた5ないよラにま意して<ださし、。 


' -&ムミ□日田 i - 

補助確認装置について 


発進時またはごく低速時に、左側側面を確認するとをに役立ちます。 

S ラーに映るおよその節囲 
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警告 


甚本操作 
早わかり 


I 删の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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エンジンのかけ方 

(エンジン（イグニツシヨン）スイツチの使。ち0 

エンジン停止時、 



LOCK " か 5 " ACC " にまねずとき ^* 

八ンドル□ックびかかっていてキーびまわしにくいときは、八ンドルを軽く 
左ちにまわしなびらキーをまわします。 

C>"ACC" か 5 " LOCK" にまわずとき ^™ 

シフトレパーを©にしてか日、キー対甲しなび日まわします。 


^ エンジン停止時は、エンジンスイッチを " ON " または "ACC 

のまま長時間巧置すると、バッテ1」一あびりの原因となります。 
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c エンジン始動の手順 3 


エンジンのかけ方 



ペダルの位置を確認しまず。 

正しい運転姿勢 （ P .1 已2参照）びとれ 
るようにシートの位置を調整し、ペダル 
の香•位置を確認します。 



2 



ブレーキペダルを踏みながら、 パー キン 
グブレーキがかかっていることを確認し 
まず。 


3 シフトレバーの位置を5蜜詔しまず。 

シフトレバーび©にあることを確認し 
よ 〇 

♦⑩でち始動できますび、安全のため 
©で行ってください。 
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董口 


薑本操作 
早わかり 


圏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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4 エンジンを始動します。 

エンジンスイッチを ‘‘ ON ’’にし、 
アクセルペダルを踏まずに、エンジン 
スイッチを "START " にまわしま 
す。 


車外からのエンジン始動は絶巧に行わないでください。 


•車外か5のエンジン始動は絶対に行わないでください。思わめ事故につなびるおそれびあ 
0危:険ですので、必ず運転席に座って行ってください。 

♦走行中はエンジンを停止しないでください。エンジンがかかっていないと、ブレーキ倍力 
装置やパワーステア U ングび働かず、ブレーキの効きが悪くなったり、八ンドルび非常に 
重くなったりして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦車を少し移動させるときわ、必ずエンジンを始動してください。エンジンをかけず、坂道 
を利用して車を動かずと、思わ说事故につなびるおそれびあ〇ち険です。 


' -知日 ali - 

盗難防止システムについて 

車両びキーからの信号を正確に受信でをず、エンジンを始動でをない場含びあ0ます。 
(P. 3目日参照） 
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シフトレ A — の使い方 


シーケンシャルシフト7チック付才ート7チックトランスミッション 


〇シフトレバーの働き 



シフト□ック解除ボタン （ P . 207参照） 


駐車およびエンジン始動 

駐車のときは必ず©にしてください。 （© 
でのみエンジンスイッチからキーび抜け 
ます） 

後退 

ギヤび後退に固定されまず。 

ブヴーび鳴り®にあることを運転者に巧ら 
せまず。 


動力び伝わ S ない状態 

⑩でもエンジンは始動できますび、安全の 
ため©で行ってください。 


シーケンシャルシフト走巧（前進） 

シーケンシャルシフトモードになります。 
( P . 20已参照） 


通常走行（前進） 

スピードおよび走行条件に応じてギヤび 
1速から4速まで自動的にかわります。 


目次 
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〇シフトレバーの取り扱い 

■シフトレ パーの 操作 

©と®の間の操作は、ブレーキペダルを踏 
み、車を完全に止めてか日行ってください。 

I ブレーキ ペダルを踏んだまま、シフトレ 
▼ バーをゲートにそって動かすことびでさ 
まず。 


An シフトレバーをゲートにそってそのまま動 
1 J V かすことびでさます。 
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シフトレバーの使い方 


C j シーケンシャルシフトモードの使い方 

■シーケンシャルシフトモードへの切りかえ方 




シフトレバーを©にするとシーケンシャルシフトモードになり、シフトレバー 
を+側または一側に操作することによって、シフトレンジを切りかえることび 
でさます。 

参シーケンシャルシフトマチック表示灯び点打します。 

シフトレバーを®にするとシーケンシャルシフトモードび解除され、通常の 
制御にちどります。 

■シフトチェンジのしかた 



シフトレンジをアップするとさは、シフトレバーを+側に動かします。 
シフトレンジをダウンするときは、シフトレバーを一側に動かします。 
参選択されているシフトレンジび、シフトレンジ表示に表示されます。 
© 、の、 ©は表示されません。 
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■各シフトレンジの動を 


4 スピードや走行条件に応じて、]速から4速のギャび自動的にかゎ0まず。 

(フオース） 


スピードや走行条件に応じて、1まから3まのギヤび自動的にかわりまず。 
•下り坂では軽いエンジンブレーキび得られまず。 

•上り坂では変速回数の少ないなめらかな走巧びでをまず。 


スピードや走行条件に応じて、1速または2速のギヤび自動的にかわりまず。 
♦エンジンブレーキび必要な場合に使います。 


ギヤび1速に固定されます。 

♦強力なエンジンブレーキび必要な場合に使います。 


' 失 □ 5山- 

シフトレバーを®か 5© へ切りかえたときのシフトレンジ表示について 

シフトレバーを®か 5© にすると、 3レンジび還おされまず。 

警告ブザーについて 

安全のためまには走行性能を確なするため、シフト操作には制限びあり、希望するシフト 
レンジにシフトされない場合びありまず。シフト操作によるシフトダウンび行われない場 
合は警告ブザーび鳴りまず。 

システムの異常について 

シフトレバーを©にしてち、シーケンシャルシフトマチック表示打び点打しないときは、シ 
ステムの異苗び考え6れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。この場合、 
シフトレパーを®にしているときと同じ制御になります。 


3 

巧一円 


2 

比カンド) 


(□-) 
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シフトレバーの使い方 


' 知識 

を全機能について 
シフト□ックシステム 

オートマチック車でのシフトレノ く一の誤操作を防ぐシステムです。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態でなければシフトレバーを©か5レバー操作で走ません。 
■エンジンスイッチび" ACC " または" LOCK " のとさは、ブレーキペダルを踏 
んでち操作で走ません。 

-シフトレバーを助手席側に倒したままブレーキペダルを踏むと操作でさないことびありま 
す。先にブレーキペダルを踏み操作してください。 

♦シフトレバーび©じ(がではエンジンスイッチか5キーを抜くことはでをません。 

-エンジンスイッチか5キーを抜くとさは、シフトレバーを©に入れてください。 

©1^^ がではキーを " ACC " か5 " L 日 CK " にまわせません。 

♦シフトレバーを©に入れるとブヴーび鳴ります。 

-ブヴーび鳴り、©にあることを運転者に知5せます。 

-車がの人には音は聞こえませんのでごミ主意<ださし、。 

(車がの人に対する警告音ではあ0ません） 

シフト□ック解除ボタンの使い方 

万一、シフトレバーび©か5レバー操作でをないときに使用します。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態で、エンジンスイッチを" ACC " にして、シフト□ッ 
ク解除ボタンを巧しなびら、レバー操作してください。 

♦シフト□ックシステム等の故障び考え5れますので、ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 
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O S N 0W スイッチの使い方 



スイッチを巧すとスノ ーモードに切りかわり、もう一度巧すと解除されます。 
♦スノーモードのとき、メーター内の ECT SNOW 表示灯 （ P . 224参照) 
び点灯します。 

' —知 -、 

スノーモードについて 

雪道などずベりやすい路面での発進に適しています。 

作動条件について 

♦エンジンスイッチび " ON " のとを使用でをます。 

♦エンジンスイッチを "ACC " または" LOCK " にすると、スノーモードは解除さ 
れます。 
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シフト レバーの 使い方 


MEMO 


薑本操作 
早わかり 


圈の 


室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
付き合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


-索引 
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才ートマチック車の運面のしかた 

C 巧進のしかた ) 

€1通常発進のしかた ，'こ' 了 占品 て 占て：'':.'':.二.''..'':.品^^^^^^ 



ブレーキペダルをち足でしっかり踏ん 
だまま、シフトレバーを®にします。 


之 左足でパーキングブレーキを解除しまず。 
( P . 216参照） 


ブレーキ ペダル 



〇ブレーキペダルを徐々にゆるめてか！5、 
ち足でアクセルペダルをゆっくり踏み 
発進します。 
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オートマチック車の運転のしかた 


、 h 坂の聲;をのしか尸 ■ 

I パーキングブレーキがしっかりかかっていることを確認してか日、 
シフトレバーを®にします。 

ご?ち足でアクセルペダルをゆっくり踏みます。 

〇車び動き出す感軸を確認してか5、左足でパーキングブレーキを解除し 
発進します。 


▲ ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレパーを操 

L 作してください。 

♦発進するとさは、ブレーキペダルをしっか0踏んだまま、シフトレバーを操作してくださ 
し、。とくにエンジン始動直後やエアコン作動時などは、ク U —プ現象び強くなるため、よ 
りしっかりとブレーキペダルを踏んでくださし、。 

♦運転するとさは、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を必ず確認して、踏み間違いの 
ないよラにしてください。アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発 
進し、思わ说事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ 
びあ0ます。 

♦アクセルペダルを踏み込んだままでのシフトレバー操作は絶対に行わないでください。車 
び急発進し、思わ城事故につなびるおそれびありち険です。 
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c 走巧のしかた ） 


曼，ちちのす行 

シフトレバーを®にしたまま走行します。 

♦アクセルとブレーキの操作だけで、加速-減速します。 


ら》急加速ずるには 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込みます。キックダウンし、急加速します。 


) 坂道で走行ずるときは— 

■上り坂 

シフトレバーび®で走行中、アクセルペダルを踏み込んでいくとキックダウ 
ンし、急にエンジン回転び上びることびあります。 

このようなときは、あ日かじめシフトレパ'-を©にして2レンジまたは3 
レンジで走行します。 

■下り坂 

フットブレーキを使いすざると、ブレーキの効さび悪くなるおそれびありま 
す。シフトレバーび®のままでスピードび出すざるときは、シフトレバーを 
©にすると3レンジになり、軽いエンジンブレーキび得日れます。 

さらにエンジンブレーキび必要なときは、2レンジまたは]レンジで走行し 
^ 〇 
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オートマチック車の運転のしかた 



處超意 

シフトレノく一をのにしたままで走すると、トランスミツシヨンの故障の 
原因となるおそれびあ0ます。 




I 屬讓‘ 

走行中にはシフトレバーを⑩にしないでください。 


♦走行中にはシフトレバーを ⑩ にしないでくださし、エンジンブレーキびまったく効かない 
ため、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 


♦前進で走行中は、シフトレバーを®にしないでくださし' 1。 車輪が□ックして思わ说事故に 
つながるおそれびあり危険です。また、オートマチックトランス S ッションに無理な力が 
加わ0、故障するおそれびあります。 

♦ブレーキペダルはアクセルペダルと同じち足で操作してください。左足でのブレーキ操作 
は、緊急時の反応び遅れるなど思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦坂道などでは、シフトレバーを®または©にしたまま惰性で後退したり、©にしたまま惰 
性で前進することは絶対にしないでください。エンストして、ブレーキの効きげ悪くなっ 
たり、八ンドルび重くなったりして、故障や思わ说事故の原因となるおそれびあり危険で 
す。 
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c 停ま•駐車のしかた） 


C ) 停車のしかた 一—^…_ 一 

I 車を止めます。シフトレバーは®のまま、ち足でブレーキペダルをしっ 
かり踏みまず。 

エアコンは温度変化により断続的に作動します。作動中は自動的にアイ 
ドルアップし、ク U —プ現象び強くなりますので、車び動さ出さないよ 
ラにとくにを意してください。 

と 必要に応じて、パーキングブレーキをかけまず。 

上り坂での停車は、ク U —プ現象で前へ進ちうとする力よりち、車び 
後退しよラとする力のほラび大さくなり、車び後退するおそれびあり 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏み、左足でノ（ーキングブレーキ 
をしっかりかけてください。 

〇長時間停車する場合は、シフトレバーを©または⑩にします。 


こ> 駐車のしかた. 

#車を完全に止めまず。 

と パーキングブレーキをかけます。 

ち足でブレーキペダルをしっかりと踏んだまま、左足でパーキングブ 
レーキをしっかりかけてください。 


〇シフトレバーを©にします。 

車び動き出さないためにち、必ず©にしてください。 

4 エンジンを停止します。 

車を離れるとさは必ずエンジンを停止して、ドアを施錠してください。 
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オートマチック車の運転のしかた 



A 超意 

車か5離れるとさは必ずエンジンを停止して、ドアを施 
錠してください。 


♦エンジンをかけたままにしておくと、万ーシフトレバーび G 化！州こあるとをに、ク U — プ現 
象で車びひとりでに動き出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとさに急発進する 
おそれびあ0ます。 


♦アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだり、上り坂でシフトレバーを®または© 
のままアクセルをふかしなび5止ま5ないでください。 

オートマチックトランスミッションび過熱し、故障の原因とな0ます。 




! 義議 .. 

走行中は、シフトレバーを©にしないでください。 


♦走行中はシフトレバーを©にしないでください。オートマチックトランスミッションの内 
部び機械的に n ックされ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦停車中は空ぶかしをしないでください。シフトレバーび©または⑩政がにあると、車び急 
発進し思わ城事故につなびるおそれびあ〇ち険です。 
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パーキングブレーキペダルの使い方 

^パーキングブレーキペダルの取り巧い） 


mj くーキングブレーキをかけるとさは 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなび日、左足でノ（ーキングブレーキ 
ペダルをいっぱいまで踏み込みます。 

♦エンジンスイッチび " ON " のとさ、ブレーキ警告打び点灯します。 

參タパーキングブレーキを解除ずるときは 



ち足でブレーキペダルをしっかり踏みなびら、左足でノ（ーキングブレーキ 
ペダルを"カチッ"と音びするまで踏み込み、ゆっくり離します。 
♦エンジンスイッチび " ON " のとさ、ブレーキ警告灯び消灯したことを確 
認してください。 


216 











パーキングブレーキペダルの使い方 




パーキングブレーキをかけたまま走行しないでください。 

ブレーキ部品び早<摩耗した0、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれ 
びお0ます。 


知識 


かけなおしずるとをは 

パーキングプレーキをかけたあと、かけなおしたい場合は、一度解除してか5踏みなおし 
ます。 

警告ブザーについて 

パーキングブレーキをかけた状態で、時速約日 km/hlU 上で走行したとき、警告ブヴーび鳴り 
ます。 

冬季のパーキングブレーキの使用について 

P.38 日の r 駐車するときは」をお読みくださし、。 
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メーター、表示な、警告なの見方 

C メ—夕- ) 



* 図ではすべてのグレードにおける表示巧-警告巧を掲載しています。実際の車に設定される 
表示灯-警告巧はグレード等によ0異な0ます。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 



' 知識 

メーターについて 

♦スピードメーターは、エンジンスイッチを"日 N " にしたとさなどに、メーター内の指針 
びゼ□目盛0付近で短時間微動する場含びありますび、異常ではあ0ません。 

♦エンジン回転計、燃料計、水温計は、エンジンスイッチを"日 N " から "START " 
にしたとさなどに、メーター内の指針びゼ□目盛りの位置にちどることびあ0ますび、異 
常ではありません。 

メーターリング照明について 

運転席ドアの開閉状態を検知して、メーター U ング照明び自動的に点灯-消灯します。 


0燃料計 _ 

エンジンスイッチが" ON " のとさ、燃料残量をおします。 

燃料タンク容量は約72 L です。 

' —^5^ 知 - 

燃料計について 

♦坂道やカーブなどでは、タンク巧の燃料び移動するため、指針びふれることびあります。 
♦燃料補給後、指示が安定するまで少し時間びかかります。 

♦エンジンスイッチび " ON " のまま燃料を補給すると、正しい燃料残量び表示できません。 
♦燃料計にある <の 印はフユーエル U ッド（燃料補給口）び助手席側にあることを示してい 
ます。 


>スピードメーター 

車両の走行速度を示します。 

エンジン回転計 



早薑 
わ本 
か操 
り作 


取運 
りお 
扱装 
い置 
の 


取室 
0内 
扱装 
い備 
の 


のを 
解全 
説. 

と快 
注適 
意 装 
備 


付車 
さと 
合の 
い上 
方手 
な 


毎分のエンジン回転数をおします。 万 


A 道 

1窗 

指針びレッドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲）に入5 
ないように運転してください。指針びレッドゾーンに入る運転を続ける 
と、エンジンなどに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあ0ます。 
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ご）水温言十 _ … _ —— _ 

エンジンスイッチが " ON " のとき、エンジン冷却水の温度をおします。 


盛) 超蠢 


指針び H のレツドゾーンに入ったとさは、オーバーヒートのおそれびあ 
りまず。ただちに安全な場所に停車し、 P.464 「才ーパ'—ヒートしたと 
きは」に従って処置をしてください。 


オドメーター/ トリップ メーター 

エンジンスイッチび " ON " のとき、なの表示を示します。 

■オドメーター 

走行した総距離を km の単位で示します。 

■トリップメーター 

2種類の区間距離（トリップ A • トリップ目）を km の単位でおします。 


, f -、 オドメーター/トリップメーター切りかえボタン国 
(トリップメ ーターリセットボタン） 

■オドメーターとトリップメーターの表示の切りかえち 

切りかえボタンを巧すごとに、なのように表示び切りかわります。 

オドメーター < 

\ 

卜1」ップ メーター A 

4 

卜1」ップ メータ ー B ^ 

■トリップメーターを0 (ゼロ）にちどずとさは 

卜 U ップメーター A 、 卜 U ップメータ ー B のうち0にしたいほうを表示させて 
か日、 U セットボタンを表示び0になるまで巧し続けます。 

バッテ U —との接続び断たれたときは、卜 U ップメーターは0になります。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


广方向指 7 F 表。巧 223 


ヘッドランプ上向き表示灯 223 


广フ□ントフォグランプ表示口 223 


AFS OFF 表示!):了 225 



リヤフォグランプ表示灯 223 

車幅な表示灯 224 - 
方向指示表示灯 吕 23- 

ECT SNOW 表示灯 吕吕 4- 
シフトポジション表示灯 223 — 
シフトレンジ表示 吕吕 4- 
シーケンシャルシフトマチック表示な 2 吕 4」 



セキュリティ表示口 225 


* 図ではすべてのグレードにおける表示灯を掲載しています。実隙の車に設定される表示灯は 
グレード等により異なります。 
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〈表示'丹一覧表〉 


表示む 

表示な名 

表示な 

表示な名 

固 

回 

圆 

回 

シフトポジション表示打 

ECT 

SNOW 

ECTSN 日 W 表示灯 


方向指示表示打 


S 


シーケンシャル 
シフトマチック表示: n 







:眶 D: 

へッドランプ上向を 
表示灯 


1 


シフトレンジ表示 







の 

フロントフォグランプ 
表示灯 

AFS 

OFF 

AFS 日 FF 表示灯 

0 幸 

U ヤフォグランプ表示打 

〇 SECURITY 

表示口 

セキュ U ティ表ホな 

^OOc 

車幅な表示な 
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メーター、表示阿、警告なの見方 



0シフトポジション表示打 

選択されているシフト位置を表示します。 



:身方向指示表示口 I 


方向指示灯、非常点滅灯を作動させると点滅します。 
(P.241、 2已〇参照） 


知識 


点滅び異常に速くなったときは 

方向指示なの電球切れび考え5れます。方向指示灯び点滅するか確認して< 
ださし、。 



CI へッドランプ上向き表示打 

へッドランプを上向きにすると点灯します。 （P. 240参照） 



フ□ントフォグランプ表示打 

フ□ントフォグランプを点灯させると点灯します。 
(P. 242参照） 



リヤフォグランプ表示打 


U ヤフォグランプ装着車 I 

U ヤフォグランプを点打させると程色に点灯します。 
(P. 243参照） 
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も。夕車幅口表术口 - - - 一-'-.- 

車幅打を点灯させると点灯します。 （ P .238 参照) 


ECT 

SNOW 


rj ECT SN ow 表示打 

スノーモードにすると点灯します。 （ P . 208参照) 


》シーケンシャルシフトマチック表示打 ■ 

シフトレバーを©にしてシーケンシャルシフトモードにすると 
点灯します。 （ P . 20已参照） 


) シフトレンジ表示 

シフトレバーび曾のとき、選択されているシフトレンジを表示し 
よ 9 〇 

@、贷、の、 ® では表示されません。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


AFS C 》 AFSOFF 表示口 —- つ 

OFF インテ U ジェント AFS 装着軍1 

- AFS OFF スイッチを巧して、インテリジェント AFS 

(アダプティブ-フ□ントライティング-システム）を作動停 
止状態にすると点灯します。 （ P .2 已3参照） 

また、インテリジェント AFS に異常びあると点滅します。 
AFS 0 FF 表示灯び点滅しているとき、インテリジェント 
AF S は作動しませんびへッドランプは点灯しますので通常走 
行には支障ありません。 


A 超窗 

AFS 日 FF 表示灯び点滅しているときは、システム 
異常び考え5れますので、トヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 

' 知識 



表示なについて 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、数秒樓に消灯します。 


J セキュリティ表示な 

盗難防止システム（オートアラーム、エンジンイモビライヴー 
システム）の状態に応じて、点灯•点滅します。 

( P '148、 3己0参照） 


〇 SECURITY 
^ 表示口 
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c 警告な ） 




* 図ではすべてのグレードにおける警告打を掲載しています。実際の車に設定される警告なは 
グレード等により異なりまず。 
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メーター、表示阿、警告なの見方 


〈警告'な一覧表〉 


警告な 

警告な名 

警告打 

警告な名 

優)) 

ABS & 

ブレーキ アシスト警告灯 


油圧警告な 

が 

SRS エアバッグ/ 

プ U テンシヨナー警告灯 

A/TOIL 

TEMP 

オートマチックトランス 
5 ッシヨン油温警告灯 

iCa 

エンジン警告灯 

-合 

警告 口^ ' 

燃料残量警告な 


デイスチャージヘッドランプ 
オートレべ U ング警告灯 

を 

半ドア警告な 

(①) 

ブレーキ 警告な 

る 

運転席シートベルト 
非着用警告な 

鬥 

充電警告な 

PASSENGER み、 

助手席シートベルト 
非着用警告な 


含本操作 
早わかり 


I 删の 


室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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巧の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考え 
5れますので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


優)) 


>ABS &ブレーキアシスト警告打^™ 

ABS &ブレーキアシストに異常びあると点灯します。 

( P . 363参阻、 

♦警告灯び点灯しているとさは、下記のシステムは作動しませ 
んび、通常のブレーキとしての性能は確保されています。 


■ ABS 

-ブレーキアシスト 

♦警告灯び点打しているとさは 、 A BS び作動しないため、急 
ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にはタイヤび 
□ックすることびあります。 


▲ ^ 胃 ブ レー キ警告灯と同時に点!なしたままのとさ 
1 はただちに停車してください。 

参警告なび点な中に次のようになったときは、ただちに安全な場抓こ停車し、 
卜3夕販売店にご連絡ください。 

-ブレーキ警告打も点なし、パーキングブレーキを解除しても点打したま 
まのとさ 

この場含 、 ABS &ブレーキアシストに異常び発生しているだけでなく、 
強めのブレーキの隙に車両び不安定になるおそれびあります。 

♦警告口び次のよラになったときは、システムの異常び考え5れますので、 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

•エンジンスイッチを"日 N " にしても点灯しないとき 
•エンジンスイッチび"日 N " で点灯したまま消灯しないとき、または 
走行中点灯したままのとを 

なお、走巧中に点灯してを、その後消灯し、再度点灯しなければ異常では 
ありません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けて < ださい。 


' -知識- 

警告巧について 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、数秒、後に消巧します。 
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メーター、表示な、警告打の見ち 



SRS エアバッグ/ 

プリテンシ ヨナー 警告打 


SRS エアバッグシステム （ P .340 参照）またはプ U テンシヨ 
ナー付シートベルトシステム （ P .3 已4参照）に異常びあると、 
点灯-点滅します。 


A 超意 

警告灯び次のようになったと走は、システムの異常び考 
え5れますので、ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。衝突したとをなどに SRS エアバッグまたは 
プリテンシヨナー付シートベルトび正常に作動せず、け 
びをするおそれびあります。 

♦エンジンスイッチを"日 N " にしてち点灯しないとを、 
または点灯-点滅したままのとを 
♦走行中に点灯-点滅したとを 

' 知識 



警告な について 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点口し、数秒後に消灯します。 

\ ノ 


次の警告'灯が点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考え 
5れますので、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


基本操作 
早わかり 


I 删の 


室内装備の 
取り扱い 


—if 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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巧の警告なが点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考え 
5れますので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


り 


) エンジン警告打 

エンジン回転中、エンジン電モ制御システム、オートマチック 
トランスミッション電モ制御システムに異常があると点灯しま 


す。 



♦エンジン回転中に点灯したとさは、ただちにトヨタ販 
売店で点検を受けてください。 

♦警告灯び点灯しアクセルペダルを踏んでもエンジン回 
転数の上昇び鈍いときは、電子制御系の異常び考え5 
れます。このときは、車体振動び増える場合もありま 
すび、低速で走行びでさます。ただちにトヨタ販売ち 
で点検を受けて < ださい。 

なお、この低速走行中に万一、電子制御系の異常び解 
消した場合でわ、エンジンを停止して、エンジンス 
イッチを " ACC " または " LOCK " にするま 
では、正常状態に復帰することはあ0ません。 


' 知識 

警告巧について 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、エンジンをかけると消灯し 
ます。 
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メーター、表示な、警告打の見ち 


走行中に警告なび点なしたと舌は、ただちにま全な場所 
に停車し、いったんエンジンを停止してください。 

再度エンジンスイッチを " ON " にしたとさ、警告打 
び数秒点灯した後にミ肖灯ずればそのまま使用でをまず。 

ミ肖なしないとき、または再び点打すると舌は、ただちに 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


' スロ識 

警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点なし、数秒後に消打します。 




デイスチャージへッドランプ 
オートレべリング警告な 


インテリジェント AFS 装着車を除く 

デイスチヤージへッドランプのオートレべリング（上下照射 
方向自動調整）システムに異常びあると点灯します。 

( P . 356参照） 


巧の警告'打が点なまたは点滅したままのときは、システムの異常が考え 
5れまずので、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




甚本操作 
早わかり 


圏の 
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巧の警告なが点打または点滅したままのときは、ただちに安全な場所に 
停車し、トヨタ販売店へ連結してください。 


(①) 


>ブレーキ警告打 

エンジンスイッチび " ON " で;欠のときに点灯します。 
参パーキングブレーキをかけたままのとさ 
♦ブレーキ液び不足しているとさ 
• EBD の機能び停止しているとき 


■ブレーキ警告ブザー 

ノ（ーキングブレーキをかけた状態で、時速約已 km / h じ(上で走 
行したとさ警告ブヴーで警告します。 


A 驅 

警告なが次のようになったときは、ただちに 
ま全な場所に停車してトヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 

♦エンジン回転中にパーキングブレーキを解除してを点灯したままのとを 
または、点灯と同時にブレーキ警告ブザーび鳴ったとを 
この場含、ブレーキの効きび悪くなり、制動距離が長くなるなど、思わ城 
事故につながるおそれびあ0危険です。効さび悪いとさは、ブレーキぺダ 
ルを強く踏んでください。 

♦警告灯び A 目 S &ブレーキアシスト警告灯と同時に点灯したままのとき 
この場含、 ABS に異常び発生しているだけでなく、強めのブレーキの隙 
に車両が不安定になるおそれびあります。 


A 超置 

警告灯び次のよラになったとさは、システムの異常が考 
え5れますので、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
♦エンジンスイッチび" ON " で、パーキングブレー 
キをかけてち点灯しないとを 
♦パーキングブレーキび解除された状態で、エンジン 
スイッチを " ON " にしても点灯しないとき 
なお、走行中に点灯してわ、その禮消灯し、再度点灯し 
なければ異常ではありません。ただし、同じ現象び再度 
発生した場含は、トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


' 夕^知日ぶ 

警告なについて 

エンジンスイッチを"日 N " にすると（パーキングブレーキび解除されて 
いてち）点灯し、数秒後に消'なします。 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


I 删の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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巧の警告なが点打または点滅したままのときは、ただちに安全な場所に 
停車し、トヨタ販売店へ連結してください。 


) 巧電警告打 

エンジン回転中、充電系統に異常びあると点灯します。 


A 超意 

エンジン回転中に点灯したときは 、V U ブドべルトの切 
れなどび考え5れます。ただちに安全な場所に停車し、 
トヨタ販売店へご連絡ください。 

' 知識 


、 

警告な について 

エンジンスイッチを " ON " にすると点:灯し、エンジンをかけると消灯します。 

V . ノ 



;>油圧警告打 

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているオイルの圧力に 
異常びあると点灯します。 

この警告灯はオイル量を示すちのではありません。オイル量の 
点検はオイルレベルゲージにより行ってください。 

(点検方法は「メンテナンスノート」をお読みください） 


座超蠢 


エンジン回転中に点打したとさは、ただちに安全な場所 
に停車し、エンジンを停止して、エンジンオイル量を点 
検してください。点灯したまま走行し続けるとエンジン 
を損傷ずるおそれびありまず。 

エンジンオイルび減っていないのに点なしているとをや、 
エンジンオイルを補給しても点打するとをは、トヨタ 
販売店へご連絡<ださい。 


' 油識 

警告な について 

エンジンスイッチを " ON " にすると点灯し、エンジンをかけると消打します。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


次の警告丹が点归または点滅したままのときは、ただちに安全な場所に 
停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


オートマチックトランス三ッシヨン 

ご cti: 曰^と tip—r 

/口/皿宣口 aJ 


エンジン回転中にトランスミッションフルードの温度が異常に 
高くなると点灯します。 


A 超置 

エンジン回転中に警告灯び点灯したときは、冷却のため 
ただちに安全な場所に停車し、シフトレバーを©でエ 
ンジンをかけたままにしてください。しば5くして消 
灯すれば走行でをます。消灯しないときは、そのまま使 
巧せずトヨタ販売店にご連絡ください。 

' 知識 



警告な について 

エンジンスイッチを"日 N " にすると点灯し、エンジンをかけると消巧します。 

V . ) 


A/TOIL 

TEMP 


4 WD 車 


目次 
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巧の警告巧び点なまたは点滅したときは、すみやかに対処してください。 



:>燃料残量警告打 

エンジンスイッチび " ON " のとさ、残量び約]] L じ(下にな 
ると点なします。点巧したとさは、すみやかに燃料を補給してく 
ださい。 

坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料び移動するため、警告 
灯び早めに点灯することびあります。 


こ》半ドア警告口^ - 一 

/〇、いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に閉まっていない 

-ときに点灯します。 

♦確実に閉まっていないドア部び点打します。 

■半ドア警告ブザー 

ドアび確実に閉まっていない状態で、車速び約已 km / hiU 上に 
なると警告ブヴーで警告します。 




警告打び点打したまま走行しないでください。ドアび確 
実に閉まっていないため、走行中にドアび突然開き、思 
わめ事故につなびるおそれびあ D を険でず。 


を 


ご> 運転席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイッチび " ON " のとき、運転席シートベルトを 
着用していないと点滅します。ただちにシートベルトを着用し 
てください。 


■運転席シートベルト非着用警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約 20 km / h じ(上になると、 
ブヴーび約] 20秒間鳴ります。（ブヴーび鳴りはじめてから約 
3□秒後に断続音の速さびかわります） 

♦シートベルトを着用すると消音します。 
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メーター、表示阿、警告灯の見方 


次の警告'丹が点巧または点ミ威したときは、ずみやかに対処してください。 



〇助手席シートベルト非着用警告な 

エンジンスイッチび " ON " で、かつ助手席シート座面の棄 
員検巧センサーび柔員を検知したとさに、助手席シートベルト 
を着用していないと点滅します。 

ただちにシートベルトを着用して<ださい。 

■助手席シートベルト非着用警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約 20 km / h しソ上になると、 
ブヴーび約] 20秒間鳴ります。（ブヴーび鳴りはじめてから約 
3□秒後に断続音の速さびかわります） 

♦シートベルトを着用すると消音します。 


知識 


乗員検知 センサーについて 

♦センサーは、助手席シート座面（ラしろ半分）に、ある一定];(上の重量び 
かかったときに検知します。従って、荷物などを置いた場含にも検知する 
場をびあ0ます。 

♦助手席シート座面上にクッション（座布団）などを敷くと、重量び分散さ 
れ、センサーび乗員を検知しない場をびあります。 


目次 
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スイッチの ffi い方 

( ランプの使い方 ) 

0ランプの点打-消打のしかた 





ツマ 5 の位置 

点なずるランプ 

ON ①（点な） 

車幅巧-尾な-番号な-各スイツチ照明 

ON ③（点灯） 

①のランプ+へツドランプ 

AUTO (点灯） 

①のランプ+へツドランプ（自動制御） 


ツマミを ON ①. ON ③にまわすと、点灯します。 

ツマミを AUTO にまわすと周囲の明るさに応じて、へッドランプ-車幅打 
などび自動で点打-消灯します。（コンライト ’ x ) 

♦車幅灯び点灯すると、メーター内の車幅灯表示灯 （ P .224 参照）び点灯 
します。 

※コンライトの設定を変更することびできます。詳しくは、 P .43 目の「ユーヴーカスタマイズ」 
を参照してくださし、。 


完全に充電されたバッテ U —でわ、エンジンを停止した状態で長時間 
^なぶ ランプ類を点灯すると、バッテ U —あびりの原因とな0ます。 
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スイッチの使い方 


' 知識 

作動条件について 

♦日 N ①-日 N ⑥の位置は、エンジンスイッチに関係なく使用でをます。 

♦ AUT 日の位置（コンライト）は、エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でさます。 

コンライトセンサーについて 

♦連続するトンネルや半地下道路などでは、ひんぱんにへッドランプの点灯-消巧を繰り返 
さないよラに、ヘッドランプ消灯直後に再点灯を連続して検知した場合は、通常よ0消巧 
するまでの時間び長くなります。 

♦コンライトのセンサーの上にものを置いた0、ガラ 
スク U —ナーなどを吹さかけると、センサーび正常 
に作動しなくなることがあ0ます。 《 

※コンライトセンサーの設定を変更することびでをます。 

詳しくは、 P .43 巨の「ユーヴーカスタマイズ」を参照し 
てください。 


便利機能について 
ランプオートカットシステム 

ツマミび日 N ①-日 N ⑥- AUT 日のまま、エンジンスイッチか5キーを抜いて、運転席側 
ドアを開けると自動的に消'なします。次のいずれかの操作をすると、再び点灯します。 
♦エンジンスイッチを " ON " にずる。 

♦ランプスイッチを0 F F にし、もラー度日 N にする。（この場含、ドアを開けてもランプ 
は消口しません） 

インテリジェント AFS 
I インテリジェント AFS 装着車 I 

ヘッドランプ（下向き）点灯時、車速および八ンドルの操作量に応じてランプを旋回ち向に 
動かして交差点やカーブでの視認性を向上させることびできます。 （ P .3 目9参照） 

♦ AFS 日 FF スイッチで作動を禁止することわできます。 （ P . 2已3参照） 



目次 
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> 前方を違くまで照 5 したいときは 


上向き 



♦ヘッドランプび点灯しているとき、レバーを前方に巧すと、ヘッドランプ 
び上向きになります。 

♦ヘッドランプび消灯していてち、レバーを手前に引いている間、ヘッド 
ランプび上向きになります。 

参へッドランプが上向さのとさは、メーター巧のへッドランプ上向さ表示灯 
( P . S 23 参照）が点灯します。 


完全に充電されたバッテ U —でを、エンジンを停止した状態で長時間 
^なぶ ランプ類を点灯すると、バッテ U - あびりの原因となります。 
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〔方向指示レバーの使い方） 


スイッチの使い方 


〇方向指示打の点な-消打 



♦レノ（一を上または下へ操作すると、左またはち側の方向指示灯び点滅します。 
メーター内にある方向指示表示打 （ P .223 参照）ち点滅します。 

レバーは八ンドルをちどすと自動的にちどります。ちど日ないとさは、 
手でちどしてください。 

♦車線変更のときには、レバーを軽く上または下へ押さえている間、それぞれ 
の方向指示灯および方向指示表示灯び点滅し、手を離すと消灯します。 

' 知識 ' 

作動条件について 

エンジンスイッチび " ON " のとき使用でさます。 

点滅が異常に速くなったときは 

ち向指示灯の電球切れび考え5れます。方向指示灯び点滅するか確認してください。 
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r フォグランプの巧い方） 

〇フ□ントフォグランプの使い方 


寒 D 



ツマミをが)にまわすと点打し、0 F F にまわすと消打します。 

♦点灯中はメーター内のフ□ントフォグランプ表示打 （ P .223 参照）び点灯 
しよ9 〇 

' -知 pQif -、 

フ□ントフォグランプについて 

雨や霞などで視界び悪いとさに、へッドランプの補助として使用します。 

作動条件について 

車幅灯び点灯しているとさ使用でさます。 
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スイッチの使い方 


:>リヤフオグランプの使い方* 

京 



ツマミを0^にまわすと点灯します。（ツマミはが）に自動でもどります） 
♦リヤフォグランプが点灯しているときに、ツマミを OFF にまわす、また 
は再度0^にまわすと消灯します。 

♦点灯中はーター巧のリヤフオグランプ表示灯 （ P .223 参照）が糧色に 
点灯します。 


' 知識 

リヤフォグランプについて 

雨や震などで視界び悪いときに後続車に、自分の車の存在を知5せるために使用します。 
♦視界び悪いとさりこ使巧すると、後続車の迷惑になる場含びあります。必要なとさ！;^が 
は使用しないでください。 

作動条件について 

♦フ□ントフォグランプび点灯しているとさに使巧できます。 

♦リヤフォグランプび点灯しているとをに、ヘッドランプを消灯させても、車幅巧び点灯し 
ていれば、リヤフォグランプは消灯しません。 

♦ U ヤフォグランプび点灯しているとをに、ランプスイッチを日 F F にして車幅灯を消灯さ 
せると、 U ヤフォグランプも消灯します。 

♦ランプスイッチび AUT 日で、 U ヤフォグランプび点灯しているとさ、エンジンを停止し 
て、運転席ドアを開けると、 U ヤフォグランプは消灯します。 

♦ U ヤフォグランプび消灯したあとに、再度点灯させるためには、 U ヤフォグランプの点灯 
操作び必要です。 


目次 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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c ワイパ ー& ウォッシヤーの使い方） 


() ワイパーの動かし方 

■フ□ント 



レバー 


(L0) 


高速作 i 
(HI 


f か 


レバーを操作すると、上図のよラに作動します。 

♦間欠作動 （I NT ) のときツマミをまわすと、間欠時間を約3〜] 2秒の 
間で調整でさます。 

♦-時作動 （M I ST ) は、レバーを停止 （ OFF ) か日巧し上げている間、 
ワイパーび低速作動します。手を離すと停止 ( OFF ) にちどります。 


■ U ヤ 



ツマミをまわすと、上図のように作動します。 
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スイッチの使い方 




ワイパーゴムがガラスに張り付いていないことを確認し 
て < ださい。 


♦ウインドゥガラスび凍結しているとさや長時間ワイパーを使用しなかったとさは、ワイ 
パーゴムびガラスに張り付いていないことを確認してください。ガラスに張り付いたまま 
作動させると、ワイパーゴムを損傷するおそれびあ0ます。 

♦積雪などにより、ワイパーび途中で止まったときは、車を安全な場所に止めてワイパース 
イッチを日 FF 、 エンジンスイッチを " ACC " または" LOCK " にし、ワイパー 
び作動でをる よ ラに積雪などの障害物を取り除いて < ださい。 

♦洗車するとをやワイパーゴムを交換するときなど、フ□ントワイパーアームを立てるとき 
は、必ず運転席側のワイパーアームか5立ててください。また、ちとにもどすとさは、助 
手席側のワイパーアームか5ちどして<ださい。 


知識 


作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でさまず。 

保護機能について 

ワイパーモーターには、保護機能としてブレーカーを内蔵しています。モーターの負担び大 
きい状況び続いたときなどには、ブレーカーが作動し、一時的にモーターび止まることびあ 
0ます。 ] 日分ほどすると、ブレーカーび復帰して通常どおり使用でさるよラになります。 
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3 ウオッシヤー液の噴射のしかた 

■フ□ント 



レバーを手前に引いている間、ウォッシャー液び噴射され、ワイパーび数回 
作動します。 

■ U ヤ 



♦作動中にウォッシャー液を噴射させるときは、ツマミを通常作動 （H I ) 
か日上の固側にまわします。 

♦ツマミを0 F F か日下の固側にまわしている間、ウォッシャー液び噴射 
されます。 
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スイッチの使い方 



座喔 

寒;令時はウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しない 
で<ださい。ウォッシャー液びウインドウガラスに凍り付き、視界不 
良を起こして思わ城事故につながるおそれがあり危険でず。 


座超蠢 

必ずウォッシャー液を噴射してからワイパーを作動させ 
て < ださい。 

参必ずウォッシャ 

一液を噴射してか5ワイパーを作動させてください。ガラスび乾いている 


とをにワイパーを作動させるとガラスを傷付けるおそれびあります。 

♦ウォッシャー液び出ないとを、ウォッシャースイッチを操作し続けると、ポンプび故障する 
おそれびあります。ウォッシャー液量やノズ J レのつま0を点検してください。 

また、ノズルびつまって噴射状態び悪い場含は、トヨタ販売店にご相談ください。 


' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび " ON " のとさ使用でさます。 

ガラスに付いた油膜について 

油膜びあると、雨の夜は対向車のランプなどび乱反射します。 
ガラスクリーナーを使ってガラスの表面ををれいにしてください。 

ウォッシャー液の補給について 

ウォッシャー液の補給については、 P .41 日を参照してくださし、。 
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c リヤウインドウデフォッガ—（曇り取り）の使い方^ 



作動表示打 
スイッチ 


スイッチを巧すと約1日分間作動し、作動中にもう一度巧すと停止します。 
♦作動中は、作動表示灯が点灯します。 


瓜 糕鼠 連続して長時間使用すると、バッテリーあがりの原因となります。 


' 知識 

リヤウインドゥデフ ォッガーに ついて 

♦ U ヤウインドゥガラスを熱線で暖めて曇0を取0ます。 

♦ミラーヒーター装着車は、ミラーヒーターわ同時に作動します。 （ P . 198参照） 

♦フ□ントワイパーデアイサー装着車は、フ□ントワイパーデアイサーち同時に作動します。 
(次ページ参照） 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 
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スイッチの使い方 

C フロントワイパーデアイサーの使い方*三 


作動表示な 


スイッチ 


スイッチを巧すと約1日分間作動し、作動中にもう一度巧すと停止します。 
♦作動中は、作動表示灯が点灯します。 


A 誦 

作動中はフ□ントウインドウガラスの下部と運転席側フ n ントピラー 
周辺部の表面び熱くなりますので、手をふれないでください。やけどを 
ずるおそれがあり危険です。 


A 超意 

連続して長時間使用すると、バツテ U —あび0の原因とな0ます。 


" 知識 

フ□ントワイパーデアイサ ーにつ いて 

♦フ□ントウインドウガラスの下部と運転席側フ□ントピラー周辺部の表面を暖めて、ガラスと 
ワイ J くーブレードの凍結を防止します。 

♦リヤウインドウデフォッガーも同時に作動します。（前ぺージ参照） 

♦ミラーヒーター装着車は、ミラーヒーターも同時に作動します。 （ P .1 目8参照） 

作動条件について 

エンジンスイッチび " ON " のとさ使用でさます。 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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c 非常点滅口の使い方） 




スイッチを巧すとすべての方向指示灯び点滅し、ちラー度巧すと消灯します。 
♦メーター内にある方向指示表示灯 （ P .223 参照）ち点滅します。 


A 超意 


バッテ1」一あび0を防ぐため、エンジンび停止しているときに長時間使用 
しないで < ださい。 


' 知識 

非常点 ミ威: なについて 

故障などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に知5せるため使用します。 

作動条件について 

エンジンスイッチに関係なく使巧でさます。 
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スイッチの使い方 

しメー ター照度調壁ダイヤルの使い方） 



ダイヤルをまわすと、メーター照明の明るさを調整でさます。 

' 知識 

メーター照度調藝について 

ダイヤルをちにまわすとメーター照明び明るくなり、左にまわすと暗くな0ます。 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとさ使用でをまず。 

減光について 

♦ランプスイッチび日 N になるとメーター照明び減光されます。 

♦ち側いっぱいに"カチッ"といラところまでまねすと、ランプスイッチび日 N になったと 
き、夕一照明び減光されません。（方ーカーオプションの HDD ナビゲーションシス 
テム装着車は、ナビゲーション画面ち連動して常に昼画表示になります。詳しくは別冊の 
「 HDD ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。） 

♦左側いっぱいまでまわすと、シフトレバー部照明は消灯します。 （ P .307 参照） 
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c ホーンのない方 J 



八ンドルの心マーク周辺部を巧すとホーン（警音器）び鳴ります。 



八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されていることを確認してく 
ださい。確実に固定されていないと、ホーンび鳴5ない場合びあ0ます。 
(マニュアルチルトステア U ング装着車） 

八ンドルの固定方まについては、 P .1 目3の「八ンドルの調整」を参照 
してください。 

' 知識 




作動を件について 

エンジンスイッチに関係なく使用でさまず。 
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Caps off スイッチの使い方） 


スイッチの使い方 


スイッチ 



スイッチを押すとインテリジェント AFS の作動が停止し、作動停止中に 
ちラー度押すと作動可能状態にちどります。 

♦停止中は一夕一内の AFS OFF 表示灯 （ P .22 日参照）が点灯します。 


雪壁などのある道路ではインテ U ジェント A FS を使用しないでくだ 
さい。雪の斜面などにヘッドランプび反射して、運転のさまたげになる 
可能性びあります。 




知識 


インテリジェント AFS について 

インテ U ジェント AFS は、ヘッドランプ（下向き）点灯時に、車速および八ンドルの 
操作量に応じてランプを旋回方向に動かして、交差点やカーブでの視認性を向上させる装置 
です。（作動については、 P .3 色曰の「インテリジェント AFS 」 をお読みください） 

作動条件について 

エンジンスイッチび"日 N " のとを使用でさます。 
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室巧装備の巧り扱い 


エアコンの取り扱い …… 
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エアコンの使い方 
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323 



アクセサリーソケット 

324 



トノカパー 

325 



デッキアンダートレイ 
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ディスプレイ 
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エアコンの取り巧い 

し エアコンの使い方 ） 


C 1 才ート （ AUTO ) での使い方 ；-ご-: ' . ''二'; 

エンジンスイッチび " ON " の状態で AUTO スイッチを巧すと、フアン 
び作動し、設定温度により吹き出し口、風量およびエアコンの ON -OFF 
などび自動的に調整されます。作動の状態び表示部および各スイツチの作動 
表示灯により表示されます。 



♦ B 阿 GHTNESS スイッチを巧して、表示部の明るさを調整することびで 
きます。 （ P . 33已参照） 
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エアコンの取り扱い 



AUTO スイッチを巧します。 
♦スイッチの作動表示灯び点灯し 
ます。 

参スイッチを巧すと、エアコンび 
作動します。 

•外気温などの条件により、エア 
コンび自動的に OF F になる場 
合びあります。 



運転席側温度調整スイッチで希望 
する室内温度に設定します。 

上げるときはスイッチの八側、下 
げるとさはスイッチの V 側を巧し 
ます。 （0 .已でずつ調整でさます） 
♦設定温度を] 8で〜32での間で 
調整することびできます。 

-最大冷房にすると L 0 
-最大暖房にすると H I 
の表示になります。 

参設定温度は、表术部1し表术され 

cjN 9 〇 


フアンを止める 

_1 

[ 

] OFF 巧 



OF F スイッチを巧します。 
♦作動を停止させることびでさま 
す。 




薑本操作 
早わか〇 




室内装備の 
取り扱い 


—顏備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 


雷 
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A 超 意 エンジン停止中に作動させないでください。 

♦バッテ U — あびりを防ぐため、エンジン停止中に作動させないでください。 

♦エアコンスイッチの作動表示口び点滅した場合は、システムの異常び考え5れますので 
安全な場所に車を止めて、いったんエアコンスイッチを OFF にしてか5、をう一度日 N 
にして < ださい。 

点滅びさ5に続く場合は、スイッチを日 F F にしてトヨタ販売店で点検を受けてください。 


' 知識 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度び高いときは、窓を開けて熱気を逃びしてか5エアコンを作動させてくだ 

さい。 

便利機能について 

AUT 日スイッチを日 N にしているとき、次のような機能びあります。 

♦吹き出し口び•み'、 V /‘または琴^’のとき、冬場などの寒いときには、温風の準備びできる 
まで、しばらくの間ファンを停止します。 

♦吹き出し□びみ’または*み’のとを、夏場などの暑いとをには、：令風の準備びできるまで、 
数秒間ファンを停止します。 

♦吹を出し□び y のとさ、 M 日 DE スイッチを巧すと、■パにな0ます。このとき、足元へ 
送風しなび日窓ガラスへわ送風し、ガラスを曇りにくくします。 

♦夏場などの暑いときに、室内をよ0早く設定温度に冷房するため、内気循環モードに切り 
かわる場合びあります。 

♦フ□ントガラス内-がの曇0や霜を防止するため、が気温びおいときや高車速走行時に 
は、 y モードに切0かわる場含びあります。 

♦風量吹き出し□、エアコンのいずれかを操作してち、残りの機能は引き続を自動的に調 
整されます。ただし、風量または吹き出し□を操作すると AUT 日スイッチの表示灯び消 
口します。 

AUTO スイッチについて 

AUT 日スイッチを日 N にしているとを、 MODE スイッチまたはファンスイッチ（次ぺージ 

参照）を操作ずると作動表示灯が消灯します。 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内列のさまざまな臭いびエアコン装置内に取0込まれて混ざり合 
うことにより、吹き出し□か5の風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしておくことをおす 
すめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、才ート設定での使用時にはエアコン始動 
直後、しば5く送風び停止する場合びあります。 
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エアコンの取り巧い 


〇お好みの状態にずるには 

各スイツチを巧すことで、それぞれの設定で使用することびでさます。 


温度調整スイツチ广フ□ントデフ□スタースイッチ 
(助手席側)_ 



r 温度調整スイッチ 
(運転席側） 


1 

A 

1 


MODE 

< 々 > 

百 



DUAL スイッチ」 
MODE スイッチ ^ 



内か気切りかえスイッチ 
^ェァコンスィッチ 
’フアンスイッチ 



フアンスイッチで風量を已段階に 
切りかえます。 

風量を強くするとさは > 側、弱く 
するとさはく側を巧します。 

参風量は表示部に表示されます。 
♦フアンび停止しているときは、 
スイッチを巧すと、フアンび作 
動します。 



MOD E スイッチで吹さ出し□を 
選択します。（次ページ参照） 
スイッチを巧すごとに吹さ出し □ 
びかわります。 

♦吹さ出し口は表示部に表示され 
ます。 
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< 吹き出し□選択の目安 > 


上半身に送風ず 
るとさは 



上半身と足元に 
送風ずるとさは 



足元に送風ずる 
とさは 



<卢 AUTO スイッチび ON のとき送風されま 
す。（手動選択時は P . 2巳8参照） 



足元への送風と 
ガラスの量りを 
取るときは 
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エアコンの取り扱い 


内外気切りかえスイッチを巧すご 
とに、外気導入と内気循環に切り 
かわります。 

♦内気循環にすると作動表示灯び 
点巧します。 


表示 

モード 

是 

外気導入 

外気を導入している状態です。通 
常はこの位置でお使いください。 

-游- 

內気循環 

外気をしゃ断している状態です。 
トンネルや渋滞などか気びミちれて 
いるとさや早く冷暖房したいとさ、 
列気温度び高いとさの冷房効果を 
早めたいとさにお使いくださし、。 


エアコンを ON にする 


作動表示灯^ 


A/C 





ファンび作動している状態でエア 
コンスイッチを巧すごとに、エア 
コン（冷房、除湿機能）び ON と 
0 F F に切りかわります。 

♦作動中はスイッチの作動表示灯 
び点打します。 

♦外気温び0で近くまで下びると、 
エアコンは作動しません。 


フ□ントデフ□スタースイッチを 

巧して、内外気切りかえスイッチ 

を外気導入にします。 

♦フアンび停止中のとき、スイッ 
チを巧すと、フアンび自動的に 
作動します。 

参エアコンび自動的に0 N になり 
ます。 

♦作動中は、作動表示灯び点灯し 
よ苗 0 

♦作動中にちラー度スイッチを巧 
すと、ちとの吹さ出しモードに 
ちどります。 


くのき出し □> 



夕'!'気導入.內気循環の 
切りかえをする 



フ□ントガラス内が① 
量りや霜を取る 


作動表示。 






室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


雷 


A 


聖口 


含本操作 
早わかり 
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運お席-助手席で 
それぞれ温度調整をする 



DUAL スイッチを巧すごとに連 
動モードと独立モード（作動表示 
灯び点灯します）に切りかわりま 
す。 


DUAL 鼠® 

モード 

点な 

独立モード 

運転席と助手席の設定温度を独 
立してかえることびでをます。 

消打 

連動モード 

運転席側スイツチ操作により運 
転席と助手席の設定温度を同じ 
にします。 


独立モードのとさに運転席は運転 
席側スイッチ、助手席は助手席側 
スイッチを巧して、希望する室内 
温度に設定することびでさます。 
上げるときはスイッチの八側、下 
げるとさはスイッチの V 側を巧し 
ます。 （0.5° C ずつ調整でさます） 
♦運転席と助手席でそれぞれ独立 
した温度調整をすることびでさ 
ます。 

参送風温度は下図のよラに調整さ 
れます。 



-► 運転席側スイツチの設定温度によ 
り調整された風 

-► 助手席側スイツチの設定温度によ 
り調整された風 
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エアコンの取り巧い 




湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場合は、フ□ント 
デフ n スタース イッチを押さないでください。外気とウインドウの温度 
差でウインドウが側表面が曇り、視界をさまたげる場含びあります。 


A 超蠢 

バッテリーあがりを防ぐために、エンジン停止中に作動 
させないで < ださい。 


♦バッテリーあがりを防ぐために、エンジン停止中に作動させないでください。 


♦エアコンスイッチの作動表示口び点滅した場をは、システムの異常び考え5れますので、 
安全な場所に車を止めて、いったんエアコンスイッチを日 FF にしてか5、わう一度日 N 
にしてください。点滅びさ5に続く場合は、スイッチを日 FF にしてトヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


' 知識 

内が気切りかえについて 

♦トンネル内や渋滞などで、巧れたが気を車内に入れたくないときや、早く;令暖房したいと 
さ、が気温度び高いときの冷房効果を早めたいとさに内外気切0かえスイッチを巧気循環 
にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環にするとガラスび曇0やす<なります。 

♦設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環またはが気導入に切0かわることびあ 
ります。 

より早くガラスの量りや霜を取るには 

「フ□ントガラス内外の曇りや霜を取る」 （ P ぶ目]参照）の操作と併せて、次の操作を行しほす。 
♦風量を増す（ファンスイッチを操作する） 

♦設定温度を上げる（温度調整スイッチを操作する） 

エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、車室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 

温度調藝について 

♦独なモードか5連動モードにもどすとを、運転席と助手席で設定温度び異なる場含は、 
運転席側の設定温度にな0ます。 

♦連動モードのとを、助手席側温度調整スイッチを操作すると、自動的に独立モードに切0 
かわ0ます。 
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c 巧を出し□の調壁 ） 


フ□ント 
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エアコンの取り巧い 


〇風向きのかえ方-吹き出し口の開閉のしかた^™ 


■中巧のさ出し □ ■運転席/助手席側のを出し □ 



♦前席吹き出し口は、吹き出し口のノブを動かすと風向きの調整びできます。 
♦後席吹き出し口は、吹き出し口のノブまたは吹き出し口本体を動かすと、 
風向きの調整びできます。 

参ダイヤルをまわして、吹さ出し口を開閉することびでさます。 

' —大口 識-、 

吹き出し□について 

冷房時まれに吹き出し□か5霧び吹き出したよラに見えることびありますが、これは湿った 
空気び急に冷やされたとをに発生するちのであり、異常ではありません。 


目次 
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聖口 


基本操作 
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才ーデイオの取り扱い 


メーカーオプシヨンの H D D ナビゲーシヨンシステム装着車にお棄りの方 
は、別冊の 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」をお読みください。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 






































G 電源-音量-音質調壁:) 


オーディオの取り巧い 



A 


S 口 


基本操作 
早わかり 


麗體の 


室内装備の 
取り扱い 


iH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


雷 
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Cl 基本操作 



パワースイッチを巧すごとに、電源 
び入-切になります。 


音量調整ダイヤルをちへまわすと 
音量び大さくなり、左へまわすと 
ルさくなります。 


^ 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび "ACC " または"日 N " のとき使用できます。 
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オーディオの取り巧い 


〇応用操作 -^コ 


③音質調整をする 



■モードの切りかえ方 

音量バランスと音質の調整モードを切りかえることびでさます。 

才ーディオコント□-ルダイヤルを巧すごとに、 FAD . BAS.MI 〇※' 
TR E ■BAL ■AS L の順にモードび切りかわります。 

♦選択したモードび表示部に表示されます。 

《 J B L 製オーディオ装着車のみ 

■レベル調壁のしかた 

オーディオコント□ールダイヤルをまわして、遇択したモードのレベル 
調整をすることびできます。 

♦調整レベルびモード表示のち側に表示されます。 


Gjbl 製オーディオ装着車 I 


調整モード 

モード表示 

調整レベル節囲 

左へまわず 

ちへまわず 

前後音量バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

ほ音 

BAS 

—ご〜 曰 

弱 

強 

中音 

MID 

—ご〜 曰 

高音 

TRE 

—ご〜 曰 

をち音量バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 

音量補正 

ASL 

OF F - ON 

OFF 

ON 
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JBL 製オーディオが装着車 


調整モード 

モード表示 

調整レベル節囲 

をへまわず 

ちへまわず 

前を音量バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

後側大 

前側大 

低音 

BAS 

—ご〜 曰 

弱 

強 

高音 

TRE 

—ご〜 曰 

をち音量バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

も側大 

音量補正 

ASL 

OFF 

ちへまわす 

OFF LOW MID HIGH 

左へまわす 

LOW 

MID 

HIGH 


^ 知識 

AS し※（音量補正）について 

車速に応じて音量、周波数特性を自動的に制御し、いつち最適な音量•音質を実現するシス 
テムです。 

♦ J 目 L オーディオ非装着車は 、 H I GH、M I D 、 L 日 W の順に補正量びかさくなりまず。 
《AS L は Automatic Sound Leveiizer の略。 
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才ーデイオの取り扱い 


④音を消す 


mute) 


MUTE スイッチを巧すと一時的に音を消すことびでさます。 
♦表示部に 「 MUTE 」 の表示び点滅します。 

解除するときは、ちラー度 MUT E スイッチを巧します。 
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c ラジオの使い方 ） 
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オーディオの取り巧い 


() 基本操作 


①ラジオを聞く 


FM 

AM 


J 


AM 放送を受信したいときは 、 AM 
スイッチ、 FM 放送を受信したい 
ときは、 FM スイッチを巧します。 


コ 


⑨放送局を選ぶ 



1〜己までのプ I 」セットスイッチの 
ひとつを巧します。記憶されてい 
る放送局び還択されます。 

放送局の記憶のしかたについては、 
P .274、 27己を参照、して<ださし、。 


A 


聖口 
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:> 応用操作 


③自動で放送局を記憶する 


AUTO-P 


自動で受信可能な周波数を一時的にプ U セットスイッチに記憶させることび 
でさます。 

旅先などで放送局の周波数びわか日ないとさに便利です。 

AUTO • P スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、受信感度の 
良し)周波数を低い順に6局まで自動的に記憶します。 

♦表示部に 「AUTO • P 」 の表示び出ます。 

♦受信周波数び6局未満のとさは、残りのプ U セットスイッチには何ち記憶 
されません。 

♦周波数の記憶操作び終了すると、"ピッピッ"と音びして記憶した中で 
いちばんほい周波数を受信します。 

• AUTO - P スイッチを巧すたびに、新たに周波数を記憶しなおします。 
♦自動で周波数を記億させてち 、 AUTO • P スイッチを巧す前 （「AUTO . P 」 
の表示び出ていないとき）に記隱させた周波数は消去されません。 

AUTO • P スイッチを巧す前の状態にしたいときは 

AUTO • P スイッチを巧して、すぐ手を離します。 

♦表示部の 「AUTO • P 」 の表示び消え、 L ソ前に記憶させた周波数になり 
ます。 


AUTO • P スイッチで記憶させた周波数を変更するには 

I S E E K スイツチまたは TUNE ダイヤルで記憶させたし個波数を選択 
します。 

之 変更したい周波数び記憶されているプ U セットスイッチを"ピッ"と 
音びするまで巧し続けます。 
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才ーデイオの取り扱い 


④周波数をかえる 


V SEEK-TRACK /\ 


周波数は S E E K スイッチを巧す 
と自動で受信可能な周波数を遇択 
します。 

♦高い方へ選択するとさは八側、 
低い方へ選択するとさは V 側を 
巧します。 

■受信感度び良<、現在表示部 
に表示されている周波数にい 
ちばん近い周波数を自動で選 
択します。 

•途中で止めたいときは、ちラ 
一度 S E E K スイッチを巧し 
ふ這 0 

. 地域や車の向さなどの条件に 
より、すべての周波数の受信 
感度び悪い場合、自動で選択 
でさないことびあります。 



周波数は TUNE ダイヤルをまわ 
すと微調整することびでさます。 
♦高い方へ還択するとさはちに、 
ほい方へ選択するとさは左にま 
わします。 
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⑥変更した周波数を記憶 
させる 



記憶させたいプ U セットスイッチ 
のひとつを"ピッ"と音びするま 
で巧し続けると、聞いていた周波 
数を記憶させることびでさます。 

♦ AM . FM 各6局まで周波数を記 
憶させることびでさます。 
ひとつのプ I 」セットスイッチに、 
AM . FM 各1局ずつ周波数を記 
憶させることびできます。 

♦バッテ I 」一交換やヒューズ交換 
などでオーディオとバッテ I 」一 
との接続び断たれたとさには、 
記憶されていた周波数はすべて 
消去されます。 


⑥記憶されている周波数 
を切りかえる 



C H スイッチの八側または V 側を 
巧して、プ I 」セットスイッチに記 
憶させている周波数を還択します。 
♦表示部にプ I 」セツト番号び表示 
されます。 
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オーディオの取り巧い 


③交通情報を聞く 


.•川) 


交通情報放送を行っている地域で交通情報放送局を受信することびできます。 

♦交通情報スイッチを巧すと、交通情報放送局び受信されます。 

♦解除するときは、ちラー度交通情報スイッチを巧します。 

周波数を変更したいときは 

I AM を選択します。 

^記憶させたい周波数を遇択します。 

〇交通情報スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けます。 

♦新車時には] 620 kHz にセットしてあります。 

♦交通情報スイッチを巧してラジオを受信しているとさは、 SEEK スイッチ • 
TUN E ダイヤル-プ U セットスイッチ . AUTO . P スイッチ- CH ス 
イッチを巧してち周波数は切りかわりません。 

♦バッテ U -交換やヒューズ交換などで才ーディオとバッテ U -との接続び 
断たれたとさには、 ] 620 kHz になります。 

' —^5^ 大口 識-、 

AUTO • P スイッチについて 

♦地域や車の向さなどの条件により、すべての周波数の受信感度び悪い場含、自動で記憶で 
をないことびあります。 

• AUTO - P スイッチによる周波数の記憶操作を同じ場所で繰0返しても、受信感度の状 
態によっては、操作ごとに記憶される周波数び異なることびあります。 

♦同じ放送局か5の受信でも、 SEEK スイッチまたは TUNE ダイヤルで選択し、記憶さ 
せた周波数と AUTO • P スイッチで記憶させた周波数は一致しないことびあ0ます。 
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CCD プレーヤーの使い方） 


广⑨表示を切りかえる （ TEXT スイッチ） 

「⑨ランダム再生をずる （ RAND スイッチ） 

「⑦ リピート再生をずる （R P T スイッチ） 

③ CD を取り出ず 

( CD 取り出しスイッチ） っ 



⑨ CD を聞く 

(D I SC スイツチ）」 

⑩フオルダを還択ずる （F LD スイッチ）」 


L ⑩ ファイルを選択ずる 
(F I LE ダイヤル) 


④曲を選択する 
⑥早送りをする 
⑥早ちどしをずる 
⑩ファイルを還択ずる 
( TRACK スイツチ）」 
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オーディオの取り巧い 


) 基本操作 


—つ 



C D 挿入口に C D を挿入します。 

♦ CD を挿入するときは、ラベル 
面を上にして挿入します。 

♦ CD 挿入口に CD を挿入すると、 
CD び再生されます。 



CD び入っている場合は 、 DISC 
スイッチを巧すと、 CD び再生さ 
れます。 





ド 



CD 取り出しスイッチを巧します。 
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Cl 応用操作宿楽 CD を聞く) 


④曲を選択する 



T R A C K スイツチの八側または 
V 側を巧して曲を選択します。 
♦表示部に巧番び表示されます。 


⑥早送りをする 



T R A C K スイッチの八側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

♦ T R A C K スイッチを巧してい 
る間 CD び早送りされます。 
TRACK スイッチか日手を離 
すと、その位置から再生をはじ 
めます。 


280 

























才ーデイオの取り扱い 


⑥早もどしをする 



T R A C K スイッチの V 側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

• T R AC K スイッチを巧してい 
る間 C D び早ちどしされます。 

TR AC K スイッチか日手を離 
すと、その位置か日再生をはじ 
めます。 


⑦リピート再生をする 


RPT, 


2 


RPT スイッチを巧すと、解除す 
るまで同じ巧を繰り返して再生し 
ふ;^ 〇 

♦表お部にの表おが出ます。 
解除するときは、ちラー度 RPT 
スイッチを巧します。 
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⑧ランダム再生をする 


し RANDi ； 


R AN D スイッチを巧すと 、 CD 
の中か日巧を順不同に再生します。 
参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、もう一度 RAND 
スイツチを巧します。 


⑨表示を切りかえる 


励 

C D テキスト対応の C D を再生し 
ているとさは、 TEXT スイッチ 
を巧すごとに、なのよラに表示部 
の表示び切りかわります。 

巧番および経過時間 

♦ 

CD タイトル 

♦ 

。名 - 
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才ーディオの取り巧い 


J 応用操作 （ MP 3/ WMA を聞く） 


⑩ ファイルを選択する 


PUSH AUDIO CONTROL TUNE FILE 



FI L E ダイヤルをまわしてファ 
イルを選択します。 

•うしろのファイルを遇択したいと 
さはちに、前のファイルを選択し 
たいとさは左にまわします。 



TR AC K スイッチの八側または 
V 側を巧してファイルを選択しま 
す。 


⑩フオルダを選択する 


5 


ら 


FLD スイッチの八側または V 側 
を巧してフォルダを遇択します。 

V 側を"ピッ"と音びするまで巧 
し続けると、最初のフォルダを選 
択することびでさます。 


A 


聖口 


薑本操作 
早わかり 


I 謂の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




283 























































⑥早送りをする 



T R A C K スイッチの八側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

♦ T RAC K スイッチを巧してい 
る間 CD び早送りされます。 
TRACK スイッチか日手を離 
すと、その位置から再生をはじ 
めます。 


⑥早もどしをする 



T R A C K スイッチの V 側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

♦ T RAC K スイッチを巧してい 
る間 C D び早ちどしされます。 
TRACK スイッチか日手を離 
すと、その位置か日再生をはじ 
めます。 


⑦リピート再生をする 





|〇 RPT, 



2 




■同ーファイル繰り返しモード 

RPT スイッチを巧すと、解除す 
るまで同じファイルを繰り返して 
再生します。 _ 

参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度 RPT 
スイッチを巧します。 

■同ーフォルダ繰り返しモード 

RPT スイッチを"ピッ"と音び 
するまで巧し続けると、解除する 
まで同じフォルダを繰り返して再 
生します。 

参表示部に>^皿の表示び出ます。 
解除するときは、ちラー度 RPT 
スイツチを巧します。 
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オーディオの取り巧い 


® ランダム再生をする 


I 。 RANDi I 



■同ーフォルダランダムモード 

RAND スイッチを巧すと、再生 
中のフォルダの中か日ファイルを 
順不同に再生します。_ 

参表示部に皿の表示び出ます。 
解除するとさは、ちラー度 RAND 
スイッチを巧します。 

■ディスク内ランダムモード 

RAND スイッチを"ピッ"と音 
びするまで巧し続けると、ディス 
クの中か日ファイルを順不同に再 
生します。 

参表示部にの表示び出ます。 
解除するとさは、ちラー度 RAND 
スイツチを巧します。 


⑨表示を切りかえる 


T E X T スイッチを巧すごとに、 
なのよラに表示部の表示び切りか 
わります。 

フォルダ番号- < 

ファイル番号-経過時間 

♦ 

フォルダタイトル 

♦ 

ファイル名 

♦ 

ディスクタイトル （ MP 3) 《 

♦ 

曲名* 

♦ 

アーティスト名※ - 

《タグ情報。タグについては、 P .288 
をお読みください。 


A 


重口 


薑本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 


iH 備 


車との上手な 
付さ合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




285 























































A ^ 胃 8 cmCD を使用するとをは、アダプターを使用しないでください。 
C D を取り出せなくなるおそれびあります。 


' 知識 

表示について 

♦ CD タイトルまたは曲名表示のとを、タイトルびない場含は 「 N 0 TITLE 」 と表示 
されます。 

♦表示部に一度に表示でをるのは] 2文字までです。また、記録されている内容によっては、 
正しく表示されなかったり、表示自体されないことびあります。 

CD タイトル、または巧名び] 3文字 ULL の場含は、 TEXT スイッチを約1秒上押し 
続けると] 3艾字目政降び表示されます。ただし、表示でさるのは最大で24文字です。 

•] 3文字目削寧表示時に、もう一度 TEXT スイッチを約]秒];(上押し続ける、または、 
約目秒政上操作しないと、 ] 文字目〜12文字目までの表示にもどります。 

-記憶してある文字数び2已文字！;(上ある場含でわ、表示でさるのは24艾字までです。 
♦ディスク网こ MP 3 /WMA ファイルび収録されていないと、 「 N 0 MUSIC 」 と表示 
されまず。 

CD プレーヤーに異常び生じたとさは 

♦表示部に次の表示でプレーヤーの状態を知5せます。 

-ディスクび巧れているなど読み取りびでさないとを 

TERROR 1J 

-プレーヤーに異常びあるとを 

TERROR 3J 
TERROR 4J 

♦プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部に次の表示び出て自動的にプレーヤーの機能 
び停止します。この場合、しば5くしてプレーヤーの温度び常温に復帰すると表示び消え 
て使用可能になります。 

「 WAIT 」 
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才ーデイオの取り巧い 


' 知識 

MP 3/ WMA ファイルについて 

MP 3 (MPEG Audi 日 LAYER 3) は、音声圧縮技術に関する標準 フォー マットです。 

MP 3 を使用すれば、ちとのファイルを約]/1日のサイズに圧縮ずることびでさます。 

WMA (Windows Media Audio ) は、マイク□ソフト社の音声圧縮フォーマットです。 
MP 3 よ0ちかさいサイズに圧縮することびできます。 

使用できる MP 3/ WMA ファイルの規格やそれを記憶したメディア、フォーマットには制限 
びあります。 

■再生可能な MP 3 ファイルの規格について 

♦対応規格 

MP 3 ( MPEG ] LAYERS 、 MPEG 2 LSF LAYERS ) 

♦対応ヴンプ U ング周波数 
MPEG 1 LAYERS : 32. 44. 1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYERS : ] 目、22.0已、24 ( kHz ) 

参対応ビットレート 

MPEG 1 LAYERS :目4、8日、9目、]] 2、128、 160. 192、224、2曰日、320 ( kbps ) 
MPEG 2 LSF LAYERS :日4、8日、9色、1 ] 2、128、144、160 ( kbps ) 

* V 目 R に対応しています。 

♦対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤンネル、モノラル 

■再生可能な WM A ファイルの規格について 

♦対応規格 
WMAVer .7、 8、日 
♦対応ヴンプ U ング周波数 
32、44.1、48 ( kHz ) 

参対応ビットレート 

Ver .7、 8 : C 目 R 48、 目4、80、目色、128、1色0、192 ( kbps ) 

Ver . 白： C 巨 R 48、 色4、8日、9目、128、16日、 ] 目2、2曰色、320 ( kbps ) 

* 2 ch 再生のみ対応しています。 

■使用でをるメディアついて 

M P 3/ WMA の再生に使用できるメディアは CD - R および CD - RW です。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できない場合びあります。また、ディスクに 
指紋や傷を付けた場合、再生できないことや、音飛びすることびあります。 
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' 知識 

■使用できるディスクのフォーマットについて 

使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

♦ディスクフォーマット： CD-ROM Model 、 Mode 2 

: CD-ROM X As Mocle2 Form し Fo「m2 
♦ファイルフォーマット： I S 日日目日日レベル1、レベル2 (Romeo joliet) 

上記フォーマットがで書き込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生できなかった 
り、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されない場合びあります。 

規格な5びに制限事項は次の通りです。 

♦最大ディレクトリ階層： 8階層 

♦最大フォルダ名/ファイル名文字数：半角32文字（全角艾字で記録された情報をこの 
オーディオで表示することはできません） 

♦最大フォルダ数： 192 (ルート含む） 

♦ディスク内最大ファイル数： 2己巳 

■ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し、再生するファイルは MP 3/ WMA の拡張テ ". MP 3"/ ". wma " 
び付いたちのだけです。 

■マルチセッションついて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディスクの再生び巧 
能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 

■ I D 3 タグ/ WMA タグついて 

MP 3 ファイルには、 I D 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することびでさ、巧のタイ 
トル、アーティスト名などを記録することびできます。 

I D 3 Ver. 1.0、 1.1、 I D 3 Ver . 2ぶ、 2.3 の I D 3 タグに対応しています。 

(文字数は I D 3 Ver . 1.0、 1.1 に準拠します） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属艾字情報を入力することびでき、 ID 3 タグ 
と同様に曲のタイトル、アーティスト名を記録することびでをます。 

■M P 3 /WM A の再生ついて 

MP 3/ WMA ファイルび収録されているディスクを挿入すると、最初にディスク内のすべ 
てのファイルをチェックします。ファイルのチェックび終わると、最初の MP 3 /WMA 
ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイル政がのファイルや 
必要のないフォルダなどを書き込まないことをおずすめします。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータび混在しているディスクは再生できません。 
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才ーデイオの取り巧い 


' 知識 

拡張子について 

MP 3/ WMA 政がのファイルに ". mp 3" / ". wma " の拡張テび付いていると、 MP 3/ 
WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大きな雑音び出てスピーカーを破損する場合 
びお0ます。 

再生について 

♦安定した音質で再生するために、 MP 3 の場含、 1 28 kbps の固定ビットレ ー ト、 
44.1 kHz のサンプリング周波数を推奨します。 

♦ CD — R 、 CD — RW はディスクの特性により再生でをない場含びあります。 

♦ MP 3/ WMA は市場にフ U —ウェアなど、多くのェンコーダソフトび存在し、ェンコーダ 
の状態やファイルフォーマットによって、音質の冀化や再生開始時のノイズの発生、また 
再生でをない場含わあります。 

♦ディスクに MP 3/ WMA じ(がのファイルを記録すると、ディスクの認識に時間びかかっ 
たり、再生でをない場含があります。 

参 Microsoft 、 Windows、Windows Media は米国マイク□ソフトコーポレーシヨンの米国、 
およびその他の国における登録商標および商標です。 
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CMD プレーヤーの使い方） 


广⑩表示を切りかえる （ TEXT スイッチ） 

「⑨ ランダム再生をずる （ RAND スイッチ） 


广⑨ U ピート再生をする （ RPT スイッチ） 


广 表示部 



⑤ MD を聞く （ MD スイッチ）」 

① MD を挿入ずる （ MD 挿入 □) 」 

⑥グループを選択ずる （G R P スイッチ）」 

③ MD を取り出ず （ MD 取り出しスイッチ）」 


④巧を選択ずる 
⑧早送りをずる 
⑦早もどしをずる 

( TRACK スイツチ）」 
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オーディオの取り巧い 


ぐ）基本操作 


つ 



7 MD 挿入□に MD を軽く止まる 
位置まで挿し込みます。 

MD のラベル面を上に向け 、 MD 
に表示されている矢印の方向を 
前にして挿し込みます。 

2 MD の中央を静かに巧します。 

MD び再生されます。 



MD 取り出しスイッチを巧します。 



MD びセットされている場合は、 
MD スイッチを巧すと、 MD び再 
生されます。 
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に： > 応用操作一 


④曲を選択する 



T R A C K スイツチの八側または 
V 側を巧して巧を選択します。 
♦表示部に®番び表示されます。 


⑥グループを選択する 


_V FLD-GRP A _ 

J 5 [ 6 /- 

グループ録音されている MD 有を Bi ] 

G R P スイツチの八側または V 側 
を巧してグループを選択します。 


⑥早送りをする 



T R A C K スイッチの八側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

♦ T R A C K スイッチを巧してい 
る間 MD び早送りされます。 
TRACK スイッチか日手を離 
すと、その位置から再生をはじ 
めます。 
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才ーデイオの取り扱い 


⑦早もどしをする 



T R A C K スイッチの V 側を"ピッ" 
と音びするまで巧し続けます。 

• T R AC K スイッチを巧してい 
る間 M D び早ちどしされます。 

TR AC K スイッチか日手を離 
すと、その位置か日再生をはじ 
めます。 


⑧リピート再生をする 


¢3 RPI 


2 


■同一巧繰り返しモード 

RPT スイッチを巧すと、解除する 
まで同じ巧を繰り返して再生します。 
参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちう一度 RPT 
スイツチを巧します。 


けループ録音されている MD 再生時 

■同ーグループ 繰り返し モード 

RPT スイッチを"ピッ"と音び 
するまで巧し続けると、解除する 
まで同じグループを繰り返して再 
生します。 

参表示部に fua の表示び出ます。 
解除するときは、ちラー度 RPT 
スイッチを巧します。 
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⑨ランダム再生をする 



R AN D スイッチを巧すと 、 MD 
の中から巧を順不同に再生します。 
参表示部に皿の表示び出ます。 
解除するときは、もう一度 RAND 
スイツチを巧します。 


巧’ループ録音されている MD 再生時 

■同ーグループランダムモード 

RAND スイッチを巧すと、グルー 
プの中か日巧を順不同に再生しま 
す。 

参表示部にの表示び出ます。 
解除するときは、ちラー度 RAND 
スイッチを巧します。 

■ MD 内ランダムモード 

RAND スイッチを"ピッ"と音 
びするまで巧し続けると、 MD の 
中か日曲を順不同に再生します。 

参表示部に d 皿の表示び出ます。 
解除するときは、もう一度 RAND 
スイツチを巧します。 


⑩表示を切りかえる 


励 

T E X T スイツチを巧すごとに、 
なのよラに表示部の表示び切りか 
わります。 

巧番-経過時間 - 

♦ 

MD タイトル 

♦ 

グループタイトル ’x 

♦ 

曲名 - 

《グループ録音されている MD 再生時 


294 




























オーディオの取り巧い 


處 i 


MD び自動的にセットされないときは、いったん MD 取0出しスイッチ 
を押して MD を取り出し、 MD び軽く止まる位置まで挿し込まれている 
ことを確認してか5、再度 MD を静かに巧してくださし、無理に MD を 
押し込むと故障の原因となります。 


知識 


表示について 

♦ MD タイトル、グループタイトルまたは曲名表示のとを、タイトルびない場含は 「 N 0 
T I TLEJ と表示されます。 

♦表示部に一度に表示できるのは] 2文字までです。また、記録されている内容によっては、 
正しく表示されなかったり、表示自体されないことびあります。 

M D タイトルまたは巧名び] 3 文字政上の場含は、 T E X T スイッチを約 1 秒上押し続 
けると] 3 文字目!;^降び表示されます。ただし、表示でをるのは最大で 24 艾字です。 

■ 13 艾字目！;^降表示時に、をう一度 TEXT スイッチを約]秒 L 处上巧し続ける、または 
約目秒 iU 上操作しないと、1文字目〜] 2又:字目までの表示にもどります。 

■ MD タイトルまたは曲名び2日文字!^^上ある場含でち、表示できるのは24艾字までです。 
♦無録音ディスクび挿入されているとさは 「BRANK D I SCJ と表示されます。 

MDLP について 

♦このプレーヤーは、 MDLP の再生に対応していますので、長時間録音された MD を再生 
することびでさます。 

♦ MD の録音方法にかかわ5ず曲名の先頭の 「 LP;J を表示しません。（長時間録音され 
た曲名の先頭には、 「 LP:J びあ 5 かじめ入力されている場含びあ 0 ます） 

♦ LP 4 ステレオ録音した音を再生した場含、圧縮方式の特性により、ごくまれに瞬間的な 
ノイズび聞こえることびあ0ます。 

MD プレーヤーに異常が生じたときは 

♦表示部に次の表示でプレーヤーの状態を知5せます。 

-ディスクび巧れているなど読み取りびで走ないとさ 

TERROR 1J 

-プレーヤーに異常びあるとを 

TERROR 3J 
TERROR 4J 

♦プレーヤーの温度異常を検出すると、表示部に次の表示び出て自動的にプレーヤーの機能 
び停止します。この場合、しば5くしてプレーヤーの温度び常温に復帰すると、表示び消 
えて使巧巧能にな0ます。 

「 WAIT 」 


目次 


A 


聖口 


薑本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 


iH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


庵 Hi 


295 









































アンテナ 


( タラジオ用アンテナ 

■格納のしかた 



アンテナは上図のよラに格納できます。 

♦ラジオ受信時は、節度感のあるところまで立てて使用してください。 

■脱着のしかた 



取りはずすとさは、アンテナをまわして取り付け部か日取りはずします。 
取り付けるとさは、アンテナ取り付け部にねじ込み、しっかりと固定します。 
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オーディオの取り巧い 


OFM サブアンテナ- つ 

U ヤウインドウガラスに埋め込まれています。 


アンテナの取0扱いにはごま意<ださい。 


♦自動洗車磯にかけるときは、ラジオ用アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを 
取りはずしてください。 

♦次のようなときは、ラジオ用アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを格納して 
<ださい。 

-車庫などにアンテナびあたるとさ 
-カーカバーをかけるとさ 

♦洗車時などラジオ用アンテナを取0はずしたときは、アンテナを紛失しないようにま意し 
てください。また、走行前には必ずアンテナをもとどおりに取り付けてください。 
♦アンテナ入0ガラス（室内側）の清掃は湿った巧で線にそって軽<ふいてください。 

ガラスク U —ナーなどは、アンテナを傷めますので使巧しないでください。 

♦リヤウインドゥガラスのアンテナ線部に次のちのを貼り付けないでください。受信感度び 
低下したり、ノイズ（雑音）び入るおそれびあります。 

-金属を含有するウインドゥフィルム 

•その他の金属物（トヨタ純正品！;(がのアンテナなど） 

♦マルチパネルムーンルーフを操作するとをは、ラジオ用アンテナの向さにミ主意してください。 
マルチパネルムーンルーフを開けたとさにアンテナにあた0、マルチパネルムーンルーフ 
またはアンテナを損傷するおそれびあります。（マルチパネルムーンルーフ装着車） 
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C ステアリングスイッチの使い方*；) 




⑥音量調壁をずる（音量調壁スイッチ） 

③ 放送局を選択する 

(チューニングスイッチ） 

<ラジオモード時> 

④ 曲/ファイル、フォルダ/グループを 
選巧ずる（トラックスイッチ） 

< CD•MD モード時> 


①電源を入れる-切る/モードを 
切りかえる （ MODE スイッチ) 


八ンドル左側にあるスイッチで、;欠のオーディオ操作をすることびできます。 


参電源の ON . OFF / モードの切りかえ.音量調壁 . P .299 

参ラジオの操作 . P .301 

参 CD • MD の操作 . P .302 


' ^ァ□識 

作動を件について 

エンジンスイッチび ■ ACC " または " ON " のとき使用できます。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 


























オーディオの取り巧い 


3電源の ON • 0 F F / モードの切りかえ-音量調整 I 



電源の ON - OFFt 、 モードの切りかえをすることびでさます。 

■ 電源 ON 

電源び OF F のとさは、 MODE スイッチを巧し続けると電源び ON になり 
よ9 〇 

■ 電源 0 F F 

電源び ON のときは 、 MOD [スィッチを"ピッ"と音びするまで巧し続ける 
と電源び OF F になります。 

■モード切りかえ 

電源び ON のときは、 MODE スイッチを巧すごとに、なのようにモード 
を切りかえることびでさます。 


AM 


(MD) 


FM 


I に D)- 


なお、ディスクび挿入されていないとさは、 （） 内のモードび飛ばされて 
選択でさません。 
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⑨音量調壁をする 


音量調整スイッチを巧すと、音量を調整することびでさます。 

音量を 

♦大きくするときはスイッチの+側 
♦ルさくするときはスイッチの一側 
を巧します。 

♦スイッチを巧してすぐ（約1秒未満）に手を離すと、音量を1ステップずつ 
調敕 できずす 

♦スイッチを約]秒じ(上巧し続けると、音量を連続して調整でさます。 
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才ーデイオの取り扱い 


ご:！ラジオの操作—… 

-_ —つ 

③放送局を選択する<ラジオモード時> 


が 


放送局の周波数を選択することびでさます。 


■プリセットスイッチに記憶されている周波数を選択ずるには 

チューニングスイッチを巧して、オーディオのプ U セットスイッチに記憶さ 
れている周波数を選択します。 

周波数を 

♦高い方へ選択するとさはスイッチの八側 
♦ほい方へ選択するとさはスイッチの V 側 
を巧します。 

■ 自動で周波数を選択するには 

チューニングスイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信巧 
能な周波数び還択されます。 

周波数を 

♦高い方へ選択するとさはスイッチの八側 
♦ほい方へ選択するとさはスイッチの V 側 
を巧します。 

♦受信感度び良く、現在オーディオの表示部に表示されている周波数にいち 
ばん近い周波数を自動で選択します。 

♦途中で止めたいとさは、ちラー度スイッチを巧します。 

♦地域や車の向さなどの条件により、すべての周波数の受信感度び悪い場合、 
自動で選択でさないことびあります。 
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C3 C D • MD の操作 


④曲/ファイル、フオルダ/グループを選択する 
< CD • MD モード時> 


が 


巧/ファイルや、フォルダ/グループの選択をすることびでさます。 

■巧/ファイルを選択ずるには 

トラックスイッチを巧して、巧/ファイルを遇択します。 

希望の巧/ファイルび 
♦ラしろにあるとさはスイツチの八側 
♦前にあるときはスイッチの V 側 
を巧します。 


MP 3/ WMA ディスクまたはグループ録音されている MD 再生時 


■フォルダ/グループを還択ずるには 

MP 3/ AA / MA ディスクまたはグループ録音されている MD 再生時に、トラック 
スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、フォルダ/グループび遇 
択されます。 

再生したいフォルダ/グループび、 

♦ラしろにあるとさはスイツチの八側 
♦前にあるときはスイッチの V 側 
を巧します。 
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オーディオの取り扱い 


巧用上の留意点 


ま全運転をさまたげないよラに適度な音量でお聞さください。 

オーディオを聞いているとさに、車内または車の近くでデジタル式携帯電話 
を使用した場合、オーディオのスピーカーか日ノイズ（雑音）び聞こえるこ 
とびありますび故障ではありません。 




エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでくだ 
さい。 


>バッテリーあがりを防ぐため、エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでくだ 
さい。 

>走行中のオーディオ操作は、安全運転に支障びないよラに十分ま意して巧ってください。 


0ラジオについて 


ラジオの受信は、アンテナの位置び刻々とかわるため電波の強さびかわった 
り、障書物や電車、信号機などの影響により最良な受信状態を維持すること 
び困難な場合ちあります。 


ツ CD について 

■プレーヤーについて 


1C0MPACT 

_喔歴 

DIGITAL AUDIO 


nCOMPACT 

唱歷 

DIGITAL AUDIO 

I__TEXT_I 


」帽歷 

DIGITAL AUDIO 


Recordable 


ICOMPACT 

_ 唱歷 

DIGITAL AUDIO 
に Rewritable i 


上のマークの付いた音楽用 CD や CD-R ( CD - Recordable )、 CD-RW 
( CD - ReWritable ) び使巧できます。 

♦コピーコントロールに D などの正式な C D 規格に準拠していない特殊な 
ディスクには対応していません。 

• CD-R ( C 日- Recordable )、 CD-RW ( CD - ReWritable ) は、記録 
状態やディスクの特性、キ又ミちれ、長時間の車室内環境における劣化に 
より再生できない場合びあります。また、ファイナライズ処理されていな 
い CD - R 、 CD — RW は再生できません。 
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■寒いとさや雨降りのとさは 

車内のガラスび曇るよラに、プレーヤー内部にち露（水滴）び生ずることび 
あります。この場合、音び飛んだり、再生び停止したりしますので、しば日 
くの間、換気または除湿してか日使用してください。 

■悪路を走巧したときは 

激しく振動した場合、音飛びをすることびあります。 


CD の取り扱いにはごを意くださし、。 


♦ CD 取り出しスイッチを押して、 CD び飛び出た状態のまま長時間放置しないでください。 
CD びそり、使用でさなくなるおそれびあります。 


• CD は直射日光を避けて保管してください。 
ます。 

♦ CD を扱ラとをは、中むの巧と端を挟んで 
持ち、ラベル面を上にしてください。 

♦直径] 2(3111または8|3171の円お1^^(がのじ□は 
再生でさません。特殊形状の CD は機器の 
故障の原因とな0ますので使用しないでく 
ださい。 

♦ DualDisc には対応していません。機器の 
故障の原因とな0ますので使用しないでく 
ださい。 

♦記録部分に透明または半透明部分びある C D 
は、正常に出し入れや再生びでをなくなるお 
それびありますので使用しないでください。 

♦レンズク U —ナーを使巧すると、プレーヤー 
のピックアップ部の故障の原因となるおそ 
れびあ0ますので使用しないでください。 

♦セ□八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などび貼ってある CD や、はびしたあとのあ 
る CD は使用しないでください。プレーヤー 
び正常に作動しなくなったり、じ〇び取〇出 
せなくなるなど、故障の原因となるおそれび 
あります。 


じ〇びそ〇、使用でをなくなるおそれびあ0 




♦ CD の‘汚れは、プラスチックレンズ用メガネ拭をなどの柔5かく乾いた巧で軽く拭き取つ 
てください。手で強く押したり、かたい布でこすると表面に傷び付くことびあります。 
また、レコードスプレー-帯電防止剤‘アルコール-ベンジン-シンナーなどの溶剤や化学 
ぞラさんなどを使用すると、 CD び損傷し使用でをなくなるおそれびあります。 

♦変あしたディスクは機器の故障の原因となりますので使用しないでください。 
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オーディオの取り巧い 


( 3 MD について-— つ 

■プレーヤーについて 


MM 

Dd 昼臣 


上のマークの付いた音楽巧 M D のみ使用でさます。 

■きいとさや雨降りのとさは 

車内のガラスび曇るよラに、プレーヤー内部にち露（水滴）び生ずることび 
あります。この場合、音び飛んだり、再生び停止したりしますので、しば日 
くの間、換気または除湿してか日使用してください。 

■悪路を走行したとさは 

激しく振動した場合、音飛びをすることびあります。 


A 超 意 MD の取り扱いにはごま意くださし、。 


♦データ巧の MD は使巧でをません。必ず音楽用の MD を使用して<ださい。 

♦ラベルびはびれかけていたり、ネームテープび貼ってある MD を使巧しないで<ださい。 
♦ MD は直射日光を避けて保管してください。 MD びそり、使用でをなくなるおそれびあ0 
ます。 

♦シャッターを無理に開けないでください。 MD びこわれるおそれびあります。 
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室内装備品の使い方 

C ~サンバイザー ) 



日差しびまぶしいときに使用します。 
側面にまわして使用することちできます。 


- A 知識 


便利機能について 
バニティ（化粧用）ミラー 

サンバイヴーの裏側に化粧用 5 ラーび付いていまず。 フタを開けて使用しまず。 
♦バニティランプ装着車は、フタをスライドさせると、ランプび点口します。 


ランプ 



チケットホルダー（運転席） 

チケットなどを収納することびでをます。 
ヴンノ（イヴーの表側にあります。 
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c フロントパーソナルランプ） 


室内装備品の使い方 


■マップランプ 



スイッチを巧すと、巧した側のマップランプび点灯し、ちラー度巧すと消灯 
します。 



"シフトレバー部,照明 

シフトレバー部を照日します。 

参メーター照度調整ダイヤル （ P .2 已]参照）を左側いっぱいまでまわすと 
消灯します。 




バッテ U —あびりを防ぐために、エンジン停止中に長時間点灯させない 
で < ださい。 


知識 


作動条件に ついて 

♦マップランプは、エンジンスイッチに関係なく使用でをます。 

♦シフトレバー部照明は、エンジンスイッチび " ACC " または"日 N " のとき点灯し 
ます。 
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c ルームランプ ) 


■フ□ント 



♦スイッチび ON のとさは、常に点灯します。 

♦スイッチび OF F のときは、常に消灯します。 

♦スイッチび DOOR のときは、イルミネーテッドエント1」ーシステムび作動 
します。 （ P .336 参照） 


■ U ヤ 



♦スイッチび ON のとさは、常に点灯します。 

♦スイッチび OF F のときは、常に消灯します。 

♦スイッチび DOOR のときは、イルミネーテッドエント1」ーシステムび作動 
します。 （ P .336 参照） 
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室内装備品の使い方 


■ラ ゲージ ランプ 



参スイッチを ON にしておくと、バックドアを開けたとき点灯し、閉めると 
消灯します。 

♦スイッチび OFF のときは、常に消灯します。 

■バックドアランプ 


スイッチ 



参スイッチを ON にしておくと、バックドアを開けたとき点灯し、閉めると 
消打します。 

♦スイッチび OFF のときは、常に消灯します。 
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バッテリーあびりを防ぐために、エンジン停止中に長時間点灯させない 
で < ださい。 

' 知識 




作動条件について 

エンジンスイッチに関係な<使巧でさます。 


便利機能について 


ルームランプ自動消な機能 

バッテリーの消耗を抑えるため、エンジンスイッチにキーび挿し込まれていないとき、し、 
ずれかのドアび開いた状態で、フ□ントルームランプおよび U ヤルームランプ （ DOOR ® 
とを）び約2日分!; LL 点巧し続けると、ルームランプ自動消灯機能び働き、ランプを自動的 
に消灯します。 
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c ドア カーテシ ランプ） 


室内装備品の使い方 


■フ□ントドア 



ドアを開けると、開けたドアのカーテシランプが点灯し、閉めると消灯し 
よ9 〇 


於 龄円 

バッテ U— あびりを防ぐために、エンジン停止中に長時間点灯させない 

里^!® 

で < ださい。 


' ミぶ日ぶ 

作動条件について 

エンジンスイッチに関係なく使用でをます。 
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巧全•快適装備 車との上手な 

の解説とま意 付き合い方 メンテナンス 万-のとき 索引 

V_ J V_ J グ 、 グ J ^_ 、 
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c カップホルダー ) 

■コンソールボックス 




フタを巧すと開さます。 

♦使用しないとさは、閉めておいてください。 

♦コンソールボックスのカップホルダー運転席側に、移動式灰皿 （ P .314 参 
照）び格納されています。灰皿はコンソールボックス内のカップホルダー 
じ(外でち使用でさますび、走行するとさは必ずコンソールボックスのカッ 
プホルダー運転席側に取り付けて使用して < ださい。 


■運転席側 




フタを巧すと開さます。 

♦使用しないときは、閉めておいてください。 
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室内装備品の使い方 


■ U ヤシートアーム レスト 




ボタンを巧して開けます。 

♦使用しないとさは、閉めておいて<ださい。 

♦アームレストを格納するときは、カップホルダーを確実に格納してくだ 
さい。 


カップホルダーには、カップや飲料宙、紙パック、移動式 
1 灰皿（次ページ参照）む外のものを入れないでください。 

♦カップホルダーには、カップや飲料吿、紙パック、移動式灰皿 m がのものを入れないでくだ 
さい。急ブレーキをかけたとをや衝突時に収納していたちのび飛び出し、けがをするおそれ 
びあります。やけどを防ぐために温かい飲み物にはフタをしてください。 


♦急ブレーキをかけたとさや衝突時に、カップホルダーに体びあたるなどして、思わ姑けび 
をするおそれびあ0危険です。カップホルダーを使用しないとさはフタを閉めておいてく 
ださし、。 




i 意 

カップホルダーに手をついたり、足で踏んだりしないで 
<ださい。 


♦カップホルダーを破損か5守るため、カップホルダーに手をついたり、足で踏んだ0しな 
いで < ださい。 


♦移動式灰皿は、コンソールボックスのカップホルダー運転席側に格納してください。 
カップホルダーの深さび違ラため、助手席側に格納するとカップホルダーのフタび閉め5 
れません。 


' 知識 

カップホルダーランプについて 

ランプスイッチび日 N のときは、コンソールボックスのカップホルダーランプび点灯します。 
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r 巧皿 ） 

■フ□ント（移動式） 



コンソールボックスのカップホルダーの運転席側に移動式灰皿び格納されて 
います。 

カップホルダー ( P .3] 2参照）のフタを巧して開け、ツマミを引いての皿 
のフタを開けます。 

♦コンソールボックス内のカップホルダーじ(外の場所でち使用でをますび、 
走行するとさは必ずコンソールボックスのカツプホルダー運転席側に取り 
付けて使用して < ださい。 

■ U ヤドア 



ツマ S を引いて開けます。 

♦取りはずすときは、フタを持って上に引き上げて取りはずします。 


314 








室内装備品の使い方 


出义を防ぐため、次のことをお守りください。 


♦マッチ、タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、フタを確実に閉めてください。 
♦灰皿の中に紙くずなどの燃えやすいをのを入れないでください。 




移動式灰皿は、コンソールボックスにあるカップホルダーの運転席側に 
格納してください。カップホルダーの深さび違ラため、助手席側に格納 
するとカップホルダーのフタび閉め5れません。 


知識 


移動式灰皿の照明ランプについて 

♦ランプスイッチび日 N のとさは、照明巧レンズび 
リング状に点灯します。 

♦照明用レンズは、取りはずして掃除でさます。 

照明巧レンズを取りはずすとさは、灰皿のフタを 
開けてか5、レンズを左ちに少しにげたまま上に 
引を巧をます。 



照明用レンズ 
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c シガレツトライタ ー j 



シガレツトライターを巧し込んで手を離します。 
ちとの位置にちどった日使用でさます。 


シガレツトラ^^夕一の金属部分にふれなし>で<ださし、。 


♦シガレットライターの金属部分にふれないでください。やけどをするおそれびあ0ます。 
♦シガレットライターの故障や周辺部の焼損を防ぐため、次のことをお守りください。 

-シガレットライターを押さえたままにしないで<ださい。 

-他車のシガレットライターを挿し込まないでください。 

-ソケットからトヨタ純正品政外の電気製品の電源を取り出さないでください。 

トヨタ純正品];(がの電源を取り出した場含、シガレットライターを使用すると、赤熱し 
たシガレツトライターび飛び出したり、巧し込まれたまま出てこないおそれびあります。 


' 知識 

作動条件について 

エンジンスイッチび "ACC " または"日 N " のとき使用できます。 
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c グローブボックス ） 


室内装備品の使い方 


' ミ^夕□日ぶ 

便利機能について 
グ□ーブボックスランプ 

ランプスイッチび ON で、グ n —ブボックスを開けたとさに点灯します。 



グ□ーブボックスのフタを開けたまま走行しないでください。急ブレー 

A 響 営 

キをかけたとさなどに荷物び飛び出し、思わ城事故につなびるおそれが 


あり危挨です。 



こ > 開閉のしかた 

レバーを引いて開けます。 

♦閉めるときは"カチッ"と音びするまで確実に閉めます。 

0施錠.解錠のしかた 

マスターキーを挿し込み、まわして巧さます。 

♦サブキーは使用でさません。 


車との上手な 

付き合い方」-メンテナンス」-万-のとき」引 


A 


S 口 


甚本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 
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c コンソールボックス） 



OPEN ボタンを巧すと自動で開さます。 

♦閉めるときは C LOS E ボタンを巧すと自動で閉まります。 
♦ボタンを使用せずに手で開閉することちできます。 



コンソールボックス全体をスライドさせることびできます。 

♦カップホルダー （ P .312 参勵のフタを巧して開け、内側にあるスライド 
レバーを引いてスライドさせます。 

♦操作後、コンソールボックスび確実に固定されていることを確認します。 
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室内装備品の使い方 


知識 


コンソールボックス内の小物入れについて 

コンソールボックス内にル物入れびあります。 
♦取りはずすことちでさます。 

♦ちどすとさは、コンソールボックス内側の壁面と 
すを間び空かないよラに押し込んでください。 



便利機能について 

コンソールボックスランプ 

ランプスイッチび日 N のときに点灯します。 


A コンソールボックスのフタを開けたまま走巧しないでく 

L ださい。 

♦コンソールボックスのフタを開けたまま走巧しないでください。急ブレーキをかけたとさ 
などに荷物び飛び出し、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 

♦コンソールボックスを□ックしないまま走行すると、急ブレーキをかけたとさなどにコン 
ソールボックスび動を、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 




壁意 

スライドさせたとさは、確実に n ックさせてください。最後部の位置では 
□ックびでをませんので、運転席と助手席間の移動に使用するとき政が 
は最後部へのスライドはしないでください。 
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c 才ーパーヘッドコンソールつ 




ボタンを巧すと開さます。 

♦閉めるとさは"カチッ"と音び 
するまでフタを巧し込み確実に 
閉めます。 

♦使巧しないとさはフタを閉めて 
おいてください。 


A 誦曽 

•オーバーへッドコンソールのフタを開 
けたまま走行しないでください。走行 
中に中のちのび落ちるなどして, 思わめ 
事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦メガネやライターを放置したまま、車 
占、5離れないでください。 

才ーバーへッドコンソール巧に放置し 
たままにしておくと、ライターび爆発 
したりして思わめ事故につながるおそ 
れびあ0盾;険です。また、プラスチッ 
クレンズ-プラスチック素材のメガネ 
の変形-ひび割れを起こすことびあり 
ます。 


C _力ーゴフック _ ) 



ラ ゲージルームに 備え付けられて 
います。 

参市販のネットや□ープを併用し 
て、荷物を固定することびでさ 
よ9 〇 



♦フックを使巧しないとさは、格納して 
おいて<ださい。指を挟むなどして思 
わ城けびをするおそれびあ0ます。 
♦カーゴフックを出した状態で、リヤ 
デッキボード （P. 32日参照）を閉め 
ないで<ださい。カーゴフックと干渉 
して破損するおそれびあります。 


' 知識 

カーゴフックについて 

積荷の固定巧としてご使用ください。 
♦フックは4か所あります。 
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室巧装備品の使い方 


マルチパネルムーンルーフ装着車 I 


マルチパネルムーンルーフ装着車を除く 




後席のアシストグリップにあります。 



SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ装着車 
では、コートフックには、八ンガー-重いもの•とびったものをかけな 
いでください。服をかけるとさは、八ンガーを使用せずに直接コート 
フックにかけて < ださい。 

S R S 力ーテンシールドエアバツグび展開したと走に飛ばされて思わ城 
事故につながるおそれびあ0危険です。 




A 超窗 

とくに重いわのや大きなわのをフックにかけないでください（最大荷重 
約 2 kg )。 フックが折れたり、走行中にはずれたりするおそれびあります。 


コー トフック 


A 


警告 


甚本操作 
早わかり 


誦の 


室内装備の 
取り扱い 


iif 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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r ドアポケット ) 

■フ□ントドア 



使用するときは、手前に引きます。 


小物入れ ★ 


■U ヤシート アーム レスト 



使巧するときは、アームレストを 
倒し、レバーを引いてフタを開け 
よ^ 〇 

♦閉めるとさは"カチッ"と音び 
するまでフタを巧し込み確実に 
閉めます。 

♦使用しないとさは、フタを閉め 
ておいてください。 

参アームレストを格納するときは、 
フタを確実に閉めてください。 


A 醫曽 

ル物入れのフタを開けたまま走行しない 
で<ださい。急ブレーキをかけたとさな 
どに荷物び飛び出し、思わ说事故につな 
びるおそれびあ0危険です。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なります。 















C コンビニフック j 


室内装備品の使い方 



買い物袋などを吊り下げておくことびでさます。 

参ボタンを巧して、 I 」ヤデッキボードを開けます。 

♦ U ヤデッキボードを前側に"カチッ"と音びするまで巧し、 U ヤデッキ 
ボードを固定して使用します。 

参閉めるとさは、 I 」ヤデッキボードを"カチッ"と音びするまで押さえて 
確実に閉めます。 

♦コンビニフックを使用しないとさは、 I 」ヤデッキボードを閉めておいてく 
ださい。 


^ 巧 とくに重いちのや大さなちのをフックにかけないでください（最大荷重 

約 2k 旨)。フックび巧れたり、走行中にはずれにりするおそれびあります。 


A 
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C アクセヴ u — ソケット） 


■フ□ント ■>」ヤ 




車内で電化製品を使用することのでさるソケットです。 
♦フタを開けて使用します。 


A 超意 


アクセサリーソケットを使わないときは、フタを閉めて 
おいて < ださい。 


♦アクセヴ U —ソケットを使わないとさは、フタを閉めておいて<ださい。異物びソケッ h 
に入ったり、飲料水等びかかった0すると、故障した0、ショートずるおそれがありまず。 
♦エンジンび停止した状態で長時間使用するとバッテ U —びあびることがあ0ます。 

また、エンジンびかかっていてもアイド U ング状態で長時間使用するとバッテ U —びあびる 
ことびあります。 


' -知日^^- 

作動条件について 

エンジンスイッチび "ACC " または"日 N " のとき使用できます。 

アクセサリーソケットについて 

•使用する電化製品は、必ず DC 12 V で最大電流1日 A (最大消費電力12日 W ) 1；(下の 
電化製品を使用してください。 

♦規定容量をこえる電化製品を使巧すると、車両ヒューズが切れることびあります。 
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室內装備品の使い方 


トノカ八一 


() 脱着のしかた 

广 □ックレバー 广 ホルダー 


つ 



■取りはずし方 


カバ’一部 


フック 



カバー 部を ホルダー からはずしまず。 

バックドア連動巻き取り機能を禁止し 
ている場合は、□ックレバーを巧して 
カバー部を左ちのホルダーか日はずし、 
トノカノ（一本体に格納します。 

( P . 327参照） 


三 サブカバーのフックをヘッドレストか 
5取りはずしまず。 


□ックレバー 


3 トノカバー本体を取りはずしまず。 

トノカバー本体のスライド部をはずし、 
□ックレバーを解除します。□ックレ 
バーを解除したまま、トノカバー全体 
を持ち上げて取りはずします。 
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■取り付け方 



2 


3 


トノカイ本体を取り付けまず。 

トノカバー本体両側およびスライド部 
を、車両の取り付け部に取り付けます。 


サブカバーのフックを へッ ドレストに 
取り付けまず。 


カバー部を引き出します。 

カバー部を引さ出して、先端にあるホ 
ルダー（左ち2か所）にはめ込みます。 


》格納のしかた 



トノカバーを取りはずします。 
(前ぺージ参照） 


U ヤデッキボードを開けます。 
( P . 329参照） 


サブカバーをまき&み、リヤデッキア 
ンダートレイにホ各細しまず。 
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室巧装備品の使い方 




トノカバーの上に荷物を置いたり、お子さまを柔せたり 
しないで < ださい。 


♦トノカバーの上に荷物を置いたり、おテさまを乗せたりしないでください。トノカバー 
び破損し、荷物び損傷したり、おテさまび生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。また、急ブレーキをかけたとをなどに荷物び飛び出し、思わ城事故につなび 
るおそれびあり危険です。 

♦ トノカバーを操作するとさは、トノカバーのまわ0の部品の間に指や腕などを入れないよラ 
にま意してください。指や腕などを挟み、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦トノカバーを取り付けるとさは、"カチッ"と音がして確実に固定されたことを確認して 
ください。トノカバーび確実に固定されていないと、走行中トノカバーびはずれ、思わ城 
事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


' —大口日哉- 

バックドア連動巻き取り機能について 

トノカバーを引さ出した状態でバックドアを開ける 
と、自動でトノカバーび巻さ取られます。 

バックドアを閉めるときは、トノカバーを引を出し 
て、トノカバーを左ちのホルダーへ確実に取り付け 
て < ださい。 

トノカパ’一 

1\、 

バックドア連動巻き取り機能の解除について 

トノカバーを引き出して、左ちのホルダーに取り トノ カバー 
付け、トノカバーをみし引さなび5左ちの n ック □ックレバー 
レバーを巧します。 

バックドア連動きき取り機能を可能にする場合は、 

トノカバーをかし引をなび5左ちの□ックレノ く一を 
押し、ホルダーを確認します。 




目次 


A 


董口 


含本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




327 





















































c デッキアンダートレイ） 


デッキボードの下には、ル物などを収納することびでさるデッキアンダー 
トレイびあります。 
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室巧装備品の使い方 



0デッキボードの開け方 

■フ□ントデッキボード 




7フ□ントデッキボードを持ち上げまず。 

八ンドルを握って、デッキボードを持ち 
上げます。 


之 フ□ントデッキボードを固定します。 

フ□ントデッキアンダートレイ内にあ 
るステーを起こして、先端部をくぼみ 
にかけて固定します。 


■ U ヤデッキボード 



ボタンを巧すと自動でリヤデッキボードが 
開さまず。 

閉めるとさは"カチッ"と音びするまでボー 
ドを巧し込んで確実に閉めます。 


1 ; 顯 i 

デッキボードを開けたまま走行しないでください。急ブレーキをかけたと 
さなどに荷物び飛び出し、思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 


A 超窗 

カーゴフック （ P . 32日参照）を出した状態で、 U ヤデッキボードを閉 
めないでください。カーゴフックと干渉して破損するおそれびあります。 



早基 
わ本 
か操 
り作 


取運 
り転 
扱装 
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の 
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扱装 
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c マルチインフオメ-シヨンデイスプレイ*) 


車両や車両周辺の色々な情報を表示することびでさます。 



A 超意 

運転ちは走行中に操作しないでください。操作に気を取5れて思わ城 
事故の原因となります。操作は停車してか5巧ラか、助手席の同乗者び 
行ラようにしてください。 

' 知識 




表示について 

•エンジンスイッチび " ACC " のとさ時計び表示されます。 

♦エンジンスイッチび " ON " のとさ情報表示、外気温度および時計び表示されます。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 


































































室内装備品の使い方 


c y 眉報表示 . . —. .. 

I NF □スイッチを巧すたびに、表示び;欠のように切りかわります。 

平巧車 速^ 

A 

平均燃費 

♦ 

瞬間燃費 

走行距離 

♦ 

航続可能距離 
走行時間 — 


-つ 


■平巧車ず 

ディスプレイにエンジン始動後の平均車速を表示します。表示は約] 0秒ご 
とに更新されます。 


ぶ日日 


E"-r 


ク 


lU セット 

■エンジンを停止し、再びエンジンを始動して走行すると、平均車速は U 
セットされます。 

- INFO スイッチを]秒じ(上巧すと、平均車速は U セツトされます。 


知識 


平均車速について 

平均車まは、計測中の停車時間などち入れて計算されます。 
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■平巧燃費 

デイス 9 レイに給油後の平均燃費を表示します。表示は約] 0 秒ごとに更新 
されます。 


13日日 



参 U セット 

燃料を1 OLL ソ上給油後走行すると、平均燃費は U セットされての. Okm/u 
び表示されます。 

■瞬間’費 

エンジンを始動して、走行を開始してか日の瞬間燃費を約2秒ごとに更新し 
它表术します。 

♦停車しているときは、「□.日 km / U が表示されます。 



ク 


■走行距離 

ディスプレイにエンジン始動後の走行距離を表示します。 



ク 


参 U セット 

-エンジンを始動し、走行を開始すると走行距離は U セットされます。 

. 1りド0スィッチを約1秒じ让^甲すと、走行距離は I 」セットされて ro . Okm 」 び 
表示されます。 
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室内装備品の使い方 


■航続可能距離 

ディスプレイに航続可能距離を表示します。 


皆日日 


知識 


航続巧能距離表示について 

燃料給ミ由量び少量の場合、表示び更新されないことびありまず。 


■走行時間計 

ディスプレイにエンジン始動後の走行時間を表示します。 


ぶ日日 


台 '-,'。 ci 


巧呂 


ク 


参 U セット 

エンジンを停止すると、走行時間計は U セツトされます。 


知識 


走行時間計について 

「11:日白」 （1] 時間己9分）まで表示します。 

「11:已白」をこえて表示する場合、「日：日日」にもどり作動び継続されまず。 


目次 
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o 時計 

メーカーオプシヨンの H D D ナビゲーシヨンシステムを装着された方は、別 
冊の 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」をお読みください。 



■"時""分"を調壁するときは 

H スイッチを巧すと"時"、 M スイッチを巧すと"分"を調整できます。 
♦スイッチを巧し続けると早送りされます。 

■時報に合わせるときは 

時報と同時に： 00スイッチを巧すと、時報に合わせることびできます。 
♦〇〜2目分は切り下げ日れます。 

♦30 〜已目分は切り上げ日れます。 

(巧り）1: 00〜]: 29の場合は]: 00に、1: 30〜]:已白の場合は2 : 00 
になります。 

' —^5^ 知 - 、 

時計の表示について 

秒表示はありませんび、次の場合は0秒から作動を開始します。 

♦M スイッチを押して分を調整後、 M スイッチから手を離したとき 
♦:日日スイッチを押したとさ 
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室内装備品の使い方 


J 外気温度 


ディスプレイに外気温度を表示します。 


コ 


11二 1:1-11-1 '1, I 二''~1 


BEL 


ク 


- A 知識 


夕' !• 気温度表术 I しついて 

♦他の計測装置によ0計測した外気温度とは異なることがあ0ます。 

♦次の場合は正しいか気温を表示しない場合びあります。 

-列気温び約一 SCrcUTF または約己 crcULL のとき 
■停車しているとさや低速走行（約2日 km/hl； (下）しているとを 
-が気温度び急激に変化したとさ（トンネルの出入□付近など） 

♦実際のが気温度び変化していな < てち、車両の状態（車速•風向さなど）によ0、外気 
温度表示び変動することびあります。 


) 明るさ調整 


BR に HTNESS スイッチを巧すと、明るさび1段階下びります。 
♦明るさは4段階に調整できます。 


BRIGHTNESS 

スイッチ 









,ニトロ ロ つし/。 C じつ一い m/h 

，し•し,し , C / *6 〇コ.コ 


1 



ク 1 





J 



口 


-知日 aE - 

作動条件について 

エンジンスイッチび "ACC " または"日 N " のとさ表示されます。 
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c イルミネ—テッドエントリ—システム※） 


® イルミネーテッドエントリーシステムについて国 

ドアの施錠•解錠や、ドアの開閉、エンジンスイッチの位置などの状態に 
従って、各部の照明び自動的に点打-消灯するシステムです。 

※この機能を変更ずることびできます。詳しくは、 P.43 日の「ユーザーカスタマイズ」を 
参照してください。 



① フ□ントルームランプ（スイッチが DOOR のとき) 

② リヤルームランプ（スイッチが DO OR のとき） 

③ エンジンスイッチ照明 
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室内装備品の使い方 


(') 作動のしかた _ _ — 二— ' 

下記の作動は、条件びひとつしか成立しない場合の例です。実際には、いくつ 
かの条件び同時に成立することにより、下記の作動と異なる場合びあります。 



フ□ントルームランプ 
リヤルームランプ 
エンジンスイッチ照0月 

ドア□ック 

いずれかを解錠したとき 

消灯^約15秒間点な 

すべてを施錠したとさ 

点灯^消な 

ドア 

いずれかを開けたとさ 

消な^点な 

すべてを閉めたとを 

点な^約15秒後に消な 

エンジン 
スイッチ 
の位置 

"LOCK " 一" ACC " に 
したとさ 

点灯^消な 

" ACC " 一" LOCK " に 
したとさ 

消灯^約15秒間点な 


薑本操作 
早ねかり 


麗！の 


室内装備の 
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ii 
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フロアマット 


お車（年式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定して使用 
してください。 



フ□アマット付属の固定フック（クリップ) 
を使用して固定してください。 

固定フック（クリップ）のあ状およびフ□ア 
マットの固定方法はイラストと異なる場合び 
あります。詳しい固定方法はフ□アマット付 
属の取扱書をお読みください。 



運転席にフ□アマットを數くときは、じ TF のことを必ず 


お守りください。お守りいただかないと、フ□アマット 

A 罷 

びずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードび 


出たり車を停止しに<<なるなど、思わめ事故につなが 


るおそれびありを険でず。 


♦運転席にフ□アマットを敷くときは、 lit 下のことをお守りください。 

-トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しないでく 
ださい。 

-運転席専用のフ□アマットを使用してください。 

•付属のフック（クリップ）を使って、南にしっか D と固定してください。 

-他のフ□アマット類と重ねて使用しないでくださし、。 

-フ□アマットを前を逆さまにしたり、裏返して使用しないでください。 

♦運転する前に、 liTF のことを確認してくださし、。 

-フ□アマットびすべての固定フック（クI」ップ） 

で正しい位置にしっか D と固定されていること 
を定期的に確認し、とくにを車後はおず確認を 
おこなって < ださい。 

-エンジン停止およびシフトレバーび©の状態 
で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ□アマット 
と干渉しないことを確認してください。 
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安全-快適装備の 
角華説とミ主意 

SRS エアバッグ . 340巧難防止システム .3 B 0 

SRS エアバッグとは 340 エンジンイモビライザー 

SRS エアバッグ システム 360 

作動のしくみ 342 才ートアラーム 

SRS エアバッグが （盗難警報システム） 362 

作動ずるとき 343 ABS 、 ブレーキアシスト…3百3 

シートベルト関係 . 354 ABS 、 ブレーキ 

シートベルトの働き 354 アシストとは 363 

デイスチャージ ABS やブレーキアシストが 

ヘッドランプ . 356 作動しているとき 36己 

ディスチャージ EBD の働き 366 

へッドランプとは 356 フルタイム 4 WD . 367 

レインクリアリング フルタイム 4 WD とは 367 

5ラー . 357 トラジス5ッシヨン . 3已8 

レインクリアリング Super ECT とは 368 

ミラーとは 357 インテリジェント AFS … 369 

摇水機能付ガラス . 359 インテリジェント 

撥水機能付ガラスとは359 AFS とは 369 
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SRS ※エアバッグ 

^ SRS エアバッグとは） 


SRS エアバッグは、あくまでち棄員保護の補助装置でシートベルトの補助 
をするちので、 SRS エアバッグの効まを発揮させるためには、正しい姿勢 
と正しいシートベルトの着用び絶対条件です。 

また、正しく取り扱えば効果のある SRS エアバッグち、誤った取り扱いを 
すると効果を発揮しないばかりか、かえつて棄員に傷喜または死亡の危険を 
与えるおそれびあります。 


、デュアル 健転席.助手風 S R S エアバッグ& ■ 
、ク運転席 S R S 二ーエアバッグ 

デュアル（運転席.助手席） SRS エアバッグは、運転ちまたは助手席乗員 
に重大な危書びおよぶよラな強い衝撃を車両前方から受けたとさにふく b 
み、シートベルトび体を拘束する働さと併せて、棄員の頭や陶などに作用す 
る衝撃を分散、緩和させる働さをするちのです。 

運転席 SRS ニーエアバッグは、運転者の挙動の適正化により、棄員の衝撃 
緩巧を補助するちのです。 



《 SRS は 、 Supplemental Restraint System の略で「乗員保護補助装置」の意味。 
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SRS エアバッグ 


、前席 S R S サイドエアバッグ & __ 

J 前後席 S R S 力ーテンシールドエアバッグ* 

S R S サイドエアバッグは、フ□ントシートの乗員に重大な危喜びおよぶよ 
ラな強い衝撃を車両客室部に側方か日受けたとさに衝撃を受けた側の S R S 
サイドエアバッグびふく日み、シートベルトび体を拘束する動きと併せてフ 
□ントシート柔員の胸などの上体に作用する衝撃力を分散、緩和させる働さ 
をするちのです。 

S R S 力ーテンシールドエアバッグは、フ□ントシートおよび I 」ヤシート左 
ち席の乗員に重大な危書びおよぶよラな強い衝撃を、車両客室部に側面方向 
か日受けたとさに、衝撃を受けた側の S R S カーテンシールドエアバッグび 
ふくらみ、シートベルトび体を拘束する働きと併せて、おちにフ□ントシー 
卜および U ヤシート左ち席の乗員の頭部に作用する衝撃力を分散、緩和させ 
る働さをするちのです。 

SRS サイドエアバッグ • S R S 力ーテンシールドエアバッグは乗員びいな 
くてちふく日みます。 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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CS R S エアバッグ作動のし < み） 


、デュアル SRS エアバッグ& 

J 運転席 SRS 二ーエアバッグの作動 

車両前方左ち約30° L ソ内の方向か日、乗員に重大な危害びおよぶよラな 
強い衝撃を受けたとさに作動します。 

衝撃は車両前方-車両中央床部に取り付け日れたセンサーで感知し 、 SRS 
エアバッグをふく日ませるようコンピューターに信号を送り 、 S R S エア 
バッグび作動します。 



車両前方にグ U ルガードなどを装着すると、センサーび正常に衝撃を感知で 
さなくなり 、 S R S エアバッグの正常な作動を損なラおそれびあります。 


、前席 SRS サイドエアバッグ&前後席 SRS > 
J 力ーテンシールドエアバッグの作動* 

車両側面方向か日乗員 I こ重大な危喜びおよぶよラな強い衝撃を受けたときに 
作動します。 

衝撃はセンターピラー. U ヤクォーターピラー下部に取り付け日れたセン 
ヴーで感知し 、 S R S エアバッグをふく日ませるよラコンピューターに信号 
を送り、 SRS エアバッグび作動します。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 
















SRS エアバック 


SR S エアバッグび作動するとを 


シートベルトを正しく着用している棄員び、重大な傷書を受けるおそれびあ 
るよラな強い衝撃びあった場合に作動し、重大な傷書を受けるおそれのない 
衝撃では作動しにくくなっています。 


;：>作動ずる場合 





SRS エア バッグおよび SRS 二ーエア バッ 
グは、車両前方左ち約30° LU 内の方向か日 
乗員に重大な傷害びおよぶよラな強い衝撃 
を受けたとさに作動します。 

S RS サイドエアバッグ • S R S 力ーテン 
シールドエアバッグは車両側面方向か日秉 
員に重大な傷害びおよぶよラな強い衝撃を 
受けたときに作動します。 


;) 作動しにくい場合 


■ SRS エアバッグ- SRS 二ーエアバッグ 

なのよラなボディび受ける衝撃び弱い場合には、作動しない場合びあります。 

♦衝突時に変形、移動しないコンク U —卜の 
よラな固い壁に正面衝突したとさであって 
も、衝突速度び約 25 km / hLU 下の場合 




♦衝突時に変形、移動しない電柱や立木な 
どの狭い範囲に正面衝突したとさであつ 
ても、衝突速度び約 30 km / h しソ下の場合 
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なのよラな場合にち衝突による衝撃びゆるめられるため、作動しない場合び 
あります。 



♦トラックの荷台下などへちぐりこみ衝突 
した場合 


♦斜め前方か日衝撃を受けた場合 


衝突したちのび変形したり移動した場合は、衝突による衝撃びゆるめ日れる 
ため、作動する車速は高くなります。 



♦例えば、停車中の同程度の重さの車へ正 
面か日衝突した場合には、約已 Okm / h 程 
度の速度であってち、作動しない場合び 
あります。 



♦衝突の方向（角度）や片側衝突（オフセット 
衝突）などによっては、さ日に高い速度で 
あってち、作動しない場合びあります。 
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SRS エアバッグ 


■ SRS サイドエアバッグ- SRS 力ーテンシールドエアバッグ ★ 

なのようなボディび受ける衝撃び弱し觸合には、作動しない場合びあります。 

♦斜め側面か日衝撃を受けた場合 




♦客室部 LU 外の側面に衝撃を受けた場合 


>本来の効果を発揮しない場合 


なのよラな場合は作動する場合ちありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や後方か b 衝撃を受けた場合 

(SR S エアバッグ • S R S 二ーエアバッグ) 



♦車両び横転-転覆した場合 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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補な車両下部に衝撃を受けた場合 


なのような車両下部に強い衝撃を受けた場合には、作動する場合びあります。 
= ♦縁石などにぶつかった場合 
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SRS エアバッグ 




SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
の項目を必ずお守りください。 


IS R S エアバッグはシートベルトを補助ずる装置で、シートベルトにかわるちのではあり 
ません。 

乗車するときには、必ず次のことをお守りください。お守0いただかないと衝突したとき 
などに S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびできないばかりでなく 、 SRS 
エアバッグびふく 5んだとさの強い衝擊で重大な傷喜におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあります。 

•シートベルトを正し<着用してください。シートベルトを着用していないと、急ブレー 
キなどで前方に放り出されると同時に SRS エアバッグびふく5み、強い衝擊を受けち 
険です。シートベルトの正しい着用については、 P . 172をお読みください。 

-シートを正しい位置に調整し、背をたれに背中を付けた正しい姿勢でシートに座ってく 
ださい。 SRS エアバッグに近付をすぎた姿勢で乗車していると、 SRS エアバッグが 
ふ< 5んだとをに強い衝撃を受け危険です。 

く運輯者の方は> 

運転操作びでさる範囲ででさるだけ八ンドルに近付をずぎないよラにして座ってください。 

く助手席乗員の方は> 

助手席 SRS エアバッグか5でさるだけ離れて禮方に座ってください。 

シートの前端に座ったり、インストルメントパネルにもたれかかったりしないでください。 
シートの調整、正しい運転姿勢については P .1 已2をお読み<ださし、。 




SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車は、ドアにをた 
れかかったり、フ□ント- U ヤピラーやルーフサイド部に近付かないようにしてくださし、。 
SRS サイドエアバッグおよび S R S カーテンシールドエアバッグびふく 5んだとさに 
頭部などに強い衝擊を受け生命にかかわるよラな重大な傷害を受けるおそれがあ0危険 
です。とくにおテさまを乗せるとさにはミ主意してくださし、。 
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A SR S エアバッグの効果を十分に発揮させるために、松下 

1 の項目を必ずお守りください。 

-ひざの上にものをかかえるなど、乗員と SRS エアバッグの間にわのを置いた状態で 
走行しないでください 。 SR S エアバッグびふく5んだとをにちのび飛ばされた0、 
SRS エアバッグの正常な作動びさまたげ5れ、生命にかかわる重大な傷害を受ける 
おそれびあ〇ち険です。 

♦おテさまを乗せるときには、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと SRS 
エアバッグびふく5んだときの強い衝擊で、生命にかかわる重大な傷害におよぶか、最悪 
の場含死亡につなびるおそれびあ0ます。 

-おテさまは U ヤシートに座5せて、必ずシートベルトを着用させてください。 

-シートベルトを正しく着巧でさないかさなおテさまには、ベビーシート-チャイルド 
シート-ジュニアシートなどのテ供専巧シートを U ヤシートに装着してご使巧くださし、。 

-助手席にはテイ共専用シートをラしろ向きに絶対に取り付けないでください。 

助手席 S R S エアバッグびふく 5んだとき、テ供専用シートの背面に強い衝撃が加わり 
危険です。助手席側のサンバイヴーに同巧容の警告艾び表示されていまず。併せてご覽 
ください。 （ P . 47参照） 

なお、やむを得ず前向きで助手席にテ供専用シートを取0付ける場合には、シートの前 
渡調整位置をいちばんラしろにして取り付けてください。 




お子さまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせた0、ひざの上に抱いたりした状態で 
は走行しないでください。 
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SRS エアバッグ 



:: 

SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
の項目を必ずお守りください。 


♦車両の整備作業の場をには、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと SRS 
エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふく5むなどして重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。これ5の作業び必要なときは、おずトヨタ 
販売店にご相談ください。 

- SRS エアバッグおよびインストルメントパネルの取りはずし-取り巧け-分解-修理 
などをしないで < ださし、。 



SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車は、フ□ントシート 
の表をの張りかえやフ□ントシートの取りはずし-取り付け-分解-修理などび必要なと 
きは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。また、フ□ントシートの改造はしないでくだ 
さい。 

SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車は、フ□ント • 
U ヤピラー、ルーフサイド部の取りはずし•取0付けなど SRS カーテンシールドエ 
アバツグ格納部周辺を分解-修理しないで<ださい。 



サスペンションを改造しないでください。車高びかわったり、サスペンションの硬さが 
かわると、 SRS エアバッグの誤作動につなびります。 

車両前部または車両客室部の不適切な修理をしないでください。不適切な修理を巧ラと、 
SRS エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわ0、 SRS エアバッグび正常に作動しな 
くなります。 


目次 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




349 













































版 SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
» の項目を必ずお守りください。 


♦カー用品などを装着するときは、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびあ0ます。 

• S R S エアバッグの展開部をカバーやステッカーなどでおおわないでください。 



インストルメントパネル上部に芳香剤などのものを置いたり、傘などを立てかけないで 
ください。助手席 SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、ふくらんだときに飛 
ばされて危険です。 



-キーに重いもの-とびったわの-硬いをのを付けないでください 。 S R S ニーエアバッグ 
びふく 5んだとを飛ばされて危険です。 

• インストルメントパネル下部の SRS ニーエアバッグ展開部周辺にアクセヴ U —などを 
取り付けないでください 。 S R S ニーエアバッグびふくらんだとさ飛ばされて盾;険です。 



SRS 二ーエアバッグ 
展開部周辺 
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SRS エアバッグ 



i . 盛議 i 

SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
の項目を必ずお守りください。 


SRS サイドエアバッグ & SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車は、フ□ント 
シートにこの車専巧のトヨタ純正巧品（シートカバーなど）政がのちのを取り付けない 
でください。この車専用のトヨタ純正巧品]^:!がのをのび S R S サイドエアバッグ展開部 
をおおラと、 SRS サイドエアバッグの正常な作動のさまたげとなります。なお、トヨタ 
純正シートカバーなどを装着するときには、商品に付属の取り扱い説明書をよくお読み 
になり、正しく取り付けてください。 



SRS サイドエアバッグ& SRS カーテンシールドエアバッグ装着車は、フ□ントドア 
やその周辺にカップホルダーなどのカー用品を取り付けないでください。 SRS サイド 
エアバッグびふくらんだとをに飛ばされて危険です。 



SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ装着車は、フ□ント 
ウインドウガラス、ドアガラス、フ□ント•センター • U ヤピラー、ルーフサイド部、 
アシストグ U ップなど S R S 力ーテンシールドエアバッグ展開部周辺にアクセヴ U —- 
八ンズフ U - マイクなどを取り付けないでください。 SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
びふく日んだときに、飛ばされて危険です。 
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A SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、政下 

丄の項目を必ずお守りください。 

-無線機の電波などは、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響をちえる 
おそれびありますので、無線機などを取0付けるとさは、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。 

-車両前部にグリルガードやウインチなどを装着するときは、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。車両前部の改造をすると、 SRS エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわり、 
SRS エアバッグの誤作動につなびります。 

♦ステア U ングパッド、インストルメントパネル上部（助手席）および下部（運転席）、 
フ□ントピラー、ルーフサイド部、フ□ントシート側面など SRS エアバッグ展開部は、 
強くたたくなど過度の力を加えないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場を 
死 t につなびるおそれびあります。 


♦ S R S エアバッグびふく日んだ直懐は 、 S R S エアバッグ構成部品にふれないでください。 
構成部品び大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 



A 超意 

S R S エアバッグが正常に作動した場合でち次のよラな 
場合がありまず。 


• SRS エアバッグは非常に速いスピードでふく日むため 、 S R S エアバッグとの接觸によ 
0打撲やすり傷などを受けることびあります。 




♦ SRS エアバッグび作動すると、作動音ととをに白い煙のよラなガスび発生しますび、 
火災ではありません。このガスを販うと、喘息などの呼販器系を患った経緯のある人は、 
呼暇び苦しくなることびあります。 

この場合は、乗員び車州こ出ても安全であることを確認して、車州こ出てください。なお、 
車がに出5れない場合は、窓やドアを開けて新鮮な空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物（カスなど）び目や皮膚に付着したときは、でき 
るだけ早く水で洗い流してください。皮膚の弱いちは、まれに皮膚を刺激する場合びあ0 
ます。 

♦衝突したときなどに、助手席 SRS エアバッグびふくらむことによって、車両のフ□ント 
ウインドウガラスび破損することびあります。 
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SRS エアバッグ 




壁 意 

SRS エアバッグが正常に作動した場合でも次のよラな 
場合がありまず。 


♦一度作動した SR S エアバッグは、2回目！;(降の衝突では再作動しません。必ずトヨタ 
販売店で交換してください。同様に連続して衝突した場合、 ] 回目の衝突で SRS エア 
バッグび作動すれば、2回目の衝突では SRS エアバッグは作動しません。 


♦車や SRS エアバッグを廃棄するとさは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

S R S エアバッグび思いびけな<作動し、けびをするおそれびあ0ます。 

♦ SRS エアバッグび収納されているパッド部、およびフ□ントピラー、ルーフサイド部に 
傷び付いていたり、ひび割れびあるとさは、そのまま使用せずトヨタ販売店で交換してく 
ださい。衝突したとさなどに SRS エアバッグび正常に作動せず、けがをするおそれびあ 
ります。 




♦エンジン停止時および S R S エアバッグ作動時はフューエルポンプ制御び作動し、燃料供 
給を停止し、燃料われを最ル限に抑えます。 

燃料供給の停止を解除するときは、燃料われびないことを十分確認してか5、エンジン 
スイッチを一度" LOCK " にちどします。 
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シートベルト関係 

C シートベルトの働を） 

.，、プリテンシヨナー&フォースリミッター付 
•シー トベルトの働さ 


り□ントシ-卜べ J レト1 

♦プ I 」テンシヨナー機構は、前席の棄員に重大な危書びおよぶよラな強い衝 
撃を車両前方から受けたとさに、シートベルトを瞬時に巻さ取り、適切な 
乗員巧束効果の確保に役立ちます。 

♦フォース US ッター機構は、シートベルトの荷重を規定値に維持すること 
で胸部への衝撃を緩和します。 



【衝突初期にシートベルトを瞬時にきき取る] 【衝突時規定荷重を維持しなが5シートベルトを引き出ず] 


r % E L R 機構付シートベルトの働き 

シートベルトは体の動さに合わせて伸縮しますび、強い衝撃で体び前に倒れ 
そラなときは、ベルトび自動的に□ックされ体を固定します。 

、テンション リデューヴー(ベルト圧迫感減少装置)> 
J 機構付シートベルトの働さ ■ 


運転席シートベルト 


シートベルト着用時にベルトによる肩への圧迫感を減少させます。 
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シートベルト関係 


プリテンシヨナ—付シートベルトを着用ずるときは、 
主 必ず次のことをお守りくださし、。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトを着用ずるときは、必ずなのことをお守りください。お 
守0いただかないとプ U テンシヨナーび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

■シートベルトを正しく着巧する （ P . 172参照） 

-シートを正しい運転姿勢のとれる位置に調整する （ P .1 日2参照） 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付け-取りはずし-分解などをしないでください。 
また、プ U テンシヨナー付シートベルトを修理するときは、必ずトヨタ販売店で行ってく 
ださい。プ U テンシヨナー付シートベルトを不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、 
誤って巻を取り、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびあります。 


♦プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると、 SRS エアバッグ/プ U テンシヨナー 
警苦灯び点口します。その場合はシートベルトを再使用することびでさないため、必ず 
トヨタ販売店で交換してください。 



A 輕窗 

車やプリテンシヨナー付シートベルトを廃棄ずるときは、 
必ずトヨタ販売店にご相談ください。 


♦車やプ U テンシヨナー付シートベルトを廃棄するときは、必ずトヨタ販売店にご相談くだ 
さい。プ U テンシヨナー付シートベルトび思いびけなく作動し、けびをするおそれびあ0 
ます。 


♦プ U テンシヨナー付シートベルトび作動すると、作動音とともに白い煙のよラなガスび 
発生しますび火災ではあ0ません。また、人体への影響わありません。 


' 失口識 

プリテンシヨナー付シートベルトの作動条件について 

プリテンシヨナー付シートベルトは、車両前ちか5強い衝擊を受けたときに作動します。次 
のよラな衝撃び弱いときには、作動しない場含びあります。 

♦コンクリートの壁に約2已 km / hl ； (下の速度で正面衝突したとき 

なお、次のよラな場合は作動する場含わありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や樓方か5衝撃を受けたとさ 
♦車両が横転、転覆したとさ 

作動後について 

プリテンシヨナー付シートベルトは一度しか作動しません。玉突き衝突などで連続して衝擊 
を受けた場含でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 


目次 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


I 謂の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




355 















































デイスチャージへツドランプ 

^デイスチャージへツドランプとは） 


ディスチャージへッドランプは、バルブ管内のガスと金属 ヨウ 化物を使って 
発光させ、通常のランプより白い光と伸び、広がりのある配光を持つランプ 
です。 


A 難 

ディスチャージヘッドランプを交換ずるとき（電球交換を含む）は、必 
ずトヨタ販売店にご相談ください。 

電球ソケットに ふれた 状態で点 口 操作をすると、瞬間的に2 日,日日日 V の 
高電圧が発生し、感電 して 生命にかかわるよラな重大な傷害を受けるお 
それび あり危険です。 

' 知識 




ヘッドランプオートレべリング（上下照射ち向自動調整）システムについて 


♦加減速時や荷物の積み降ろし時などの車両姿勢の変化に関係な<、へッドランプの光軸を 
自動的に調整する装置です。 

♦エンジンを始動してはじめてへッドランプを点灯したとを、へッドランプの光軸び動くこ 
とびありますび、これはシステムの正常な作動をチェックしているとさの現象で異常では 
ありません。 

ディスチャージへッドランプオートレべリング警告 I 打について 

ヘッドランプオートレべリング（上下照射方向自動調整）システムに異常びあると、ディス 
チャージへッドランプオートレべリング警告灯び点灯します。詳しくは P ぶ31を参照して 
<ださい。 

システムの異常について 

システムの異常により、点な状態び次のよラにな0ます。 

♦点灯中に作動電圧範囲か5はずれた場含は消灯し、電圧び正常に復帰次第、再点灯します。 
♦点灯操作をするときに作動電圧範囲か5はずれている場含は、ランプスイッチを操作して 
<ださい。 
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レィンクリァリンク2ラー 

C レインクリアリング s ラ-とは^ 


ドアミラーの鏡面には親水膜のコーティングびしてあり、雨天時など鏡面に付 
着した水滴を膜状に広げる待ち水効果）ことにより、後方を見やすくします。 

C レインクリアリングミラー )C 普通のドアミラー ) 



※イラストはイメージで表わしたちので、実際のちのとは異なりまず。 

ラーヒーター装着車は、 S ラーヒーターを作動させると、水膜び晴れ、 
よりク U アな視界び得られます。ミラーヒーターの操作については、 
P . 198をお読みください。 

参通常の手入れは水洗いをするだけで十分です。 

♦霧雨やル雨などの少量の水滴に対しては親水効果びほ下します。 

♦なの場合、一時的に親水効果び失われますび、徐々に回復します。 

-ミラーの巧れをなさ取ったとさ 
- S ラーび曇ったとさ 
-自動洗車機でワックス洗車をしたとさ 

-長期間、地下駐車場など曰のあた日ない場所に駐車していたとさ 
♦回復時間は、ちれの量や種類にちよりますび、晴天時に太陽光を] -2 曰 
間当てると回復します。親水効果を早く回復させたいとさは、鏡面を中性 
洗剤（シリコーン、研磨剤を含まないちの）で洗ミきしたあと、多量の水で 
洗い流してください。（力ーシヤンプーやガラスク U - ナーの中には、シ 
U コーン-研磨剤び入っているちのちありますので、成分表をよくお読み 
ください） 
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麵 

親水効果を持続させるため、またドアミラーの傷付きを 
防止ずるため、次のま意事項を必ず守ってください。 


♦撥水剤（シ I 」コーン入りのスプレー•溶剤など）•油膜取0剤（コンパウンド入りのスプ 
レー•溶剤など）は使用しないでください。また、ドアガラスやボディに撥水剤-油膜取 
0剤•ワックスを使用するときは、ドアミラーの鏡面をタオルなどでおおい、ドア S ラー 
に付着しないようにしてください。 万一付着したときは、カーシャンプーやガラスクリー 
ナーなどで洗浄したあと、多量の水で洗い流してください。（力ーシャンプーやガラスク 
U — ナーの中には、シ U コーン■コンパウンドび入っているちのちあ0ますので、成分表 
をよくお読みください） 

♦親水膜の効果を持続させるため、ドアミラーび凍結したときは、プラスチックの板などで 
削り落とさずに、温水をかけるか、ミラーヒーターを作動させる（ミラーヒーター装着車 
のみ）などして、解氷してください。 

♦ ドアミラーの巧れを a き取るときは、きれいなタオルで拭を取ってください。 
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撥化機能付ガラス 

G 撥水機能付ガラスとは 


フ□ントドアガラスには、撥水膜の コーテ ィングびしてあり、フ□ントドア 
ガラスに付いた雨水などをはじき、雨天時の視界を良くします。また、ドア 
ミラーち見やすくなり、後方視界ち良くなります。 



)C 


撥水ガラス 



※イラストはイメージで表わしたちので、実際のちのとは異なります。 


▲: 


水滴をはじく持続期間には限りがありまず。長持ちさせ 
るために次の注意事項を必ず守ってください。 


♦フ□ントドアガラスびミちれているときは、なるべく早故にやわらかい湿った巧などで清掃 
して < ださい。 

♦ガラスのミ尼などのミちれびひどいとをは、ちれを取0除いてから、フ□ントドアガラスの開閉 
を巧ってください。 

♦撥水機能付ガラスを清掃するとをは、コンパウンド（みびを粉）の入ったガラスク1」ーナー 
やワックスは使用しないでください。また、ガラスク U - ナー使巧時に白曇りする場含は、 
湿った巧でおを取ってください。 

♦自動洗車機を使用するとさは、フ□ントドアガラス表面のミ柜などのミちれを落としてか5洗車 
して < ださい。 

♦金属製のをので霜取りなどをしないで < ださい。 

♦撥水機能付ガラスは消耗品です。水滴のはじきび悪くなったときは、補修することびでき 
ます。また、コーティングを除去することわできます。詳しくは、トヨタ販売店におたず 
ね < ださい。 
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巧難防止システム 

C エンジンイモビライザーシ文歹五つ 

車両の盗難防止のために、キーに信号発信機を内蔵しており、あ日かじめ登 
録されたキーじ(外ではエンジンを始動できないよラにしたシステムです。 
♦キーに登録された信号は車ごとに異なります。 

♦キーをエンジンスイッチから巧くと、システムび作動し、セキュリティ 
表示打 （ P . 22已参照）び点滅します。 

♦登録されたキーをエンジンスイッチに挿し込むとシステムび解除されます。 
♦車両か日離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


A 糧蠢 


盜難防止システムの故障を防ぐために次のことをお守り 
<ださい。 


♦キーは信号発信機を内蔵している電子部品でず。故障を防ぐために次のことをお守0くだ 
さい。 

-キーを無理に曲げたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

-ダッシュボードの上など高温になる場所に置かないでください。 

-磁気を帯びたキーホルダーなどを付けないでください。 

-キーを超音波洗を機などでは洗ミ争しないでください。 

•エンジンイモビライヴ ー システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常 
に作動しないおそれびあります。 
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盜難防止システム 




次のよラな場合、車両がキーか5の信号を正確に受信で 
きず、エンジンの始動ができない場合がありまず。 


>キーグリップに金属製のリングを柔せたままのとを 


参キーグリップに他のキーの金属部び接しているとさ 


♦キーび他の車両のイモビライヴーシステム巧キー（信号発信機内蔵 
のちの）と重なっているとを 


♦キーげ他の車両のイモビライヴーシステム巧キー（信号発信機内蔵 
のをの）と近いとき 



>キーグリップに金属製のをのび接しているとさ 


嚇 


知識 


メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

盗難防止システムのキーについて 

キーは、マスターキーは最大已枚、サブキーは最大3枚まで使用することびでをます。 
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 
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Or— トアラーム旌難警 S 目システム)：) 


車両び通常の方法（ワイヤレスドア□ック U モコンスイッチ）(外で解錠さ 
れたとさなどに音と光で警報します。 

また、警報中にいずれかのドアび解錠された場合、強制的に施錠を行い車内 
への侵入を防ざます。 

オートアラームのセットのしかたは、 P .148 の「オートアラーム （盗難警 
報システム）の使い方」をご覧ください。 


▲ 軒巧 オートアラームシステムの改造や取りはずしをしないでください。システ 
ムが正常に作動しなしぶそれびあ0まず。 


' —油識- 

メンテナンスについて 

オートアラームシステムのメンテナンスは不要でず。 


362 













ABS \ ブレーキアシスト 

Cabs . ブ レーキア シストとは） 


ぐ ） A BS ①働き _ _ ■ 

ABS は、急ブレーキをかけたとさや、すべりやすい路面でブレーキをかけ 
たときに起こるタイヤの□ック（回転び止まること）を防ぐことにより、ス 
U ップを抑制します。 



( J ブ レーキア シストの働さ — 

ブレーキアシストは、 

♦緊急制動時の運転に不慣れな運転者び累急制動するとさ 
♦緊急制動時にノ（ニック状態に陥ったとき 
♦定員乗車で坂道をくだるとさ 

などのブレーキぺダ J レび強く踏めず、ブレーキ性能を十分に発揮できない場合 
に運転者のペダル踏力を増加させ、制動力を確保する装置です。 
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《 A 目 S は、 Antilock Brake System (アンチ□ック.プレーキ.システム）の略。 
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i 卿 ABS 、 ブレーキアシストについて^^^^™ 

AB S やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの抑制や八ンドルの 
効さ方には限界びありますので、過信することなく安全運転をむびけましよ 
ラ。また 、 A BS やブレーキアシストは、車輪に取り付け日れたセンサーに 
よりタイヤの□ックを検出します。タイヤの状態びシステムに大きく影響し 
ますので、タイヤの状態には細むのを意をしてください。 

詳しくは、 P .7 □の「タイヤについてのま意」をよくお読みください。 
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ABS 、 ブレーキアシスト 


ABS やブレーキアシストび作動しているとを 


：>運転について 




おいさり踏む 


>作動について 


♦急ブレーキ時は、 ABS やブレーキアシ 
ストび効果を発揮するよラに、ブレーキ 
ペダルをでさるだけ速く、強く踏み続け 
ることび必要です。 

♦急ブレーキ時にポンピングブレーキ*をし 
ないで<ださい。ポンピングブレーキを 
すると制動距離び長 < なります。 

※ブレーキペダルを数回に分けてル刻みに踏むブレー 
キのかけ方。 


踏み続ける 


ゆるめた0、ボンピングはしない 


ABS び作動すると、巧のよラな現象び発生することびありますび、異常で 
はありません。 

• ABS の作動音ととちにブレーキぺダ;レびノ」巧 Ij みに動いたり、車体や八ン 
ドルに振動を感じたり、車両停止後ちモーター音び聞こえることびあり 

9 〇 

• ABS の作動び終了すると、ブレーキペダルびかし奥に入ったりすること 
びあります。 

ブレーキアシストび作動すると、巧のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

参ブレーキペダルを急速度で踏んだとさ、ブレーキび強 < かかるよラになり、 
作動音ととちにブレーキペダルびル刻みに動くことびあります。 
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c EBD&1 の働を ) 


ABS の制御技術を応用して、車両の走行状態に応じた適切な制動力を前後 
輪に配分します。これにより、積載時や減速度による荷重変化に応じ、4輪 
の制動力配分を適切に行い、高いブレーキ性能を確保します。さ日に、旋回 
中の制動時にち左ち輪の制動力をコント□ールして走行安定性を確保します。 


ABS やブレーキアシストを過信しないでください。 


♦ A 巨 S やプレーキアシストを過信しないでくだをい。 

A 巨 S やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの抑制や八ンドルの効さ方には限 
界びあります。無理な運転は思わ城事故につなび0、生命にかかわる重大な傷書を受ける 
おそれびあり危険です。 A 巨 S やブレーキアシストを過信せず速度を抑え、車間距離を十 
分に取って安全運転にむびけてください。 

- A 日 S はタイヤのグ U ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現象ぷ 2 び起こった 
場含は、効果を発揮でさません。 

《2雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしまう現象。 

♦ A B S は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

次の場含などは、 A 目 S の付いていない車両に比べて制動距離び長くなることがありまず。 
速度を控えめにして車間距離を十分に取ってください。 

•砂利道、新雪路を走巧しているとを 
-タイヤチェーンを装着しているとを 
-道路の継ぎ目などの段差を乗りこえるとさ 
-凸凹道や石だたみなどの悪路を走巧しているとを 
♦プレーキアシストは、ブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出ず装置ではありません。 
車両-車間距離などに十分を意して安全運転にむびけてください。 


' 知識 

作動条件について 

♦ ABS 、 ブレーキアシストは、車速び約]日 km / h をこえると作動できるようになります。 

また、車速び約日 km / h まで下びると作動を止めます。 

♦雨の曰に、マンホールのフタ-橋の継ぎ目-工事中の鉄板などの上でブレーキを踏むと 
すべ0やすいため 、 A BS び作動しやすくな0ます。 

作動音について 

エンジン始動時や始動樓の発進直後に、エンジンルームか5モーター音や"カチッ"といラ 
音び聞こえることびあります。これは、 ABS の作動をチェックしているとさの音で異常で 
はありません。 


E 目 D は 、 Electronic Brake fo に e Distribution の略で「電子制動力配分制御」の意味。 
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フルタイム 4 WD * 

C フルタイム 4 WD とは^ 


f J フルタイム 4 WD の働き . -■ 

フルタイム 4 WD は、常に駆動力を自動的に全輪に与え、安定した操縦性に 
寄与する装置です。 

参フルタイム 4 WD の取り扱い上のを意び P . 6已の 「4 WD 車についてのミ主 
意」に記載されていますので、よくお読みになり、正しい取り扱いを理解 
して安全運転をむびけるよラにしましよラ。 


タイヤについて- -! 

フルタイム 4 WD は、タイヤの状態び車の性能に大さく影響しますので、夕 
イヤの状態には細むのを意をしてください。詳しくは、 P .70 の「タイヤに 
ついてのミ主意」をよくお読みください。 


宙に浮いたタイヤを、むやみに空転させないでください。 


♦脱輪などによ0、いずれかの車輪び宙に浮いているとさは、むやみに空転させないでくだ 
さい。前•後輪の回転差び激しい状態が続くと、駆動部品に無理な力び加わ0焼を付さな 
どの損傷を受けたり、焼を付きにより、車両び急に飛び出し思わ城事故につながるおそれ 
びあ0危険です。 

♦タイヤはずべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー-同一韓柄および同ートレッド 
パターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著しいタイヤを混ぜて 
装着しないでください。タイヤを混在使巧すると、前後左ちのタイヤで常時異常な回転差 
び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力がかかり、オイルの温度が 
上昇するなどしてオイルわれや焼き付をなどにより、最悪の場合、車両火災につながるお 
それびあり危険です。 

♦なの場含わタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるので、タイヤの空気圧 
の点検は必ず実施してください。 

- 4輪の空気圧の差び菁しいとさ 
-空気圧び指定値か5はずれているとさ 

♦タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすた奴にタイヤ□—テーシヨンを行ってく 
ださい。 （ P . 3目目参照） 

♦ディスクホイールを交換するとさち、指定し^がのディスクホイールを装着しないでくだ 
さい。 （ P . 434参照） 
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★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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トランス 5 ツシヨン 

^ Super ECT とは） 


Super ECT は、フレックス□ックアップシステムや登降坂変速制御シス 
テムなどにより、燃費性能と快適な走行を両立した電子制御オートマチック 
トランス S ッションです。 

J フレックス□ックアップシステムの働き 

トランスミッションの伝達効率を上げ、燃費性能を高めるシステムです。 
フレックス□ックアップシステムを有効にご使用いただくためには、シフトレ 
ノ（一び®または©の4レンジのとき自動的に作動します。 

こ》登降坂変速制御システムの働き 

♦登坂路では変速回数を減日し、滑日かに走行することびできます。 

•例えば、4速で走行しているときに、登あしていると判断されたときは、 
3速にシフトダウンしたあと4速へのひんぱんなシフトアップを防止し 
9 〇 

♦降坂路ではシフトダウンにより、エンジンブレーキを積極的に利用し、 
フットブレーキの負担を軽減します。 

•例えば、4をで走行しているときに、降あしていると判断されたときは、 
ブレーキを踏むと自動的に3速にシフトダウンします。 
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インテ U ジェント AFS 

(インテ U ジェント AFS とは^ 




r インテリジェント AFS 装着車 

インテリジェント AFS (アダプティブフ□ントライティングシステ 
ム）は、さまざまな走行状態に応じて、最適な配光を確保する装置です。 
ヘッドランプ（下向さ）点灯時、車速および八ンドルの操作量に応じてラン 
プを旋回方向に動かして、交差点やカーブでの視認性を向上させることびで 
さます。 



A 誦 


雪壁などのある道では、インテリジェント AFS を使用しないでくだ 
さい。雪の斜面などにヘッドランプが反自 
思わ城事故につながる可能性びあ0ます。 


《 AFS は 、 Adaptive Front-lighting System の略。 
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' 知識 

作動条件について 

♦車速び約 30 km / hl ； (上で作動開始となり、車速び約日 km / hl ； (下になると作動は停止します。 
♦左旋回時は、最大日'^まで照射軸び左へ移動します。（助手席側ヘッドランプのみ） 

♦ち旋回時は、最大1日 U まで照射軸びちへ移動します。（運転席側ヘッドランプのみ） 

♦ AFS 日 FF 表示灯び点滅 （ P . 2巧参照）しているとき、インテリジェント AFS は 
作動しません。 

作動チェックについて 

エンジンスイッチを"日 N " にすると、ヘッドランプ（下向き）び動きます。これはシス 
テムの作動をチェックしているので異常ではありません。 

AFSOFF スイッチについて 

AFS 日 FF スイッチで作動を禁止することわできます。 （ P . 2已3参照） 
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まとの上手な 
付きさい方 


雨の曰の運拓について • 


雨の曰の運串5 

372 

寒を時の取り扱い . 


をの前の準備、点検 

373 

運おずる前に 

375 

走行するときは 

377 

駐車ずるときは 

380 


経巧 W な運面 . 

環境に配慮した経済的な運転を 
するために 382 

環境な護のために . 

使用済み部品、廃オイル類は 
適正な処理をずる 385 


-II 舌： 


A 
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早わかり 


誦の麗国の 


ili 啤 
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雨の曰の運面について 

C 雨の曰の運拓 ) 


HI すべりやすい路面は慎重に走巧してください H 

雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなる 
ので慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 
♦雨の曰は八イド□プレーニング現象※で八ンドルやブレーキび効かな<な 
るおそれびあるので、スピードは控えめにしてください。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしまう現象。 


すべりやすい路面では、慎重に運転してください。 


♦すべりやすい路面での急ブレーキ、急加速、急八ンドルはタイヤびスリップし、車両の制御 
びでさなくなり、思わ城事故につなげるおそれびあ0危険です。 

♦シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な変化は、 
車が横すべりするなどして、思わ姑事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦水たまり走行後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認してくだ 
さし、ブレーキパッドび城れるとブレーキの効さび悪<なったり、城れていない片方だけび 
効いて八ンドルを取られ、思わ姑事故につなびるおそれびありち険です。 


》冠水した道路は走行しないでください 

大雨などで冠水した道路では、車両に重大な損傷を与えるおそれがあるので 
走行しないでください。 



冠水した道路を走行するとエンストするだけでなく、電装品のショート、 
水を吸い込んでのエンジン破損など重大な車両故障の原因となるおそれ 
びお0ます。 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったときは必ずトヨタ 
販売店で下記の項目などを点検してください。 

♦ブレーキの効を具合 

♦エンジン、トランスミッション、トランスファー (4 WD 車）、デイ 
ファレンシャルなどのオイル量および質の変化（白濁している場含、 
水び湿入していますのでオイルの交換び必要です） 

♦プ□ペラシャフト （4 WD 車)、香ベアリング、各ジョイント部などの 
潤滑不良 
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€3エンジンオイルを交換ずる 

外気温に応じたエンジンオイルに交換してください。 

( P .433 の「指定エンジンオイル」参照） 

；>ウォッシャー液の濃度を調整ずる 

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、購入されたウォッシャー液容器に表示 
してある凍結温度を参考に希釈して補給します。 

C 1 を却水の濃度を調整ずる 

冷却水の凍結を防ぐために冷却水濃度を調整してください。 


使用地域 

希釈割台 

凍結保証温度 

温暖せ 

3日％ 

一にで 

寒;令地 

日0% 

一3己で 


處 アルコール系不凍液や真水だけの使用はしないでください。 


〇バッテリーの液量、比重を点検ずる 

気温び下びるとパ'ッテ I 」一の性能び低下し、エンジン始動に支障をさたすこ 
とびあります。バッテ I 」一の液量、比重を点検し、必要に応じて液の補充や 
充電をしてください。 


寒を時の取り巧い 
しをの前の準備、点検） 
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c 夕さ■用タイヤ、タイヤチェーンを準備ずる^^^™ 

♦積雪路、凍結路ではを用タイヤを装着し、併せてタイヤチェーンをご用意 
ください。を用タイヤの装着サイズについては、必ず標準タイヤと同じ指 
定サイズで同一種類のタイヤを装着してください。詳しくはトヨタ販売店 
にご相談ください。 

♦タイヤを取りかえるとさは、必ず P . 70の「タイヤについてのミち意」をお 
読み < ださい。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。トヨタ純正品じ(外 
のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行のさまたげ 
となるおそれびあるものもあります。詳しくはトヨタ販売店にご相談く 
ださい。 


>寒冷地用ワイパーブレードを準備ずる 

降雪期に使巧する寒冷地巧ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムでおおってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレード 
をお巧めください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび拭さ取りにくくなる 
ことびあります。その場合には速度を落としてください。 

♦寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時季は、通常のワイパーブレー 
ドを使用してください。 
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c 運拓する前に ） 


寒冷時の取り巧い 


こ）屋根に積もった雪は 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界のさまたげになります。 
走行する前に取り除いてください。 


>ガラスに付いた雪や霜は 


ガラス内外の雪や霜を落として視界を確保してください。 

デフ□スターを使用すると、ガラスを傷付けずに落とすことびでさます。 


フ□ントウインドウガラスに付いた氷を除去するために、たたいて割5 
ないでください。フ□ントウインドウガラスの内側（車内側）び割れる 
おそれびあ0ます。 




：>ランプ類に付いた雪や霜は 


ランプ類に付いた雪や雷を落としてか日走行してください。 

夜間の走行時などに視界のさまたげとなったり、後続車などへの合図びわか 
りにくくなるおそれびあります。また、走行中にち安全な場所に停車した 
ラえでときどき点検してください。 


J 足まわりなどに付いた氷塊は 


車体などに傷を付けないよラに取り除いて < ださい。 


J が気取り入れ口に積もつた雪は 


フ□ントウインドゥガラス前部の外気取り入れ口に積ちった雪を取り除いて 
か日、エアコンのフアンを作動させてください。 

雪び積ちったままで作動させると、フアンび故障したり、ガラスび曇ったり 
するおそれびあります。 
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O ワイパーなどび凍結したときは 

ワイパー、ドアミラー、ドアガラスなどび凍って動かない場合は、無理に 
動かさないでください。 

スイッチを巧し続けたりすると、装置を傷めたり、バッテ U —あびりを起こ 
すおそれびあります。 

〇ドアび凍結したときは 



お湯をかけて氷を解かしてください。なお、すぐに水分を十分拭さ取ってく 
ださい。 

無理に開けよラとすると、ドアまわりのゴムびはびれたり、損傷するおそれ 
びあります。 

ぐ>靴に付いた雪をよく落とず 



ペダル類を操作するとさにすべったり、室内の湿気び多くなりガラスび曇っ 
たり、凍^§することびぁります。 
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寒を時の取り扱い 


走巧するとをは 


(:1ずべりやずい路面では"急"の付く操作はしない ■ 

急発進、急八ンドル、急ブレーキなどは車両び思わめ動さをして事故につな 
びるおそれびあります。ゆっくり発進し、控えめな速度で、車間距離を十分 
とって走行してくださし、。 

橋の上や日陰など凍結しやすい場所ではあ日かじめ減速し、慎重に走行して 
ください。 




シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数 
の急激な変化は、車び横ずベりずるなどして、思わめ事故につながるお 
それびあり危挨です。 


>フエンダー裏側に付いた氷は 


八ンドル操作に影響しますので、ときどき確認し、氷塊び大きくなる前に取り 
除いてください。 


》ブレーキ装置に付いた氷は 


ブレーキの効さび悪くなる場合びあります。 

とさどさ軽くブレーキペダルを踏んで、ブレーキの効さ具合を確認してくだ 
さい。 


>すべり止めは早めに 


積雪時、凍結路では早めにタイヤチェーンまたはを用タイヤを装着してくだ 
さい。タイヤを取りかえるときは、必ず P . 70の「タイヤについてのま意」 
をお読みください。 


A 議 


を用タイヤ装着時はむ下の点をお守りくださし、。 


参指定サイズのタイヤを使用してください。 

参指定空気圧に調整してください。 

参お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないでください。 
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€タタイヤチェーン 

♦タイヤチェーンは前2輪に取り付けてください。 

♦タイヤチェーンの取り扱い方法は、タイヤチェーンに付属の取り扱い説明 
書に従ってください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを使用してください。 

参トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。トヨタ純正品じ(外の 
タイヤチェーンの中には、使巧すると、車体にあたり、走行のさまたげとな 
るおそれびあるちのちあります。詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 


■タイヤチェーンを取り付ける前に 

交通のじゃまにならず、安全に作業でさる平日な場所に移動し、パーキング 
ブレーキをしっかりかけます。じ(下の手順により準備作業を行います。 

〈手順〉 

7エンジンを<亭止しまず。 

シフトレバーを©にし、エンジンを停止します。 

ご?車のを在を知 5 せます。 


必要に応じて非常点滅打を点滅させ、人や荷物を降ろし、停止表示板 
(または停止表示打）を使用します。 

〇工具を用意します。 

ジャッキ、ジャッキ八ンドル、ホイールナットレンチを用意します。 
( P .44 □の「ジャッキ、工具、スペアタイヤの格納場所」参照） 

4 タイヤチェーンを用意します。 

己 輪止めを用意しまず。 

タイヤチェーンを取り付ける場合には、輪止めび必要です。 

♦輪止めについてはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用で 
さます。 
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寒冷時の取り巧い 




盛議‘ 

タイヤチェーン装着時は必ず慎重に運転してください。 


►タイヤチェーン装着時は、約 30 km / h またはチェーンメーカー推契の制限速度し^下で走行 
してください。また、走行性に影響を与えるため、必ず慎重に走巧してくださし、。 

►タイヤチェーンを装着して走行するときは、突起や巧を柔〇こえたり、急八ンドルや車輪 
び□ックするよラなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わ城動きをして事故 
につなびるおそれびあり危険です。 

また、 A 巨 S 作動時でを制動距離び長くなる場合びありますので、慎重に運転してくだ 
さし、。 




タイヤチェーンを取り付けるときは、ホイールやセンター 
才ーナメントに傷を付けないようま意してください。 


►アル S ホイールにタイヤチェーンを取り付けると、ホイールに傷び付くことびあります。 
►トヨタ純正品政外のタイヤチェーンの中には、使巧すると、車体にあたり、走行のさまた 
げとなるおそれびあるをのちあ0ます。 
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c 駐車するとをは ) 


色> エンジンをかけたままにしない 

雪び積ちった場所や降雪時に駐車するとさは、エンジンをかけたままにしな 
いでください。 


A 難 

エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積わると、排気ガスび車内に 

侵入して、重大な健康障喜におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそ 


れびあ0ます。 


こ方パーキングブレーキはかけない 

寒を時はパーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結してパーキン 
グブレーキび解除でさなくなるおそれびあります。 

■平日な場所に駐車するとさは 

パーキングブレーキをかけないで、シフトレバーを©にし、輪止めをします。 



■やむを得ず坂道に駐車ずるときは 

下り坂では前輪の前側、上り坂では後輪のラしろ側に輪止めをして、パーキン 
グブレーキをかけず、シフトレバーを©にします。 

♦輪止めについてはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 


A 醒 


パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、おず輪止めをしてくだ 
さい。輪止めをしないと、車び動を思わ说事故につなびるおそれびあり 
危険です。 
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寒冷時の取り巧い 


C 1 ボンネット側を風下に向ける 

風のあたる部分は想像 L ソ上に低温となりますので、バッテ U —性能ほ下を 
防ぐためにちボンネット側をできるだけ風下に向けて駐車してください。 


J ワイ パーアーム は立てておく 

降雪時は、寒さでワイパーびガラスに凍り付いたりします。ワイパーアーム 
は立てて駐車してください。 

♦ワイパーアームを立てるとさは、運転席側を先に立てたあとに助手席側を 
立ててください。助手席側を先に立てると運転席側を立てるとさにワイ 
パーアームび干渉します。また、ちとにちどすとさは、助手席側のワイ 
パーアームか日ちどしてください。 
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経済的な運お 

C 環境に配慮した経済的な運転をするために^ 


長時間停車するとさはエンジンを停止します。 

已分間のアイド U ングを止めて、ガソ U ン約己已 CC の節約。 

► C 02 約42 Og 削減 （10 回/月） 

不要な荷物は降ろして走行。 

1 Ok 邑の荷物を降ろして已 Okm 走るとガソ U ン約]已 CC の節約。 

► CO 吕約 130 g 肖!!減 （6 己 Okm / 月） 

空ぶかしは禁物。 

空ぶかしを]回やめてガソ U ン約己 CC の節約。 

► CO 吕約11己 Og ’ 削減 （300 回/月） 

力ーエアコンは少し控えめに。 

エアコンを己分停止してガソ U ン約 70 CC の節約。 

► C 02 約134 Og 削減 （3 時間/月） 

タイヤの空気圧はこまめにチェック。 

適正値で已 Okm 走ると已 OkPa に.已 kg / cm 2 } 減のときに比べてガソリン 
約]已 Occ の節約。 

► CO 吕約12己 Og 肖 IJ 減（己己 Okm / 月） 

発進-加速はスムーズに。 

急発進]回止めてガソ U ン約] 7 CC 、 急加速]回止めて約]] CC の節約。 

► C 02 約 360 g 削減（各20回/月） 
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経済的な運転 


揺済速度で□スなし走巧。 

一般道路で4□〜已 Okm / h 、 高速道路では 80 km / h びべスト。 

100 km / h を 80 km / h にして燃費が約1〇〜30%向上。 

参法定速度を守り、安全運転にむびけてください。 


たとえば加速 

加速終了時にはアクセルをみし大きめにもどしてみましよう。 

シフトアップや□ックアップび確実にでき、効率び良くなります。 


たとえば下り坂、減速 

早めにアクセルをもどしエンジンブレーキを使いましよう。 

ガソリ ンエンジンでは燃料噴射の停止により燃費び良くなります。 


平地走行でも 

アクセルペダルから思いきって足を離してみてください。 

思ったほどスピードは落ちないちのです。燃料噴射の停止を上手にま巧しま 
しよラ。一定走行な日アクセルの踏み込み、踏みちどしはかないほど低燃費 
となります。 
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' 知識 

no • 1 己モード」とは 

車両カタ□グに記載されている rio • 1己モード J 燃費は、一定の条件に従って測定された 
燃費でず。 

このモードは都市内走行状態を再現したもので、図1のようにシャシーダイナモメーター上 
で実際の道路上の走行状態を再現し、エンジン暖機後、図2のよラなパターンを走巧するわ 
のです。 


参図1.シャシーダイナモメーター 



参図 2 . rio • 1 已モード」 


平均速度 22.7km/h 



「1日-1已モード」は、都市内走巧状態を再現したものですび、あくまでも代表的な走巧 
パターンです。そのため、実際の走行とは異なる場合び多く、 

例えば 

♦走行速度の平均び「10-]曰モード」より低い 
♦停車比率（運転中に車び止まっている割合）び高い 
♦急な加速を行った 

など条件の違いにより燃費び悪くな0ます。 


* 数値は、 2.0L クラスの柔用車けートマチック車）の燃費] 1.7km/L (10 ■] 已モード）を基準に計算 
してありまず。（各車両型式の燃費は、車両カタ□グをお読みください） 

* 巳〇吕排出量ま、ガソリン] L あたりの巳〇吕排出係数0.64で計算してあります。 

参考資料♦(社)日本自動車工業含：「あしたへ EC0-M0TI0N」 

♦(社)日本自動車連盟： 「ECO MANUAL 車に関する環境エコ基礎知識集」 
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環境保護のために 

G 库用済み部品、廃オイル類は適正な処埋をする） 


♦ノ（ッテ I 」一は鉛や硫酸び使われていますので、特定産業廃棄物として適切 
な処理び法律で義務付け日れています。 

バッテ U — 交換時は、購入した販売店で処分を依頼してください。 
♦タイヤは個人び燃やすなどすると、亜硫酸ガスなど有毒なガスを発生させ 
9 〇 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦エンジンオイルは放置しておくといずれ流れ出し、地下に浸透したり、水に 
浮き、環境を悪くします。 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦不凍液は冷却水の凍結温度を下げるエチレング I 」コールび入っています。 
川などに流すと水質ミち邏の原因になりますので、不凍液の交換はトヨタ 
販売店にご相談ください。 

♦エアコンを媒巧フ□ンガス（特定フ□ンガス C F C ] 2) は、大気に放出 
されるとオゾン層の破壊を進めます。 

トヨタではオゾン層を破壊しない代替フ□ンガス （H F C ] 34 a ) に全車 
切りかえを完了しています （93 年完)。 

それでち、代替フ□ンガス （H F C ] 34 a ) は地球を温暖化する働きびあり 
9 〇 

エアコンの効さび悪い場合、ガスを充填するのみでなく、ガスちれの点検 
を併せて行い、ちれ箇所を修理したラえでガス充慎をしてください。 
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メンテナンス 
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車の手入れ 

C ~日頃の手入れ ) 


車をいつまでち美しく保つためには日頃の手入れび必要です。 

〇洗車、ワックス用品について^^^^^^™ 

それぞれの用品に記載されている説明をよく読み、用途やを意事項などを 
必ずお守りください。 


r ：>月に一度はワックスびけを行ってください 

月に一度、または水のはじきび悪くなったら行ってください。 


》保管.駐車について 

風通しの良い車庫や屋根のある場所をおすすめします。 


盛) 超蠢 


塗装の'《化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐ 
ために、次のことをお守りください。 


♦塗装の劣化や車体-部品（ホイールなど）の属食を防ぐために、巧のよ5な場合はただち 
に洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行しにあと 

-コールタール、花粉、樹巧、鳥の面ん、虫の死びいなどび付着したとさ 
-ばい煙、油煙、おじん、鉄粉\化学物質などの降下びをい場所を走行したあと 
'ほこり、ミ尼などで激しく汚れにと去 
-塗装にベンジンやガソ IJ ンなどの有機溶剤び付着したとさ 
•塗装に傷び付いた場合は、早めに捕修してください。 

♦ホイール保管時は、属食を防ぐために巧れを落とし、湿気のかない場所へ保管してくだ 
さい。 
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車の手入れ 


C か装の手入れ ) 


广ご^^^^^^^^<し 

十分水をかけなび日、巧れを洗い落とし、洗い落としたあとは水を拭さ取り 
よ9 〇 

♦車体、足まわり、下まわりと、上か日下の順に行います。 

参車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいちので洗います。 

♦ミちれのひどいとさは、カーシャンプーを使用し、水で十分洗い流してくだ 
さい。 

参はん点び残日ないよラに水を拭き取ります。 

>自動洗車機を使用するときは 

♦ドアミラーを格納し、アンテナは取りはずした状態にして、車両前側か 
ら洗車してください。また、走行前には必ずアンテナをもとどおりに取 
り付けて、ドアミラーを復帰状態にちどしてください。 

♦とさによりブラシの傷び付さ、塗装の光ミ尺び失われたり、劣化を早める 
ことびあります。 

(> 高圧洗車機を使用ずるときは 

♦ ノズルの先端をドアガラスなどに近付けすざないでください。水圧び高い 
ため、近付けすざると室内に水び入るおそれびあります。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール 
部品に近付けすざないでください。近付けすざると、水圧び高いため、内 
部への水入りやグ U —ス流出により、性能び劣化するおそれびあります。 

》アルミホイールの手入れ 

♦中性洗剤を使用し、早めにちれを落としてください。研磨剤の入った洗剤 
や硬いブラシは塗装を傷めますので使巧しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでく 
ださし、。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

♦光ミ尺を失ラおそれびありますので、スチーム洗ミきなどで熱湯びホイールに 
直接かか日ないよラにしてください。 
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こ方ワックスびけをずるときは 

洗車後、車体の温度び冷えているとさ（およそ体温 L ソ下を目まとしてくだ 
さい）に行います。 

、撥水機能付ガラス-レインクリアリングミラ ー1 

，にっぃて ■ 

手入れについては P . 3曰目の「撥水機能付ガラス」、 P .3 曰7の「レインクリ 
アリングミラー」のま意事項を必ず守ってください。 


激^^ エンジンルーム内に水をかけないでください。 


♦エンジンルーム内の電気部品に水などをかけないでください。エンジンの始動不良や電気 
部品びショートして、故障や車両火災につなびるおそれびあ〇ち険です。 

♦寒;令時に洗車する場合は、ブレーキに直接水びかからないよラにま意してください。 
ブレーキ装置内に水が入ると、凍結してブレーキの効きび悪くなったり、ブレーキの固着 
につなびるおそれびあり、走行できなくなる場合びあります。 

♦洗車後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認してください。 
ブレーキパッドび城れるとブレーキの効さび悪くなったり、城れていない片方だけび効いて 
八ンドルを取5れ、思わ城事故につなびるおそれびあ0危険です。 


•排気管は排気ガスにより高温になりまず。洗車などでふれる場合は、十分に排気管が冷めて 
か5にして<ださい。やけどをするおそれびあ0まず。 



A 超意 

洗車をずるときは、けがをしないようにま意してくださ 
い。 


♦下まわり、足まわりを洗うときは、手にけびをしないようにま意してください。 

♦洗車するとをは、硬いブラシやたわしなどを使用しないで<ださい。塗装などに傷び付さ 
ます。 


♦フューエル U ッド（燃料補給口）を開けた状態で、給油□付近に水をかけないでください。 
♦ランプのレンズ表面をワックス、ベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤で}式いたり、硬し、 
ブラシなどで擦ったりしないでください。破損したり、冀化を早めることびありまず。 
♦目地のある素地部をに塗装用ワックスを使用しないで<ださい。塗装用ワックスび付着 
すると、目地に入って取れなくなり、白くなることがあ0ます。 

※素地部二塗装されていないバンパー-ドア=ラーなどの樹脂部分。 
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車の手入れ 


巧装の手入れ 


:>室内の清掃 


カークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除き、水またはめるま湯を 
含ませた巧で軽くおさ取ります。 


車内に水をかけないでくださし、。 


♦車の清掃をするときは、車内に水をかけないでください。オーディオやフ□アカーペット 
下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の原因となったり、車両乂災につなびる 
おそれびあ0危険です。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使巧しないでください。 
また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び低下し、 
衝突などのとさ十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり 
危険です。清掃するときは、中性洗剤か城るま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使用 
しないで < ださい。 

♦内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、離出しワックスや離出しク 
リーナーを使用しないでください。インストルメントパネルびフ n ントウインドウガラス 
へ映0込み、運転者の視界をさまたげ思わ城事故につなび0、重大な傷害ちしくは死亡に 
およぶおそれびお0ます。 



A 超窗 

クリーナーに含まれる成分にま意してください。 


♦内装の手入れをするとさは、ベンジン、ガソ I 」ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ U 性の 
溶剤は使用しないでください。変色やしみの原因とな0ます。また、各種ク U —ナー類に 
は、これ5の成分び含まれているおそれびありますのでよく確認のラえ使巧してください。 

♦芳香剤（液体•固体•ゲル状•プレートタイプなど）を、内装品（エアコンやオーディオ 
など）に直接ふれさせた0、こぼした0しないよラま意してください。 

含まれる成分によっては変色やしみ、塗装はびれの原因になるおそれびあります。 

♦リヤウインドゥガラスの内側を清掃するときは、熱線を損傷するおそれびあるため、ガラ 
スク1」ーナーなどを使わず、熱線にそって水または城るま湯を含ませた巧で軽く拭いてく 
ださし、。 

♦ U ヤウインドゥガラスの内側を掃除するとさは、熱線を引っかいた0、損傷させないよラ 
に気をつけてください。 

♦ガラスの内側を清掃するとさは、コンパウンドび入ったガラスク U —ナーを使用しないで 
ください。清掃は水または城るま湯を含ませた巧で軽く拭いてください。 

♦アンテナ入りガラス（室内側）の清掃は、湿った巧で線にそって拭いてください。ガラス 
ク U —ナーなどはアンテナを傷めますので使用しないでください。 

♦内装の手入れをするときは、離出しワックスや離出しク U —ナーを使用しないでください。 
インストル方ントパネルやその他内装の塗装のはびれ-溶解-変形の原因になるおそれび 
おります。 


薑本操作 
早わかり 


麗！の 
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0本革シートの取り扱い.お手入れ方法*^^^™ 

■砂•ほこりなどは、掃除機などで吸い取ってください。 

シート表面に付いた砂.ほこりなどは、皮革表面の保護膜を傷付け、早期摩耗 
の原因となります。砂•ほこりなどは、掃除機などで吸い取ってください。 

■サンシェード（日樹す）を使用ずるなどして、巧軍を直射日光か5守って 
<ださい。 

皮革を炎天下に長期間さ日すと、色あせや硬化の原因となります。長期間 
炎天下に車を放置するとさはボディにおおいをかけたり、サンシェード 
(日除け）を使用するなどして、皮革を直射日光か日守ってください。 

■シート表面に付いた巧れは、次の方法で取り除いてください。 

7巧れを軽く拭き取ります。 

ウール用の中性または弱アルカ I 」性の洗剤を約已％の水ミ容液まで薄め、 
ガーゼなどのやわ日かい布に含ませて、ミちれを軽く拭さ取ります。 

と 洗剤を巧:き取ります。 

真水をひたした巧を固くしぼり、シート表面に残った洗剤をおさ取り 
ふ;^ 〇 


〇日陰で乾燥させまず。 

乾いたやわ b かい巧でシート表面の水分をおさ取り、風通しの良い日陰 
で乾燥させます。 


▲ ^胃 シート表面に過剰な水分び残ると、皮革の風合いほ下（硬化、収縮）の 

^なぶ 原因となります。 


' 知識 

本革シートに ついて 

♦厳選された天然素材を使用しています。か観品質を長く保つために、年に2回程度は定期的 
にお手入れすることをおすすめします。 

♦天然素材のため、シボ（皮革表面肌の凹凸）の不均一や、牛皮革本来の傷びわかる場合び 
あります。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なります。 











c エアコンの手入れ ） 


車の手入れ 


3エアコンガス（を媒）の点検 


冷媒び不足していると冷房性能び低下します。 
夏になる前に点検、補充をしてください。 


) エアフイルターの 交換 



/エンジンスイッチを " LOCK " に 
します。 

ご?グ□ーブボックスをはずしまず。 

グ□ーブボックスを開けて、左ち2か所 
のピンをまわして引き抜き、グ□—ブ 
ボックスを手前に倒します。 



3 


フイルターケースをはずします。 

フィルターケースの左ちにあるノブを 
手前に引いて、フィルターケースを取 
りはずします。 


A 


聖口 


薑本操作 
早わかり 
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4 フィルターを 交換します。 

取りはずしたフィルターケースからフィ 
ルターを取りはずし、新しいフィルター 
に交換します。 

♦フィルターケースのツメに、フィル 
ターを確実に取り付けます。 
♦フィルターの側面に付いている 
「な UP 」 のマークを確認し、矢印び 
上を向くようにセットしてください。 

b フィルターケースを取り付けます。 


フイルターケースの側面に付いている 
「な UP 」 のマークを確認し、矢印び上 
を向くよラにセツトしてください。 



b グ□-ブボックスを取り付けまず。 


グ□ーブボックスの左ち2か所にピン 
を取り付けます。 
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車の手入れ 




壁 意 

フィルターの清掃-交換は、エンジンスイッチを 
■■ LOCK " にしてか日巧ってください。 


♦フィ ルターの清掃•交換は、エンジンスイッチを " LOCK " にしてか5行ってください。 
♦エアコンの風量び着しく減少したり、ガラスび曇りやすくなったとをは、 フィ ルターの 
目詰まりび考え5れます。 フイ ルターの清掃または交換をしてください。 


♦フィルターの清掃は、必ずエアブ □— により表面か 5 行ってください。水洗いやブラシで 
擦っての清掃はしないで<ださい。 

♦フィルターの裏と表を間違えないよラに、フィルターをフィルターケースに確実に取り付 
けて < ださい。 

♦必ずフィルターを装着した状態でエアコンを使用してください。フィルターを装着せずに 
エアコンを使巧すると故障の原因となることびあります。 


' —大口日哉- 

:エアフィルターの 清掃•交換に ついて) 

参エアコンにはエアフィルターび取0付け6れています。快適にお使いいただくため定期的 
な清掃' 交換をおすすめします。 

参エアフィルターの交換は工具なしで行うことびでさます。 

•エアフィルター清掃-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 

エアフィルター(花粉フィルター) 

這掃の目ま'''1 己 000 km 【7, 已〇 0 km 】 ごと。 

交換の目ま'''30.000 km 【1 己 000 km 】 ごと。 

【】は、をじん地区（大都市.寒;令化など、交通量.粉じんのをい地区）の場合。 
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c タイヤ□ー テー シヨン） 


タイヤの摩耗を4輪ともに均等にし、寿命をのばすために、已 . OOOkm ごと 
にタイヤ□ー テーシヨ ン（タイヤ位置交換）を行います。 

♦搭載されているジャッキを使用してタイヤ位置交換を行ラとさは、スペア 
タイヤを使用して1輪ずつ交換してください。 


y 



Aug 日常点検として必ずタイヤを点検してください。 


♦曰常点検として必ずタイヤの点検を巧ってください。 

( P .7 日の「タイヤについてのま意」参照） 

♦タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとさは、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 （ P .83 の「その他のミ主意」参照） 
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車の手入れ 


ワイヤレスドアロックリモコンの電池交換 



カバーを開けまず。 

市販の精密ドライバーでネジ （1 本) 
をはずし、カバーを矢印の方向に巧し 
なび日開けます。 



ご?モジュールを取り出します。 

モジュールを本体か日取り出します。 


3 電池フタを取りはずします。 

切り欠さにコインなどをかけて、電池 
フタを取りはずします。 



4 電池を交換しまず。 

ちい電池を取り出し、新しい電池の© 
側を上にして挿入します。 
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5 電池フタ、モジュールおよびカバーを取り付けまず。 

電池フタをちとどおりにしっかりと取り付け、モジュールを本体の中 
にちどし、カバーを取り付けてネジ （1 本）でちとどおりにしっかりと 
締め付けます。 

6作動確認をします。 

U モコンスイッチを巧したとき、本体の L ED び点灯することを確認 
します。 


A 麗 

電池および取りはずした部品は、とくにおテさまび飲み込まないように 
ごま意ください。飲み込むと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびお0ます。 


A 超意 

電池および取りはずした部品の取り扱いにはごを意くだ 
さい。 


♦電池交換時にはネジなどの部品を紛失しないよラにごミち意ください。 

♦電池フタを曲げたりしないよラにま意してください。 

♦電池し^がの部品にふれたり、動かしたりしないでください。 

♦電池の©極と©極は必ず正しい向さにして取0付けてください。 

♦電池挿入部の電極を巧げたり、モジュール内部にゴ S や油などび付着しないよラにま意し 
て < ださい。 


' 知識 

電池について 

使用電池……リチウム電池 C R 2016 

電池はトヨタ販売店、時計店、力方ラ店などでお求めください。 

電池交換について 

電池交換は、市販の精密ドライバーを使用すればお客様ご自身で行ラことびでをますび、 
交換の隙に破損などのおそれびあるため、トヨタ販売巧での交換をおすすめします。 
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車の手入れ 


ヒューズの点検、交換 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ切れや 
ランプ自体の球切れび考え日れます。 

なの手順でヒューズの点検、交換を行ってください。 

C J ヒューズの点検-交換のしかた —1 

#エンジンスイッチを" LOCK " にしまず。 

ご?ヒューズボックスを開けまず。 （ P . 400、402参照） 


3 


ヒューズの点検をしまず。 

故障の状況か日、点検すべさヒューズをヒューズボックスのカバー 
の裏面または表面で確認し、ヒューズを引さ巧さ、ヒューズび切れて 
いないかを点検します。 

♦ヒューズはずし、予備ヒューズは、エンジンルーム内ヒューズボッ 
クスのカノ（一裏面に取り付日れています。（次ページ参照） 
♦ヒューズは車の仕様によりないちのちあります。 

切れた状態 切れていない状態 




4 


ヒューズを交換しまず。 

ヒューズび切れていた日、規定容量のヒューズに交換します。 
♦ランプ類び点灯しないとさは、電球切れち考えられます。 
♦ LU 下の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。 

-取りかえてち再びヒューズび切れるとさ 
-取りかえてち電気系統の装置び働かないとさ 




規定容量がのヒューズを使用しないでください。配線び過熱-焼損し、 
乂災につなびるおそれびあ0危険です。 


目次 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


雷 


399 




























































〇ヒューズボックスの開け方 


■エンジンルーム内ヒューズボックス 

カバー横のツメ （1 か所）を巧しなび日カバーを持ち上げてはずします。 
♦ヒューズラベルはカノ（一の裏面に表示してあります。 



400 



















































車の手入れ 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

〇 

W I P-S 

7 .巳 A 

ワイ パー 

〇 

H-LP L LWR 

1 已 A 

へッドランプ（左側□-ビーム） 

包 

H-LP L UPR 

1 巳 A 

ヘッドランプ（左側八イビーム） 

〇 

H-LP R UPR 

1 已 A 

ヘッドランプ（ち側八イビーム） 

包 

CRT 

7 .巳 A 

HD D ナビゲーシヨンシステム 

© 

H AZ 

1 已 A 

非常点滅な 

〇 

HORN 

lOA 

ホーン 

© 

RADIO N 0.1 

1 已 A 

オーディオ、 HDD ナビゲーシヨンシステム 

〇 

ECU - 目 

7 .巳 A 

ボディ ECU 、 エアコン 、木ーター 

⑩ 

DOME 

7 .已 A 

室内灯関係 


AMP 

吕 OA 

オーディオ 

⑩ 

DOOR N 0.1 

2 已 A 

ボディ ECU 

⑩ 

E F 1 N 0.1 

2 巳 A 

E F 1コンピュータ 

⑩ 

H-LP R LWR 

1 已 A 

へッドランプ（ち側□-ビーム） 

瓜 

A 目 S N 0.3 

7 .已 A 

A 臣 S 

⑩ 

E F 1 N 0.2 

lOA 

E F 1コンピュータ 


* 車の仕様により設定のないヒユーズもあります。 


A 


警告 


甚本操作 
早わかり 


麗！ の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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■助手席足元ヒューズボックス 

グ□ーブボックス下のカノ（一をはずし、ヒューズボックスのカノ（一を取りは 
ずします。 



マイナスドライバーなどを使用して、 
ツメ A (3 か巧）をはずしまず。 


カバーを手前に引いてツメ B (吕か所) 
をはずし、カバーを取りはずします。 

足元照明付さ車は、足元照明のコネク 
ターをはずします。 
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車の手入れ 


1 1-1 1 

o @© o ®@ のな®⑩®⑩®の®⑩ 

(3 □ 


□ C 

® 瓜瓜®®®®®®®®⑩®孤®® 

- 







ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つまな装置名称 

〇 

RR DOOR RH 

20 A 

運転席側1」ヤドア ECU 

Q 

RR DOOR LH 

20 A 

助手席側1」ヤドア ECU 

0 

FUELOPN 

7 .已 A 

フューエル U ッドオープナー 

〇 

FR FOG 

1 已 A 

フ□ントフォグランプ 

包 

0 巨 D 

7 .已 A 

ダイアグノーシスコネクター 

© 

FR DEF 

2 已 A 

フ□ントデフ□スター 

〇 

STOP 

lOA 

制動な 

© 

T 1 &TE 

30 A 

チルト&テレスコピックステアリング 

〇 

MPX-B 

7 .已 A 

E F 1コンピュータ 

⑩ 

AMI 

7 .巳 A 

バワースイッチ（エンジンスイッチ）関係 


RR FOG 

7 .已 A 

1」ヤフォグランプ 

⑩ 

A 1 RSUS 

7 .已 A 

- 

⑩ 

DOOR N 0.2 

2 已 A 

電気式ドア□ック 

⑩ 

S/ROOF 

吕 OA 

ムーンルーフ 

⑩ 

TAIL 

lOA 

尾な、ま号打、車幅な 

⑩ 

PANEL 

7 .已 A 

さスイッチ照明 

め 

ECU - 1 G N 0.1 

7 .已 A 

ボディ ECU 、 A 目 S & ブレーキアシスト 

⑩ 

ECU - 1 G N 0.2 

lOA 

へッドランプオートレべ U ングシステム 

⑩ 

HEATER 

7 .已 A 

エアコン 

⑩ 

WASHER 

20 A 

ウォッシヤー 


* 車の仕様により設定のないヒューズちあります。 


A 


重口 


基本操作 
早わかり 


麗！ の 


室内装備の 
取り扱い 


iH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

ゆ 

SEATHTR 

2 日 A 

シートヒーター 

@ 

GAUGE N 0.1 

7 .己 A 

メーター、後退な 

@ 

FR Wl P 

3 白 A 

フ□ントワイパー 


RR W 1 P 

]5 A 

1」ャワィパー 

西 

IN 」 

2 日 A 

E F 1コンピュータ 

© 

1 GN 

lOA 

E F 1コンピュータ 

® 

GAUGE N 0.2 

7 .己 A 

木ーター 


ECU-ACC 

7 .己 A 

ボディ ECU 


C 1 G 

]5 A 

シガレットライター 

远) 

PWR OUTLET N 0.1 

]5 A 

アクセサリーソケット 


RADIO N 0.2 

7 .己 A 

オーディオ、 HDD ナビゲーシヨンシステム 

@ 

M 1 R HTR 

lOA 

S ラーヒーター 


* 車の仕様により設定のないヒューズをあります。 


' -知識- 

巧期設定について 

バッテ U —あびりの処置や、ヒューズ交換などの作業を行った場合、作業渡に初期設定操 
作び必要な機能びあります。詳しくは、 P .438 の「初期設定び必要な機能」を参照してくだ 
さい。 
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車の手入れ 

しか装の電球（バルブ） 交換） 


この車の外装には、下図で示した電球（バルブ）びあります。 

♦ページ数び記載してある電球の交換については、該当ページをお読みくだ 
さし、。 

♦※印び記載してある電球の交換につい口んトヨタ販売店にご相談ください。 



目次 


A 


S 口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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盛麗 

電球を交換ずるときは、必ず次のことをお守りください 


♦ディスチャージヘッドランプを交換するとき（電球交換を含む）は、必ずトヨタ販売店に 
ご相談<ださい。電球ソケットにふれた状態で点灯操作をすると、瞬間的に2日，0日 0 V の 
高電圧が発生し、感電して生命にかかわるよラな重大な傷害を受けるおそれびあ0危険 
です。 


♦電球を交換するときは、各ランプを消灯させ、電球び;令えてから交換してください。やけど 
をするおそれびあり危険です。 



kA 

麵 

電球は十分ま意して取り扱ってください。 


♦八□ゲン電球はガラス内部の圧力び高いため、落としたり、ものをぶつけた0、傷を付けた0 
すると、破損してガラスび飛び散る場合びありますので、十分を意して取り扱ってください。 
また、素手でふれずにされいな手袋を着用してください。 


♦必ず同じワット数の電球を使巧してください。 （ P .42 日参照） 

♦電球および電球固定具の取り付けは確実に巧ってください。取り付けび不完全な場含、 
水入りなどによる故障およびレンズ内面の曇0につなびるおそれびあります。 

♦電球の交換をするとさは、工具や電球、電球固定具、ソケットなどを紛失しないよラにミち意 
して作業して < ださい。 


' -知日^^- 

ランプの量りについて 

へッドランプ-制動'ななどのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によ0レンズ内面び 
曇ることびあります。これはランプ内部とが気の温度差によるわので、雨天時などに窓ガラ 
スび曇るのと同様の現象であり、機能上の問題はありません。ただし、レンズ内面に大粒の 
水滴び付いているときやランプ内に水びたまっているときは、トヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 

電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配な方は、トヨタ販売店にご相談ください。 
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車の手入れ 


( J へッドランプ（ハイビーム） 

■取りはずし方 



ボンネットを開けて （ P . 146参照）、 
コネクターを取りはずします。 

コネクターを矢印の方向にまわして取 
りはずします。 



三 ツメを巧して、コネクターか日電球を 
取りはずしまず。 


■取り付け方 

取りはずしたとさと逆の手順で取り付けます。 

♦電球びコネクターに確実に固定されていることを確認します。 

参コネクターびちとの位置に確実に固定されていることを確認します。 
♦ランプスイッチを操作して、ヘッドランプ（八イビーム）び点灯すること 
を確認します。 


《図は助手席側で説明していまず。 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 


康 Hi 
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Cl 車幅打（助手席側) 


■取りはずし方 



ボンネットを開けて （ P . 14己参照）、 
ソケットを取りはずしまず。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
なホします。 



■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 

♦電球びソケットに確実に固定されていることを確認します。 

♦ソケットびちとの位置に確実に固定されていることを確認します。 
♦ランプスイツチを操作して、車幅灯び点灯することを確認します。 
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車の手入れ 


() フ□ント方向指示打兼非常点滅打 

■取りはずし方 




ボンネットを開けて （ P . 14己参照）、 
ソケットを取りはずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして取り 
はずします。 


2 


ソケットか5電球を引き抜きます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 

参電球びソケットに確実に固定されていることを確認します。 

参ソケットびもとの位置に確実に固定されていることを確認します。 

♦非常点滅灯スイッチなどを操作して、方向指示灯び点滅することを確認し 
ます。 


《図は助手席側で説明しています。 


A 


聖口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




409 














































:>フ□ントフオグランプ 


■取りはずし方 



7 コネクターを取りはずします。 

コネクターをち印の方向にまわして、 
フ□ントバンパーの裏側か日取りはず 
します。 



ツメを巧して、コネクターか5電球を 
取りはずします。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 

♦電球びコネクターに確実に固定されていることを確認します。 
♦コネクターびフ□ントバンノ（一裏側に確実に固定されていることを確認し 
ます。 

♦フォグランプスイツチを操作して、フ□ントフォグランプび点灯すること 
を確認します。 

《図は助手席側で説明しています。 


410 




車の手入れ 


c ：> サイド方向指示打兼非常点滅打 

■取りはずし方 

7 



ランプ本体を取りはずしまず。 

ランプ本体を車両前方にスライドさせ 
たまま、ランプ本体の車両後方側を手 
前に引いて取りはずします。 



三 ランプ本体か5ソケットと電球を取り 
はずしまず。 

ソケットを矢印の方向にまわしてラン 
プ本体か日取りはずし、ソケットか日 
電球を引さ巧さます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさと逆の手順で取り付けます。 

♦電球びソケットに、またソケットびランプ本体に確実に固定されていること 
を確認します。 

♦ランプ本体び車両に確実に固定されていることを確認します。 

♦非常点滅灯スイッチなどを操作して、方向指示灯び点滅することを確認し 
ます。 


處 i 


ランプ本体か5ソケットをはずすと、ソケットび車両內部に落ちやすく 
なります。落ちないよラにま意して作業してくださし、。 


《図は助手席側で説明しています。 


目次 


A 


聖口 


含本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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€1 尾打^ 


■取りはずし方 



バックドアを開けて （ P . 122参照）、 
カパーを取りはずします。 

薄刃のマイナスドライノ（一を、カノ（一の 
切り欠さに挿し込んで取りはずします。 
♦傷付さ防止のため、ドライバーの先端 
にビニールテープな どを巻いて保護 
してください。 



三 ソケットと電球を取りはずします。 

ソケットをち印の方向にまわして取りは 
ずし、ソケットか日電球を引き巧きます。 


■取り付け方 

取りはずしたとさと逆の手順で取り付けます。 

♦電球びソケツトに確実に固定されていることを確認します。 

♦ソケツトびちとの位置に確実に固定されていることを確認します。 
♦ランプスイツチを操作して、尾打び点灯することを確認します。 

《図は助手席側で説明しています。 
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車の手入れ 


だ>リヤフォクランプ*_ —1 

■取りはずしち 

I ソケットを取りはずしまず。 

ソケットを矢印の方向にまわして、 I 」ヤ 
バンノ（一裏側か日取りはずします。 


三 ソケットか日電球を引き抜きまず。 


■取り付け方 

取りはずしたとさの逆の手順で取り付けます。 

参電球びソケットに確実に固定されていることを確認します。 

♦ソケットび U ヤバンノ（一裏側に確実に固定されていることを確認します。 
♦フォグランプスイッチを操作して、 U ヤフォグランプび点灯することを確 
認します。 

《図は助手席側で説明しています。 




A 


董口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 




★印はグレード等により装着のち無び異なります。 
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日常点巧 

( 曰常点検について ） 

日常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことび法律で義務 
付けられています。 

曰常点検は、簡単に点検でさる項目になっていますので、長距離走行前や洗 
車時、給油時などを目安に実施してください。 

ここでは、点検内容を簡単に説明します。 

点検方法および実施時のを意事項は、「メンテナンスノート」をお読みくだ 
さし、。 
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日常点検 


エンジンルームの点検） 



A 響営 


点検や交換したあとは、工具や布などをエンジンルームに置き忘れてい 
ないことを確認してください。万一、置さ忘れていると、故障の原因と 
なったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災につなび 
るおそれびあ0危険です。 


目次 


A 


S 口 


甚本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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ブレーキフルードの量び U ヴーパ'-タンクの MAX (上限）と M I N (下限) 
の間にあるかを点検します。 


ブレーキフルードび不足していると、ブレーキの効きび悪くな D 、 思わ 
sikr め事故につなびるおそれびありを険です。 


(》バッテリーの液量 



バッテ U - 液面び各液權とちバッテ U - の UPPER LEVEL (上限）と 
LOWER LEVEL (下限）の間にあるかを車両をゆするなどして点検します。 



證 

バッテリー液び不足すると、バッテリーあびりやバッテリー自体の損傷 
につなびるおそれびあるため、定期的に点検してください。 
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日常点検 


' 知識 

バッテリーについて 

バッテリー本体の意匠や 、 UPPER LEVEL (上限 ） -LOWER LEVEL (下限）の表示は、 
搭載されるバッテ U —によ0、意匠び異なる場含びあ0ます。 

インジケーター付バッテリーについて 

インジケーター付バッテリーは、インジケー 
ターに表示される色によって、バッテリーの 
状態を確認でをます。詳しくは、バッテリー 
上面に付いているラベルをご覧ください。 


を却水の量 


FULL (上限) 

\ 

LOW 


冷却水の量がリヴーバータンクの FULL (上限）と LOW (下限）の間に 
あるかを点検します。 


冷却水の量び不足しているとラジェーターの腐食やオーバーヒートによ 
A るェンジン破損のおそれびあるため、定期的に点検してください。 

<^^なぶ また、水のみで使巧していると、寒;令時に凍結し、ラジェーターなどに 
損傷をちえるため、必ず冷却水を適切な濃度でご使用ください。 




目次 


A 


董口 


基本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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Cl エンジンオイルの量 

レベルダージ先端 



9 19 


下限 


上限 


エンジンオイルの量がオイルレベルゲージの上限と下限の間にあるかを点検 
します。 



エンジンオイルを点検•交換ずるときは、次のことをお 
守りください。お守りいただかないと重大な傷害ややけ 
どにつながるおそれがありまず。 


>エンジンを停止してください。 

エンジン回転中にベルトやファンなどの回転部分にふれたり付近にいたりずると、手やを 
服-工具などび卷さ込まれたりして、思わ城事故につなびるおそれびあり危険でず。 

>エンジンオイルの温度び低いときに、点検-交換してください。 

>エンジンび停止していてち冷却水温び高いとさは、エンジンオイルを高温になっており、 
やけどをするおそれびあり危険でず。 




エンジンオイルは、定期的に点検-交換してください。 


♦定期的な点検を怠ると、オイル不足や劣化により回転部分び潤滑不良にな0、焼を付をな 
どを起こしてエンジンに損傷を与えるため、定期的に点検-交換をしてください。 
•エンジンオイルはエンジン内部の潤滑、冷却などをする働をびあります。通常の運転を 
していてち、ピストンおよび暇-排気バルブを潤滑しているオイルの一部び燃焼室など 
で燃えるため、オイル量は走行ととをに減かします。また、減かする量は走行条件など 
によ0異な0ます。 

♦オイルを補給するとさは、入れすざないよラにミ主意してください。 

♦エンジンオイルを点検するとさは、オイルびオルタネーターなどに付着しないよラに巧な 
どをあてて点検してください。 

万一、オイルび付着したときは、完全に a き取ってください。 
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日常点検 


こ万ウインドウウオツシヤーの; 



ウォッシヤー液を入口のキヤップを開けて 
ゲージを巧き出します。 

♦液面び NORMAL (上限）と LOW 
(下限）の間にあることを確認します。 

♦あ面び LOW (下腺に近付いた日、ウォッ 
シヤー液を補給してください。 


■ウオッシヤー液を補給ずるには 



/キャップを開けます。 

ウォッシャー液ミ主入口のキャップを開 
けます。 

三 ウォッシャー液を補給しまず。 

補給び終わ つたら 、ウオッシヤー液を入 
口のキャップを確実に閉めてください。 


♦ウォッシャー液の容器に表示してある凍結温度を参考に希釈して補給し 
ます。 

参液量については、 P .433 の「ウォッシャータンク容量」を参照してくだ 
さい。 

♦ 1」ヤワイパー巧ウォッシャータンクはフ□ントワイパー用と兼巧です。 
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盛觀 

エンジンび熱いとさやエンジンびかかっているとさはウォッシャー液を 
補給しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれて 
いるため、エンジンなどにかかると出火するおそれびあり危険です。 


A 超意 

ウォッシャー液のかわりに石けん水などを入れないでください。塗装の 
しみになるおそれびあります。 

' 知識 




ゲージの 使いち 


ウォッシャー液の膜び張っているゲージの巧部 
の位置を確認して、ウォッシャー液の残量を判 
断します。鶏量びゲージの先端から2つめの巧 
部よ0下まわった5 ( L 日 W の位置まで低下した 
5)、ウォッシャー液を補給してください。 



現在の液量 
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c まのまわりの点巧 ） 


日常点検 


♦月に]回程度は空気圧ゲージによる点検をおすすめします。 

♦空気圧が適正でない場合は、必ず指定空気圧に調整して<ださい。 


指定空気圧より低いと車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤ 
び偏摩耗したりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象ぷに 
A 群3^ よ0タイヤびバースト（破裂）したりして、思わ城事故につながるおそ 
SS れびあ0危険です。曰常点検で、スペアタイヤわ含め、必ずタイヤ空気 

圧び指定空気圧になっていることを点検して < ださし、。 

※高速で走行しているときに、タイヤび波うつ現象。 


^—大口日哉- 

指定空気圧について 

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼 
5れている「タイヤ空気圧」の表、またはメンテ 
ナンスデータ （ P .434 参照）でご確認ください。 
♦スペアタイヤち点検して < ださし、。 

♦指定空気圧でのたわみ状態を確認してお < と、 
タイヤを目視点検するときに参考になります。 
♦指定空気圧の調整はタイヤび冷えているとを 
に行ってください。 



タイヤの点検については、 P .7 □の「タイヤについての注意」を併せてお読み 
ください。 

タイヤの空気圧 — 

点検はタイヤが冷えている（走行前）状態で、タイヤの接地部のたわみ状態 
(つぶれ 具合）を見て、空気圧が適正であるかを点検します。 
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Cl タイヤの亀裂、損傷 

タイヤの側面や接地部全周に著しい傷や亀誤びないかを点検します。 

また、釘、石、その他の異物び刺さったり、かみ込んでいないかを点検し 

〇 


タイヤの側面などに傷や亀裂のあるような異常なタイヤ 
L を装着しないでください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取5れたり、異常な振動を感じる 
ことがあります。 

また、バースト（破裂）など修理できないよラな損傷をタイヤに与えたり、タイヤび横 
ずべ0するなど思わ城事故につなびるおそれびあり危険です。 

走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正常なタイヤ 
に交換してください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離など） 
び十分に発揮でをないばか0でなく、思わ城事故につながるおそれびありち険です。また、 
部品に悪影響を与えるなど故障の原因となることびあります。 
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日常点検 


:>タイヤの溝の深さ、異常摩耗 


〈例：スリップサインが出ていないが態〉〈例：スリップサインが出ている状態〉*1 

タイヤ接地面に表示されているスリップサイン（摩耗限度表示）が現われて 
いないかを点検します。 

また、極端な片ベりなどの漏摩耗がないかを点検します。 

イラストは説明のための例であり、実隙とは異な0ます。 


摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでください。タイヤの溝の深さび 
みないタイヤやス U ップサイン（摩耗限度表示）び出ているタイヤをそ 
のまま使用すると、制動距離び長<なったり、雨の曰に八イド□プレー 
ニン グ現象により、八ンドルが操作できなくなったり、タイヤびバ- 
スト (破裂）したりして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
ス U ップサインび現れた!5、すみやかに正常なタイヤと交換してくだ 
さい。 

水のたまった道路を高速で走行ずると、タイヤと路面の間に水び入り込み、 
タイヤび路面から浮いてしまし、八ンドルやプレーキび効かなくなる現象。 


I J な乂装置、方向指示器の巧れ、損傷^^ 

各ランプのレンズに、巧れや破損、ヒビ割れなどびないかを点検します。 

' ムミ□日が i -、 

ランプの量りについて 

へッドランプなどのランプは、雨天走行や洗車などの使巧条件によりレンズ内面び曇ること 
びあります。これはランプ内部と外気の温度差によるわので、雨天時などに窓ガラスび曇る 
のと同様の現象であ0、機能上の問題はありません。ただし、レンズ内面に大粒の水滴び付 
いているとさやランプ内に水びたまっているとさは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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广運拓おに厘っての点 巧） 

パーキングブレーキの踏みしろ 



ノ（ーキングブレーキペダルを止まるまでゆっくりと踏み、カチカチ音び基準 
値の範囲で止まるかを点検します。 （ P .428 参照） 


J エンジンのかかり具合 

エンジン始動の際、異音びないか、かかり具合いは良いかを点検します。 
また、アイド U ング状態およびかし回転を上げた状態で、異音びなし佩を点検 
します。 


く ) ブレーキ ペダルの踏みしろ 



エンジンを始動し、ブレーキペダルをいっぱいに踏み込み、床板とのすさ間 
を点検します。併せてペダルの感触に異常びないかを点検します。 
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日常点検 


(3 ウインドウウオッシャーの噴射状態 



エンジンを始動し、ウインドウウォッシャーを作動させ、噴射の向きおよび 
高さびワイパーの作動範囲のほぼ中央にあたるかを点検します。 


ワイパーの払拭状態 


つ 



エンジンを始動し、ウインドゥウォッシャーでガラスをめ日した状態でワイ 
パーを作動させ、「低速作動」「高速作動」「一時作動」「間欠作動」の各作動 
び良いか、拭さ取り状態び良いか点検します。 



洗車するとさやワイバーゴムを交換するとさなど、フ□ントワイパー 
アームを立てると舌は、おず運転席側のワイパーアームか6立ててくだ 
さい。また、もとにもどずときは、助手席側のワイバーアームか5もど 
して < ださし、。 


：>打乂装置、方向指示器の作用 


る灯火装置、方向指示器を作動させ、ランプび点灯または点滅するか、明るさ 
び不足していないかを点検します。 
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c 走巧しての点検 ) 


I なブレーキの効き具合 

通常走行時にブレーキをかけたとさ、効さび十分か、片効さしないかを点検 
します。 


盛 籠 


走行中、継続的にブレーキ付おか5警告音（キーキー音）び発生したと 
さは、ブレーキパッドの使用限度です。トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキパッドびなく 
なり、ブレーキ部品を損傷させたり、効さげ悪くなって思わ城事故につ 
なびるおそれびあり危険です。 


0エンジンのお速および加速の状態 

通常走行で停車したとさ、エンジン回転にむらがあったり、止まったりしな 
いかを点検します。また、アクセルペダルを踏み込んだとさ、なめらかに加 
速するかを点検します。 

:：>前日までの異常箇所の点検 

前曰までの使用時に異常びあった箇所について、運行に支障びないかを点検 
します。 
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メンテナンスデータ 

C メンテナンスデータ） 

〇点検基準値こ y - 


項 目 

メンテナンスデータ 

ブレーキペダル 

遊び [ mm ] 

(負圧なしの状態） 

2〜吕 

踏み込んだとをの床板 
とのすさ間 [ mm ] 

〔足皆力己0 ON {己 Ok 呂 f }〕 
(エンジン日 N の状態） 

89政上 

パーキングブレーキ 

踏みしろ[ノッチ'つ 
〔操作力300 N 130 k 目が 

己〜7 

V 

1」 

ブ 

ド' 

ベ 

ル 

卜 

オルタネーター& 
P / S ベルト& 

A / C ベルト 

たねみ量 [ mm ] 

非調整式 


《ノッチとは、パーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ’といラ音）のことです。 
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メンテナンスデータ 


〇電球（バルブ）①ワット数 


項 目 

メンテナンス データ 

電 球 

(バルブ） 

ワット数 

へッドランプ （□- ビーム） . 3己 W 

(バルブタイプ = D 2 S ) 

へッドランプ（八イビーム） .60 W 

(バルブタイプ = HB 3) 

フ□ントフォグランプ . 已 1 W 

(バルブタイプ = HB 4) 

車幅灯 . 己 W 

フ□ントち向指示灯ま非常点滅灯 

(アンパ'-バルブ*,) .21 W 

サイドち向指示な兼非常点滅な 

(アンバーバルブ*’） . 已 W 

ま号巧 . 已 W 

制動灯 . LE が2 

尾な . 已 W 

1」ヤち向指示な兼非常点滅な 

(アンパ'-バルブ*,) .21 W 

後退な .] 日 W 

リヤフォグランプ ★.21 W 

八イマウントストップランプ . LED *2 

マップランプ .8 W 

フ□ントルームランプ .8 W 

U ヤルームランプ .8 W 

ラゲージランプ . 己 W 

バックドアランプ . 己 W 

ドアカーテシランプ . 己 W 

バこテイミラーランプ ★.3.8 W 

コンソールボックスランプ . LED *2 

カップホルダーランプ . LED *2 

グ□-ブボックスランプ . LED *2 

シフトレパ'-部照明 . LED *2 


アンバーバルブはオレンジ色の電球です。 

《2 LED は、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光素子です。 
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Cl 油脂類の容量と銘柄 

使用するオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。 

トヨタ車には、最ち適したトヨタ純正オイル-液類のご使用をおすすめします。 
トヨタ純正油脂 L ソ外を使用される場合は、それぞれの油脂に相当する品質の 
ちのをご使用ください。 


項 


容量 [ L ] 
(参考値） 

銘柄 

冷却水 

目.2 

トヨタ純正スーパーロング 
ライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% — 12 °C 
濃度已□% —3巳む 

オートマチックトランス 
アクスルフルード 
(FF 車） 

8.6 

トヨタ純正オートフルードタイプ 

T-IV 

オートマチック 
トランス 
アクスル 
フルード も 
トランスファー 
オイル 
(4 WD 車） 

トランス 
アクスル 

8.7 

トヨタ純正オートフルードタイプ 

T-IV 

トランス 

ファー 

日.目 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己，8己 VV - 日日） 
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メンテナンスデータ 


項 目 

容量 [ L ] 
(参ち値） 

銘柄 

リヤデイファレンシャル 
オイル （4 WD 車） 

日.9 

トヨタ純正 

八イポイドギヤオイル SX 
( API 白 L - 己， SAE 8 已叫-目日） 

パワーステアリング 
フルード 

日.9 

トヨタ純正ノ くワーステアリング 
フルード 

ブレーキフルード 

— 

トヨタ純正ブレーキフルード 

2己00 H 
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容量 [ L ] 

(参考値） 


項目 

オイルのみ 
交換時 
充てん量 

オイルとオイ 
ル フイルター 
交換時 
巧てん量 

銘柄 

王 

ン 

ジ 



トヨタ純正モーターオイル 

SM 日 W- 2日夕 

(API SM.EC/ILSAC GF-4.SAE 0W-20) 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 已 W- 3日 

(API SM’EC/ILSAC GF-4，SAE 已 W-30) 

ン 

才 

イ 

ル 

4.1 

4.3 

トヨタ純正モーターオイル 

SM 1 0W-30 

(API SM’EC/ILSAC.GF-4,SAE lOW-30) 

トヨタ純正モーターオイル 

S L 己 W-2 日 (API S し EC SAE 己 W-2 日） 

トヨタ純正モーターオイル 

SL 10W- 30 (APISLEC SAE10W-30) 


《日 W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 
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メンテナンスデータ 


項 目 

容量 [ L ] 

(参考値） 

ウォッシヤータンク 

4.5 


》ウオッシヤータンク容量 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC わ 、、I L S A C 規格合格油をおすすめします。 
なお 、I LSAC 規格合格油の吿には ILSAC CERTIFICATION (イルサック 
サーティフイケーシヨン）マークが付いています。 



API マーク ILSAC CERTI 円 CATION 

マーク 


-下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使巧ください。 

が気温（で） 



※〇 W-20 は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 
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こ》燃料の量と種類 







項 目 

容量 [ L ] 

诊考値） 

指定燃料 

燃料（フユーエルタンク） 

72 

無鉛レギュラーガソ U ン 


c ぶタイヤ*ホイール仕様 


項目 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

U ムサイズ 

P . C . D . 

オフ 

セット 量 

スチールホイール 

アル S ホイール 

標準 

タイヤ 

22巳/6己 R 17101 S 


17 x 61/2」 

1 14.3 mm 

X 巳 (巧） 

3巳 mm 

23己/已已 R ] 8 9吕 H 


18 X 7」」 

3已 mm 

応急用 
スペア 
タイヤ 

T 165/80 R 17 104 M 

17 X 4 T 


40 mm 


項目 

タイヤが冷えているとをの空気圧 


[kPa {k 邑 / cm 吕 り 

タイヤの種類 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

210に.1( 

210に.り 

応急用スペアタイヤ 

420 {4.2( 

42日 14.2} 
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メンテナンスデータ 


CJ 車両仕様 


名称 

型式 

エンジン型式 

駆動ち式 

グレード 

八リアー 

ACU 30 W 

2 AZ-FE 
C 2.4 L ガソ U ン） 

F F 

(前輪駆動） 

HARRIER 

240 G 

ACU 3己 W 

4 WD 
(4 輪駆動） 


甚本操作 
早わかり 


誦の 


室内装備の 
取り扱い 


ii 


車との上手な 
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ユーザーカスタマイズ 

( ユーヴーカスタクイスー mJ 


じ(下の機能の動作内容を変更することびでさます。詳しくは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 


項目 

機能の内容 

ミ n» で 

(太字び初期設定） 

ワイヤレスドア□ック 
( P .1 13参照） 

作動完了時の非常点滅なの点滅 

あり/なし 

作動完了時のブヴー 

あり/なし 

半ドア警告ブヴー 

あり/なし 

ワイヤレスドア□ック 
リモコンスイッチ連動開閉機構 

あり/なし 

U モコンで解錠したあと、ドアを開け 
なかったとさの自動施錠までの時間 

約 30 秒/約日日砂 
/約12□秒 

ドア□ック※] 

( P .1 18参照） 

車速感応オートドアロック 

あり/なし 

シフト連動才ートドア□ック※2 

あり/なし 

シフト連動才ートドアアンロック 

あり/なし 

運転席ドア連動才ートドアアン□ック※2 

あり/なし 

パワーパックドア ★ 
( P . 129参照） 

自動開閉中のフヴー • X 2 

音圧大/音圧ル/ 

なし 

パワーバックドアスイッチの作動 

長巧し/短 押し 

ワイヤレスドア□ックリモコンの作動 

長巧し/短 押し/ 
2回巧し/なし 

バックドアオープンスイッチの操作で 
バックドアを開けたとさのアシスト開 
作動*2 

あり/なし 


お客様自身で変更することびでをます。（トヨタ販売店でを変更でをます) 
《2初期設定（工場出荷時）では、無効に設定されていまず。 
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★印はグレード等により装着の有無が異なります。 






















ユ ー ザ ー カスタマイズ 


項目 

機能の内容 

ミ n » で 

(太字び初期設定） 

電動チルト& 

テレスコピック 
ステア U ング ★ 

( P . 193参照） 

才ートチルトアウエイ Si 
リターン機能 

あり/なし 

二]ンライト 
( P . 238参腻 

コンライトセンサーの感度調整 

レベル1〜已 

(レベル 3) 

コンライトシステムび車幅な-尾巧- 
番号灯を点打ずるまでの時間 

標準/長め 

イルミ ネー テッド 
エント U —システム 

( P . 33日参腻 

エンジンスイッチを "ACC" から 
"L 日 CK " にしたとさの作動 

あり/なし 

ドアを解綻したとさの作動 

あり/なし 

消灯までのタイマー時間 

約1部 レ御7.已秒 
/約30秒 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


画の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとさ 
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初期設定び必要な機能 

C 初期設定について~ 


バッテ U - を交換したときや、ヒューズび切れたとき、メンテナンスを行った 
とさなど、バッテ1」一と車両との接続び断たれた場合には、下記の機能のネ刃期 
設定び必要です。これ日の機能は、初期設定を行わないと機能び正しく作動 
しません。 


参照ページの説明に従って、それぞれ必要な操作を行ってください。 


項目 

対処方法 

パワーバックドア ★ 

P . 134参照 

パワーウインドゥ 

P . 137参照 

マルチパネルムーンルーフ ★ 

P . 141参照 

パックガイドモこ夕一 ★ 

別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」 
を参照してください。 

フ□ント&サイドモニター ★ 

別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム取扱書」 
を参照してください。 
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★印はグレード等により装着の有無び異なります。 














万一のとき 


工具、スペアタイヤ、発炎筒 . 440 

ジャッキ、工具、スペアタイヤの 
格納場所 440 

ジャッキ 442 

スペアタイヤ 443 

発炎筒の使いち 448 

故障したとまは . 450 

路上で故障したとさは 450 

動けなくなったとさは 451 

パンクしたとをは . 452 

タイヤの交換 452 

バッテリーびあびったと宝は . 4百1 

バッテリーあがりとは 461 

才ー パー ヒート したとをは .4 B 4 

才ーバーヒートとは 464 

けん引について . 467 

けん引のしかた 467 

事故び起をたとをは . 471 

あわてずに次の処置を 
巧ってください 471 

車両を緊急停止するには . 472 

緊急停止のしかた 472 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 

^ジャッキ、工具、スペアタイヤの格納場所） 


ホイールナツトレンチ 


ジャッキ 


U ヤデッキボード 
(助手席側） 

ジャッキ A ンドル 



フ□ント 

I - ■" い、 

ァツキホード 


U ヤデッキボード 
(運乾席側） 


スペアタイヤ 


フ□ントデッキ 
アンダートレイ 

スペアタイヤ 
キヤ U アキヤップ 


♦ジャッキ、工具などは、ラゲージルームに格納されています。 
♦スペアタイヤについては、 P .443 の「スペアタイヤ」を参照してください。 
♦ジャッキ、工具の種類、発炎筒の使いちなどは、万一のとさ困らないよラ 
にあらかじめ確認しておきましよラ。 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 


工具やジャッキを使用したあとは、 
さい。 


確実に格納してくだ 


♦工具やジャッキを使巧したあとは、決め5れた場所に確実に格納してください。室内など 
に放置すると、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。他の車に使巧した0、他の車 
のジャッキをお客様の車に使用しないでください。ジャッキの取り扱いを誤ると、思わ城 
事故につなびるおそれびあり危険です。 



盛> 輕蠢 

車に搭載されているジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着し:^が 
使用しないでください。 


目次 
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警告 


甚本操作 
早わかり 


I 纏の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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ジャッキ 


() 取り出し方_ — — _ 

I フ□ントデッキボードを開けまず。 

( P . 329参照） 

工具は、フ□ントデッキアンダートレイ 
に格納されています。 

之 ジャッキを取り出しまず。 

固定バンドのフックをはずします。 
ジャッキの A の部分をまわしてゆるめ、 
ジャッキを取り出します。 


格納ずるとさは 

取り出したとさと逆の手順で行います。 
♦ジャッキをもとどおりに格納し 、 A 
の部分をまわしてジャッキを固定し 
よ9 〇 

♦固定バンドを取り付けます。 

♦ジヤツキび確実に固定されているこ 
とを確認します。 
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c スペアタイヤ ） 


工具，スペアタイヤ、発が筒 


J 取りはずし方 



リヤデッキボード（運お席側）を開け 
まず。 

ボタンを巧して、 I 」ヤデッキボード 
(運転席側）を開けます。 


スペアタイヤキヤリアのボルトのフタ 
をはずしまず。 



3 スペアタイヤを降ろしまず。 

スペアタイヤキャ U アキャップとジャッ 
キ八ンドルを図のよラに組み合わせて、 
ジャッキ八ンドルを左にまわします。 
♦スペアタイヤび車両の外側に出せる 
まで降ろします。 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


麗體の 


室内装備の 
取り扱い 


IH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万一のとさ 
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4 スペアタイヤを引き起こしまず。 



スペアタイヤ 



己 スペアタイヤを取りはずします。 

アンカープレートをはずして、スペア 
タイヤを取りはずします。 


>格納のしかた 



7 アンカープレートをはめます。 

ホイールの意匠側を上向さにして、ホ 
イールの巧にスペアタイヤ格納具のアン 
カープレートをはめます。 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 



2 


タイヤを格納します。 

タイヤを車両下側まで巧します。 
スペアタイヤキャ U アキャップとジャッ 
キ八ンドルを図のよラに組み合わせて、 
ジャッキ八ンドルをゆっくりとちにま 
わしてタイヤを格納します。 

♦タイヤび地面か日離れたとさに、ア 
ンカープレートびホイールの巧に確 
実にはまっていることを確認してく 
ださい。 



3 タイヤが確実に固定されていることを 
確認します。 

十分に巻さ上げた後、"カチッ"と音び 
するまでジャッキ八ンドルをちに締め 
付けます。 

♦タイヤび確実に固定されていること 
を確認します。 

4 スペアタイヤキヤリアのボルトのフタ 
を取り付けます。 


5 


U ヤデッキボードを閉めます。 

1」ヤデッキボードを"カチッ"と音び 
するまで巧し込み、確実に閉めます。 


〇 工具を格納して、フ□ントデッキボード 
を閉じまず。 


A 


聖口 


甚本操作 
早わかり 


體體の 


室内装備の 
取り扱い 


iH 備 


車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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壁蠢 

タイヤが確実に固定されていることを確認してください。 


♦スペアタイヤを格納したあとは、タイヤび確実に固定されていることを確認してください。 

固定されていないとタイヤびびたつき、走行中にはずれるおそれびあります。 

♦必ずスペアタイヤの点検を行い、異常びあるスペアタイヤは装着しないでください。 

なお、指定空気圧は運転席ドアを開けたボディ側に貼5れている「タイヤ空気圧」の表、 
または P .434 で正しし性気圧を確認のうえ調整してください。 

♦スペアタイヤは、ジャッキアップする前に格納具か5取りはずしてください。 

♦格納具か5スペアタイヤを取りはずすときは、足の上などに落とさないようにゆっくりと 
降ろしてください。足などを挟みけびをするおそれびあります。 

♦スペアタイヤを格納するとをは、アンカープレートびホイール巧に確実にはまっているこ 
とを確認してください。 


〇応急用タイヤについて = — . 一 

応急巧タイヤは、標準タイヤびパンクしたときに一時的に使用するタイヤです。 
でさるだけ早く標準タイヤに交換してください。 


応急用タイヤの空気圧は必ず点検してくださし、。 


♦応急用タイヤの空気圧は必ず点検してください。空気圧び不足している状態で走行すると、 
タイヤの径の違いびさらに大きくなるため、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 
タイヤび;令えているときの空気圧（ゲージ圧）： 420 kPa 14.2 k 資 / cm 2 } 

♦車に搭載されている応急用タイヤはお客様の車専用です。他のタイヤやディスクホイール 
と組み含わせたり、他の車に使巧したり、他の車の応急巧タイヤをお客様の車に使用しな 
いでください。走行に悪影響び出て、思わ城事故につなびるおそれびあり危険でず。 


446 













工具、スペアタイヤ、発炎筒 


座 i 


応急用タイヤは、標準タイヤがパンクしたときに一時的 
に使巧ずるタイヤでず。標準タイヤに比べて直径が小さ 
いので、次の事項にま意してください。 


♦応急巧タイヤを装着しているとをは、約 10 日 km/hULL で走行しないでください。思わめ 
事故につなびるおそれびあります。応急巧タイヤは、標準タイヤびパンクしたとき、一時 
的に使巧するタイヤです。応急タイヤはできるだけ早く標準タイヤに交換してください。 
♦応急巧タイヤを装着して突起物などを乗りこえるときは、標準タイヤを装着しているとき 
と同じ感覚で運転しないでください。応急用タイヤ装着時は標準タイヤ装着時に对し車高 
び変化します。同じ感覚で運転すると車をぶつけるおそれびあります。 

♦応急用タイヤにタイヤチェーンを装着しないでください。タイヤチェーンび車体側にあ 
たったり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。雪道、凍結路で前輪びパンクした 
場含は、応急用タイヤを前輪に使用せず、後輪に使用し、はずした後輪を前輪に装着して 
か5タイヤチェーンを装着してくださし、。 

♦応急用タイヤを装着しているとをは、正確な車両速度び検出できない場合びあり、下記の 
システムび正常に作動しなくなるおそれびあ0ます。 

- ABS 

-ブレーキアシスト 
- インテ U ジェント AFS 
- GPS ボイスナビゲーシヨン 
-バックガイドモニター 
-フ□ント&サイドモニター 

また、フルタイム 4WD システムは、性能び十分に発揮できないばかりでなく、駆動系部品 
に悪影響をちえるおそれびあります。 


目次 
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c 巧炎筒の使い方3 


〇格納場所-. 



助手席足元に備え付けてあります。 


>発炎筒の使い方 




7発炎筒を組み立てまず。 

本体をひねりなび日取り出し、逆にし 
て挿し込みます。 


と 着义しまず。 

キャップの頭部のすり薬でこすると着 
乂します。 
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工具、スペアタイヤ、発炎筒 



A 超意 

発炎筒をトンネル内などで使用しないでください。煙で視界を悪くする 
ので、トンネル内などでは非常点滅口を使用してください。 

' 知識 



発炎筒について 

♦発炎時間は約已分間ですので、非常点滅灯を併用してくださし、。 

♦発炎筒には有効期間びあ0ます。 

本体に表示してある有効期間の切れる前にトヨタ販売店でお求めください。 

\ ノ 




i 蕊議 

発炎筒は正しく取り扱ってください。 


♦発炎筒をおテさまにはさわ5せないでください。いたず!5などによ0発火し、思わ城事故 
につなびるおそれびあり危険です。 


♦発炎筒を使用中は、顔や体に向けたり、近付けたりしないでください。やけどなど重大な 
傷害を受けるおそれがあ0危険です。 

♦発炎筒を燃料などの可燃物の近くで使用しないでください。引火して、やけどなど重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 
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巧障したとまは 

^路上で巧障したとまは） 



非常点滅灯 （ P .2 已〇の「非常点滅灯の使い 
方」参照）を点滅させなび日、車を路肩に 
寄せ停車します。 

非常点滅打は、故障などでやむを得ず路上 
駐車する場合は、他車に知日せるため使用 
します。 



高速道路や自動車専用道路では、車両後方 
に停止表示板または停止表示打を置いて< 
ださい。（法的にち義務付けられています） 



緊急を要するとさは発炎筒で合図します。 
( P .448 の「発炎筒の使い方」参照） 
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故障したときは 


G 動けな < なつたとまは） 


C 1 踏切で動けなくなったときは 

シフトレバーを ⑩ にして、付近の人に安全 
な場所まで巧してち日ってください。 

脱輪などで動けなくなったとさは、ただち 
に踏切の非常ボタンを巧してください。 
緊急を要するとさは、発炎筒を使用してく 
ださい。 

参エンジンスイッチを " START " で 
保持して、緊急避難的に車を動かすこと 
はでさません。 


CJ 道路で動けなくなったときは 

シフトレバーをのにして、付近の人に安全な 
場所まで押してち日ってください。 

参エンジンスイッチを " START " で 
保持して、票急避難的に車を動かすこと 
はでさません。 


♦困ったときは、トヨタ販売店へご連絡ください。 

「メンテナンスノート」のサービス網/お客様相談テレホン網をお読みく 
ださい。 




目次 
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パンクしたとをは 

C ~タイヤの交換~ ) 


タイヤの交換については、 P.7 □の「タイヤについてのミ主意」を併せてお読み 
ください。 

〇タイヤ交換ずる前に- 

7 平5な場所に移動しまず。 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる地面び平日で固い場所に移動 
します。 

と パーキングブレーキをしっかりかけます。 

3 エンジンを停止します。 

シフトレバーを©にして、エンジンを停止します。 

4 車のを在を知らせます。 

必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、人や荷物を降ろし、停止表示板 
(または停止表示灯）を使用します。 

b ジャッキ.工具を取り出します。 （ P .440 参照） 

6輪止めを用意します。 

ジャッキアップする場合には輪止めび必要です。輪止めについては、 
トヨタ販売店で購入できますので、トヨタ販売店にご相談ください。 
なお、輪止めはタイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 

/ スペアタイヤを用意しまず。 （ P . 443参照） 
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パンクしたとをは 


C 1 タイヤ交換のしかた 


コ 





2 


3 


ジャッキを置きます。 

取りかえるタイヤに近いジャッキセット 
位置の下に置さます。 

地面び平日で固く、ジャッキび安定する 
ことを確認します。 

輪止めをします。 

ジャッキアップする位置と巧角の位置 
にあるタイヤに輪止めをします。 

前輪を持ち上げるとさは後輪のラしろ 
側に、後輪を持ち上げるとさは前輪の 
前側に輪止めをします。（図はち側後輪 
を持ち上げる場合を示しています） 

ナットをゆるめます。 

ホイールナットレンチを使巧して、図 
の順序でナットを左にまわし、手でか 
しまわるくらし)までゆるめます。 



4 


ジャッキを上げます。 

ジャッキの A の部分を手でちにまわし 
て、車体のジャッキセット位置まで上 
げます。 
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5 ジャッキセット位置（切り欠きの間） 
にジャッキをかけます。 

ジャッキが確実に車体のジャッキセット 
位圏こかかっていることを確認します。 



b ジャッキハンドルを取り付けます。 


ジャッキ八ンドルをジャッキの巧部に 
確実に挿し込みます。 



/ ジャッキアップしまず。 


ジャッキ八ンドルをちにまねして、夕 
イヤび地面か日かし離れるまでジヤツ 
キアップします。 


454 










パンクしたとをは 


8 ナットを取りはずしまず。 

手でナットを左にまわして、取りはず 
します。 


9 タイヤを取りはずしまず。 

アルミホイールを直接地面に置くとさ 
は、傷び付かないよラに意匠面を上に 
して置いてください。 

10交換するタイヤを取り付けまず。 

♦タイヤを取り付けるとさは、ディス 
クホイールのシート部やホイール裏 
側の取り付け面の巧れをおさ取って 
か日取り付けて < ださい。 


参図の A • B 面のミちれをなき取ります。 
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11 ナッ トを板締めしまず。 

タイヤびびたつかない程度まで、手でナットをちにまわして仮締めし 
よ9 〇 

ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ナットのテー 
パー部（アル S ホイールの場合、座金の裏側）の巧れ、異物を取り除 
いてくださし、。 


♦応急用タイヤに交換ずるとき 

ナツトのテーパー部びディスクホイール巧のシート部に軽<あたる 
まで仮締めします。 



参アル=ホイールに交換ずるとさ 

ナツトの座金びディスクホイールにあたるまで仮締めします。 
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パンクしたとをは 



72 車体を降ろしまず。 


ジャッキ八ンドルを左にまわして車体 
を降ろします。 


73 ナットを締め付けます。 

ホイールナツトレンチを使巧して図の 
順序でナットをちにまわし、2〜3度に 
わたり十分締め付けます。 

♦締め付けトルク：約] 03 N'm 

{1 03 Ok 昼 f ' em } 

14 センターオーナメン トを取り付けます。 

はずしたタイヤか日センターオーナメン 
卜を取りはずして、交換したタイヤに取 
り付けます。 

参応急巧タイヤにセンターオーナメン 
卜を取り付けることはでさません。 

75 工具 . ジャッキ.タイヤを片付けまず。 

76 タイヤの空気圧を点検してください。 
( P . 434参照） 


パンクしたまま走巧しないでくださし、。 


♦パンクしたまま走巧しないでください。パンクしたまま走行し続けると、走行不安定とな 
り、思わ姑事故につなびるおそれびあ0危険です。また、タイヤ、ディスクホイール、サ 
スペンションや車体に損傷をちえるおそれびあります。ただちにスペアタイヤに交換して 
<ださい。 

♦ジャッキアップした車の下には絶対にちぐ5ないでください。万一、ジャッキがはずれる 
と、体び車の下敷さになり重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれびあ 
ります。 
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▲ ジャッキアップしているとさは、エンジンをかけないで 

I ください。 

♦ジャッキアップしているとさは、エンジンをかけないでください。エンジンの振動で 
ジャッキびはずれたり、車び動を出すなど、思わ城事故につなびり、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれびあ0ち険です。 

♦タイヤを取り付けるナットやボルトにオイルやグ U - スを塗らないでくださし、。ナットを 
締めるときに必要に締め付け5れボルトが破損したり、ディスクホイールび損傷する 
おそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にタイヤびはずれるなど、思わ城事故 
につなびるおそれびあり危険です。 

♦タイヤの取りつけには、ご使用のディスクホイール専用のホイール取0つけナットを使用 
して < ださい。 

♦ディスクホイール取り付けボルト、ナットのねじ部や、ディスクホイールのボルト巧につ 
ぶれや亀裂などの異常びある場含は、トヨタ販売店などで点検を受けてください。 

つぶれや亀裂などの異常びあると、ナットを締め付けても十分に締ま 5 ず、ディスクホ 
イールびはずれるなど、思わ城事故につなびるおそれびあり危険でず。 

♦必ず！; TF のことをお守りください。 

お守りいただかないと車体を損傷させたり、ジャッキがはずれ、生命にかかわる重大な傷 
害を受けるおそれびありまず。 

•ジャッキアップするときは、平5な場所に車を止め、対角の位置にあるタイヤに必ず輪 
止めをしてください。なお、輪止めのかわりに、石などで代用できますび、タイヤを確 
実に固定できることを確認してください。 

-ジャッキアップするとさは、パーキングブレーキをしっか0かけてください。 

-人を乗せたままジャッキアップしないでください。 

-ジャッキアップするとをは、ジャッキの上や下にちのを挟まないでください。 

-ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置にかかっていることを確認してください。 

-車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてください。 

♦ジャッキアップした車体を降ろすときは、作業ち自身やまわりの人び手や足などを挟み、 
生命にかかわる重大な傷書を受けるおそれびあり危険ですので、周囲を確認し、十分ミち意 
しなびら作業してください。 

♦ディスクホイール取り付けナットび確実に締まっていることを確認してください。確実に 
締まっていないと、ホイール取0付けボルトやブレーキ部品を破損した0、ディスクホ 
イールびはずれるなど、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

タイヤ交換樓はトヨタ販売店で、できるだけ早くトルクレンチで基準値にナットを締めて 
<ださい。 

締め付けトルク：約]日 3N • m nosokgf - cml 
♦新品と交換するときは、 4 輪とを指定サイズで、同ーサイズ•同一方一力一•同一銘柄 
および同ートレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。 
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パンクしたとをは 


車に搭載されているジャッキむがでジャッキアップずる 
場合は、次のことをお守りください。 


ガレージジャッキ 


♦車に搭載されているジャッキ];(がのジャッキを使用してジャッキアップする場合は、特別な 
工具び必要になったり、取り扱いに特別なミち意び必要になるため、誤って使巧すると車両を 
損傷したり、思わ姑事故につながるおそれびあり危険です。車に搭載されているジャッキ 
政列のジャッキを使巧する必要びある場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 

また、ガレージジャッキを使用するとさは、必ずしっか 
りとした傾さのない平坦な床面で使用してください。 

下図のガレージジャッキセット位置にあてて < ださし、。 

ガレージジャッキを使用するとをは、必ずガレージジ ャッ 
キに付属の取扱説明書を十分に確認の上、使用してくださ 
い。 




L ガレー ジジャッキセツト位置 ^ ガレー ジジャッキセツト位置 


4WD 車 ] 



ガレージジャッキセツト位置 ^ ガレージジャッキセツト位置 


ガレージジャッキは、受け皿の形状びガレージジャッキセット位置に適したサイズの 
受け皿タイプを使巧してください。 
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壁蠢 

ホイールナツトレンチはホイールナツトに十分深くかけ 
て < ださい。 


♦ホイールナツトレンチはホイールナツトに十分深くかけてください。ホイールナツトレン 
チのかけ方び浅いと、締め付けるときにホイールナツトレンチびはずれてけびをするおそ 
れびあ0ます。 


♦センターオーナメントを取りはずす際は、十分ま意してください。けびをするおそれびあ 
0ます。 

♦ディスクホイールのシート部やホイール裏側の取り付け面びほこりなどで汚れていると、 
走行中にディスクホイール取り付けナットびゆるみ、タイヤびはずれるおそれびあります。 
♦ディスクホイール取り付けナットは、トヨタ純正アルミホイール専用品がのをのを使用 
しないでください。走行中にナットびゆるみ、タイヤびはずれるおそれびあります。 
♦ホイールナットレンチを足で踏んでまわしたり、パイプなどを使用して必要 L 处上に締め付け 
ないでください。タイヤを取り付けるボルトび折れるおそれびあります。 

•傷、変形びあるナット、ディスクホイールなどは使用しないでください。 

♦タイヤ交換後、走行中に八ンドルや車体に振動び出た場合は、トヨタ販売店でタイヤの 
バランスの点検を受けてください。 
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パツテ IJ — びあびつたとをは 


バッテリーあびりとは 



次のよラな状態び、バッテ U —あびりです。 
参スターターび まわらなかったり、まわって 
ち回転び弱<、なかなかエンジンびかから 
ない。 

♦へッドランプびいつちより暗い。 
♦ホーンの音びルさいまたは鳴日ない。 


(:)処置のしかた： — 1 

巧しびけによる始動はでさません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接続して、エンジンを始動してください。 
なお、救援車のノ（ッテ U- は] 2Vを使用してください。 

#ブースター ケーブルをつなざます。 

ノ（ッテ U —の©端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
につなざます。 

①自車のノ（ッテ U - の®端モ 
③救援車のバッテリーの©端モ 

③ 救援車のバッテ U —の©端モ 

④ 次ページの図で指示している箇所（アースを取る） 

バッテリーを充電します。 

救援車のエンジンをかけ、エンジン回転数をかし高めにし、約已分間そ 
の回転を保持し、応急的に自車（バッテ U —あびり車）のバッテリー 
をお電します。 

〇自車のエンジンをかけます。 

4 ブースターケーブルをはずしまず。 

ブースターケーブルをつないだとさと逆の順にはずします。 
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[たス巧かむ 

自車（バッテリーあびり車) 



J バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンを停止したままランプを点灯したり、エアコン、オーディオなどを 
使用しないよラにしてください。 

♦エンジン回転中でち巧滞などで長時間止まっている場合は、不必要な電装品 
の電源を切つてください。 


462 





























バッテリーがあびったとさは 




盛議 

义気をバッテリーに近付けないでください。 

♦必ず下のことをお守りくださし、。 


お守りいただかないとバッテ U —から発生する可燃性ガスに引火-爆発し、やけどなど重 
大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

•® の接続（前ページ参照）は、自車バッテ U - の©端テにつなびないでください。 

バッテ U —に直接つなぐと、火花び発生します。 

-ブースターケーブルを接続するとき、 ® と©端子を絶対に接触させないでください。 

接触させると火花び発生します。 

-火気をバッテ U - に近付けないでください。 

♦充電中はバッテ U —にお付かないでください。希硫酸の含まれるバッテ U —液が吹き出す 
場含びあ0、目や皮膚に付着すると、重大な傷書を受けるおそれびあり危険でず。万一、 
付着したときは、すぐにを量の水で洗浄し、医師の診察を受けてくださし、。 

♦ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、ファンやベルトなどにふれた0、 
近付いた0しないでください。手やあ服などび巻を込まれたりして、思わ城事故につなが 
るおそれびあり危険です。 

♦バッテ U —を交換したとさは、クランプのナットを確実に締め付けてください。確実に締 
他付けないと、走行中にクランプびはずれて、ショートするなどして車両火災につなびる 
おそれびあ0危険です。 


A US 救援車の J 〇ッテリーは1吕 V を使用してください。 


♦他車（救援車）のバッテ U - は] 2 V でなければな0ません。 ] 2 V 巧バッテリーであるこ 
とを確認してから巧って<ださい。 

♦バッテリーびあび0やすい場含は、トヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


' 失□識 

初期設定について 

バッテリーあび0の処置や、ヒューズ交換などの作業を行った場合、作業媛に初期設定操作 
び必要な機能びあります。詳しくは、 P .438 の「初期設定び必要な機能」を参照してくだ 
さい。 

オートアラーム（盗難警報システム）について 

オートアラームをセツトしたあとに、バツテ U —あび0などでバツテ U — の充電-交換をす 
る隙は、オートアラームの警報および強制的な施錠び作動する場合びありますので、作業を 
巧ラ前にオートアラームのシステム作動可能状態を解除してください。 （ P . 148参照） 
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才 一 八ーヒートしたとをは 

C 才ーバーヒートとは） 



次のよラな状態び、オーバーヒートです。 
♦水温計の針びレッドゾーンに入ったり、 
エンジンの出力び低下する。 

参ボンネットか日蒸気び立ちのぼる。 


》処置のしかた 

#車を停止させまず。 

車をを全な場所に停止させ、エアコンを使巧している場合は 、 OFF 
にします。 

之 ボンネットの確認をします。 

ボンネットか日蒸気び出ているか確認します。 

■ボンネットか5蒸気が出ていない場合 

ボンネットを開けて、そのままエンジンをかけておさます。 

■ボンネットか5蒸気が出ている場合 

エンジンを停止し、蒸気び出なくなった日、風通しを良くするために 
ボンネットを開けエンジンをかけます。 
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才一 JV ’ー ヒートしたとさは 


3 を却用ファンを確認しまず。 

ラジエーターを却用ファンび作動していることを確認してください。 
フアンび作動していないときは、エンジンを停止してトヨタ販売店に 
連絡して < ださい。 



4エンジンを停止しまず。 

水温計の針び下び つてきたら、 エンジンを停止します。 

ら を却水量などを確認しまず。 

エンジンび;ちえてか日ラジエーターキャップをはずし、ラジエーター 
と U ヴーバータンクのを却水量の確認およびラジエーターコア部（放 
熱部）び著しく巧れていないか、ごみなどび付着していないかなどを 



エア巧きバルブ 
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6 を却水を補給します。 

冷却水量び不足していたら、ラジエーターと U ヴーノ（ータンクに冷却水 
を補給します。 

参冷却水びない場合は、応急的に水を補給します。 

/ トヨタ販売店で点検を受けまず。 

早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

♦移動途中で再び水温計の針び上昇してさたとさは、エアコンの温度 
調整を最大暖房にし、フアンを最大風量にしてください。ヒーター 
配管内の冷却水により水温の上昇を抑えることびでさます。 


ii 才ーバーヒートを防ぐために 

冷却水の量、地面に水ちれびないか曰頃か日点検をしてください。 
点検方法は「メンテナンスノート」をお読みください。 


A やけどなどしないように十分気を付けてください。 


♦ボンネットから蒸気び出ているときは、蒸気び出なくなるまでボンネットを開けないでく 
ださい。ェンジンルーム内び高温になっているにめ、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあ0危険です。 

また、蒸気び出ていない場含でも高温になっている部分びあります。ボンネットを開ける 
ときは十分ま意してください。 

♦ラジェーターや補助タンクび熱いときはラジェーターキャップ、ェア抜をバルブを開けな 
いで<ださい。蒸気や熱湯び吹を出して、やけどなど重大な傷富を受けるおそれびあり危 
険です。キャップを開けるとさは、ラジェーターや補助タンクび十分に冷えてか5、巧さ 
れなどでキャップ、バルブを包みゆっく 0と開けてください。 

♦エンジンびまわっているとさは、フアンやベルトなどにふれたり、近付いたりしないでく 
ださい。手や衣服などび巻き込まれたりして思わ说事故につながるおそれびあり危険でず。 



:令却水は、エンジンび熱いときに入れないでください。急に;令たい冷却水 

庫^ 齡爲 

を入れると、エンジンび損傷するおそれびあ0まず。冷却水はエンジン 


が十分に;令えてからゆつく 0と入れてください。 
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けん引について 

し けん引のしかた~~ ) 


(3 他車にけん引しても5うときは 

フ□ントに取り付けるけん引フックはけん引されることを目的としており、 
他車をけん引するちのではありません。 

けん引してち日ラときは、できるだけトヨタ販売店または JAF などに依頼 
してください。 

とくに次の場合は駆動系の故障び考え日れますので、けん引される前にまず 
トヨタ販売店へご連絡ください。 

参エンジンびまわっているのに車び動かない 
♦異常な音びする 

I けん引フック、ホイールナットレンチを用意しまず。 

( P .44 □の「ジャッキ、工具、スペアタイヤの格納場所」参照） 

けん引フック取り付け部のフタを取りはずします。 

薄刃のマイナスドライバーをフタとバンパーのすさ間に挿し込んで、 
フタをはずします。 

♦ノ（ンノ（一傷付さ防止のため、ドライバーの先端に薄手のテープなど 
を巻いて保護してください。 



目次 
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基本操作 
早わかり 
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付を合い方 


メンテナンス 
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3 けん引フックを取り付けます。 

ホイールナツトレンチを使用して、けん引フックを確実に取り付けます。 



4 けん引フックに□-プをかけまず。 

ボディに傷を付けないようにして、□ープをけん引フックにかけます。 
必ずけん弓 I フックに□ープをかけて、前進方向でけん引してください。 
けん引□-プには、 0.3 メートル平方の. 3 mx 0.3 m ) じ(上の白い巧 
を□ープ中央に必ず付けてください。 



b エンジンをかけます。 

エンジンをでさるだけかけておいてください。エンジンびかか b ない 
とさは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " にします。 
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けん引について 


6発進しまず。 

シフトレバーを⑩にして、パーキングブレーキを解除します。 

前の車にま意します。 

けん引□ープをたるませないよラにし、前の車の制動打にを意してくだ 
さい。 

けん引が終わった5 

ホイールナットレンチを使用してけん引フックをはずして格納します。 
♦けん引フック取り付け部のフタを確実に取り付けます。 

CJ 他車（故障車）をけん引ずるとさは. —I 



♦けん引フックは、一般路上で故障した他車（故障車）をやむを得ず□ープ 
によりけん引をするためのちのです。 

♦自車より重い車のけん引はでさません。 

自車より重い車をけん引しよラとすると、駆動系に悪影響を与えたり、 
けん引フックや車体び破損するおそれびあります。 


A 


重口 


甚本操作 
早わかり 


麗！の 


室内装備の 
取り扱い 




車との上手な 
付を合い方 


メンテナンス 


万-のとき 
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盛 欄 

けん引される車は慎重に運転してください。 


♦けん引される車は慎重に運転してください。エンジンがかかっていないとブレーキの効き 
び悪くなったり、八ンドルび重くなるた奴、通常と同じ感覚で運転すると、思わ城事故に 
つなびるおそれびあ0危険です。 


♦キーを抜いた0、エンジンスイッチを" LOCK " にしないでください。キーが抜けて 
いると八ンドルび□ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わ城事故につながるおそれ 
びあり危険です。また、 " LOCK " だとキーび抜けるおそれびあります。 

♦けん引する車は急発進などけん引フックや□ープに大さな衝擊び加わるような運転をしな 
いでください。けん引フックや□ープび破損するおそれがあ0ます。 

また、万一の場含、その破片び周囲の人などにあたり、重大な傷害をちえるおそれびあり 
危険でず。 



A 超意 

長坂路を下るときは、車両積載車で運搬してください。 


♦長坂路を下るとさは、車両積載車で運搬してください。 

車両積載車で運搬しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあ0ます。 

♦4 WD 車の場合、4輪接地でけん引ずるか、4輪とを持ち上げた状態で運搬してください。 
前輪または後輪だけを持ち上げたけん引は絶対にしないでください。駆動装置び焼き付き 
を起こしたり、車びトレッカー（台車）か5飛び出すおそれびあります。 

り^^^^^ 

♦けん弓健度約 SOkm / hUTF 、 けん弓腿離約 80 kmUI 内で、前進方向でけん引してください。 
この速度、距離をこえてのけん引または後進方向でのけん引をすると、トランスミッション 
に悪影響をおよぼし、損傷するおそれびありますので、これ5をこえる場合は車両積載車 
などにより4輪とを持ち上げて運搬してください。 

♦スタックぷ脱出のために、他車にけん引してちらうときは、サスペンションアームなどに 
□ープをかけないでください。サスペンションアームなどを損傷するおそれびあ0ます。 
♦ワイヤー□ープは使用しないでください。バンパーに傷び付くおそれびあ0ます。 
♦スタックしたとさは、無理にけん引せず、トヨタ販売店や J A F などに依頼してください。 
けん引フックやサスペンション部品などに□—プをかけてけん引すると、けん引フックや 
サスペンション部品を損傷するおそれびあります。 

《说かるみ-砂地-深雪路などで駆動輪び空転したり、埋まり込んで動けなくなった状態。 
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事故び起をたとをは 


あわてずに巧の処置を巧つてくだをい 



7続発事故を防止しまず。 


他の交通のさまたげにな日ないよラな 
安全な場所に車を移動し、エンジンを 
停止します。 


ご?負傷ちびいる場合は、応急手当を行い 
まず。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を行います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よラにしますび、後続事故のむ配びあ 
るとさは安全な場所に移動させます。 



3 


警察への届け出をしまず。 


4 相手方の確認とメモ（氏名、住所、電話 
ま号）を取りまず。 

〇 ご購入された販売店と保険会社へ連結 
します。 
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車両を緊急停止するには 

し 緊急停止のしかた ) 

万一、車び止ま b なくなったとさの非常時のみ、 L ソ下の手順で車両を停止さ 
せてください。 

/ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続けます。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び必 
要となり、制動距離ち長くなります。 


と シフト レバーを ⑩に入れます。 

■シフトレパーが⑩に入った場合 
〇減速後、車を安全な道路脇に停めます。 

4エンジンを停止します。 



■シフトレバーが⑩に入らない場合 

〇ブレーキペダルを両足で踏み続け、可 
能な限り減速させまず。 

4 エンジンスイッチを " ACC " にして、 

エンジンを停止します。 
b 車を安全な道路脇に停めます。 


A 走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、巧のこ 

{とをお守りください。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるとをは、十分に減速ずるようにしてください。 
エンジンを停止ずると、ブレーキの効さび悪くなり八ンドルび重くなるにめ、車のコント 
□ールびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを挨でず。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるとをは、キーを絶巧に抜かないでください。 
キーを抜くと八ンドルび□ックされるにめ、思わめ事故につなびるおそれびありを険でず。 
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さくいん 


五十音さ<いん • 
警告なさくいん‘ 
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アーム レスト 

フ□ントシート . 156 

リヤシート . 162 

アクセヴ U - ソケット . 324 

アジャスタブルシートベルトアンカ——176 

雨の曰の運転 . 372 

アンチ□ックブレーキシステム 

( ABS ). 363 

アンテナ . 29巨 



イージーク□-ザー 

り (ックドアイージーク□-ザー) . 127 


E CT S N 224 

E 己 D の働き . 366 

EL R 機構付シートベルト . 354 

イグニッシヨンスイッチ . 200 

I SOF I X 対応 

チャイルドシート固定専用パー . 188 

イラスト目次 . 8〜11 

イル S ネーテッド 

エント U —システム . 336 

インテリジェント AFS . 36白 

インナーミラーの調整 . 195 




ウインドウウオッシャー 
ウオッシャー 液の 

噴き寸のしかた . 246 

ウオッシャー液注入□の位置 . 41己 

ウオッシャータンク容量 . 433 

冬の前の準備、点検 . 373 

ウインドゥデフ オッ ガー（曇り取り） 

の使い方 . 248 

ウインドゥ□ックスイッチの使い方……137 

ウオーニングランプ（警告灯） . 226 

動けなくなったとさは . 4己1 


運転する前に（寒;令時の取り巧し、) 

運転席 SRS エアバッグ . 

運転席シートベルト非着巧警告灯 
運輯席に座っての点檢 . 



エアコンガス（冷媒）の点檢 
エアつン 

操作方法 
手入れ… 

エアフィルターの交換 
AFSOFF スイッチ 
AFS OFF 表を灯… 

ABS 、 ブレーキアシスト 

E 巨□の働き . 

ABS 、 ブレーキアシストとは 
A 巨 S やブレーキアシストが 

作動しているとき . 

A B S • ブレーキアシストについての 

注胃 . 

A 巨 S &ブレーキアシスト警告灯••… 
SRS ェアバッグ 

SRS エアバッグとは . 

SR S エアバッグび作動ずるとき •• 
SRS エアバッグ作動のしくみ••… 

SRS ェアバッグ警告灯 . 

SR S エアバッグについての注意…… 
SRS 力ーテンシールドエアバッグ" 
SRS サイドエアバッグ 
5円5二ーェアバッグ-.- 
SAE 粘度（エンジンオイル） 

FM ヴブアンテナ . 

エマージェンシーレバー 
MD プレーヤーの使い方 

MP 3 を聞く . 

LLC (冷却水） 

タンク容量、濃度… 

冬の前の準備、点検 
エンジン始動の手順… 


さ < いん 


五十音さ<いん 


症状か5調べたいとさや、万一のとさの処置については、 色付さ 文字の 
項目をご覧 < ださい。 


5 0 6 4 
7 4 3 2 
3 3 2 4 


3 

9 

3 2 3 3 2 


6 3 3 3 5 
5 9 9 5 2 
2 


6 3 
6 6 
3 3 


5 

6 
3 


18 0329411037603 031 
62 4442544439298 370 
2 3332:33342122 432 
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さ < いん 


. 320 

. 335 

. 389 

. 434 

. 312 

79、4已9 


■464 
■400 
‘41己 
.4 已日 


才ーゾづ一 

432 フユーエル リツ ドオープナー . 143 

415 ボンネツトオープナー . 146 

373 お子さまを乗せるときの注意 . 38 

41 已お出かけ前の注意 . 1 已 

21 白オドメーター(積算距離言十) . 220 

230 


⑩ 

カーゴフック . 

列気温度表示 . 

が装の手入れ . 

ガソリン（燃料） 

使巧ガソリン、タンク容量‘ • 

カップホルダー . 

ガレージジャッキセット位置… 
環境に配慮した経済的な運転を 

するために . 

環境保護のために . 

寒冷時の取り扱い . 

寒冷地用ワイパーブレード••… 



キー（ワイヤレスドア□ツクリモコン) 


キー ナンパープ レー ト .11] 

ドアの施錠•解錠のしかた……113、116 
ワイヤレスドア□ックリモコン 

(キ ー) について . 110 

キー OFF 後作動機能 . 13目、142 

キーがまわせない . 20日、207 

キー閉じ込み防止機能 . 121 

キー抜き忘れ防止チャイム . 121 

キーのまわし方 . 200 

キーレスエント U — 

(ワイヤレスドア□ック） . 113 

キーキーと金属音がタイヤか!5聞こえる 
くブレーキパッドウェア 

インジケーター〉 . 32 

基準値（メンテナンスデータ） . 428 

キックダウン . 62 

緊急停止のしかた . 472 


エンジンオイル 

オイル量 . 

注入 □. 

をの前の準備、点検 . 

レベルゲージ位置 . 

エンジン回輯計（タコメーター） . 

エンジン警告灯 . 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 

の使い方 . 

エンジンのかけ方 . 

エンジンルームか！5煙（水蒸気） 

が出ている . 

エンジンルーム内ヒューズボックス… 

エンジンルームの点檢 . 

エンストで始動でをなくなったときは 



オイル類（メンテナンスデータ） . 

応急用タイヤについて . 

オーディオの取り扱い 

アンテナ . 

MD プレーヤーの使い方 . 

MP 3 を聞ぐ . 

CD プレーヤーの使い方 . 

使用上の留意点 . 

ステアリングスイッチの使い方 . 

WMA を聞く . 

電源•音量-音質調整 . 

ラジオの使い方 . 

オートアラーム 

(盗難警報システム） . 148、 

オートチルトアウェイ& 

リターン機能 . 

オートドア□ック機能の設定変更 . 

オートマチック車についての注意 . 

才ートマチック車の運転のしかた 

走行のしかた . 

停車•駐車のしかた . 

発進のしかた . 


オートマチックトランスアクスルフルード 


レ —卜ち .4 vd 0 

オートマチックトランスミッション 

油温警告灯 . 235 

才ーバーヒートしたとさは . 464 

才ーバーヒートについての注意 . 80 

才ーバー へ、ソ ドコンソール . 320 


2 5 3 4 
目呂7 7 

3 3 3 3 


〇1 
〇 〇 
2 2 


□ 6 色03吕38372 
34 9987098巨7 
44 222232222 


2 382 240 
6 916 111 

3 11: 222 
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工具の格納場所 . 

後退灯 

電球（バルブ）の交換 

ワット数 . 

コートフック . 

故障したときは . 

モ供専巧シート 

シートベルトでの固定 
専用バーでの固定…… 

トップテザーアンカーでの固定 

モ供専巧シートについて . 

モ供専巧シートについての注意 

ル物入 n . 

コンソールボックス . 

コンビニフック . 

コンライト（ヘッドランプ）…… 



空気圧（タイヤ） . 

区間距離計（卜 U ップメーター） 
量り取りスイッチ （ U ヤウインドゥ 

デフォッガー）の使い方 . 

クラクシヨン（ホーン）の使い方 

クリープ現象 . 

車の手入れ . 

車のまわりの点検 . 

グレード名称 . 

グ□ーブボックス . 


〇 

ヴィドち向指示灯 

操作方法（方向指をレバー) . 241 

電球（バルブ）の交換 . 411 

ワット数 . 429 

サービスデータ 

(メンテナンスデータ） . 428 

ヴンシェード . 141 

ヴンバイヴー . 306 

の 

CD • MD - 体 AM / FM ラジオ . 266 

C D プレーヤーの使い方 . 278 


シーケンシャルシフトマチック付 
オートマチックトランスミッション…2日3 
シーケンシャルシフトマチック表示灯•••224 


シートアレンジ 

インデックス . 164 

フラットシートのつくり方 . 16目 

IJ ヤシ ー ト全席の前倒しのしかた …… 168 
リヤシート中央席のみの前倒しの 

しかた . 170 

シートについての注意 . 41 

シートの調整 

フ□ントシート . 154 

リヤシート . 160 

シー トベルト 
アジャスタブル 

シートベルトアンカー . 176 

EL R 機構付シートベルト . 354 

着用のしかた . 17日 

正しい着用 . 172 

手入れ . 391 

プ U テン シヨナー&フオース US ッター 

付シートベルト . 354 

シートベルトについての注意 . 48 

シートベルト非着用警告灯 . 23目、237 

シガレットライター . 316 

事故が起きたときは . 471 

室内装備品の使い方 . 306 


思 

警告灯が点灯または点減したままの 


とさは . 102、103 

警音器（ホーン） . 2已2 

計器類（メーター） . 218 

警告灯類（メーター） . 226 

経済的な運転 . 382 

化粧用ミラー(バニテイミラー) . 306 

けん引について . 467 

けん引フック（格納場所） . 440 


□己 910 789呂曰2838 
4 022 己 888742123 
4 4434 1111:3332 


4 0 8 2 

3 2 4 5 

4 2 2 2 


2 8 15 7 
6 8 2 3 1 
: 3 4 4 3 
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さ < いん 


室内な（ルームランプ） 

操作方法 . 308 

ワット数 . 42白 

シフトホ°ジシヨン表示灯 . 223 

シフトレバーが©か5動かせない . 207 

シフトレバーの使い方 
シーケンシャルシフトマチック付オート 

マチックトランス5ッシヨン . 203 

SN 日 W スイッチ . 208 

Super E C T . 368 

シフトレバー部照明 . 307 

シフトレンジ表を . 224 

シフト□ックシステム . 207 

シフト連動才ートドア□ック . 118 

シフト連動オートドアアン□ック . 118 

車速感応才ートドア□ック . 1 1 S 

ジャッキ 

格納位置 . 440 

ジャッキアップポイント 

(セット位置） . 4已3 

ジャッキアップについての注意 . 77 

ジャッキノ V ンドル（格納場所） . 440 

車幅な 

操作方法（ランプスイッチ） . 238 

電球（バルブ）の交換 . 405 

ワット数 . 42白 

車幅巧表示巧 . 224 

車両型式 . 43已 

車両を緊急停止ずるには . 472 

充電警告灯 . 234 

衝撃感知ドア□ック解除システム . 117 

初期設定が必要な機能 . 438 

助手席足元ヒューズボックス . 402 

助手席 SRS エアパック‘ . 340 

助手席シートベルト非着用警告好 . 237 


水温計 . 220 

水温計の針げホいマークに入った . 464 

スイッチの使い方 . 238 

Super E C T 

Super EC 下とは . 368 

登降坂変速制御システムの働さ . 368 

フレックス□ックアップ 
システムの働を . 368 


ステアリンクスイッチ…… 
ストップランプ（制動巧） 
電球（バルブ）の交換… 
スノータイヤ（鲁用タイヤ） 
SN 日 W スイッチ 
スノーモード…… 
スピードメーター 
スペアタイヤ…… 

スモール ランプ（車幅な） 
操作方法（ランプスイッチ) 
電球（バルブ）の交換…… 
つツト数 . 



制動灯（ストップランプ） 

電球（バルブ）の交換 . 

積算距離計（オドメーター)…… 
セキュリティ機能（ドア□ック） 
セキュリティ表を灯 

洗車 . 

前照灯（へッドランプ） 

操作方法（ランプスイッチ） 

電球（バルブ）の交換•…… 
ワット数…… 

忠 

走行しての点検 
走行するとをは（寒冷時の取り扱い) 

走行するとをの注意 . 

走行中、異常に気付いた 5- 
走行でさな<なったときは 
(けん引について） 

走行のしかた . 

速度計（スピードメーター） 
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443 
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374 

421 

396 
374 
434 
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4 已 2 
219 
1已2 
172 
283 


テールランプ（尾な） 

操作方法（ランプスイッチ） . 238 

電球（バルブ）の交換 . 412 

ワット数 . 429 

停車のしかた . 214 

ディスチャージへッドランプ . 3已目 

ディファレンシャルオイル 

习っ J レち . 431 

手入れ 

エアコンの手入れ . 393 

外装の手入れ . 389 

内装の手入れ . 391 

日頃の手入れ . 388 

デッキアンダートレイ . 328 

デッキボード . 329 

電球（バルで 

交換要領 . 405 

ワット数 . 42白 

，占'検 

• 運乾席に座っての点検 . 424 

エンジンルームの点検 . 415 

車のまわりの点検 . 421 

走行しての点検 . 426 

曰甫点検について . 414 

点検基準値（メンテナンスデータ） . 428 

点検整備実施のお願い . 14 

点検*手入れ時の注意 . 68 

電源*音量*音質調整 . 267 

テンション U デューヴー（ベルト圧迫感減少、 
装置）機能付きシートベルトの働き…3已4 
電動チルト S テレスコピック 

ステアリングスイッチ . 193 


タイヤ 

空気圧 . 

スペアタイヤ . 

タイヤサイズ . 

タイヤチェーン . 

タイヤの点検 . 70、 

タイヤ □ーテーシ ヨン 

(タイヤ位置交換） . 

冬用タイヤ . 

ホイールヴイズ . 

タイヤについての注意 . 

タイヤを交換するとをは . 

タコメーター (エンジン 回 乾計) . 

正しい運乾姿勢（シート） . 

正しい着用（シートベルト） . 

WMA を聞く . 

思 

チェーン（タイヤチェーン） . 

チケット巧 J レタ. . 

チルトステア U ングレバー . 

チャイルドコンフオートガイド . 

チャイルドシート 

シートベルトでの固定 . 

専用 バーでの 固定 . 

トップテザーアンカーでの固定 . 

チャイルドプ□テクターの使い方 . 

駐車するときは（寒;令時の取り扱い)•…’ 
駐車灯（非常点減打） 

操作方法（非常点減灯スイッチ） . 

電球（バルブ）の交換 . 

ワット数 . 

駐車のしかた . 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ） 
操作方法（パーキングブレーキペダル）-’ 

点検基準値 . 

駐停車するとをのミち意 . 


4647 78900 〇已94 683 
7097 88828 己021 123 
3311 11113 2442 24 - 
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さ < いん 


トノカバー . 

トランスアクスルフルード 

yji / —卜ち . 

トランスファーオイル 

オイル量 . 

トランスミッション 

Super ECT . 

トリップメーター（区間距離計) 


内が気切りかえスイッチ（空調) 
内装の手入れ . 



運転席に座っての点検 
エンジンルームの点検 
車のまわりの点検…… 

走行しての点検 . 

日常点検について…… 



燃料 

タンク容量 . 434 

燃料計 . 219 

燃料残量警告灯 . 236 

燃料残量警告巧が点なしたとさの 

燃料の残量は . 236 

燃料補給口（フューエル U ッド） 

の開閉 . 143 

燃料補給時の注意 . 20 


⑩ 

パーキングブレーキ 

操作方法(パーキングブレーキペダル）…21目 


点検基準値 . 428 

排気ガスに巧する注意 . 36 

灰皿 . 314 

八イビーム（ヘッドランプ上向き） 

操作方法（ランプスイッチ） . 240 

電球（バルブ）の交換 . 407 

へッドランプ上向き表示口 . 223 

ワット数 . 429 

八イマウントストップランプ 

電球（バルブ）の交換 . 4日已 

八ヴードランプ（非常点滅灯） 

操作方法（非甫点減なスイッチ） . 2已〇 

電球（バルブ）の交換 . 405 

ワット数 . 429 

挟み込み防止機構 . 134、13目、141 

発が筒の使い方 . 448 

発進のしかた . 210 

バックアップランプ（後退灯） 

電球（バルブ）の交換 . 4日已 

ワット数 . 429 

バックガイドモニター 


別冊 「 HDD ナピゲーシヨンシステム 
取扱書」参照 


バックドア 

初期設定 . 134 

操作方法 . 122 


思 

ドアの施錠•解錠 . 110 

ドアカーテシランプ 

操作方ま . 311 

ワット数 . 429 

ドアガラスの開閉 . 13已 

ドアキー連動開閉機構 . 11目 

ドアポケット . 322 

ドアミラーの調整 . 19目 

ドア□ックスイッチ . 117 

ドアを開けた5「ポーン、ポーン」と 

音が鳴り続けた . 121 

登降坂変速制御システムの働さ . 368 

搭載工具 . 440 

盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム……360 
オートアラーム 

(盗難警報システム） . 148、362 

はミム . 00/1 
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バックドアランプ 

操作方法 . 30白 

ワット数 . 42白 

バックドアグリップ . 122 

バックドア閉め忘れ防止ブザー . 133 

バックドア連動巻さ取り機能 

(トノカバー) . 12己、327 

撥水機能付ガラス . 3已白 

パッテ U —びあがったときは . 461 

バッテ U- の点檢 . 416 

バッテ U- についての注意 . 75 

パッドウェアインジケーター（ブレーキ 

パッドウェアインジケーター） . 32 

バニティミラー（化糖用5ラー） 

操作方法 . 306 

ランプのワット数 . 429 

バルブ（電球） 

交換要領 . 40己 

ワット数 . 42白 

J のーウイン ドゥび動かない . 137 

パワーウインドゥ 

初期設定 . 137 

操作方ま . 13己 

ノ（ワーステア U ングフルード 

ノルートち . 43 I 

パワーバックドア 

自動開閉のしかた . 12白 

初期設定 . 134 

バックドアイージーク□ーザー . 127 

パワーバックドア落下防止機構 . 134 

パワーバックドアリモコンスイッチ……131 
番 S 巧 

操作方法（ランプスイッチ） . 238 

電球（バルブ）の交換 . 40己 

ワット数 . 429 

半ドア警告灯 . 236 

半ドア警告ブザー 

ワイヤレスドア□ック . 115 

半ドア警告灯 . 236 

八ンドルび重くなった . 31 

八ンドルの調整 . 193 

パンクしたとをは . 4已2 



日頃の手入れ . 388 

操作方法（非常点減灯スイッチ） . 250 

電球（バルブ）の安換 . 40已 

つ、ソ ト数 . 429 

尾灯 

操作方法（ランプスイッチ） . 238 

電球（バルブ）の交換 . 412 

ワット数 . 429 

ヒューズの点検、交換 . 399 

ヒューズボックス 

エンジンルーム内ヒューズボックス…4日0 

助手席足元ヒューズボックス . 402 

表示灯類（メーター) . 221 

曰よけ（ヴンパイザー) . 306 

ピーピーピーと長い音の< り返し 

〈U バース（後退）ブザー〉 . 203 

ピーピーピーと短い音のくり返し 
〈バックドア閉め忘れ防止ブザー〉……133 


Vリブドベルト（点検基準値) . 428 

フォグランプの使い方 

フ□ントフォグランプ . 242 

リヤフォグランプ . 243 

フォースリミッター付シートベルト……3已4 

吹き出し□の調整 . 264 

フック 

カーゴフック . 320 

けん引フック . 440、467 

コートフック . 321 

コンビニフック . 323 

フューエルキヤップの開閉 . 143 

フューエルメーター (燃牌計) . 219 

フューエル U ッド（燃料補給 □) の 
開閉 . 143 
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さ < いん 


ホイールサイズ . 

ホイールナットレンチ（格納場所） 

ホイール（タイヤ）の交換 . 

方向指を巧 

操作方法（方向指示レバー)•…… 

電球（パルブ）の交換 . 

ワット数 . 

方向指を表示灯 . 

ホーンの使い方 . 

ポーンと1回音が鳴る 
くマルチパネルムーンルーフ 

閉め忘れ警告チャイム >…•… 
ポーン、ポーンと短い音のくり返し 
くキー抜さ忘れ防止チャイム> 

補助確認装置 . 

ボンネットか5煙（水蒸気）が 

出ている . 

ボンネットの開閉 . 

ボンネットオープナー . 



へッドランプ 

操作方法（ランプスイッチ） 
電球（パルプ）の交換…… 

つット数 . 

へッドランプ上向き表を灯… 

へッドレストの調整 

フ□ントシート . 

U ヤシート . 

ベビーシート 

シートベルトでの固定…… 

専巧パーでの固定 . 

トツプテザーアンカーでの固定 


フユー エルリッドオープナー . 143 

冬の前の準備、点検 . 373 

冬用タイヤ . 374 

フラットシートのつくり方 . 1目目 

プリテンシヨ ナー & フオース リミッター付 

シートベルト . 3已4 

プリテンシヨナー警告灯 . 22白 

フルタイム 4 WD . 367 

ブレーキアシスト . 363 

ブレーキ 警告 灯 . 232 

ブレーキペダル（点検基準値) . 428 

ブレーキパッドウエアインジケーター……32 
ブレーキフルード 

点検方法 . 416 

リヴーパータンクの位置 . 415 

ブレーキを踏むと「キーキー」と 

音がする . 32 

フレックス□ックアップシステムの 

働さ . 368 

フ□アマット . 338 

フ□ント&ヴイドモニター 


別冊 「 HDD ナビゲーシヨンシステム 


取扱書」参照 
フ□ントシート 

シート調整のしかた . 1已4 

へッドレスト調整のしかた . 1已7 

フ□ントパーソナルランプ . 307 

フ□ントフォグランプ 
操作方法（フォグランプスイッチ）……242 

電球（バルブ）の交換 . 410 

ワット数 . 42白 

フ□ントフォグランプ表を灯 . 223 

フ□ント方向指を巧 

操作方法（方向指示レバー） . 241 

電球（バルブ）の交換 . 409 

ワット数 . 429 

フ□ントルームランプ 

操作方法 . 308 

ワット数 . 42白 

フ□ントワイ パー デアイサ ーの 
使い方 . 249 
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油圧警告灯 . 

ユーザーカスタマイズ 
油脂類の容量と銘桐… 



4 WD 車についてのミま意 


ライセンスプレートランプ（番号灯) 
操作方法（ランプスイッチ） 

バルブ交換 . 

ワット数 . 

ランプスイッチの使い方…… 

ラゲージランプ 

操作方法 . 

ワット数 . 

ラジェーター 

才ーパーヒートしたとをは 
ラジェーターキャップの 

イ立胃 . 

リザーバータンクの位置… 

冷却水濃度、容量 . 

ラジオの使いち . 

ラジオ用アンテナ . 

ランバーサポート . 


回 

7ップランプ 

操作方法 . 

ワット数 . 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 

7ルチパネルムーンルーフ 

操作方法 . 

閉め忘れ警告チャイム… 
万一の事故のときの注意… 



S ラーの調整 

インナーミラー . 

ドア巧一 . 

補助確認装置 . 

S ラーヒーターの使い方 



ムーンルーフ 

(マルチバネルムーンルーフ） 

忠 

メーター照度調整ダイヤル…… 

メーター類 . 

メンテナンスデータ（点検基準値) 


4 6 0 
3 3 3 
2 4 4 
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U クライニング調整のしかた 

フ□ントシート . 

リヤシート . 

リバース（後退）ブザー…… 

U モコンスイッチ 

(ワイヤレスドア□ックリモコン) 

操作方ま . 

電池交換 . 

U ヤウインドゥデフォッガー 

(量り取り）の使い方 . 

U ヤシート 

アームレストの使い方 . 

シート調整のしかた . 

へッドレスト調整のしかた . 

U ヤシートの前倒し 

全席の前倒し . 

中央席のみの前倒し . 

U ヤディファレンシャルオイル 

オイル量 . 

U ヤフォグランプ 
操作方法（フォグランプスイッチ) 

電球（バルブ）の交換 . 

ワット数 . 

リヤフォグランプ表示灯 . 

U ヤ方向指示灯 
操作方法（方向指をレバー）… 

電球（バルブ）の交換 . 

ワット数 . 

U ヤルームランプ . 

ワット数 . 

思 

ルームミラー(インナーミラー) 
ルームランプ（室内灯） 

操作方法 . 

ワット数 . 


/■p 却水 

オーバーヒートしたときは . 464 

濃度、容量 . 430 

をの前の準備、点検 . 373 

U ザーパ’ータンクの位置 . 41己 

レインクリアリングミラー . 3已7 


通 

□ービーム（へッドランプ） 

操作方法（ランプスイッチ） . 238 

電球（パルプ）の交換 . 4日已 

つット数 . 429 

路上で故障したときは . 4已〇 

□ックレバー . 119 


€3 

ワイパー&ウォッシャースイッチ 

. 244 

ワイヤレスドア□ツクドア□ツクリモコン 


操作方法 . 113 

電池交換 . 397 

ワイヤレスドア□ックリモコン 

スイッチ連動開閉機構 . 11已 

ワックス . 390 

つ、ソ ト数 . 429 

輪止め . 378、452 
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八リァー 


ア -51 


®TOYOTA 


お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

130800 - 700-7700 

才ープン時間3已己日日：00〜18:00 

所在地于450 -0002 を古屋巿中巧区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http :// www . tciyota . co . jp にて掲載しております。 


1-3 巧自動軍巧巧会社: 

http://toyota.Jp 

•車両の社様等の変更により本書の巧容石审両と一致しない場合びあ0ますのでご了承ください。 
•印刷 NAI - 2010年8ち19日 •発行ぶ010年8ち26日巧お 

M 48B24 
01999 —48B24 



